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序

三重県の中央部を流れる雲出川の流域は、現在では津市・久居市・一志郡お

よび松阪市の一部を含みますが、かつては大きく一志郡とされていた地域であ

ります。この一志郡は、著名な三重県下の歴史上でも特徴的な文化を担った地

域で、重要な遺跡が数多く所在するところです。弥生時代の稲作文化がまず受

け入れられたのがこの地域と考えられますし、古墳時代前期において前方後方

墳が集中する地域でもあります。また、古代律令期における中央的な文化が伊

勢に受け入れられる状況を考えるうえでも、この地域の動向は非常に重要です。

今回発掘調壺を行いました雲出島貫遺跡は、雲出川河口近くの左岸部で、現

在は津市雲出島貰町にあたりますが、旧の一志郡内に相当します。今回の発掘

調査は同じ開発事業に伴う 2次目です。今回の調在では、 11世紀後葉頃から 13

世紀中葉頃までの濃密な遺構・遺物が確認されました。なかでも、 12世紀代に

掘削されたと考えられる大規模な堀に囲まれた居館やそれに伴う優秀な貿易陶

磁器を副葬した墓などは、広く県民の関心を呼びました。さらに、城館の祖型

や中世の物流を考えるうえでの学問的に寄与することができるものと考えてい

ます。

ただ、このような重要な遺跡を、開発に伴う破壊を前提として調査いたしま

したことは、県土整備のために必要な開発であることは勿論ではありますが、

いくばくか心が痛むことも事実であります。今後は、このような重要な遺跡の

調査によって得ることができました資料をもとに、当埋蔵文化財センターとし

てもより深く追求していき、三重県の歴史、ひいては日本列島の歴史を少しず

つでも解明していくことで遺跡の供養の一端といたしたいと考えています。

発掘調査にあたっては、地元津市および近隣在住の方々、雲出島貰地区自治

会をはじめ、津市教育委員会、県土木部道路建設課・津土木事務所から多大な

御協力とともに暖かい御配慮を頂くことができました。文末とはなりましたが、

各位の誠意ある御対応に、心からの御礼を申し上げます。

2 0 0 0年12月

三重県埋蔵文化財センター

所長 藤澤英三



例 言

本告は、三重県津市裳出島貫町字IIIJ・中ほかに所在する雲出島員迫跡の、第 2次発掘調究にかかる報告肉のうち

の第 1分冊である。別に、逍物観察表 ・写兵図版編を第 2分Ifftとして作製している。
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調査は、平成10年度一般地方道娼野津線国補橋梁整備工事に伴い、緊急発掘調査を実施し たものである。
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発掘調在は平成10年度に、報告杏作成業務は平成10・11年度に行った。発掘調杏は三函県埋蔵文化財センタ ー

調究第一課が行い 、 調介第一課．ホ査兼調査第二係長森川常1豆の調整のもと 、技師伊藤裕倅• 水谷豊、技術補助員

翌：田祥三が担当した。

調査にかかる費用は、執行委任を受けて三電県．十木部が全額負担している。

当報告杏の作成業務は＝韮．県埋蔵文化財センター調査第一課及び管理指蔚課 （平成lJ年度は行科誓及グループ）

が行った。 追構与真は伊藤 • 水谷が撮影し、木棺墓 S X329の遺物出土状況（敵終分）については山LI格が行った。

造物写兵は伊藤 ・船越重伸 ・萩原義彦・柴山圭子が行った。報文の執筆は伊藤のほか、各柳分析関係については
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委託先の各氏が行った。全体の編集は伊藤が行った。

調査にあたっては、津市 ・久居市 ・紹野町在住の各位、雲出島貰地区、津市教育委員会、

路整備諜 ・津地方県民局津建設部から多大な協力を受けたことを明記する。

および県土益備部道
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報告咎作成にあた っては、以下の各氏から有益なご教示等を頂いている。記して感謝いたしたい。

tf木折哉 （立命館大学）、大庭康時 （福岡,h教宥委員会）、小笠原信夫 （東取国立博物館）、岡野友彦（皇學館大学）、

尾野善裕（京都国立博物館） 、海沖朗（和歌山大学） 、金子健一（（財）瀬戸市埋蔵文化財セ ンタ ー） 、究室康光

（津市教育委貝会） 、 川 n宏海 （人手前女了•大学） 、北野隆亮 （（財 ） 和歌山市文化体育振興事業団）、坂本範基（滋賀

県q1ー主町教育委員会）、佐藤亜型（（財）元卯寺文化財研究所）、鋤柄俊夫 (/TT]志社大学考古学博物館）、鈴木正貞

（（財）愛知県狸蔵文化財センター）、塚本和弘（静岡県菊川町教育委且会）、辻広忠 （滋質県中Jc.町教育委員会）、中

野uu久 （常滑di教育委員会）、橋口定志（数島区教育委員会）、橋本久和 (I合j槻市教脊委員会）、藤澤典彦 （（財）元

興寺文化財研究所）、藤澤良祐（（財）瀬戸市埋蔵文化財センター）、藤UI逹生（三煎大学）、藤IH裕嗣 （神戸大学）、

森島康雄 ((J!オ）京都府埋蔵文化財調済研究所）、森村健ー・・（堺市教育委J.1会）、森本朝子（福岡市教育委員会）、山

本化夫（太宰府布教育委貝会） 、守村在親（京都市埋蔵文化財調査研究所）、小林秀 （二重県生活文化部県史編さん

担当） 、榎村究之 ・大川勝宏 ・駒田利治 （斎臼・歴史t専物館）、

当地は［封土座標第V1系に1函する。挿図の方位は全て座標北で示している。なお、磁針方位は直偏 6°30' 、n8
 
北方位は西偏 0°17'34" （いずれも 当辿跡航空測並時の測定）である。

，
 

挿屈と与填図版の遺物番号は、実測図の番号と対応しているが、

付した。与真図版は、特に断らない限り縮尺イ泊同である。

出上土器の多い挿図の一部は取り上げ番号を
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た。

当報告11~での）廿語は、 以下の通 り統一した。

つき ・・・・・・・ ・・ ・「杯」があるが、 「杯」を用し、た。

わん・・・・ ・・・・・・ 「椀」 「碗」「碗」があるが、「椀」 を用いた。

当報告料での追構は、通番とな っている。 また、番けの頭には、兄たnの性格によ って、以下の略記号を付け

SA・・ ・・柱列

SE・・・ ・Jt-戸

S X・ ・・・硲

53 .... 掘,,・.柱建物

s F'・・・ ・焼土坑

sz・・・・洛ち込み

SD・・・・ 大lメ(lbj溝 ・溝 Utt染1判溝を含む）

SH・・ ・・竪穴住居 SK・.. ・ 土坑 SR・・・・ 流路

など
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pit・・・・ ピット、柱穴

本料で報；りした記録および出上辿物は、二重県埋蔵文化財センターで保管している。
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表題の 「軋り抜」は、中世以前の当地域の呼称である。

スキャニングによるデーター取り込みのため若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率は、 スケールバーを参照ください。
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調査の契機

三重県下の道路網は、幹線となっている国道23号

線以外は、概して極めて劣悪な状況にある。県道嬉

野津線は、雲出川を渡る雲出橋が脆弱で、軽自動車

がようやく通行できる程度のものである。この雲出

橋を新たに造成するために設定されたのが今回調壺

対象になった路線である。

津市雲出島貰町地内の対象路線内については、雲

出島貰遺跡が存在した。この遺跡は、津市雲出島貫

町の旧参宮街道以西から久居市木造町にかけて広が

る周知の埋蔵文化財包蔵地（津市遺跡番号484) とし

てすでに認識されていたものである。

三重県埋蔵文化財センターでは、事業地内の埋蔵

文化財の実態を確認するため、平成 8年12月から平

成 9年 1月にかけて、当センター係長杉谷政樹を担

当者として試掘調壺を実施した。その結果、旧参宮

街道以東にも遺跡の広がることが判明し、事業地内

の約8,500面に遺跡が存在することが確認された。各

試掘坑からは、古墳時代から室町時代にかけての多

くの出土遺物が認められ、良好な遺跡が埋蔵されて

いるものと考えられた。

この結果を基に当センターおよび文化芸術課（当

時）では、県土木部と埋蔵文化財保護協議を重ね、

事業地内の発掘調査を行うことで合意した。当初、

調壺は平成 9年度から 2ヶ年行うこととしていたが、

検出遺構面が複数存在していることが次第に明らか

となり、当初予定の面積以上の調査が必要であるこ

とが認識されるに至った。そこで、調壺期間を平成

11年度までとし、都合 3ヶ年の調杏となった。

平成10年度は、そのうちの単純平面で約5,084面が

対象となり、遺構面の累計面積では7,355面を結果的

に調査することとなった。

発掘調査は、平成10年 7月8日から重機による表

土掘削を開始し、同11年 2月25日に現地作業を全て

完了した。

前年に引き続き、低地調査の宿命ともいえる湧水

との闘いであった。そして、 B5・6・7区におけ

る堀（大区画溝）と人工流路の土量は凄まじいもの

があった。調査区は、標高約 2m前後という条件下

であったため、水との闘いといえる調査となった。

発掘調壺作業員の各氏には、夏の暑い盛りから厳し

い冬までの大変な時期にお世話をかける結果になっ

たが、概ね恙なく終了することができた。作業員各

位の御努力の賜である。ここに御芳名を記し、心か

らの御礼を申し上げたい。

飯田悦子、飯田信代、伊藤八重子、稲田亘、梅基慶

ー、尾市利一、尾市しず、北出喜代隆、倉田厚子、

倉田きよ子、倉田よし子、後久治、小寺キヨ子、後

藤幸子、斎藤勝予、佐藤峯子、島上昌、白藤茂、杉

山奏、鈴木徳子、林定、原田隆、松原要、松原忠秋、

松吉道幸、宮崎幸夫、八幡貞子、山口貞子、山下若

子、山口正逸、吉田寿夫、

2 調査の経過

a 調査経過概要

b 調査日誌（抄）

1 9 9 8年

7月8日 A6区から重機による表土掘削開始。

7月10日 B 1区の重機掘削。

7月21日 A6区から人力掘削作業開始。

7月22日 A6区第 1面 aにて土間および柱列確認。

7月27日 A6区第 1面SKll5に土器多量。

7月29日 A6区第 1面 a、清掃と写真。

7月30日 A6区第 1面 aの遺構実測B1区西端で

7世紀後葉の掘立柱建物を確認。

8月3日 猛暑、 35°Cぐらいか?B 1区は攪乱が

異常に激しいことが判明。

8月4日 やはり猛暑、 35°Cはある。 B1区の攪

乱坑からセメントの階段を確認！用地買収

直前にゴミを埋めたものか？疲労倍増・・..

8月 7日 B 1区で SKl43を確認。
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8月10日 B 1区第 1面 a、清掃と写真。

8月11日 B 1区第 1面 aを平板にて実測。

8月17日 学校から研修の先生 2名来。 B7区表

土掘削開始。

8月18日 A6区第 1面 b、清掃と写真。 B1区第

1面 b検出。 B7区重機掘削、遺物多い。

8月19-21日 A6区第 1面 b実測。

8月24日 B 1区第 1面 bに根石を持つ掘立柱建物

を確認。

8月25日 A6区東端第 2面竪穴住居の清掃・写真。

8月27日 A4拡張区で周溝墓 SD55の続きを確認。

南辺に陸橋を持つことが判明。

9月3日 A4拡張区、周溝墓 SD54の屈曲部を確

認。 A6区第 2面 SDl65、深い溝で完形の

須恵器小形短頸壺など出土。

9月4日 A6区第 2面竪穴住居 SHl69から手づく

ね土器と須恵器杯蓋を置いた祭祀遺構を確

認。 B1区第 2面、竪穴住居群を確認。

9月9日 B 1区第 2面、大型掘立柱建物の写真。

9月10日 A6区東端第 3面で溝 SDl67を確認、土

師器壺出土。

9月11日 B 7区地区抗設定など。

9月16日 台風一過。 B1区完全水没。 B7区開始。

9月22日 台風 7号、すごい雨。 B1区再水没！

9月29日 B 7区の調査。遺物多量。

10月5日 A6区の引き渡し。

10月8日 B 7区で堀 SD231を確認。

10月9日 B7区SD231の掘削。東でさらに一段下

がることが判明。溝北はすごい土器溜まり。

10月19日 B 1区の水抜きと再検出。

10月21日 B 1区第 2面の清掃・写真。

10月26日 B7区堀 SD247の確認。

10月28日 土器群 SZ 291の清掃・写真。

11月2日 B7区SD248・258間に陸橋を確認。

11月4日 B 7区SK281付近の清掃など。

11月6日 B 1区下層基盤層の確認。青木哲哉氏来

訪。 B7区の検出など続行。

11月9日 B7区SZ 291遺物取り上げ。

11月11日 B 7区SZ 291、2回目の清掃・写真。 B

6区重機掘削開始。

11月12日 B 1区引き渡し。
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11月16日 B 6区SD321など掘削開始。 B5区重機

掘削開始、流路 SR337を確認。鋤柄俊夫氏

来訪

11月17日 B 5区重機掘削。藤田達生氏、藤田裕嗣

氏来訪。

11月18日 B 6区SD321下層から馬歯出土。

11月24日 B7区SK315に土器群良好。

12月 1日 B6区墓 SX329を確認。青磁・白磁の完

形品と漆箱がある。

12月4日 B6区SX329の下部に鉄分の沈着した部

分を確認。

12月6日 東海 4県中世土器見学会を当遺跡で開催

（参加者14名）。

12月8日 B 6区SX329の全景などの写真撮影、山

口格氏に手伝ってもらう。遺物取り上げ方

法について、（財）元典寺文化財研究所の

雨森久晃氏・高橋平明氏にご指導いただく。

12月9日 B6区SX329遺物取り上げ。漆箱の中身

のひとつが方形鏡と判明。

12月10日 航空測量の現地説明会。

12月14日 航空測最、（株）ジェクトが落札。

12月15日 B7区SK315ほか、遺物取り上げ。

12月17日 遺跡現地説明会の資料提供。

12月18日 航空測量。午後、現地説明会準備。

12月20日 遺跡現地説明会。参加者330名。好評であ

った。

12月24日 B 7区SK315補足、取り上げなど。

1 9 9 9年

1月 5日 調壺再開。 B7区南端ボックス部分の第

2面目の掘削。須恵器などあり。

1月6日 B 7区第 2面に方形周溝墓を確認。 B6 

区SD321下層の調査。紡績具などの木製品

や蜆などが出土。

1月7日 B6区SD321下層、鏃形・笹塔婆などの

木製品あり。

1月8日 B5区SR337下層から、「南尤不動真言」

の墨書のある笹塔婆出土。 B7区井戸 SE

320に良好な木組を確認。

1月11日 B7区井戸 SE320完掘・実測。 B5区s
R337から馬歯まとまって出土。

1月12日 B 7区SE320断ち割り• 取り上げ。中の



曲物は新品を使っていたらしく、取り上げ

時に檜？の良い香りがした。

1月13日 B 5区SR337下層から、 2点目の墨書の

ある笹塔婆出土。

1月21日 B 7区SD247延長部の確認。溝と重なる

井戸？を確認。

1月26日 B 7区第 2面で甕を 4個体縦に並べた遺

構を確認、後に竪穴住居の煙道と判明。

2月1日 B7区第 2面検出など。

2月2日 吉岡康暢氏来訪。

2月5日 B 7区第 2面、周溝墓 2基新たに検出。

名古屋大学考古学研究室の学生 4名来訪。

2月7日 名古屋大学古代史研究会諸氏来訪 (8名）。

2月11日 吹雪が舞い、すごく寒い。 B7区第 2面

実測など。

2月15日 B 7区ボックス部分をさらに西へ拡張。

S D247屈曲部を確認。その西に、さらに大

溝 SD399を確認。 SD399西は、並行する

近代導水路あり。

2月17日 ポカポカ陽気。 B7区SD247屈曲部の北

に、新たな V字溝 (SD412) を確認。

2月22日 B 7区第 2面ほぼ終了。清掃・片づけ開

始。青木哲也氏来訪。

2月238 B 7区第 2面実測。調査作業員による掘

削業務ほぽ終了。ベルコン撤収。

2月24日 遺物の搬出。

2月25日 現地引き渡し。

c 文化財保護法等にかかる諸通知

文化財保護法（以下、「法」）等にかかる諸通知は、

以下により文化庁長官等あてに行っている。

・法第57条の 3第 1項（文化庁長官あて）

平成 9年 6月6日付け道建第765号（県知事通知）

・法第98条の 2第 1項（文化庁長官あて）

平成10年 7月10日付け教生第627号（県教育長報告）

・遺失物法にかかる文化財発見・ 認定通知（津警察

署長あて）

平成11年 3月26日付け教生第 8-56号（県教育長通知）

3 調査の方法
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a 土工部門委託について

当センターでは、調査の迅速な対応と調脊員の調

査そのものへの専念のための労務管理軽減を主な目

的とする土工部門委託を行っている。当遺跡第 2次

調査では、詞三重県農業開発公社と当センターで契

約締結のうえ実施した。

今回の調査では、上記公社主幹森岡茂氏が当遺跡

の担当として、当センターの担当である伊藤• 水谷・

豊田とともに作業にあたった。

b 掘削について

今年度の調壺区は、地区によってその状況が大き

く異なっていた。

A 6・B 1区 この 2地区は、近世参宮街道を

挟んだ東西の調査区に相当する。調査前の地目は宅

地および畑地であった。遺構面は近代まで存在して

おり、とくに近世・近代の整地土が数面にわたって

存在していた。第 3章で述べるとおり、この整地土

層単位で遺構面が存在すると考えれば、近世～近代

にかけての遺構面は最大 7面ほどが見られることに

なる。しかし、予算・時間的な問題もあり、それら

全てを認識していくことは困難であった。そこで、

これらを都合 2回（第 1面 a・b) に分けてまとめ

て行うこととした。

掘削については、表記した遺構面単位に、その包

含層相当部分については、基本的に重機掘削を行い、

検出段階および遺構掘削については人力掘削とした。

B 5・6区 この 2調査区は、調壺前の地目は

水田であった。基本的には表土・床土直下で遺構検

出面に達する。遺構面直上までを重機掘削し、以下

を人力掘削とした。なお、土量の多い流路SR337は、

その上層音防分のみ一部重機での搬出を併用した。

B 7区 この調究区は、調査前の地目は畑地であっ

た。表土直下で多量の遺物出土を見たため、重機に

よる掘削は表土までとし、遺構検出面までの20cmほ

どについては人力による掘削とした。

C 地区設定について

大地区設定については、平成 9年度に既に行って

おり、それに準じている。先述のように、このうち



のA6・Bl・6・7区と B5区の一部が今年度の

調壺区である。なお、 B7区については、第 2面の

調杏についても今年度行っているが、その成果につ

いては平成11年度の報告と一括で行う。平成11年度

は、 B2・5区の一部、 B4区およびB7区第 2面

の一部が調査対象となる。

調査区内は、 4m四方の升目で切ることによって

小地区（グリット）を設定している。西から数字、

北からアルファベットを付け、升目の北西隅の交点

をその小地区の符号とした。

今回の調査区は、 A6とB 1 区の 2 地区、 B5~

7区の 3地区の大きく 2ヶ所に分かれる。グリット

の設定は、その 2ヶ所単位で行った。なお、 2ヶ所

間のグリットの関係はない。また、この 2ヶ所の小

地区方眼は、国土座標軸とは無関係である。

d 遺構図面について
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調査区の平面図は、 1/50の航空測量図、遺構密度

により 1/20手書き、 1/50手書き、 l/100平板のそれぞ

れのものがある。竪穴住居・土坑などで良好な遺物

出土状況を伴うような遺構は、原則的には個別にM。
の実測図を作成している。航空測量図は B5~7 区

の第 1遺構面のみで、他は手書き実測による。

これらの実測図における国土座標については、航

空測量分は（梱ジェクトにより、それ以外は平成 9年

度に配置した基準点を用いている。

e 遺構番号について

平成 9年度から 3ヶ年継続して行っている発掘調

査であるため、遺構番号の重複は避けた方が無難で

ある。平成 9年度（第 1次調査）の遺構最終番号が

「110」であるため、平成10年度は「111」からはじめ

た。なお遺構番号は、調査区に関係なく通し番号と

なっている。
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II 雲出島貰遺 跡 と そ の 周 辺 環 境

1 地形的環境

雲出島貰遺跡は、現在の行政上では津市雲出島貫

町字藤本• 町中を中心として広がる埋蔵文化財包蔵

地である。西は久居市木造町に、南は雲出川を挟ん

で一志郡三雲町に、それぞれ接している。

遺跡は、三重・奈良県境の高見山系を水源地とす

る雲出川の北岸部に位置する。雲出川は遺跡の 3km

ほど下流で伊勢湾へと注いでいる。当遺跡は雲出川

下流域であり、雲出川が運んできた土砂によって形

成された微高地部を中心に遺跡は展開している。し

たがって当遺跡は、行政上は津市雲出島貰町域の遺

跡として把握されているとはいえ、実態としては久

居市木造町五位殿地区付近をも含む広大な遺跡とし

て存在しているものと考えられる。

さて、この雲出川が左岸に形成した堆積士によっ

て、当遺跡周辺の基盤は形成されている。ただし、

その状況は一様ではなく、各所において特徴的な様

相が観察できる。

とくに重要なものとして、砂堆がある。雲出川が

運んできた土砂が伊勢湾を北上する沿岸流によって

形成されたものである。雲出島貰遺跡では、旧参宮

街道が南北に走るあたりの場所がそれに相当する。

これは雲出川と伊勢湾沿岸流が形成した最初の砂堆

にあたり、その後、現在の海岸線までの間に 4・5

条の砂堆を形成している。このことにより、雲出島

貰遺跡では砂堆の東西によって士壌的な差異が生じ

ることとなっている。

雲出島貰遺跡は砂堆の形成がなされる最も河川寄

りの地に相当する。そのため、河川両岸に形成され

る自然堤防と砂堆との区別が比較的難しいものと考

えられる。

遺跡の北部、概ね雲出島貰町池田地区から雲出本

郷町の間には、圃場整備前には条里型地割と考えら

れるものが残っていた (fig.3参照）。この地割はお

よそN24°Wの方向である。また、この地割の南部、

雲出本郷町から雲出島貰町東部にかけての場所には、

N 4°Eの方向あたりを中心とする地割が見られる。
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これらの直線的な地割がいつ頃発生したのかについ

ては、今のところ残念ながらそれを示す資料が無い

が、中世あたりまで遡る耕地開発の痕跡と見ること

も可能である。

この地割のさらに北方には、近世以前には潟湖が

存在していた。現在の津市藤方付近は、かつての潟

湖“藤潟"があった場所であり、この潟湖を大いに

利用した港町が安濃津であると考える I1) 。安濃津に

ついてはここで詳述するまでもないが、潟湖“藤潟”

が近世になって新田開発により消滅することを考慮

すれば、中世以前の雲出島貰遺跡が、南には雲出川、

北には藤潟と、水域に挟まれた環境下にあったこと

が理解されよう。

2 嶋抜周辺の地域的特徴

雲出島貰遺跡周辺はいわゆる低地部であり、上述

のように雲出川、自然堤防および砂堆、潟湖（藤潟）、

さらには条里型地割、といった要素を中心に構成さ

れているといえる。さらに、遺跡の北部、津市高茶

屋小森町・城山地区に存在する丘陵部（以下、「高茶

屋丘陵」と呼称）を見ることによって、当地の地域

的特徴がより明確となる。

弥生時代後期末から古墳時代にかけて、高茶屋丘

陵の南端部に四ツ野B遺跡が形成されている (2J。こ

の遺跡の一角から、銅鐸が出土している。これは、

工事中の不時発見であるためその正確な埋納状況が

把握できないものではあるものの、近畿突線紐式の

もので、 2個体以上は存在していたらしく、そのう

ちの 1個体はほぼ完形で、現在津市教育委員会が保

管している。この銅鐸が埋納されていた場所はちょ

うど藤潟あるいは雲出島貫遺跡方面を望めるところ

であることも重要である。

古墳時代前期後半ないしは中期初頭頃のものと考

えられる全長約90mの前方後円墳である池の谷古墳

の存在も興味深い (3)。この古墳は高茶屋丘陵の北に

あたる丘陵頂部にあり、そこからはちょうど安濃津

あるいは藤潟を見ることができる占地である。



雲出島貫遺跡では、前年度の調査において、古墳

時代前期頃の集落跡を確認している。出土遺物の中

には近畿方面の土器である布留式のものが比較的多

く確認されていることに注意が必要である。

古墳時代前期から後期にかけては高茶屋大垣内遺

跡で集落が営まれている。とくに古墳時代中後期以

降には土師器焼成遺構とともに、焼け歪みのある須

恵器も出土している (4) 。『日本書紀』雄略天皇17年

3月条 (5) にある「藤形の村」住人を編成したとされ

る土師器工人の記述との関連が非常に興味深い。

古代における当地近隣は、暗文土師器が比較的多

く確認されることが以前から認識されていた。それ

がとくに顕著な遺跡として、雲出島貫遺跡のほか、

堀田遺跡（嬉野町宮古）がある (6) 。『倭名類緊抄』

で一志郡嶋抜郷として把握されている当地 (7) は、

『正倉院文書』中には戸主として「壺志君挨祖父」の

名が見え (8) 、郡内の重要地としても認識できる地域

である。

中世以前における以上のような状況を見ると、当

地が水運との絡みで考えられることは勿論ではある

が、畿内方面との密接なつながりを有している点に

はとくに注目しておく必要があろう。

3 嶋抜周辺の古代末から中世前期

～嶋抜と安濃津と木造荘～

当該地域における通史的な環境については、既に

報告している第 1次調査報告書のなかで触れている

ので、ここでは古代末から中世前期にかけての状況

を概観する。

中世成立期とも呼べるこの時期は、列島中西部に

おける中世の基本的支配方法である荘園公領制の基

礎が固められる時期である。そのなかで、既存の国

郡制を一応の基礎としながらも、何らかの要因によっ

て形成あるいは醸成された地域的なまとまりが芽生

え、それがまさに中世的に展開する段階に相当する

といえる (9) 0 

そのような地域的まとまり、すなわち地域形成の

ひとつの要因として、当地を認識するうえで看過で

きないのが、伊勢神宮領の存在である。雲出島貫遺

跡が所在する当地は神宮領嶋抜御厨がある。この御

厨は現在確認される神宮領のなかでも最古の部類に
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属するものである (10) 。『神鳳紗』 (11) では内宮領であ

り、塩を納める御厨として把握されている。

建久 2 (1191) 年には、嶋抜御厨に貢御人（供御

人）がいたことが知れる (12)。供御人が、後に関所の

自由通行権や営業独占権などを獲得していく存在で

あること (13) を考えれば、嶋抜を根拠とする交易に携

わる人物の存在が想定される。南北に水域を擁した

当地の地理的な状況を考慮すれば、陸上のみならず

河川あるいは海上を用いた活動を考えるのが妥当で

ある。その点で重要なのが、雲出島貫遺跡からは藤

潟を挟んで対岸に所在する安濃津である。

安濃津遺跡群における発掘調査で、 13世紀中葉頃

の尾張産陶器類（山茶椀）の集荷が確認されている。

鎌倉時代末頃の安濃津では、「御籾俵・御餅俵」など

の神宮へと運ばれる物資が安濃津近隣の神宮領から

集積されている (14) をことも含め、安濃津における物

資集荷は中世前期における当地の物流を考える上で

見逃すことのできない機能である。建久 7 (1196) 

年の安濃津神人中臣翻行の「往反諸国成交易之計」

という行為 (15) を保障したのが神宮であることを思え

ば、ほぽ時を同じくして確認される嶋抜御厨貢御人

の存在は、嶋抜における交易の状況を推察する上で

非常に示唆的である。

一方、嶋抜の西隣には木造荘が存在した。木造荘

は『久我家文書』所収の諸史料 (16) から、「白河法皇

が皇女郁芳門院の菩提を弔う道場とした六条院を本

所」 (17)する、いわゆる六条院領で、その領家職は平

氏にある。安貞三 (1229)年二月廿日付、圃性（平

光盛）譲状案（『久我家文書』）によると、「木造ハ先

祖越前守正度の領六七代」となる所領であり、「平家

根本領」（観応元年八月十三日付久我長通譲状、『久

我家文書』）という。平正度は斎宮助に任じられてお

り、『吾妻鏡』文治 3 (1187) 年 4月29日条 (18) に記

されている「木造寮田 研官寮頭」が「斎宮寮頭」

の誤記とする龍粛氏および中野達平氏の見解に従え

ば、木造と斎宮助を任じられている平正度との関連

も充分に考えられる。木造荘の成立時期を特定する

ことはできないが、これらの史料を信用すれば、平

正度の代、すなわち、 11世紀中業頃と考えることも

できる。この、 11世紀中菜という時期は、今回の発

掘調査区の主要な時期とも符合しており、非常に注



目できる。

平氏の伊勢における本格的な活動は10世紀末頃か

らはじまるが、高橋昌明氏は、彼等は在地に根ざす

「地方豪族ではなく、京に足場をも」つ存在 (19) とす

る。また五味文彦氏は伊勢における「包括領域」と

して鈴鹿郡・河曲郡・一志郡を把握している (20)。中

世成立期における中北勢地域における平氏の活動と

いう視点は、これまで考古学的にはほとんど注意さ

れていない。そういった視点を保ちつつ、平氏根本

領に隣接した嶋抜の考古学的成果について見ていく

必要がある。

なお、承久の乱によって伊勢守護となった北条時

房が拝領した「永恒」 (21) は、おそらく現在の津市雲

出長常町に相当するものであろう。井原今朝男氏は、

鎌倉と伊勢とを結ぶ水運に対する北条氏の関与を注

目しており (22) 、13世紀以降の当該地域は鎌倉幕府な

らびに北条氏との関連も見る必要があろう。

以上、嶋抜周辺における中世成立期の状況を概観

してきた。文献史料によってわずかに確認される動

向は、大地に刻まれた考古資料と決して無縁とはい

えず、その整合的な理解が必要といえよう。

註

(1) "藤潟”および安濃津については、伊藤裕偉「安濃津に関する基礎検討」

（「安濃津」三重県埋蔵文化財センター 1997年）を参照されたい。

(2)村木一弥「津市四ツ野B遺跡の発掘調査」（「三重の古文化」 74 1995年）

(3)藤田充子「津市池の谷古墳出土の円筒埴輪」（「三重の古文化」 81 1999年）

(4) 田中久生・川畑由紀子ほか『高茶屋大垣内遺跡（第 3・4次）発掘調査報

告」三重県埋蔵文化財センター2000年）
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(5) 「日本古典文学大系』 67(岩波書店）より

(6) 中川明ほか「堀田遺跡第 3次発掘調査概報」（三重県埋蔵文化財センター

1996年）

(7) 「諸本集成倭名類緊抄」外編 （臨川書店 1966年）

(8) 『正倉院文書』所収「西南角領解？」（『大日本古記録』編年之13) この史

料は年欠であるが、当文献中では天平勝宝 9(757)年と考えられている。

(9) 当該時期の地域形成については、歴史学研究会編『歴史学研究」 No.674

小特集 シンポジウム日本中世の地域社会 (1995年）に詳述されている。

(10) 『太神宮諸雑事記』延長 6 (928) 年4月13日条（「群書類従』第 1輯）に

は、「一志神戸嶋祓御厨預」の存在と、「営神戸」が「二宮御堕調備供進之所」で

あることを伝えている。 I嶋祓」はいうまでもなく「嶋抜」のことである。また、

「常神戸」が調備供進する塩は、嶋抜で調達したものと考えて間違いなかろう。

(11) 「神鳳紗』（『群書類従」第 1輯）

(12)建久 2年閏12月27日付、二所大神宮神主解（「鎌倉遺文」 574)

(13)脇田晴子 I供御人」（『国史大辞典」第 4巻 吉川弘文館 1984年）

(14) 「安東郡専当沙汰文」（「群書類従」第18輯）

(15)建久 7年 4月15日付、大神宮神主帖（『鎌倉遺文』 842)

(16) 國學院大学発行「特別展覧 中世の貴族」重要文化財久我家文書修復完成

記念 1996年）以下、ここで触れる文書は全てこの図録に拠った。

(17) 中野達平「久我家領伊勢国木造荘と北畠家について」（「國學院雑誌」 97-

12 通巻1076号 1996年）

(18)龍粛訳註「吾妻鏡』 (2) 岩波文庫 1940年）

(19)高橋昌明「伊勢平氏の成立と展開」上下（「日本史研究」 157・158 1975年）

(20)五味文彦「武家政権と荘圏制」（『講座日本荘園史 2」吉川弘文館 1991年）

(21) 「吾妻鏡』巻26 貞応元年 3月3日条（龍粛訳註「吾妻鏡J5 岩波文庫

1940年）

(22)井原今朝男「幕府・鎌倉府の流通経済政策と年貢輸送～中世東国流通史の

一考察～」（「中世の発見」吉川弘文館 1993年）
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m 調査の成果～層位と遺構～

調査区の地形と基本層位概要

調在区は、雲出川が左岸部に形成した沖積地に相

当する。

前年度調介成果を記した調在報告書『嶋抜』第 1

次調壺（三重県埋蔵文化財センター 1998年、以下、

『嶋抜 I』とする）では、当地を「雲出川が排出した

土砂が伊勢湾西岸部を北流する沿岸流によって形成

された 1条目の砂堆が現在の雲出島貰集落の中心部

にあたり、近世の参宮街道がその上を走る。」とした

が、今回調壺を行った A6・Bl区においては海性

砂の堆積が認められなかった。したがって、雲出川

が形成した自然堤防は、前年度において砂堆上と想

定していた A6・Bl区付近以北にまで及ぶ広大な

範囲を占める、と考え直す必要が生じた。

今年度調査を行ったA6・Bl区およびB7区は、

現在の標高で約3.5m前後であり、 B5区固辺部が約

2.3m程度であることと対比しても、安定した条件下

にあるといえる。

今回の調壺区は、上記のように A6・Bl区付近

の旧参宮街道沿いの調査区と、 B5-7区の最も雲

出川寄りの調杏区とに大別できる。その層位的概況

を記す。

A 6・B 1地区 (fig.7・15) 

この調査区における基本的な層位状況は、『嶋抜 I』

で報告した A5区付近の状況と同じである。 A6区

では標高約2.5m、B1区では標高約2.3mで黄灰色系

細砂～細砂質シルト層にあたる。この層が、『嶋抜 I』

で報告した縄文時代晩期の遺構基盤面となる。今回

の調壺区は現況道路が交差する場所に相当し、崩落・

事故等の危険が伴うことから、この面の追求はほと

んど行っていない。

この砂層上に堆積するのが黄灰色系砂質土である。

A6区西端で標高約2.2m、B1区西端で標高約1.7m

で見られる。この層上面が古墳時代前期初頭～奈良

時代頃の遺構面である。前年度調壺区の Al-4区

で認められた第 2遺構面遺構面に相当する暗褐色系
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粘質土は見られなかった。したがって、今回報告す

る第 2遺構面とは、『嶋抜 I』における第 2・3遺構

面に相当するものである。

現況表土から黄灰色系砂質土の間には、近世～近

代における整地士層が堆積する。これは、 A6・B 

1区ともに旧参宮街道沿い側に見られるもので、近

世宿場町に伴う整地が何度もなされていたことを示

している。この層を基盤とする遺構面を第 1遺構面

として報告するが、整地土は、明確に確認できる場

所で 7・8面ほど見られ (fig.12参照）、厳密にはこ

の面単位での遺構が存在していたと考えられるが、

今匝は時間の制約等の都合により、 2面分に集約し

て行った。

B5~7 区 (fig. 26) 

この調壺区は、標高約 3m前後の地盤的に安定し

たB7区と、標高2.3~2 mのやや低い B5・6区と

からなる。 B6・7区は現況では畑地、 B5区は水

田である。

B7区では、標高約2.5mで黄灰色系細砂～細砂質

シルト層にあたる。この面が、 A6・B 1区付近以

東で見られた縄文時代晩期頃の基盤層に相当するも

のと考えられる。ただし、 B5~7区では、この時

期の遺構は確認していないが、 B7区からは中世遺

構に混入したものではあるものの弥生時代前期の遺

物が出土しており、希薄ながら遺構の存在も想定で

きる。

この層の上に堆積しているのが黄灰色系砂質土で

ある。 A6・B 1区付近の第 2遺構面基盤に相当し、

B 7区でも古墳時代前期～奈良時代にかけての遺構

面となっている。この層の厚さは、 B7区から B5 

区を通じて0.6~0.7mである。 B7区でも南部ほど標

高が高く、わずかながら厚い傾向にある。この層は

原則的に自然堤防形成土で、雲出川離れる北部 (B

5・6区）ほど漸次薄くなっているものと考えられ
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る。また、 B5・6区は、かつて行われた基盤整備

事業による削平も考慮しなければならない。そのた

め、 B5・6区では、第 1・2遺構面が共にこの層

上面で検出することとなった。

黄灰色系砂質土の上には、同系の土にやや褐色味

で粘質を帯びた層がある。この層は、場所によって

は0.7mほど厚く堆積する。これがB7区における第

1遺構面となる。

2 A4拡張区の遺構

.,,. ~. ヽ
ィ

eol 

゜

fig. 4 A 4~A 6区第 3面周溝基群 (1 : 200) 

A4拡張区は、『嶋抜 I』で報告した周溝 SD55お

よび周溝 SD54の屈曲部等の確認のために設定した

調査区である。

層位的状況については『嶋抜 I』で報告している

A4区と同様であるためここでは省略し、遺構の状

況のみ報告する。

周溝 SD55 (島貫A1号墓） (fig. 5) 前年度

において L字形に屈曲する溝を検出している。今回

の調壺により、南側に陸橋を持つものであることが

判明した。

陸橋部は「ハ」の字形に直線的に開く。陸橋部分

の周溝底は、前年度に検出している南東隅のコーナー

部分に比べるとあまり明確には掘削しておらず、緩

やかに陸橋部へと至っているように思われる。陸橋

部の前には浅い溝が取り付いているが、これは周溝

掘削当初に掘られたものというよりは、後に付加さ

れたもののようである。陸橋部が南辺の中央と想定

すると、この周溝の東西辺は、墳丘側で約10mとな

る。

周溝内からの出土遺物は、今回の調壺区に限って

は認められなかったが、前年度の状況から島貰 1期

（『嶋抜』 1での区分による。以下、古墳時代前期に

相当する遺構については、この区分を用いていく）

の造作と考えられる。

竪穴住居 SH65 前年度に西半部を確認した竪

穴住居のうち、それに伴う主柱穴のみを確認した。

竪穴住居の平面形は確認できなかったが、前年度の

状況を含めて考えれば、東西・南北約4.3mの正方形

で、 4本の主柱穴を持つ竪穴住居が復元できる。
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遺構に伴う出土遺物は無いが、

この付近の包含層中から奈良時

代頃の土師器甕が見られるため、

その頃の遺構と考えられる。し

かし、そうするとカマドが確認

できなかったことがやや気にな

るが、主柱穴のみしか確認でき

ない程の削平が及んでいたもの

と判断する。

周溝 SD54 (島貫 2号墓）

(fig. 4) 前年度に確認し

た周溝の東辺外側を確認した。

東辺内側は、前年度に確認して

いる中世の溝 SD43が切ってい

るため、不明である。今回確認

できた部分と前年度の状況とを

併せれば、周溝 SD54は、墳丘

側で東西辺約12mの墳墓という

ことになろう。

周溝内から少量であるが小形

丸底壺・台付甕などが出土して

晨
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fig. 5 
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氏
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一A4拡張区周溝SD55平面・ 断面図 (1 : 100) 
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0 125m 

fig. 6 A 6区第 3面周溝 SD167平面・断面図 (1 : 25) 
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ト19ライン以西は、前述のように近冊

～近代の整地土が厚く堆積する。

第 1~第 4遺構面に相当するものが

ある。 ただし、第 1遺構面は近世～近

代の整地土層に相当するため、中世の

遺構については、 ここでは第 2遺構面

のものとして記述する。

a
 一応第 4遺構面とするが、

「面」

第 4遺構面

明確に

として確認できたものではない。

グリット 18ライン付近で縄文時代晩期

頃の土器が集中して出土したが、明確

な遺構は無かった。

b
 

第 3遺構面

第 3遺構面に相当する遺構は、調在

区東端部で確認した周溝のみである。

周溝 SD 167 (島貫A3号墓）

(fig. 6) 調査区東端部の d24グ
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リット付近で検出した遺構である。南

西隅の周溝屈曲部分が確認できた。遺

構検出面は、標高約1.6mで、溝は約0.

9mほど掘削されている。南辺の固溝

は、調査区の制限と湧水により、明確

に把握できなかったが、東へと伸びて
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いることは確実である。『嶋抜 I』で

報告した、 A5区溝 SD67とつながり、

これで 1基の墳墓となるものとして把

握すると、墳丘部で東西約 9mの方形

墳墓が復元できる (fig.4参照）。

西周溝の埋土下部から 1個体分の壺

が出土している。時期的には SD54 

fig. 7 A6区北壁土層 (1 : 100) （島貰A2号墓） とほぼ同じ時期であ
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fig. 9 A6区第 2面竪穴住居 SH169平面・立面図

り、島貫 1期に相当する p

c
 

第 2遺構面

第 2遺構面は、黄灰色系砂質土層

で確認した遺構であるが、本来はそ

の上部に堆積する褐色系砂質土層面

が基盤となるものである。 ただし、

褐色系砂質土層はグリット 19ライン

以西にしか見られず、それ以東は削

平されたものと考えられる。第 1遺

構面との関係から、近世段階での整

地に伴う削平と考えるのが妥当であ

ろう。

竪穴住居 SH 1 6 9 (f i g. 9) B
 2区の竪穴住居 SH73付近で検出し

た遺構である。方形で、北部は調査

西部は奈良時代の竪穴住居s区外、

Hl68に切られているため、南辺と東

辺の一部を確認したにとどまる。

遺構は、南・東壁際に壁周溝が見

|
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※「S」はカマド支柱石

1
.
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ヨ

b
 

。
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られる。 また、遺構内南東隅のピッ fig. 10 A6区第 2面竪穴住居 SH149カマド平面・ 断面図 (1 : 25) 
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1. 白灰色砂質シルト
2. 黄褐色砂質土

3. 明黄灰色砂質土
4. 灰色細砂

一
丁 1.8m

如

fig. 11 A 6区第 2面溝 SD165平面・ 断面図

(1 : 100) 

トはこの遺構に伴うものと考えられる。

遺構の中央には、須恵器杯蓋および手つくね粗製

土器が一括して見られた。手つくね粗製土器は、焼

成すら行っていないように思えるほど脆弱で、椀形

を意識したものと考えられるものが 7点見られた。

これらは、床面直上に見られたものであり、何らか

の祭祀に伴うものであろうか。

この他の遺物としては、床面からやや浮いた状態

で士師器の台付甕と壺が見られた。これらは竪穴住

居がある程度埋没した後のものと考えられる。出土

した須恵器から、 5世紀末から 6世紀初頭頃の遺構

と考えられる。

竪穴住居 SH 149 (fig. 1 0) 調査区東端の d24グ

リット付近で検出した遺構である。方形の竪穴住居

で、西辺および北辺を確認した。

北辺にはカマドがあり、支柱石が 3本残っていた。

切り合い関係が考えられたのはカマド aとcであり、

カマド a・bは、あるいは 2基のカマドが併存して

いた可能性もあろう。カマドは、支柱石前面（前庭

部）の遺構底面が非常に良く焼け締まっている。雲

-17-

出島貰遺跡で検出されたカマド遺構は、概して底面

の被熱が甘いものが多く、この遺跡としては珍しい

ものといえる。

出土遺物はカマド周辺部に集中して見られる。奈

良時代中頃の遺構と考えられる。

竪穴住居 SH150 調査区西端の d24グリット付近

で検出した遺構である。方形の竪穴住居で、南西隅

部分のみが調査区内に見られた。南辺の東半および

東辺は竪穴住居 SHl61との重なりによって明確には

把握できなかったが、 d24グリット北部に見られた

焼土はこの竪穴住居のカマドに相当するものかと考

えられる。

出土遺物から、奈良時代前半頃の遺構と考えられ

る。

竪穴住居 SH 161 調査区西端の d23グリット付近

で検出した遺構である。方形の竪穴住居で南西隅部

分のみが明確に確認できた。竪穴住居 SH149・150 

と重なっているが、 3者の切り合い関係は明確には

できなかった。ただ、 SHl50よりは古いものと考え

られる。

出土した少量の遺物からは、この遺構の時期は奈

良時代前後のものと考られる。

竪穴住居 SH168 調壺区西端で検出した遺構であ

る。竪穴住居と考えられるが、東辺を確認したのみ

である。確認した範囲の中央にば焼土があり、形状

は明確ではなかったものの、カマドと考えられる。

土師器甕などの出土遺物があり、 7世紀代頃の遺

構かと考えられる。

大溝 SD 1 65 (f i g. 11) 調究区西部の d15グリッ

ト付近で検出した遺構である。調壺区の幅に対して

遺構が深く、湧水も激しいために完掘はできなかっ

たが、幅約 4m、深さ約1.8mの断面逆台形の非常に

大規模な溝であることは確認できた。

検出範囲が狭いので確実には言えないが、遺構の

主軸はN33°Wほどである。埋土下層 (fig.11-3・ 

4層）は、細砂層であり、流水、あるいは壁面崩落

による埋没と考えられる。埋土中層 (fig.11-2層）

の下部からは、須恵器・土師器が多量に出土してい

る。この中には、焼成後に底部を穿孔した土師器甕

(fig.68-75・78) が含まれており、何らかの祭祀行

為を想定させる。また、遺構検出前の出土であるが、
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 18. 淡黄灰色砂質土

20. 粘質おびる灰色砂質シルト

※2~18層の間、 5・15・16層を除き、近世整地土

2m 

fig. 12 A 6区第 1面近世整地土の状況 (SK115付近） (1 : 40) 

土馬 (fig.6 7 -5 8) もこの遺

構に伴う遺物の可能性が高い。

出土遺物から、この遺構は

7世紀後半頃には廃絶・埋没

していたものと考えられる。

溝 SD166 調査区西部の .--

d 16グリット付近で検出した

遺構である。 7世紀代の溝s

D 165とほぼ並行に走るが、

時期は異なる。

幅約1.2m、深さ約l.Omで、

断面V字形をなす。検出範囲

の北部は、近代の井戸等によ

る基盤層変色のため不明瞭と

なっている。

出土遺物は12世紀から 13世

a ~2.6m 

如

fig. 13 A 6区第 1面 b掘立柱建物 SB426平面・断面図 (1 : 100) 

紀前葉までの土師器・陶器類がある。後述する B6・

7区に見られた大区画溝（堀）とも形状が類似する

ため、この付近に B6・7区付近と同様な遺構群が

存在していた可能性もあろう。

d 第 1遺構面

第 1遺構面は、先述のように数層に及ぶ整地士に

よって形成された近世～近代の遺構面である。整地

土は、標高約2.7m付近から形成が開始され、最終的

には標高約3.6mに及ぶ。その間、 7・8面ほどの整

-18-
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fig. 14 A 6区第 1面 a掘立柱建物 SB427平面・

断面図 (1 : 1 00) 

地面が形成されており (fig.7・12)、厳密にはそれぞ

れの整地面において遺構が形成されているものであ

る。今回の調査では、時間的な制約もあり、全体と

して 2回の精査を行うことでこれに代えた。標高約3.

Omと2.6mの位置で検出を試み、それぞれを第 1遺

構面 a・bとして記述する。

なお、第 1遺構面に伴う整地土は、 19グリット付

近以西についてのみ認められるが、それ以東にも当

該時期の遺構は及んでいる。この遺構については a . 

bいずれかに限定しかねるため、とりあえず第 1遺

構面 aに含めて記述しておく。

(1)第 1遺構面 b

掘立柱建物 SB426 (fig. 13) 調査区西端部で

確認した遺構である。東西 5間、南北 2間以上のも

のである。柱間は、東西1.8-2.0m、南北2.lmであ

る。ピットは、直径約0.7m、検出面からの深さ約0.6

mのしっかりしたもので、後述する B1区第 1遺構

面bのSB429と類似している。

ピット内には石臼片や陶器類が見られた。時期的

には17世紀後葉から 18世紀前半頃に相当する遺構と

考えられる。

土坑 SK153 調壺区西部の d16グリット付近で

検出した遺構である。浅い落ち込み状のものである。

土坑 SK154 調査区西部の d17グリット付近で

検出した遺構である。炭を含んだ直径約0.8m程度の

小形の土坑である。土師器小皿がまとまって出土し

ている。

-19-

(2)第 1遺構面 a

掘立柱建物 SB 4 2 7 (f i g. 1 4) 調壺区西端部で

確認した遺構である。東西方向に 2間分を確認した

もので、厳密には柱列とするべきであるが、掘立柱

建物の一部として報告する。柱間は約2.7mで、ピッ

トの底には根石が認められた。

西端のピット (d14グリット la-pit1)付近では硬

質に踏み固められた部分が見られ、土間と考えられ

る。柱列南に見られる長辺約0.8mの小土坑 (fig.14参

照）は中に多量の炭を含むもので、この建物に伴う

何らかの施設とも考えられる。

出土遺物は少量で時期の特定は難しいが、先述の

掘立柱建物 SB426との関係から、 18世紀後半以降

のものかと思われる。

土坑 SK 11 5 (f i g. 1 2) 調査区西部の e16グリッ

ト付近で検出した遺構である。東西約2.Sm、深さ約

l.lmで、方形に掘られたものと考えられる。

遺構埋土中には炭を多量に含み、多量の土師器・

陶器・磁器類が廃棄されていた。出士遺物からは18

世紀代の遺構と考えられる。

土坑 SK 116 調査区西部の C 16グリット付近で

検出した遺構である。東西約0.4m、深さ約0.7mで、

方形に掘られたものと考えられる。

遺構埋土中には炭を多量に含み、土師器・陶器・

磁器類が廃棄されていた。出土遺物からは18世紀代

の遺構と考えられる。

煉瓦積遺構 SK117 調査区西部の d18グリット

付近で検出した遺構である。遺構中央には煉瓦積遺

構がある。煉瓦積は、内法で東西1.3m、南北0.7mで、

目地を三和士で塞いでいる。内側には方形の砂岩材

（井関石製）による間仕切りが見られる。

出土遺物は土師器小皿がある程度で明確にはでき

ないが、 19世紀代頃のものであろうか。

土坑 SK120 調査区西部の d18グリット付近で

検出した遺構である。遺構南部は土坑 SKl24によっ

て切られている。東西約1.3m、南北約1.8m、深さ約

0.8mで、方形のプランである。

遺構埋土中には炭を含み、土師器・陶器・磁器類

のほか、漆器片も見られた。 18世紀頃の遺構と思わ

れる。

土坑 SK123 調壺区西部の d18グリット付近で
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検出した遺構である。遺構南部は土坑SKl24によっ

て切られている。

遺構は、最終的には東西約1.4m、南北約1.8m、深

さ約0.8mで、方形のプランとなるが、遺構がほとんど

埋没した段階で、上部を楕円形のlIIl状の窪地として整

形し、焼土・炭などを伴うものとして利用している。

下部埋土内からは、 18世紀頃のものと考えられる比

較的多くの土師器・陶器・ 磁器類が出土している。

土坑 SKl33 調査区中央部の e19グリット付近

で検出した遺構である。整地土の見られる

西部との境目に位置する。遺構の周囲には杭を打ち込

んだ痕跡が見られた。

出土遺物は少ないが、 18世紀代のものであろう。

溝 SD127 調査区東部のグリット 21ライン付近

で検出した遺構である。埋土の状況と調査区層位の関

係から 2時期に区分できるが、ともに調査区北壁に見

える旧耕作士との対応が認められることから、地境溝

に相当すると考えられる。

新しい方の溝の時期は、出土土器類から見て19世紀

代と考えられる。

4 B 1区の層位と遺構

旧参宮街道の西側にあたる調壺区である。調壺前

は宅地であった。グリット 3ライン付近に地境溝が

あり (fig.20参照）、それ以東は近世～近代の整地土が

厚く認められる。

第 1~第 2遺構面に相当するものがあり、第 1遺

構面が近世～近代、第 2遺構面が古墳時代前期～奈

良時代である。中世の遺構は第 1遺構面 bの面にて

検出できたので、ここではA6区とは異なり第 1遺

構面 bに含めて記述する。

この調査区は、調査契機となった道路改良事業に

よる用地買収が終了する前後に、ゴミ穴が多数掘削

され、それが第 2遺構面にまで及ぶ深さまで掘り込

まれていた。したがって、とくに調査区中央部につ

いては、遺構密度が比較的高いにもかかわらず、不

明瞭となったのは何とも残念である。

a 第 2遺構面

第 2遺構面は、黄灰色系砂質土層で確認した遺構

である。古墳時代前期初頭から奈良時代にかけての

遺構面である。奈良時代頃の遺構については、 A6

区と同様、本来はその上部に堆積する褐色系砂質土

層面が基盤となるものである。ただし、褐色系砂質

土層はグリット 6ライン付近以西にしか見られず、

それ以東は削平されたものと考えられる。

黄灰色系砂質土面は、調査区西端で標高約1.7m、
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東端で1.8mほどである。前年度調査区である B2区

の当該層面の標高が1.8m、A6区の最高所で2.2mほ

どであり、 A6区を最高部としてその西が若干低く

なるという地形環境が復元できる。

竪穴住居 SHl73 調査区西部の C 3グリット付

近で検出した遺構である。方形で、南辺および東辺

の一部を確認した。規模は不明。遺構中央付近に焼

土が認められ、炉に相当すると考えられる。

出土遺物は高杯・小形器台・壺などが見られる。

古墳時代前期の島貰 2期新相に相当すると考えられ

る。

竪穴住居 SH174 調壺区西部の d8グリット付

近で検出した遺構である。方形で、北部のコーナー

付近のみを確認した。したがって規模は不明。遺構

内側にはピットがあり、この建物に伴う主柱穴の可

能性がある。

出土遺物は台付甕・ニ重口縁壺．鉢などがあり、

古墳時代前期の島貰 2期新相に相当する。

竪穴住居 SH175 調壺区東部の C10グリット付

近で検出した遺構である。方形で、南辺および東西

辺の一部を確認した。南辺は、約 5mである。一部

に壁周溝が認められる。検出範囲内からは焼土（炉）

は確認できなかったが、調査中に削平してしまった

可能性が高い。

出土遺物は少量であるが、古墳時代前期のものと
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考えてよい。

竪穴住居 SH176 調壺区東部の d10グリット付

近で検出した遺構である。方形で、北辺および東西

辺の一部を確認したにとどまる。北辺は、東部がや

や不鮮明となっているが、約 5mである。検出範囲

内からは焼土（炉）は確認できなかった。

出土遺物は少量であるが、古墳時代前期の島貰 2

期古相に相当する破片が出土している。

竪穴住居 SH 181 調査区中央の C 6グリット付

近で検出した遺構である。方形で、東辺および北辺

の一部を確認した。西辺は調究区内に収まる筈であ

るが、検出できなかった。北辺・東辺ともに壁周溝

が認められる。

遺構中央には 3ヶ所の焼土があり、炉と考えられ

る。この付近から、古墳時代前期の島貰 2期新相に

相当する台付甕が出土している。

竪穴住居 SH187 調資区西部の d3グリット付

近で検出した遺構である。北辺のみを確認したにと

どまるが、直線的で壁周溝と見られるものを伴うた

め、竪穴住居と判断した。規模は不明。

出土遺物は土師器台付甕や高杯 6世紀前半頃のも

のと考えられる。

竪穴住居 SH 170 (f i g. 17) 調査区西部の C 4 

グリット付近で検出した遺構である。方形で、北辺

は調査区外に及んでいる。南辺は約2.8m。一部に壁

周溝が認められる。

カマドは、南東辺のコーナーに斜め方向に設置さ

れている。南カマドの検出は、当遺跡では初めてで

ある。竪穴住居床面の西辺寄りには、貼床下土坑と

見られる窪みを検出した。

埋土内およびカマド付近から奈良時代頃の土師器・

須恵器が出土している。

竪穴住居 SH 17 7 (f i g. 1 8) 調査区西部の d7 

グリット付近で検出した遺構である。やや歪な長方

形を呈し、東西約2.6m、南北約3.8mである。全体に

壁周溝が見られる。

北東コーナーに、斜め方向に穿ったカマドを持つ。

カマド中央には、土師器小形甕(fig.77-395) が置か

れていたが、元来破損していたものなので、カマド

の支脚として用いられたものであろう。

埋土内からは、奈良時代頃の土器類が認められた。
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竪穴住居 SH178 調査区西部の d8グリット付

近で検出した遺構である。 SHl77と重複するが、そ

の前後関係は分からなかった。方形であるが、規模

は不明。東辺中央にカマドを持つ。

出土遺物は少量で時期の特定は困難であるが、奈

良時代頃と見てよかろう。

竪穴住居 SH182 調査区中央の C 6グリット付

近で検出した遺構である。方形で、西辺と北辺の一

部は認識できたものの、東辺は認識できなかった。

しかし、 SHl77の西壁上部に見られだ焼土は SHl8 

2のカマドと見られ、おおよそ東西約 5mの規模と想

定できる。

出土遺物には大型の須恵器壺があるが、明確な時

期は不明。奈良時代前後かと思われる。

竪穴住居 SH186 調査区中央の d5グリット付近

で検出した遺構である。周囲に攪乱坑が錯綜してお

り、規模は不明。北辺の一部のみを確認したにとど

まるが、壁周溝と認識できたので竪穴住居として扱っ

た。

埋土中から 7世紀代頃の土師器が出土している。

掘立柱建物 SB 428 (fig. 19) 調究区西端で確

認した遺構である。東西 5間、南北 2間の掘立柱建

物とした。建物南北軸はNl6°Wである。

南側柱列の柱掘形はl.OX0.6m前後の長方形である。

それに対し、北側柱列の柱掘形はl.OX0.8m前後の正

方形に近い。柱間は 1.8~2.0m ほどで、ほぼ当間であ

る。

南北 2列の柱列の間には C 2グリット pit4がある。

このピットは炭を大量に含んだもので、出土遺物か

ら見ても、この建物に伴う遺構の可能性は高く、建

物内の炉などの施設と考えられる。

なお、柱掘形の形状は、先述のように南北側柱列

で大きく異なる。そのため、ここで復元した 5間X

2間の掘立柱建物ではなく、南側柱列としたものが

庇部分で、北側柱列としたものが身舎の南柱列であ

る可能性もある。調査区範囲が限定されているため

いずれにしても確定できないが、図示した 5間X2

間とは異なり、極めて大規模な掘立柱建物になる可

能性もあることを付け加えておく。

柱掘形などから出土した土器から、 7世紀中葉以

降の建物と考えられる。
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b 第 1遺構面

第 1遺構面は、先述のように数層に及ぶ整地士に

よって形成された近世～近代の遺構面である。 B1 

区では、グリット 8・9ライン付近で 6面ほどの整

地面が認められた。標高約3.2mと2.7mの位置で検出

を試み、それぞれを第 1遺構面 a・bとする。

なお、第 1遺構面に伴う整地土は、攪乱の激しい

グリット 3~8 ライン間にも見られるが、明確に面

として把握できなかったため、ここでは第 1遺構面

bに含めて記述しておく。また、唯一明確に確認さ

ペ

7, 

.---ゞ ミ竺y-―す2.6m

0 lm 

fig. 21 B 1区第 1面 b土坑 SK143平面・断面図

(1 : 20) 

れた中世の遺構 (SK 143) は、便宜上、第 1遺構面

bに含めて記述する。

(1)第 1遺構面 b

土坑 SK 143 (f i g. 21) 調査区中央部の d7グ

リット付近で検出した遺構である。長軸約66cm、短

軸約42cm、深さ約15cmの楕円形で小形の遺構である。

遺構内からは土師器小皿・鍋、陶器椀・ 小皿が出土

している。鍋を除いて完形に近い状態で出土してい

るため、小形の土壊墓である可能性が高いと認識し

ている。

出土遺物から、 13世紀前葉頃の遺構と考えられる。

掘立柱建物 SB 4 2 9 (f i g. 2 2) 調査区東端部で

確認した遺構である。東西 4間、南北 1間以上のも

のである。柱間は、東西1.8~2.0m 、南北約2.lm で

ある。ピットは、直径約0.6m、深さ約0.8mのしっか

りしたもので、底面には根石は認められた。また、

遺構中央には柱痕跡が黄褐色系土として明瞭に確認

できた。先述のように、 A6区第 1遺構面 bで確認

した SB426と類似している。 ピット内出土遺物は

僅かであるが、時期的には17世紀後葉から 18世紀前

半頃のものと考えられる。

井戸 SE 139 調壺区西部の d3グリット付近で

検出した遺構である。直径約 3mの掘形で、中央に

A
 

2.8m 

fig. 22 B 1区第 1面b掘立柱建物SB429平面・断面図 (1 : 100) 
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は直径約0.6mの円形の枠痕跡が見られた。枠は、

形状から見て結桶と考えられる。

調壺最終段階で断ち割りを行ったが、湧水が激

しく、深さ等を確認することはできなかった。

出土遺物は少なく、所属時期は明確にはできな

いが、形状から判断して中世以降、それも近世と

考えるのが妥当かと判断している。

井戸 SE 1 4 7 (f i g. 2 3) 調査区西部の d4 

グリット付近で検出した遺構である。東西約1.3m、

南北は2.lm以上の、南北に長い長方形の掘形で、

中央には結桶による枠が見られた。

結桶は、残存部で 3段で、外入子状態で組まれ

ていた。最深部の結桶は、直径約46cm、高さ約52

cmである。

出土遺物は少なく、所属時期を明確にはし難い

が、掘形掘削中に江戸末期の天保通賓を模したと

考えられる土製品が出土していることから、 19世

紀代の以降かと考えられる。

(2)第 1遺構面 a

第 1遺構面 aは、近世というよりは近代あるい

は現代に近い遺構面である。明確に遺構面として

把握できたのは、調査区東部のみであった。

礫基礎のピット群 調査区東端部には、直径

50 cm程度で内部に小形の円礫を詰めたピットが

集中的に確認できた。これらは、礎石を持つ建物

の基礎に相当するものと考えられる。
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fig. 23 B 1区第 1面井戸 SE 179平面・ 断面図 (1 : 20) 

5 B 5,....,,7区の層位と遺構

B5~7 区は、当事業に関わる発掘調査区のなか

で最も西に位置する調壺区である。雲出島貰町地内

でも最も西端にあたり、久居市木造町五位殿地区に

隣接している。 B7区から雲出川河岸までは約60m

である。

調査前は、 B6・7区が畑地、 B5区が水田であ
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る。調査前の標高は、 B7区が約3.5m、B6区が

3.2m、B5区が2.5mで、雲出川から離れるにしたがっ

て低くなっている。このことから、当地はB7区付

近を最高所とする自然堤防上であることがわかる。

B5~7 区は、広い範囲で調査できたこともあっ

て、各地区間の関連が非常によくわかる。したがっ

てここではB5~7 区の状態をまとめて報告する。

なお、第 1章でも触れたとおり、 B7区の下層

（第 2遺構面）については、次年度において報告する

ため、ここでは中世に相当する第 1遺構面の記述が

中心となる。

a 層位

第 1遺構面（中世）の遺構基盤となるのは、褐色

混じりの黄褐色系砂質土層である。この層は、最も

高い B7区南端部で標高約3.lm、最も低い B5区北

端部で標高約2.lmである。 B7区南端から B5区北

端まではおよそ130mある。 B5・6区は、かつて行

われた圃場整備事業による削平があると考えられる

ものの、雲出川から離れるにしたがって基盤層が下

降していることは読み取れよう。

第 1遺構面基盤層の下には黄灰色系細砂質シルト

層があり、これが第 2遺構面の基盤となる。さらに

その下部には、褐色系細砂質シルト・黄灰色系中細

砂が堆積する。第 1遺構面基盤層以下黄灰色系中細

砂層間は、よく見ると細かな縞状をなす層であり、

洪水層であることを物語っているのであろう。

第 1遺構面基盤上部には、一部黒褐色系砂質土が

面的に確認でき、これが第 1遺構面の遺物包含層と

なっている。遺構埋土のうち、大区画溝（堀）以外

のものは、原則的にはこの層である。

b 第 1遺構面（中世）の遺構

第 1遺構面で検出した遺構は数多く、局所的には

非常に高い密度で見られた。大きく分けて、人工流

路・大区画溝・小区画溝•井戸・墓•土坑・士器群・

掘立柱建物などがある。

(1)人工流路

2条確認した。遺構埋土の状況により、恒常的に

流水があったと判断したものを流路とする。これを

人工流路と判断したのは、地形状況と合致せずに直
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線的な形状をなすこと、確認した 2条が直線的に交

差する状況であること、などによる。

人工流路 SR 3 3 7 (f i g. 2 5) B 5区西端で検出

した遺構である。最大幅約 7m、深さ約1.5mである。

遺構最深部は標高約0.6mまで達する。

遺構の主軸方向は、 N3°Wで、直線的に形作ら

れている。 m9グリット付近でB6区で検出してい

る人工流路 SR321と合流部しており、遺構埋土中層

ぐらいで南側へと L字状に屈曲する埋土を確認した。

これにより、 SR337は南流して雲出川方向へと向か

う排水路と考えられる。

遺構埋土は、下層で青灰色系細砂・粘質シルトが

互層となる。上層は褐色～灰色系中細砂層が堆積す

る。下層からは笹塔婆などの木製品が出土したが、

それは SR321の合流地点以南に限られることから、

木製品は SR321からの流れ込みと考えられる。ただ

し、土器は SR321合流地点以北からも出土している

ことから、流路上流部分にも当該時期の居住域が想

定される。

S R321の合流部分である m9グリット付近の下層

からは、数本分の馬歯が出土している。馬歯は、 S

R321下層からも出土していることから、これについ

ても SR321から流れてきたものと考えられる。

出土遺物からは、 12世紀後葉までにはほぽ埋没し

た遺構であると考えられる。ただし、覆流水路とし

ては13世紀代まで継続していたものと考えられる。

人工流路 SR 3 21 (f i g. 2 6) B 6区中央部で検

出した遺構である。最大幅約4.5m、深さ約1.8mであ

る。遺構最深部は標高約0.6m付近にまで達する。

遺構の主軸方向は、 N88°Eで、直線的に形作ら

れており、 SR337とほぼ直交する。

遺構埋土は、下層で青灰色系粘質シルトが見られ

る。上層は黄灰色～灰色系中細砂層が堆積する。遺

構上層埋土は分層ができず、 SD330付近までの広い

範囲に及ぶものであるため(fig.26)、洪水などにより

一気に埋没したものと考えられる。

下層埋土内からは、ここで自生していたものと考

えられる蜆が確認された。また、その付近からは、

紡績具・下駄・笹塔婆．鏃形・刀形などの木製品や

自然木が多く見られた。また、検出範囲の西端に相

当する g10グリットからは、馬歯が 2本分ほど出土
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fig. 27 B 6区平面図 (1 : 200) 

している。

出土遺物からは、 SR337と同様、 12世紀後葉まで

には埋没した遺構であると考えられる。

(2)大区画溝

幅 2m前後で深さ lm前後の大規模な溝について、

ここでは大区画溝として報告する。大区画溝には大

きく分けて、①居住域の外周を区画するもの (SD

330・314・399・412)、②居住域の内部を区画するも

の (SD231・247・248・249・259・279・369)、の

2種類が見られる。とくに後者②は入口などの施設

を伴うものであり、とくに大規模なものは、形状か

らは「堀」とも呼べるものである。

なお、これらの溝からは恒常的な通水を示すよう

な層は見られなかった。

大区画溝 SD 3 3 0 (f i g. 2 6) B 6区南部で検出

した遺構である。大区画溝としては最も北部にあた

り、人工流路SR321からは約 6m南に離れる。

遺構は、幅約2.2m、深さ約1.5mで、断面V字形を

-30-
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N 
す 2.4m

※土層位置はfig.27

1. 淡褐色砂質シルト

2. 淡灰褐色砂質シルト

3. 灰褐色砂質シルト

4. 鉄分含む灰色粘質土

5. 灰色粘質シルト

6. 淡茶灰色土

7. 黄灰色細砂質シルト

o ぉm

fig. 36 B 6区大区画溝 SD330土層 (1 : 50) 

z
―。

z
―
 

s-i 

令2.2m

S0314 a-a', b-b', c-c: 土層

（基準レペルltt2m) 

1. 黄褐色砂質土

2. 灰色まじり暗褐色粘質シルト

3. 暗褐色粘質シルト

←ベニン~+,nm
2 

S D252 d-d'土層

1. 灰褐色砂質土
2. 灰褐色プロックまじり淡黄灰色砂質シルト

4. 淡褐色砂質シルト

5. 暗褐色砂質シルト

6. 黄灰色細砂質シルト

S0250 

S D250, 295 e-e'土層

, . 灰褐色砂質土

2. 灰茶色砂質シルト

3. 暗黄褐色砂質土

s
T
 

N 
73.0m 

$D231 f-f'土層

1. 鰍色プロックまじり員灰色土

2. 炭まじり黄灰・灰色プロック土

3. 黄灰色小プロックまじり灰色砂質シルト

4. 黄色小プロックまじり灰褐色土

5. 炭まじり灰色土

6. 炭・黄灰色小プロックまじり灰色土

7. 淡灰色砂質シルト

゜
ぉm

なす。調査区内の状況としては、やや円弧を描く状

況が見て取れる。遺構埋土最下層は灰色系砂質土が

堆積するが、上層は遺構基盤層と同質の埋七が見ら

れ、検出が困難であった。

S D279g-g'土層

1. 黄灰色砂（撹乱）

2. 黄褐色プロック含む

3. 暗～灰褐色砂質土

4. 褐色粘含む黄灰色土

5. 白灰色粘質土

※土層位置はfig.28

fig. 37 B 7区大区画溝 SD314・231・279, 溝SD 0252・250・295土層 (1 : 1 00) 

遺構埋土最上層には先述の SR321と一連の堆積土

が見られるため、最終埋没時は SR321と同時と考え

られる。出士遺物は、 12世紀後葉から 13世紀前葉の

ものがある。このため、 SR321から SD330を覆っ

-39-



近代排水路
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SD 399 E 

ー 3.0m

16 

----
17 

S D399北壁

1. 盛土
2. 灰褐色砂質土

3. 淡灰褐色砂質土

4. 灰褐色年砂質シルト

5. 暗褐色砂質土

------

6. 淡黄灰・灰褐色の互層

7. 黄灰色砂質土
8. 灰褐・淡黄灰砂の互層

9. 淡灰黄色砂質土

10. 灰褐色砂質土

11. 灰褐色粘質シルト

12. 淡灰褐色土

13. 淡黄灰色砂
14. 淡青灰色粘質土

15. 暗褐色砂質シルト

16. 黄灰色細砂質シルト

17. 暗褐色粘質土

18. 黄褐色細砂質シルト
19. 黄灰色中砂

E_ 
S 0399南壁

1. 淡灰褐色砂質土

2. 暗灰褐色砂質シルト

3. 黄灰色中砂

4. 細砂多い茶灰色細砂質シルト

5. 茶灰色細砂質シルト

6. 暗褐色砂質シルト

7. 黄褐色繍砂質シルト

8. 暗褐色細砂質シルト
9. 灰色プロック含む黄灰色細砂質シルト

10. 暗灰色粘質シルト

11. 暗褐色粘質シルト

12. 黄灰色細砂質シルト

13. 暗褐色粘質シルト

w 
-3.0m 

゜
ぉm

fig. 38 B 7区大区画溝 SD399土層 (1 : 50) 

た洪水が13世紀前葉頃に発生したと考えることがで

きよう。

大区画溝 SD314 (fig. 37) B 7区北部で検出

した遺構である。幅約2.5m、深さ約1.5mで、断面u

字形をなす。

調査区内ではほぽ直線的にはしつているが、その

他の大区画溝と比較して、その方向がややずれてい

る。遺構は 2時期にわたる掘削のあることが土層断

面の観察からわかる。

遺構確認範囲の東端は、井戸 SE320と重なってい

る。土層図の確認からは、まず SD314が掘削され

(S D314下層）、それがある程度埋没した後に SE320 

が作られ、その後 SE314の南に SD314が再掘削さ

れる (SD314上層）という状況が観察される。

出土した遺物は、上層・下層を区別せずに取り上

げてしまったものが多く、悔いが残るが、少ないな

がらも区別して取り上げた遺物からは、下層の埋没

は12世紀前葉頃、上層の埋没は12世紀後葉頃かと思

土層位置はfig_28 

われる。

大区画溝 SD 399 (fig. 38) B 7区南西端で確認

した遺構である。幅約2.6m、深さ約1.6mで、断面形

はやや崩れた V字形をなす。溝方向はN5°Eであ

る。遺構西肩側は、この溝と並行する近代の排水路

によって破壊されている。

最下層は黄灰色系粘質土と黄灰色系細砂の互層と

なっており、滞水層と考えられる。埋土上層には黄

灰色系細砂層が厚く堆積している部分も見られ、最

終的には洪水による埋没が考えられる。

出土遺物は少ないが、 13世紀中葉頃の埋没と考え

られる。

大区画溝 SD 4 1 2 (f i g. 3 9) B 7区南西端で確認

した遺構である。 SD399とほぽ並行し、その東約 6

mにあたる。南で SD247と交わり、底のレベルがそ

れとほぼ同じであることから、 SD247と同時期に存

在していたと考えられる。

幅約 2m深さ約1.6mで、断面形は整った V字形を
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S D412 R―R'土層
1. 灰黄色砂質土

2. 黄灰色砂質シルト

3. 灰色プロックまじり黄灰色砂質シルト
4. 黄灰色細砂質シルト
5. 暗褐色中砂質シルト
6. 黄褐色粘質シルト

7. 黄褐色細砂質シルト

SD258 m-m'土層

1. 暗灰褐色砂質土
73.0m 2. 灰褐色砂質土

3. 褐灰色粘質土
4. 鯨嗅砂まじり諏四環土｝埋中層

5. 灰色砂質土（埋土下層）
6. 褐灰色砂質土

7. 暗黄灰色細砂質土

8. 淡黄灰色細砂質土
9. 黄灰色細砂質シルト

す冒72.6m

—-:- 2.8m n 

S D258 n-n'土層

1. 灰褐色砂質土
2. 褐灰色粘質土

SD369 o-o'土層

1. 暗灰褐色砂質土
2. 淡褐色砂質土

3. 黄灰砂まじり褐灰色粘質土

4. 黄灰色土

。
ぉm

fig. 39 B 7区大区画溝 SD412・258・369土層 (1 : 50) 土層位置はfig.28 

なす。溝方向は N6°Eである。形状は、先述の S

D330と類似することから、それにつながることも想

定できる。

出土遺物が少なく、所属時期の決め手に欠けるが、

S D247と同じ時期まで機能していたと考えられる。

大区画溝 SD 2 31 (fig. 3 7) B 7区中央で確認さ

れた遺構である。幅約2.4m、長さ約llmである。断

面形は整った逆台形をなす。法面傾斜は、北側の方

がやや強い。溝方向はN92°Eである。

溝底は、東側約2.6mほどが一段箱堀状に掘り込ま

れ、その部分は標高約1.5m(検出面からの深さ約1.6

m) となり、その西側は深さ約1.2mである。

東西両端ともに明確に途切れている。西端からは

約 3mほどごく浅い溝が西に伸び、同一方向の大区

画溝 SD279につながる。したがって、この浅い溝部

分が陸橋状の入口に相当すると考えられる。東側も

同様に陸橋状の入口と考えられるが、 SD231と対に

なる溝は調査区内では確認できない。

溝内埋土の上層部は、砂質シルトブロックを含む

層が厚く堆積しており、人為的に埋め戻された可能

性が高い。

出土遺物はかなり多いが、その大部分は北に接す
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S D247 h-h'土層

1 . 淡茶灰色砂質シルト

2. 淡茶灰含む褐色中砂

3. 淡灰色まじり暗褐色粘質土

4. 淡灰プロックまじり茶灰色土

5. 淡茶灰色砂質シルト

6. 淡灰色砂質土

7. 淡黄灰色粘質土

8. 黄灰色砂質シルト

9. 褐色中砂

10. 茶灰色中砂

s-
＇ 

s_i 

m
 

n-3
 

N
「
I

S D247 i -i'土層

1. 炭まじり褐色土

2. 炭・土器多い暗褐色土

3. 灰褐色砂質シルト

4. 淡褐色砂質シルト

5. 灰茶色粘質シルト

6. 黄灰色砂質シルト

7. 黄灰色細砂

8. 黄灰色粗砂

m
 

n~ 3
 

N
f
l
 

S D247 j-j' 土層

1. 客土

2. 茶灰色砂質土（旧耕土）

3. 茶灰色砂質シルト

4. 淡灰・黄灰砂プロックまじり茶灰色土

5. 淡灰まじり褐色粘質シルト

6. 淡灰色砂質シルト

7. 暗褐色土

8. 黄灰色砂質シルト

9. 暗褐色砂質土

10. 黄灰色細砂

11. 黄灰色中砂

11 

w_K 

E 一3.0mk 
S0249 k-k'土層

1 . 鰍如ロック含む炭まじり暗褐色土

2. 灰色小プロック含む褐色土

3. 褐色小プロック含む暗黄灰色細砂

4. 褐色砂質シルト

5. 灰色砂質シルト

6. 暗黄灰色砂質シルト

7. 黄灰色細砂

。
2,5m 

fig. 40 B 7区大区画溝SD247・249土層 (1 : 50) 土層位置はfig.28 
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る (SD 231で破壊された）土器群 SZ 291のものと

考えられる。東側の一段掘り下がった部分から出土

した遺物は、 13世紀前葉頃のものと考えられ、埋没

開始時期をその時点に求めることができよう。

大区画溝 SD 2 4 7 (f i g. 4 0) B 7区南部で検出し

た東西方向の遺構である。幅約3.5m、深さ約1.5mで、

断面V字形をなす。延長約33.2mで、溝方向はN86°E

である。西端は、 y29グリット付近で南に屈曲し、

S D400とつながる。東端南側には SD248が取り付

く。 d28グリットでは、井戸 SE368が重なる。 f27 

グリット付近では SD249が、 y28グリット付近では

S D412が、それぞれ溝北肩に接続する。

S D247とSD400とは、溝底の形状が異なるもの

の一連として造作されたものと考えられる。 SD248 

は、 SD247とは溝底レベルが明確に異なるため、 S

D248が後に接続されたものと考えられる。

埋土は、最下層部分に細砂と粘質シルトの互層が

見られることから、開削後間もなくは滞水していた

時期があったものと考えられる。溝底から約0.8m上

の上層部は中央で約0.9mの堆積があり、人為的ない

しは洪水を含む何らかの要因によって短期間で埋没

したものと考えられる。

埋土上層部分からは13世紀中葉頃の遺物が出土し

ており、完全に埋没する時期はその頃に求めること

ができる。また、遺構肩部には11世紀後葉頃の土器

が出土することから、 12世紀後葉から 13世紀初頭頃

のある時期に深く掘り直している可能性が高い。こ

のことから、 SD247の機能時期は、 12冊紀代を中心

に考えることができよう。

大区画溝 SD248 B 7区南部で検出した遺構で

ある。北部は SD247に取り付き南方へと伸び、およ

そ Smほどで途切れる。南端からおよそ2.3mの範囲

は浅い溝をなし、大区画溝 SD258に至る。したがっ

て、 SD 248・S D 258間は入口に相当する施設と考

えられる。

遺構は、幅約1.5m、深さ約0.7mで、断面U字形を

なす。溝はやや弧状を呈する。

S D247の項でも触れたように、この溝は SD247 

の完成後暫くの期間を置いてからそれに接続された

副次的な区画溝であると考えられる。埋土内からは、

13世紀中葉までの時期の遺物を含み、溝の埋没時期
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が知れる。

大区画溝 SD 2 4 9 (f i g. 4 0) B 7区中央で確認

された南北方向の溝である。幅約2.5m、深さ約1.4m

で、断面V字形をなす。遺構中央は、調査開始直前

に心ない人物によって行われた土取りにより破壊さ

れている。南端は SD247につながる。北端は、この

土取り穴によって明確ではないが、 SD279とつなが

るものと思われる。

溝方向はN5°Eである。 SD247接続部から約11

mのところまでは標高約1.6mまでの深い掘削がなさ

れ、そこから溝底を標高約2.6mの高さにまで上げて

S D279へと至るものと考えられる。

埋土は、最下層部分に細砂と粘質シルトの互層が

見られることから、この溝も開削後間もなくは滞水

していた時期があったものと考えられる。上層部は

先述の SD247と同様、砂質シルトブロックを含む分

層不可能な層が堆積しており、人為的な埋め戻し、

ないしは洪水などによる自然現象によって短期間に

一気に埋没したものと考えられる。

埋土上層部内からは13世紀前葉頃までの遺物が出

土している。出上遺物の状況からは、連結する SD

247よりは早く機能を停止しているようにも思われる。

大区画溝 SD 258 (fig. 39) B 7区南部で確認

された南北方向の溝である。

北部は、先述のように SD248から続く浅い溝部分

（入り口）からつながる。そこから、幅約2.0m、深

さ約0.8mの断面U字形の溝がおよそ 3m続き（北部

溝）、そこから幅約2.5m、深さ約l.lmの、断面V字

形をなす溝（南部溝）となる。南部溝は延長約8.6m

確認でき、それ以南は近代の攪乱によって破壊され

ている。南部溝の方向はほぼN1°Wである。

南部溝では、 SD247・249と同様、最下層に滞水

を示す細砂・粘質シルトの互層が見られる。遺構埋

土や形状の特徴などからは、北部溝は SD248と、南

部溝は SD247・249と、それぞれ類似している。こ

のことから、 SD258南部溝は SD247・249などと同

時期に開削され、それに取り付く溝として SD258北

部溝が、 SD248と同じ時期に掘削されたものと考え

られる。

遺構埋土下層からは12世紀後葉頃の良好な土器類

が出土しており、上層部からは13世紀中葉頃までの
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fig. 41 B 7区井戸 SE233平面・ 断面図 (1 : 25) 
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遺物が出土している。このことから、遺構の機能時

期は SD247と同様、 12世紀代を中心としていると考

えられる。

大区画溝 SD 2 7 9 (f i g. 3 7) B 7区中央で確認

された東西方向の溝である。幅約2.lm、深さ約0.5m

とやや浅く、断面U字形をなす。遺構南部は、先述

の調査開始直前にやられた土取りにより破壊されて

いるが、溝西端が南へと屈曲する部分は辛うじて残っ

ており、このことによって SD249へとつながる溝で

あることが理解できる。

溝方向はN92°Eで、 SD231と同じである。 SD

231西端から約 3m続くごく浅い溝間が入り口である。

S D279東端は、 SD231西端のような明確な開削が

なく、緩やかに西進して屈曲部へと至っている。

出土遺物は比較的多いが、その大部分は SD231と

同様、溝北部の遺構 SK282などをこの溝が破壊した

ために入り込んだものと考えられる。

大区画溝 SD 3 6 9 (f i g. 3 9) B 7区南東端部で検

出した遺構である。幅約0.8m検出面からの深さ約0.6

mで、南端は SD258と同じ攪乱によって破壊されて

おり、延長約 2m弱が攪乱したにとどまる。断面は

整った逆台形で、溝方向はN2°Eである。

これを大区画溝に含めたのは、埋土の状況が SD

258などと同様の滞水層が見られること、および遺構

の形状からである。遺構検出面からの深さが浅いが、

これはこの部分が後に拡張された調査区に相当し、

上層部の攪乱が激しかったことによるものである。

本来の中世遺構面を、この遺構近隣 i32グリット付

近と同様と考えれば、この溝はその面から約l.lmほ

どの開削と認識できる。

出土遺物は13世紀前葉頃までのものであり、埋没

時期をその頃に求められる。

(3)溝

ここで溝としたのは、前述の大区画溝に付随して

細かく土地を仕切るために設定されたと考えられる

もののほか、大区画溝の時期よりも先行すると考え

られる区画溝などである。

溝 SD196 B 7区中央東部の j27グリットで検

出した遺構である。幅約0.3m、深さ約O.lmの浅い溝

で、東西方向に伸びる。延長約2.5mを確認した。

出土遺物は極めて少ないが、重複関係から、焼土
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坑 SKl95よりも新しい遺構である。

溝 SD 199 B 7区南部で検出した遺構である。

幅約0.4m、深さ約O.lmの浅い溝で、東西方向に伸び、

延長約12mである。遺構はほぼ直線的に伸びており、

方向はN87°Eである。

土器類のほか、輔羽口が出土している。土器群の

示す時期は、 12世紀後葉頃であろう。

溝 SD203 B 7区南部の h28グリット付近で検

出した遺構である。幅約0.8m、深さ約0.4m、長さ約

3mで、東西に伸びる。断面は、整った逆台形を呈

する。細長いので溝としたが、士坑でもよい。

埋土上層部を中心に、比較的まとまった土器類が

出土した。土器類の時期は、 13世紀初頭前後と考え

られる。

溝 SD225 B 7区中央東部の j26グリット付近

で検出した遺構である。落ち込み SK228の北端沿い

であり、その埋土の一部であるかもしれない。

溝 SD244 B 7区北東部で確認した遺構である。

幅約0.5m、深さ約0.2mで南北方向に直線的に伸びる。

延長約10mで、調査区内に収まっている。溝の方向

はN8°Wである。

隣接する土坑 SK245と同様、黒褐色系砂質土を埋

土としており、時期的にも 11世紀後葉ないしは12世

紀初頭頃のものと考えられる。また、後述の溝 SD

338とは直交関係にある。

溝 SD 2 5 0 (f i g. 3 7) B 7区北東部で検出した

遺構である。上端の幅約1.4mで、検出面からの深さ

約0.2mでテラスを形成し、それ以下は幅約 lmの溝

となる。全体として、深さは約0.4mである。

東西方向の溝で、延長約10mである。後述の SD

252とは並行関係にあり、溝方向はN92°Eである。

出土遺物は比較的多く、 11世紀後葉から 12世紀後

葉にかけてのものが見られる。

溝 SD 2 5 2 (f i g. 3 7) B 7区北東部で検出した遺

構である。上端の幅約1.6mで、検出面からの深さ約

O.lmでテラスを形成し、それ以下は幅約 lmの溝と

なる。全体として、深さは約0.3mである。

東西方向の溝で、延長約 7mである。先述のよう

にSD252とは並行関係にある。

出土遺物は比較的多く、 12世紀中葉頃に相当する。

溝 SD263 B 7区中央西部の c・d25グリット
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fig. 42 B 7区井戸 SE320平面・断面図 (1 : 25) 
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付近で検出した遺構である。幅約 lm、深さ約0.2m

阻
# 

程度の浅い溝である。東西溝で、東は落ち込み SD

fig. 43 B 7区井戸 SE320井戸側各面 (1 : 25) 

wgzi 

゜

292に切られる。西端は落ち込み SZ 297と合流する。

出土遺物は多くはないが、 11世紀後葉頃のものが

見られる。

溝 SD292 B 7区中央西部の e26グリット付近

で検出した遺構である。南北方向に伸びる溝状を呈

するが、検出面からの深さは約0.2~0.3m と浅いもの

である。

埋土上層部分からは、投棄されたと考えられる焼

けた壁土片が大量に出土している。それに混じって

出土した土器類は12世紀前葉～中葉にかけてのもの

が見られる。

溝 SD295 B7区中央部で検出した遺構である。

調査時点では、 C23~i 21グリットに及ぶ東西方向

溝に、さらに f22グリット付近から南に約4.5mほど

伸びる部分（南北溝）も含めていたが、溝方向と形

状から見て、南北溝と、それより西側（西溝）と東

側（東溝）の 3つにわけるのが妥当である。これは、

南北溝と SD244、西溝と後述の SD338が、それぞ

れ並行関係にあるためである。

南北溝は後述の SK310を破壊している。東溝は、

重複関係から SD250に後出する。

出土遺物は南北溝と東溝の交差部分でまとまって

出土している。 12世紀前葉から後葉頃にかけての遺

構と考えられる。

溝 SD296 B 7区中央西部で検出した遺構であ

る。幅約0.6m深さ約0.2m前後、延長約6.5mの溝で

ある。出土遺物は12世紀代頃のものであろう。

溝 SD 3 3 8 (f i g. 5 5) B 7区中央東部の、後述す

る土器群 SZ 291の下で確認できたものである。幅約

0.3m、深さ約O.lm程度の浅いものである。先述した

溝 SD244とは直交関係にあり、溝方向はN82°Eで

ある。

この溝に伴う明確な土器は抽出しにくいが、土器

群 SZ 291の遺物の一部がこに伴っていると考えられ

るため、遺構の時期としては12世紀前業までのもの

と考えられる。

(4)井戸

中世に相当する井戸は、合計 4基確認できたが、

そのうちの 1基 (SE 368) は未完成のまま放置され
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たものである。

なお、 B7区では近世以降と考えられる井戸が3

基見られた (SE349・SE424・SE430) が、これ

らは完掘していない。

井戸 SE 2 3 3 (f i g. 41) B 7区中央東部の i25 

グリットで検出した遺構である。 SD231と接するよ

うな位置にあたる。

遺構東部は近年の攪乱坑により破壊されているが、

1辺約 3mの方形の掘形と考えられる。井戸施設は

木製で方形の井戸側を持ち、その最深部中央には底

の無い曲物を埋置して井筒とする形状をなす。

井戸側は主に縦板によって構成されている。幅20

-30cm、厚さ 5cm程度の板材が、各辺 5枚程度で二

重に組まれている。標高約0.6m以上に見られ、標高

約1.2m以下が残存していた。方形枠の痕跡が標高約

2.4mの高さまでは確認できることから、縦板は最低

1.8mは存在していたと見られる。ただし、これが一

枚の板であったのかどうかまでは分からない。

縦板の最深部内側には、それを押さえる目的と考

えられる横板が組まれている。横板は内法の長さ約

100cmほどで、幅35cmほど、厚さ 5cmほどのもので

ある。ホゾ穴によってしつかり組まれている。

横板の四隅には一辺10cm程度の角材が立てられて

おり、井戸側の隅部分の固定とともに、縦板が内側

へ落ち込むのを防いでいるものと考えられる。とす

れば、この角材上端部には再度横板が存在していた

可能性が高いであろう。

横板の内側には、井筒として用いられたと考えら

れる曲物が設置されている。曲物は直径約75cm、高

さ約60cmで、底は無い。横板と曲物の隙間には15-

20cm大の礫が詰められており、基盤層の砂による曲

物の埋没と水の浄化を目的としたものと考えられる。

曲物の底は標高 Omに達している。なお、標高0.2

m以下の基盤層は、 5-10cm大の円礫を中心とした

灰色砂礫層となっている。

なお、枠痕跡内の標高約1.8m以上の範囲には炭が

充満しており、廃絶時に意図的に投棄されたものと

考えられる。

遺物は、廃絶時の投棄遺物は12世紀中葉から後葉

頃までの遺物を含む。井戸の機能時期としては12世

紀代と考えてよかろう。
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井戸 SE 256 B 7区中央東部の i21・22グリッ

トで検出した遺構である。

直径約3.2mの円形掘形で、最深で標高1.5m付近ま

で確認したが、 SE 233・320と異なり、枠痕跡がこ

の段階まで全く確認できなかった。廃絶時に、枠を

取り去っているものと考えられる。出土した木製品

類に板材や曲物の残片を含むことから、これ以外の

井戸と同様、木製の井戸側が存在していたものと考

えられる。

廃絶時と考えられる埋土中には、 12世紀後葉から

13世紀初頭頃の土器類を含んでいる。

井戸 SE 3 2 0 (f i g. 4 2・4 3) B 7区北東隅の j

17・18グリットで検出した遺構である。先述のよう

に、 SD314と重複している。

直径約3.2mの上面略円形の掘形内に、方形の横板

組の井戸側を持つ。その内側には入子状にした曲物

を2個体分用いて井筒とする。井筒の上には井戸側

に沿わせる状態で井桁状に木組がなされている。

井戸側は、内法で96X 96cmのほぽ正方形で、横板

材 5段分が確認できた。横板材の内側は丁寧に整え

られたもので、組となる 4面毎にホゾが組まれてい

る。井戸側の最深部は標高一O.lmに達し、腐朽した

井戸側の枠痕跡は標高約1.8mの時点で確認している。

横板材の残存は 5段ではあるが、このことから少な

くとも 7段以上の横板が存在したことは確かであろ

う。横板の一部には、側から湧水が進入し易くする

ための穴が見られる部分もある。

井筒となる曲物は 2個体である。外側のものは直

径66cm、高さ61.7cmの大きな物で、外面は 5枚の枠

と楔で固定されている。内側の曲物は直径48cm、尚

さは約27cm残存している。これは、内側の井筒が確

認できた最深部で標高一0.45mまで達し、湧水があ

まりにも激し＜、掘削ができなかったがために、上

端から27cm以下の部分を掘り出すことができなかっ

たことによる。内側の曲物も本来は外側の曲物と同

じかやや小さいくらいの大きさであったと考えられ

る。

曲物と井戸側との隙間には、固定のためと思われ

る直径 5cm程度の円礫が詰められていた。

井筒の上部に井桁に組まれた材は、井戸側のよう

な丁寧な調整は施されていない。また、用いられた



材の一部にはホゾ穴の見られるものもあり、建物の

柱等を 2次的に転用した部材と考えられる。

井戸側内埋土には、崩落した横板材のほか、竹、

折敷、曲物底などの製品も見られた。竹は、井戸側

辺に合う長さに切られていたもので、節は抜かれて

いなかったものの、廃絶時に意図的に入れられたも

のと考えられる。

出土土器は12世紀後半までのものが見られる。

井戸側下部 2段分以下は、常に水が浸っていたた

めか非常に残りの良い状態である。なお、資料とは

直接関係無いかも知れないが、曲物の取り上げ時に

は檜材の良い香りがしたことを記しておく。

(5)墓

明確に墓として認識できたのは 1基のみである。

なお、後述の土坑に含めた中にも墓の可能性がある

ものもあり、個々で触れる。

木棺墓 SX329 (fig.44・45) B6区南端の i

13・14グリットで検出した遺構である。

墓城は南北方向で、長軸約2.34m、短軸約0.92mの、

短辺側の丸い長方形状を呈する。遺構検出面の標高

は約2.4m、検出面からの深さは約0.4mである。遺構

内からは釘が多く出土していることから、木棺墓で

あると考えられる。

出土した土器類は、副葬品である 7点の貿易陶磁

器しかない。そこから推測すれば、 12世紀末から 13

世紀前葉頃のものと考えられる。

副葬品の内容も豊富であり、極めて珍しい遺構と

考えられることから、以下で詳述する。

やとい釘? (2957・2958) 墓堀内中央北寄りの

もの(2958)と、南寄りのもの(2957)がある。この 2点

は、墓城中軸線上にあるにもかかわらず、上述の遺

物よりもさらに上から出土している。これがやとい

釘であるならば、木棺の蓋を止めたものと考えられ

る。後述の貿易陶磁器などの副葬品はこのやとい釘

よりも深い位置で確認されている。

釘隠し (2956) 墓城内中央西肩寄りで出土。検

出レベルは最も高く、人骨片からは約35cmほど上で

ある。中央に目釘があり、周囲は花菱形となるもの

である。

調査中には鉄の塊状であり、釘隠しとは想像だに

しなかったため、遺物の天地をあまり重視せずに取
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り上げてしまった。したがって、出土位置について

は間違いないものの、天地については調査中の記憶

である。塊状の部分が上で、下が木質部であったと

記憶している。したがって、向かって左側を開閉部

とする木棺の扉に付けられたものと考えられる。

釘類 墓城内に散在して確認。出土した釘は、合

計21点（破片も 1点として数えた）で、そのうち 13

点については出土位置を把握している。釘は、南北

1.35m、東西0.65m間に見られる。釘の位置と方向に

ついてはfig.44~45 に図示したとおりである。この状

況から棺の状態を把握することは少々難しいが、位

置的に見て、 2966の釘は棺の木口板と側板とを接合

したものであろう。

人骨 墓壊内中央部でかなり腐朽した人骨片が 3

ヶ所で確認できた。また、中央やや北では歯が確認

でき、北枕であったと考えられる。また、歯の位置

から考えると、遺体は東面していた可能性が高いが、

これが埋葬当初の意図かどうかまでは分からない。

漆塗小箱 (2952) 墓壊西肩部分から出土。お

よそ18X 14.5 X 1.5cmの布地に漆を塗った小形のもの

である。調査時点で、中身として方形の鏡の存在が

認められた。中央に向かって傾斜する状態で出土し、

最深部は骨片とほぽ同レベルとなる。

腰刀 (2953) 墓壊内底面付近の西寄りから出土。

上には漆塗小箱が、下には白磁皿が重なる。切先は

南を向く。底の方は、木地に漆塗の柄鞘が良好に残っ

ており、中央部分の錆び付いた中にも良好な藍鮫皮

地漆塗りの鞘が保存処理によって確認されている。

出土レベルは、先述の人骨と同じか数cm上である。

白磁皿 (1247,..__, 1250) 墓壊内中央西寄りから出

土。 4枚あり、全て口縁部を上に向ける。 1249は腰

刀の下になる。 1247と1250は一部重なって出土。 1250

は口縁部の一部が意図的に打ち欠かれている。全体

に、遺構中央に向かって傾斜した状態で出土してい

ることから、 1247・1249・1250の3枚が重ねられ、

1248のみがやや離れた場所に置かれていたものが、

棺の腐朽等によって内側へ転落したものと考える。

なお、 1250の上には円形の漆皮膜が見られ、漆器の

小皿が重ねられていたものと考えられる。

白磁椀 (1251) 墓城内中央やや北の西寄りか

ら出土。この墓城中から出土した土器のうちで、唯
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ー裏向きで出土したものである。この白磁椀も、中

央に向かって傾斜して出土している。

青磁椀 (1252・1253) 墓城内中央西寄りのも

の(1253)と東寄りのもの(1252)がある。両者とも口縁

部を上に向けている。ともに中央に向かって傾斜し

て出土している。

(6)土坑・土器群を伴う落ち込みなど

廃棄土坑が中心と思われる。

土坑 SK 191 B 7区中央部の h27グリット付近

で検出した遺構である。南北約2.0m、東西約1.8mの

方形で、検出面からの深さは約0.3mである。土師器・

陶器・磁器類が出土しているが、一括性は乏しい。

土坑 SK 1 94 (f i g. 4 7) B 7区中央部の i27グ

リットで検出した遺構である。東西約1.5m、南北約

0.5mの長楕円形の遺構である。埋土中からは土師器・

土師質土器・陶器類がまとまって出土している。

出土遺物は11世紀中葉頃のものと考えられる。

焼土坑 SF 195 (fig. 48) B 7区中央東寄りの

j 27グリット付近で検出した遺構である。東西約0.9

m、南北約1.8mである。遺構南肩は強い角度で掘削

されているが、北肩は緩やかである。遺構東・西法

面の上部は一部被熱により赤変する。また、遺構埋

土最下層には炭層が見られた。遺構の形状からは、

北側を開口部とする土器焼成遺構の可能性が考えら

れる。

出土遺物は少量で、 12世紀代のものと考えられる

に止まる。

土坑 SK 2 0 5 (f i g. 4 6) B 7区南部東端の j28 

グリット付近で検出した遺構である。南北約1.4m、

東西0.7m以上で、円形を呈する遺構と考えられる。

遺構西端から土師器・土師質土器がまとまって出土

しており、一括性は高い。

出土遺物は11世紀前葉から中葉頃のものと考えら

れる。

土坑 SK211 B7区南部東端の k29グリット付

近で検出した遺構である。南北 4mほど、東西 3m

以上の大型の土坑で、検出面からの深さは約0.5mで

ある。

埋土中の遺物からは、 13世紀中葉頃の遺構かと考

えられる。

土坑 SK 212 B 7区南部東端の k30グリット付
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近で検出した遺構である。先述の SK211と同様の遺

構で、それとの重複関係から見ると SK211よりは先

行するものである。

小土坑 SK 21 5 (f i g. 4 9) B 7区中央部の h26 

グリットで検出した遺構である。直径約0.5m、深さ

約0.2mの円形を星した小形の土坑である。埋土中か

らは瓦器椀と土師器皿類の良好な共伴が見られた。

同時性の高いものである。 11世紀後葉頃の遺構と考

えられる。

土坑 SK 2 2 7 (f i g. 51) B 7区中央東部の j26 

グリットで検出した遺構である。溝状を呈する幅0.8

m、長さ4.5m以上、深さ約0.3mの遺構である。

埋土中からは土師器・陶器類がまとまって出土し

ている。同時性は高いものと考えられる。 12世紀前

葉頃の遺構と考えられる。

土坑 SK 2 2 8 (f i g. 51) B 7区中央東部の j26 

グリットで検出した遺構である。南北約 2m、東西

4m以上、深さ約0.3mの遺構で、明確な形状を呈さ

ないものであることから、複数の遺構が重複したも

のである可能性もある。

遺構内からは土師器・陶器類がまとまって出土し

ているが、上述のように複数遺構が重なっている可

能性も考慮すれば、遺物すべてを同時性の高い一群

としてまとめることはできない。ただ、遺物のまと

まる場所がいくつか認められることから、それぞれ

での同時性は認めてよいと思われる。 12世紀前半か

ら中葉頃の遺構と考えられる。

落ち込み SZ 2 3 4 (f i g. 5 2) B 7区中央東寄

りの i26グリットで検出した遺構である。南北約1.2

m、東西約2.0m、検出面からの深さ約0.2mで、浅い

落ち込み状を呈した遺構である。

土師器小皿類を中心とした土器が一括の状態で出

土している。 11世紀後葉頃の遺構と考えられる。

小土坑 SK 2 4 5 (f i g. 5 0) B 7区北部東寄りの

j 21グリットで検出した遺構である。東西約0.7m、

南北約0.9m、深さ約0.4mの楕円形を呈する遺構で途

中からピット状に窪む。

遺構埋土中には土師器類・瓦器類・陶器類のほか

鉄鎌がまとまって認められた。一括性の高い資料で

ある。鎌の存在から墓の可能性もあるかも知れない

が、遺構埋土上層部分からは土師器皿類の小片が比
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較的多く出土していることから、廃棄土坑と考えた

方が妥当であろう。

遺構の西に SD244が隣接しており、共に黒褐色系

砂質土を埋土とすることなど、同時性がある。 11世

紀後葉頃の遺構と考えられる。

土坑 SK 281 (fig. 54) B 7区中央部の g24グ

リット付近で検出した遺構である。東西約1.5m、南

北約0.8m、深さ約0.3mで、不整楕円形を呈する。遺

構中央には時期のやや新しいピット (g24-pitl8)が切

り込む。遺構南側は同種の遺構である SK282と重な

るが、重複関係は明確にできなかった。

遺構内には土師器類を中心とした土器群が折り重

なるように見られた。完形品が多く、一括性は極め

て高い。

出土遺物からは、 11世紀後半頃の遺構と考えられ

る。

落ち込み SK282 (fig. 54) B 7区中央部の g

24グリット付近で検出した遺構である。東西約2.4m、

南北1.8m以上、深さ約0.3mで、不整形な落ち込み状

を呈する。先述のように、遺構北側は同種の遺構で
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fig. 52 B 7区落ち込み SZ 234平面図 (1 : 20) 

ある SK282と重なる。遺構南側は SD279と重複し

ており、 SD279はSK282よりも後出である。

土師器皿類を中心とした土器群が見られる。ただ、

遺構が浅い落ち込み状であることから、先述の SK

281ほどの一括性は無い。全体として一括と見なすよ

りは、土器集中部分単位でのまとまりを見るべきで

あろう。

出土遺物からは、 11世紀後葉から 12世紀前葉頃の

遺構であると考えられる。

土器群 SZ 2 91 (f i g. 5 5・5 6) B 7区中央東寄

りで確認した土器群である。南は大区画溝 SD231に

切られており、その北に沿うように確認した。土器

群は、遺構検出面上で確認され、東西約 7m、南北

約 2mの広範囲に及ぶ。

土器群下には、後述の SK315などの遺構が見られ

ることから、複数遺構の折り重なりによって形成さ

れたものと考えられる。

土器群は、土師器小皿・皿を中心に、土師質土器

小皿・皿、陶器椀・小皿、土師器甕、磁器椀・小皿

などをも含み、全体として膨大な羅が投棄されてい

る。 fig.55・56は、この土器群の出土状況を 3回に分 fig. 53 B 7区土坑 SK310・311平面図 (1 : 20) 

@ 

S0295 

。
lm 

けて記録したものであり、いかに膨大な量であった

のかが知れる。土器群はこのなかでA~D の 4 群の

まとまりを任意に抽出したが、それぞれの前後関係

までは分からない。
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fig. 56 B 7区土器群SZ 291 (3回目） ・土坑 SK316平面図 (1 : 20) ※数字は取り上げ番号（遺構毎）

土器群の形成時期は、 SD231との関係からそれ以

前であり、 11世紀後半から 12世紀初頭頃までの間と

考えられる。

落ち込み SZ 3 0 8 (f i g. 5 4) B 7区中央部の g

24グリット付近で検出した遺構である。東西約 lm、

南北約1.2m、深さ約0.3mで、不整形な落ち込み状を

呈する。西に隣接する SK282とは同じ性格の土器群

を持つが、量的には少ない。

出土遺物からは、 11世紀後葉から中葉頃の時期を

考えることができる。

土坑 SK 31 0 (f i g. 5 3) B 7区北部中央の f22 

グリットで検出した遺構である。 SD295と重複し、

その関係から SD295が SK310に後出であると考え

られる。

大部分が SD295によって破壊されているため、遺

構の全形は知り得ない。したがって、土坑としたも

のの、溝などの可能性も否定できない。

埋土中からは先述の SK245と同様、土師器皿・小

皿のほか鉄鎌が出土した。土器群のまとまりは良い。

土師器小皿には、油煙痕の見られるものが集中して

いる。 11世紀後葉から 12世紀前葉頃の遺構と考えら

れる。

土坑 SK 311 (f i g. 5 3) B 7区北部中央の f22 

グリットで検出した遺構である。 SD295と重複し、

その関係から SK311はSD295に後出する遺構と考

えられる。

遺構埋土中には、渥美産大甕の体部片とともに、

土師器皿の完形品が置かれていた。その状況から、

墓の可能性も考えられる。なお、この渥美産大甕片

は、前述の井戸 SE233枠内から出土したものと同一

個体である。

出土土器から、 12世紀中葉頃の遺構と考えられる。

土坑 SK 31 5 (f i g. 5 5・5 7) B 7区北部東寄りの

i 24グリットで検出した遺構である。遺構上部は先

述の土器群 SZ 291が重なっていた。

遺構は北と西に突出する形状をなし、 2基の遺構

の重複である。東側を SK315東、西側を SK315西

とする。調査段階において、層位的な関係は明確で

はなかったが、出土遺物は両者で明確に区別できる

ような出土である。

S K315東は東西約0.7m、南北約0.9m、深さ約0.4

mで、楕円形を呈する。埋土下層部分を中心に、土
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fig. 57 B 7区土坑SK315東平面・ 断面図 (1 : 20) 

師器小皿・皿、土師質土器小皿・皿、陶器小皿・椀、

瓦器椀、黒色士器椀が折り重なるようにして出土し

た。土器の残りも良好であり、一括遺物と認識して

よい。出土土器から、 11世紀後業頃のものと考えら

れる。

S K315西は、東西約1.lm、南北約0.8m、深さ約

0.2mで、楕円形を呈している。 SK315との境付近

には大石が見られる。出土土器は少ないながらも、

土師器皿・ 土師質土器皿などの完形品があり、一括

性は高い。 SK315東よりはやや前出する、 11世紀後

葉でも古い時期のものと考えられる。

なお、 SK315西の埋土上層には、白色の粘土塊が

含まれている。土器生産に伴う粘土塊の可能性があ

る。

土坑 SK322 B 6区南端部の f14グリットで確

認した遺構である。北端部は試掘坑により破壊され

る。南端部は調壺区外へと至る。東西幅約1.8m、深

さ約0.3mで、埋土下層には炭層が見られた。遺構の

底面の一部にも被熱痕跡がある。

出土遺物は比較的多く、 12世紀中葉頃のものと考

えられる。

(8)掘立柱建物・柱列およびピット

掘立柱建物およびピットは、 B7区の大区画溝間

において無数に確認している。これほど無数のピッ

トからは、掘立柱建物の数と形状を正確に判断する

ことは極めて難しい。正直言って「何とでも建つ」

という状態である。

このことから掘立柱建物の復元にあたっては、次

のような要素を抽出、ないしは消去することによっ

て行った。

掘立柱建物・ 柱列の抽出方法

① 掘立柱建物は、ピットが 3個以上並び、しかも

一定程度それと直交するピットがあり、さらにそれ

ぞれの柱間が一定の共通性を有していると判断した

ものについてのみ、抽出した。

② 柱列は、実際には柱穴 3個によって構成される

ものもあろうが、調査の状況によって確実視される

ものを除き、原則的に 4個以上並ぶ場合のみを取り

上げた。なお、柱列としたもののうち、いくつかに

ついては掘立柱建物の一部であることが当然考えら

れる。

③ 付論で記述する時期区分により、 FI~4 期に

区分した。ただし、 1期に相当する掘立柱建物は、

存在は確かであろうが、抽出できなかった。

④ ピット出土遺物のうち、完形品ないしはそれに

準じるものを出土したものについては土器の示す時

期として判断したが、それ以外は、とくに 2期相当

の遺物が多量であることから、混入がかなりあるも

のと想定される。そのため、時期的に新しい 4期の

遺物が見られるピットによって構成される掘立柱建

物から順に古い時期の掘立柱建物を見ていった。

⑤ 上記④の操作によって、時期的に新しい遺物の

見られるピットはそれ以前の掘立柱建物のピットと
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しては採用しないこととした。ただし、遺構の状況

を見ても明らかなとおり、同一箇所に複数時期の掘

立柱建物が占有的に建っていたと考えられるため、

一部のピットについては別の時期に同一地点に掘削

されたものとして取り扱った。

⑥ 大区画溝 SD231・279付近については、これら

の溝と並行・直交関係にあるものについて、意識的

に抽出を行った。

各時期の掘立柱建物の状況

F 1期 ピットは存在するものの、不明である。

F 2期概ねN5°Wの方位を中心とする。 SD244・ 

250・295・338のほか、 SD263・292・247などがこ

の方向と合致する。

2期に相当すると考えている建物には、 SB430~ 

441の合計12棟がある。勿論重複関係から全てが同時

存在ではなく、 5~5 棟ほどが存在していたと考え

られる。

掘立柱建物 SB 4 3 0 (f i g. 5 8) 東西 4間X南北

4間の総柱部分の東側に東西 3間x南北 3間の側柱

部分が付設するものと考えた。今回確認された建物

の中では最も大きいものといえる。

掘立柱建物 SB 4 31・4 3 2 (f i g. 5 8) 大区画溝

S D231に北側に東西 7間分の柱列が 2列一組で都合

4列見られる。このうち井戸 SE256付近に見られた

ピットと対応するものでまとめたのがSB432である。

SB 431・432は柱の位置関係がほぼ同じであること

から、占有的に建て替えられたものであることはま

ず間違い無いが、 SB431についてはそれと対応する

ピットを積極的に指摘できない。また、 SB432につ

いてもこの復元では南庇を持つ側柱建物ということ

になるが、ピットの規模から見てもどうも自身が無

い。 SB432の側柱（身舎）部分の空白を積極的に評

価すれば、あるいは先述の SB430に付設する渡り廊

下的なものと見ることもできようか。

F 3期 2期同様、概ねN5°Wの方位を中心とす

る建物が主体である。

掘立柱建物 SB 446 (f i g. 61) 東西 6間x南北

4間の総柱建物である。総柱建物としては、今回確

認できた建物群中で最も大きい。南側にはこの建物

に付属すると考えられる溝 SDl99がある。

F 4期 N 5°Wの、 2・3期と同じ方位を持つ建

-68-

物は、先述の SB446付近に継続して建てられている。

また、これとはやや柱方向を違えたものがその南部

およびSD247・258・400の区画内に存在する。

柱列 SA444 (fig. 60) 大区画溝 SD231・279 

の南側に存在する柱列とした。 F4期に含めたが、

F3期に遡る可能性もある。

掘立柱建物 SB 4 5 3・4 5 4 (f i g. 6 3) 重複する

2棟の建物である。 SB453は東西 4間X南北 4間、

S B454は東西 4間X南北 3間である。 SB454の南

東隅には土坑 SK211の西側部分があり、これがいわ

ゆる「南東隅土坑」に相当することも考えられる。

掘立柱建物 SB 455(fig.63) 調査区内で唯一の明

確な平石製の根石を持つ建物である。 N0°EWで

ほぼ真北を向く。根石の柱列 3間が東側柱列に相当

する。この列は明確であるが、それに対応する西側

は今一つ明確でない。

掘立柱建物 SB 4 5 0・4 51 (f i g. 6 2) 所属時期

は不明であるが、先述の SB455と同じ柱軸であるた

め、この時期として扱う。 SD247・258・400によっ

て区画された内部で、その中でも北東隅に偏ってい

る。

掘立柱建物・柱列の傾向

これらの掘立柱建物・柱列は、概ねN4~8°W、

すなわち、 SD247・258、あるいは SD244・338な

どの方位と直交・並行関係にあるものが全時期を通

じて主体で、 SD231・279などの N2°Eを直交方

向とするものは少ない、ということが言えようか。

以上、今回復元した掘立柱建物・柱列について見

てきた。ここで復元した際に用いたピットは、無数

にあるうちのごく一部ともいえ、今回の復元以外に

も新たに確認できる場合も想定される。付図には、

この復元線を入れていないものを添付しているので、

参考にしていただきたい。また、各掘立柱建物の状

況については、 tab.1~9 でも示しておいたので、そ

れも参照されたい。

(9)その他

集石 SZ398 (fig. 64) B 7区南部中央の h29グ

リット付近で検出した遺構である。第 1遺構面検出

の段階では確認されず、第 2遺構面の精壺中に確認

された遺構である。直径 5~10cm程度の円礫が南北

約1.3m、東西約0.6mの範囲に認められた。



この遺構に伴う遺物は無いが、出土位置がちょう

どSD248・258間の入り口部分に相当することから、

それに伴う何らかの施設の可能性を考え、ここに含

めた。

c 第 2遺構面の遺構

B 7区の第 2遺構面については、次年度の報告に

おいて取り上げるので、ここでは、 B5・6区の第

2遺構面の状況について述べる。

(1)古墳時代初頭

B 7区においては、古墳時代前期初頭頃の周溝墓

群が確認されているものの、 B5・6区における当

該時期の遺構は少ない。ただし、第 1遺構面の流路

S R 321・337の埋土中には｀当該時期の土器が出土

しているため、全く遺構がなかったわけではないと

考えられる。

土坑 SK363 B5区南端のml3グリット付近で

検出した遺構である。北東肩部分のみを確認してお

り、検出面からの深さは約0.3mである。遺構内底面

からやや浮いた状態で、土師器甕が出土している。

周溝墓の一角であることも考えられる。

(2)古墳時代後期～奈良時代

B7区では、この時期の竪穴住居・掘立柱建物な

どが検出されているが、 B5・6区での遺構は少な

い。ただし、 B6区では竪穴住居 SH332のほか、南

東部には奈良時代頃と考えられるピットが集中して

見られる。

竪穴住居 SH332 B 6区中央東部の i11グリッ

ト付近で検出した遺構である。方形の竪穴住居で、

東西約4.5m、南北約3.5m、検出面からの深さ約0.1

mである。東側に焼土があり、カマドが見られる。

また、遺構東壁の北部にはピットがあり、貯蔵穴に

相当すると考えられる。

出土遺物は少なく、時期の特定は難しいが、飛鳥

～奈良時代頃のものと考えられる。

(3)その他

落ち込み SZ 340・341 B 5区北端部で確認し

た遺構である。 SZ340は2棟の竪穴住居が重なって

いる可能性があるが、竪穴住居と断定する要素は少

ない。 SZ 341では上層部に炭層が見られた。これも

竪穴住居の可能性があるが、決定打に欠ける。古墳

時代前期の遺物を含むが、中世の遺構である可能性

もある。

~ 

--.--

。
Im 

fig. 64 B 7区集石 S2398平面・断面図 (1 : 20) 
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遺構番号 性格 時期 地 区 遺構面 グリット 特徴・形状・計測数値など

SK 1 1 1 士坑 H期 A6 1 a C 1 4 

SK 1 1 2 上坑 H期 A6 1 a d 1 4 

S Z 1 1 3 落ち込み H期 A6 1 a d 1 4 

SK 1 1 4 士坑 H期 A6 1 a e 1 5 

SK 1 1 5 上坑 H期 A6 1 a e 1 6 焼士・炭混じり

SK 1 1 6 土坑 H期 A6 1 a C 1 6 

SK 1 1 7 カマド？ H期～近代 A6 1 a d 1 8 煉瓦積み、石材（井関石）で間仕切り

SK 1 1 8 水溜め？ H期～近代 A6 1 a d I 7 中央に三和土タタキ

SK 1 1 9 土坑 H期 A6 1 a d 1 8 

SK 1 2 0 土坑 H期 A6 1 a d 1 8 

SK 1 2 1 士坑 H期 A6 1 a d 1 8 焼上・炭混じり

SK 1 2 2 土坑 H期 A6 1 a d 1 8 

SK 1 2 3 土坑 H期 A6 1 a d 1 8 炭・焼土層が船底形に堆積

SK124 土坑 H期 A6 1 a e 1 8 

SK 1 2 5 土坑 H期 A6 1 a e 2 0 炭・焼士多鼠、士器多量

SK 1 2 6 土坑 H期 A6 1 a e 2 0 

SD 1 2 7 溝 H期～近代 A6 1 a d 2 1 地境溝、新古 2条あり

SK 1 2 8 土坑 H期 A6 1 a C 1 7 

SK129 土坑 H期 A6 1 a d 1 7 

SK130 土坑 H期 A6 1 a d 1 7 瓦片多い

SK 1 3 1 土坑 H期 A6 1 a d 1 9 

SK 1 3 2 土坑 H期 A6 1 a e 2 1 

SK 1 3 3 士坑 H期 A6 1 a e 1 9 

SK134 土坑 H期 A6 1 a d 2 2 

SK 1 3 5 土坑 H期 A6 1 a d 2 2 

SK136 士坑 H期 A6 1 a d 2 3 

SK 1 3 7 士坑 H期 A6 1 a d 2 4 壁土多い

SK138 土坑 H期 A6 1 a e 2 3 

S E 1 3 9 井戸 H期？ B 1 1 d 2・3 中央に円形枠痕跡（結桶？）

SD 1 4 0 溝 H期 B 1 1 a c・d 6 土器多い

SK 1 4 1 土坑 H期 B 1 1 a d 5 

SK 1 4 2 土坑 H期 B 1 1 a d 6 

SK 1 4 3 土坑 F4期 B 1 1 d 6・7 中世墓？、土器は一括性高い

S Z 1 4 4 落ち込み H期 B 1 1 a d 8・9 

SK 1 4 5 土坑 H期 A6 1 b c・d 1 4 

S Z 1 4 6 土坑 F4期 B 1 1 d 3・4 

SK 1 4 7 土坑 H期 B 1 1 a d 4 

SK148 土坑 H期 B 1 1 d 1・2 

SH 1 4 9 竪穴住居 E期中 A6 2 d 2 4・2 5 

SH 1 5 0 竪穴住居 E期中 A6 2 d 2 3・2 4 

tab. 1 遺構一覧表(1)
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遺構番号 性格 時期 地区 遺構面 グリット 特徴・形状・計測数値など

SK 1 5 1 上坑 H期 A6 1 b d 1 6 

S Z 1 5 2 埋土 F4期 A6 1 b e 1 7 SD 1 6 6上層埋士

SK 1 5 3 土坑 H期 A6 1 b d 1 7 

SK 1 5 4 上坑 H期 A6 1 b d 1 7 

SK 1 5 5 土坑 H期 A6 1 b C 1 7・1 8 

SK156 土坑 H期 A6 1 b d I 6 

SK157 士坑 H期 A6 1 b el7・18 

SK 1 5 8 土坑 H期 A6 1 b d 1 6 

SE 1 5 9 井戸 H期 B 1 1 b c・d 8 

SK 1 6 0 士坑 H期 B 1 1 b C 8・9 

SH 1 6 1 竪穴住居 E期中 A6 2 d 2 5 

SD 1 6 2 溝 H期 B 1 1 b C 9 

SK 1 6 3 土坑 H期 B 1 1 b d 9 

SK 1 6 4 土坑 H期 B 1 1 b d 1 1 

SD 1 6 5 大溝 E期中 A6 2 C ~ e 1 5 幅約4m、深さ約1.Sm、断面逆台形、中層に士器群

SD 1 6 6 溝 F4期 A6 2 d・el6・17 断面V字形

SD 1 6 7 周溝墓 c期 A6 3 c・d 2 4 A5区SD6 9 (第 1次調査）と対応

SK168 土坑 E期古 A6 2 C ~ e 1 4 竪穴住居か？

SH169 竪穴住居 D期 A6 2 C ~ e 1 4 中央に祭祀遺構あり

SH 1 7 0 竪穴住居 E期中 B 1 2 C 4・5 

SH 1 7 1 竪穴住居 E期 B 1 2 C 5・6 

SH 1 7 2 竪穴住居 E期 B 1 2 C 5 

SH 1 7 3 竪穴住居 c期 B 1 2 C 3 

SH174 竪穴住居 c期 B 1 2 d 8 

SH 1 7 5 竪穴住居 c期 B 1 2 d 9 

SH 1 7 6 竪穴住居 c期 B 1 2 d 1 0 

SH 1 7 7 竪穴住居 E期中 B 1 2 c・d 7・8 SH 1 7 8より新、北東隅にカマド

SH 1 7 8 竪穴住居 E期古 B 1 2 d 7・8 東辺にカマド

SE 1 7 9 井戸 H期 B 1 1 d 4 結桶を三重以上重ねる

SH 1 8 0 竪穴住居 E期中 B 1 2 b 3 

SH 1 8 1 竪穴住居 c期 B 1 2 C 7 SH182の下、地床炉 3ヶ所

SH 1 8 2 竪穴住居 E期 B 1 2 C 6 形状不明

SK 1 8 3 土坑 c期 B 1 2 d 6 SH 1 8 1の関連？

S Z 1 8 4 落ち込み E期古 B 1 2 d 6 

S Z 1 8 5 落ち込み E期 B 1 2 d 5 

SH186 竪穴住居 E期 B 1 2 d 5 竪穴住居の周溝？

SH 1 8 7 竪穴住居 D期 B 1 2 d 3 

S Z 1 8 8 落ち込み c期 B 1 2 C 3 

S Z 1 8 9 竪穴住居？ c期 B 1 2 d 2 

1 9 0 欠番

tab. 2 遺構一覧表(2)
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遺構番号 性格 時期 地区 遺構面 グリット 特徴・形状・計測数値など

SK 1 9 1 土坑 F2期古 B7 1 g・h 2 7 

SK 1 9 2 土坑 F 1期 B7 1 i 2 7 岩出 1I

SK 1 9 3 土坑 F期 B7 1 h 2 7 

SK 1 9 4 土坑 F 1期 B7 1 i 2 7 炭混じり、土器多い

SK 1 9 5 土坑 ~F4期古 B7 1 i・j 2 7 焼土坑

SD 1 9 6 溝 F期 B7 1 j 2 7 

SK 1 9 7 土坑 F4期新 B7 1 j 2 8 岩出 IIb、ての字含まず

SK 1 9 8 土坑 F4期古 B7 1 j 2 7 

SD199 小区画溝 F3期 B7 1 h28~ ての字含まず、フイゴ羽口

SK200 土坑 F期 B7 1 h・i 2 8 SD199より新

SK 2 0 1 土坑 F2~3期 B7 1 i 2 7 落ち込み状

SK202 土坑 F3期 B7 1 i 2 7 太宰府（博多）白磁椀w類あり

SD203 土坑 F4期古 B7 1 h 2 8 溝状の土坑、土器多い、岩出 IIb 

SK204 土坑 F3期 B7 1 j 2 8 

SK205 土坑 F 1期 B7 1 j 2 8 土師器皿一括

S Z 2 0 6 落ち込み F期 B7 1 i 2 8 

S Z 2 0 7 落ち込み F期 B7 1 i 2 8 

SK208 土坑 F4期新 B7 1 j 2 8 岩出 IIb 

SK209 土坑 F期 B7 1 j・k 2 8 

SK210 土坑 F4期新 B7 1 j 2 7 岩出 IIb 

SK 2 1 1 大土坑 F4期新 B7 1 j 2 9・3 0 岩出 IIb 

SK212 大土坑 F4期古 B7 1 k 3 0 SK 2 1 1より古、岩出 II

SK213 土坑 F4期古 B7 1 j 3 0 岩出 IIa 

S Z 2 1 4 落ち込み F2期～ B7 1 i 3 0 

SK 2 1 5 小土坑 F2期新 B7 1 h 2 6 士器一括

SK216 土坑 F1~2期 B7 1 k 2 8 

SK217 土坑 F2~3期 B7 1 j 3 1 

SK218 土坑 F2期～ B7 1 j 3 1 

SK219 土坑 F4期 B7 1 h 2 5 岩出 II

SK220 土坑 F期 B7 1 h 2 5 

SK221 土坑 F3期 B7 1 i 2 6 

SK222 土坑 F期 B7 1 i 2 5 

SK223 土坑 F2期古 B7 1 h 2 5 ての字多い

SK224 土坑 F2期古 B7 1 h 2 5 ての字多い

SD225 小区画溝 F2期古～ B7 1 j 2 6 

SK226 土坑 F期 B7 1 j 2 6 

SK227 土坑 F2~3期 B7 1 j 2 6 士器群あり

SK228 土坑 F2古~3期 B7 1 j 2 6 士器群あり

SK229 土坑 F期 B7 1 j 2 5 

S Z 2 3 0 落ち込み F期 B7 1 j 2 5 

tab. 3 遺構一覧表(3)
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遺構番号 性格 時期 地区 遺構面 グリット 特徴・形状・計測数値など

S D 2 3 1 堀 F3~4期古 B7 1 h ~ j 2 4 箱堀、岩出 I期、 SZ 291・S K315などより新

SK232 土坑 F3期 B7 1 i 2 5 

SE 2 3 3 井戸 F3~4期古 B7 1 i 2 5 方形木組み？廃棄時に炭充満、岩出 I期

S Z 2 3 4 落ち込み F2期古 B7 1 i 2 6 一括土器群

S Z 2 3 5 落ち込み F2~3期 B7 1 i 2 6 

S Z 2 3 6 落ち込み F2期古 B7 1 h 2 6 

SK237 土坑 F2期新 B7 1 j 2 6 

SK238 土坑 F期 B7 1 h 2 5 

S Z 2 3 9 落ち込み F期 B7 1 h 2 6 

SK240 土坑 F期 B7 1 h 2 6 

SK241 土坑 F4期 B7 1 h 2 3 青磁蓮弁文

SK242 土坑 F4期古 B7 1 h 2 3 岩出 II

S Z 2 4 3 落ち込み F期 B7 1 i 2 3 

SD244 区画溝 F2期古 B7 1 j 1 9 ~ 2 1 

SK245 小土坑 F2期新 B7 1 j 2 0 一括土器、鎌

S Z 2 4 6 落ち込み F期 B7 1 j 2 1・2 2 

SD247 大区画溝 F2・3~ 4新 B7 1 x29~ g28 断面V字形、最終岩出 IIb 

SD248 大区画溝 F4期古 B7 1 g28・29 SD247に取り付く

SD249 大区画溝 F3~4期古 B7 1 £25~27 断面V字形、 SD247に取り付く、北は SD279と一連

SD250 区画溝 F2新~3期 B7 1 h ~ i 2 2 

S Z 2 5 1 落ち込み F2期古 B7 1 j 2 2 

SD252 区画溝 F2新~3期 B7 1 h~i20 

S Z 2 5 3 落ち込み F2期新 B7 1 i 2 2 

SK254 土坑 F期 B7 1 h21・22 

S Z 2 5 5 土器群 F3~4期古 B7 1 h・i 21・22 土師器小皿一括、岩出 IIa 

SE 2 5 6 井戸 F3~4期古 B7 1 i21・22 岩出 IIa 

2 5 7 SD 2 5 2と同じにつき抹消

SD258 大区画溝 F3~4期新 B7 1 g30~32 断面V字形、北側は SD248と一連で入口をなす

S Z 2 5 9 土坑 F2期 B7 1 j 2 3 

SK260 土坑 F期 B7 1 i 2 3 

S Z 2 6 1 落ち込み F2期 B7 1 i 2 3 

2 6 2 B7 1 h・i 2 1 SD250下層に変更

SD263 溝 F2期新 B7 1 c・d 2 5 落ち込み状

S Z 2 6 4 落ち込み F期 B7 1 d 2 5 

SK 2 6 5 土坑 F2期古 B7 1 d 2 5 落ち込み状

SK266 土坑 F2期新 B7 1 d 2 4・2 5 

SK267 土坑 F2期古 B7 1 h 2 3・2 4 

S2268 落ち込み F期 B7 1 h 2 3・2 4 

SK269 土坑 F期 B7 1 h 2 4 

S Z 2 7 0 落ち込み F期 B7 1 i 2 2 

tab. 4 遺構一覧表(4)
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遺構番号 性格 時期 地区 遺構面 グリット 特徴・形状・計測数値など

S Z 2 7 1 落ち込み F期 B7 1 h 2 3 

S Z 2 7 2 落ち込み F2期？ B7 1 h 2 3 

S Z 2 7 3 落ち込み F2期古 B7 1 i・j 2 1 

S Z 2 7 4 落ち込み F期 B7 1 h 2 0 

S Z 2 7 5 落ち込み F期 B7 1 h 2 2 

S Z 2 7 6 落ち込み E期？ B7 1 h 3 1 奈良頃の製塩土器含む

S Z 2 7 7 落ち込み F期 B7 1 g 3 0 

SK278 土坑 F期 B7 1 i 3 1 

SD279 大区画溝 F3~4期古 B7 1 f・g 2 4 SD 2 3 1西

S Z 2 8 0 落ち込み F期 B7 1 h 2 3 

SK 2 8 1 土坑 F2期古 B7 1 f・g 2 4 一括士器（上層・下層）

SK 2 8 2 士坑 F2 期古• 新 B7 1 f・g 2 4 一括土器

S Z 2 8 3 落ち込み F2期古 B7 1 g 2 5 一括土器群

SK284 士坑 F3期 B7 1 d 2 3・2 4 

SK285 土坑 F3期～ B7 1 C 2 3 太宰府（博多）白磁椀w類あり

SD 2 8 6 溝 F期 B7 1 d・e 2 9 

SK 2 8 7 落ち込み F期 B7 1 e 2 9 

SK288 士坑 F期 B7 1 e 2 5 

SK289 土坑 F期 B7 1 d 2 4 

SK290 土坑 F2期古 B7 1 f 2 3 土器多い

S Z 2 9 1 土器群 F2期 B7 1 h24~ i 25 S D231より古、士器膨大、下部に SK315など

SD 2 9 2 溝 ~F3期 B7 1 e24~27 浅い、上層に壁士、士器多量

S Z 2 9 3 士器群 F2期新 B7 1 e 2 3 一括、遺構形状不明

SK294 土坑 F2~3期 B7 1 g 2 5 

SD 2 9 5 小区画溝 F2新~3期 B7 1 f 23~ i 21 浅い、 T字に曲がる

SD 2 9 6 小区画溝 F3期 B7 1 b24~26 

S Z 2 9 7 落ち込み F期 B7 1 d・e 2 6 溝状

SK298 上坑 F3期 B7 1 e 2 7 

S Z 2 9 9 落ち込み F期 B7 1 f 2 2 

S Z 3 0 0 落ち込み F期 B7 1 C 2 7 

SK 3 0 1 士坑 F3期 B7 1 e・f 2 3 

S Z 3 0 2 落ち込み F期 B7 1 e 2 3 

SK 3 0 3 土坑 F2期新 B7 1 f 2 2 

SZ304 落ち込み F3期 B7 1 f 2 1 漆付着士器あり

SK305 士坑 F3期 B7 1 g 2 2 

SK306 土坑 F2期～ B7 1 g 2 2 浅い落ち込み

S Z 3 0 7 士坑 F期 B7 1 g 2 2 

S Z 3 0 8 落ち込み F2期 B7 1 g 2 4 土器群

S Z 3 0 9 落ち込み F期 B7 1 g 2 3 

SK310 土坑 F2期 B7 1 f 2 2 土器一括、鎌

tab. 5 遺構一覧表(5)
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遺構番号 性格 時期 地区 遺構面 グリット 特徴・形状・計測数値など

SK 3 1 1 小土坑 F3期 B7 1 f 2 2 大甕片、墓？

SK312 落ち込み F2期 B7 1 J 1 9 

S Z 3 1 3 落ち込み F2期～ B7 1 J 2 0 

SD314 大区画溝 F2~4期古 B7 1 C 17~ j 18 区画溝、 2時期、東端は SE3 2 0と重なる

S K 3 1 5 小士坑 F2 期古•新 B7 1 1 2 4 S Z 2 9 1下、良好な土器一括資料

SK316 土坑 F2期古 B7 1 h 2 4 S Z 2 9 1下

S D 3 1 7 溝 F2期 B7 1 h 2 4 SD338と一連

SK318 士坑 F2期古 B7 1 1 2 4 SK 3 1 5より古、 SZ 2 9 1下

S K 3 1 9 士坑 F2期 B7 1 J 2 3 SK 3 1 5より古、 SZ 2 9 1下

SE 3 2 0 井戸 F3期 B7 1 j 1 7・1 8 方形横組木枠・曲物2個、 SD314古より新、同新より古

S R 3 2 1 人工流路 F2~3期 B6 1 glO~jll 人工流路、幅約 4m、下層に木製品・蜆など

SK322 土坑 F3期 B6 1 f 1 4 底部の一部被熱

S Z 3 2 3 落ち込み F3期 B6 1 f 1 1 

SD 3 2 4 溝 ~F3期～ B6 1 g 1 1・1 2 浅い

SK325 土坑 F期 B6 1 j 7 

SK326 土坑 F期 B6 1 g 1 3 

SK327 土坑 F期 B6 1 h 1 3 

SK328 土坑 F期 B6 1 h13・14 

SX329 木棺墓 F3~4期古 B6 1 i 1 3 漆塗り小箱、貿易陶磁器 7点、鉄釘、人骨（北枕）

SD330 大区画溝 F3~4期古 B6 1 e 13~ k 12 断面V字形

SD 3 3 1 溝 ~F3期～ B6 1 g・h 11・12 浅い

SH332 竪穴住居 E期古～中 B6 1 il2・13 

SK333 土坑 E期？ B6 1 h24~ 竪穴住居？

SK334 落ち込み F2期古 B7 1 d 2 2 

SK335 土坑 E期古 B6 1 J 1 3 

S Z 3 3 6 落ち込み 不明 B6 1 1 14~ k 13 溝？

SR337 人工流路 F2~3期 B5 1 m2~15 人工流路、幅約 7m、下層に木製品あり

SD338 小区画溝 F2期 B7 1 h・i 2 4 SD244と一連？

SK339 士坑 F期？ B6 1 1 1 4 

S Z 3 4 0 落ち込み F期？ B5 1 0 • p 2 

S Z 3 4 1 落ち込み F2期新？ B5 1 r・s 2 上層に炭あり

S Z 3 4 2 落ち込み E期新 B 5 1 s・t 2 竪穴住居か？

S Z 3 4 3 落ち込み 不明 B 5 1 o 1 0・1 1 浅し‘

S Z 3 4 4 落ち込み H期～近代 B5 1 q・r 9 圃場整備前の水路に並行する

S Z 3 4 5 落ち込み 不明 B5 I s・t 7 

S Z 3 4 6 落ち込み F2期～ B7 1 l 2 0・2 1 浅い落ち込み

S Z 3 4 7 落ち込み F2期～ B7 1 k 2 8 

S Z 3 4 8 士坑 F2~3期 B7 1 k 2 8 土器多い

SE349 井戸 H期～近代 B7 1 d 2 0 

S Z 3 5 0 落ち込み 不明 B7 1 k 2 6 

tab. 6 遺構一覧表(6)
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遺構番号 性格 時期 地区 遺構面 グリット 特徴・形状・計測数値など

S Z 3 5 1 落ち込み 不明 B7 1 k 2 6 

S Z 3 5 2 落ち込み 不明 B7 1 k 2 5 

SZ353 落ち込み 不明 B7 1 k 2 3 

SZ354 落ち込み 不明 B7 1 k 2 2 

S Z 3 5 5 落ち込み 不明 B7 1 k 2 1 

S Z 3 5 6 落ち込み F2期新 B7 1 f・g 2 4 SK281・282より古

S Z 3 5 7 落ち込み F2期 B7 1 j 3 0 

SK358 土坑 F期 B7 1 i 2 9 

S Z 3 5 9 落ち込み F期 B7 1 i 2 9 

S Z 3 6 0 落ち込み F期 B7 I i 2 9 

S Z 3 6 1 落ち込み F期 B7 1 k 2 9 

SK362 土坑 E期以降 B6 1 i 1 3 方形土坑

SK363 土坑 c期 B5 1 m 1 3 溝？

SX364 周溝墓 C期 B7 2 g ~ i 30・31 欠山？（次年度報告）

SX365 周溝墓 C期 B7 2 e ~ g 30・31 欠山？（次年度報告）

SD366 溝 B7 2 g30 （次年度報告）

S Z 3 6 7 落ち込み D期 B7 2 d・f 29・30 土器多量（次年度報告）

SE368 井戸 F期 B7 1 d 2 8 SD247内、未完成井戸？

SD369 区画溝 F4期 B7 1 i 3 2・3 3 岩出 IIa 

SZ370 落ち込み F4期古 B7 2 d・e 2 8 

SK 3 7 1 士坑 c期 B7 2 e 2 9 （次年度報告）

SD372 溝 F期以降 B7 1 d 3 0 近世以降の可能性あり

SK373 土坑 F3期 B7 1 d 3 1 焼土・炭

SH374 竪穴住居 E期中 B7 2 b 3 0 東辺にカマド、甕4個使用した煙道（次年度報告）

SK375 土坑 F2期古 B7 1 d・e 3 0 円形土坑

SH376 竪穴住居 D期 B7 2 a 3 0・3 1 （次年度報告）

SK377 上坑 B7 2 g 3 2 （次年度報告）

SK378 土坑 B7 2 h 3 2 （次年度報告）

SK379 土坑 B7 2 h 2 9 （次年度報告）

SH380 竪穴住居 E期中 B7 2 b・c 30・31 北に焼土（カマド？）（次年度報告）

SD381 周溝墓？ C期 B7 2 a 3 0 （次年度報告）

SK382 土坑 B7 2 C 3 0 （次年度報告）

SK383 士坑 D期 B7 2 C 3 1 （次年度報告）

SK384 土坑 B7 2 C 3 1 柱掘形？（次年度報告）

SK385 土坑 不明 B7 2 C 3 1 （次年度報告）

SD386 周溝墓 C期 B7 2 c・d 29・30 （次年度報告）

SX387 周溝墓 c期 B7 2 （次年度報告）

SK388 士坑 D期 B7 2 b 3 0 （次年度報告）

SK389 土坑 D期 B7 2 z 3 2 （次年度報告）

SK390 土坑 E期新 B7 2 d 2 9 ピット、製塩上器

tab. 7 遺構一覧表(7)
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遺構番号 性格 時期 地区 遺構面 グリット 特徴・形状・計測数値など

SX391 周溝墓 c期 B7 2 a29~ （次年度報告）

SD 3 9 2 固溝墓？ c期 B7 2 e27~ （次年度報告）

3 9 3 B7 1 i 3 3 SD369と同じにつき抹消

SD 3 9 4 落ち込み c期 B7 2 j 3 3 （次年度報告）

SD395 周溝墓？ c期 B7 2 j 3 3 （次年度報告）

S Z 3 9 6 士器群 C期 B7 2 e・f 24・25 （次年度報告）

S Z 3 9 7 落ち込み c期 B7 2 f 2 4 （次年度報告）

S Z 3 9 8 集石 F期 B7 1 h 2 9・3 0 小石の集積

SD 3 9 9 大区画溝 ~F4期新 B7 1 w27~30 断面V字形

SD400 大区画溝 ~F4期古 B7 1 y29~32 SD 2 4 7と接続

SK401 土坑 B7 2 X 2 8 （次年度報告）

SK402 士坑 B7 2 X 2 8 （次年度報告）

SK403 士坑 B7 2 y 2 8 （次年度報告）

S Z 4 0 4 落ち込み B7 2 X 2 8 （次年度報告）

SH405 竪穴住居 B7 2 b・c 3 2 （次年度報告）

SH406 竪穴住居 B7 2 a31・32 （次年度報告）

SD407 周溝墓？ c期 B7 2 X 3 0 （次年度報告）

SK408 土坑 D期 B7 2 X 2 9 焼土含む（次年度報告）

SK409 士坑 D期？ B7 1・2 z 3 0 鉄滓

SH410 竪穴住居 D期 B7 2 z 3 0 （次年度報告）

SK 4 1 1 士坑 B7 2 a 3 I （次年度報告）

SD412 大区画溝 ~F4期 B7 1 y 2 7・2 8 断面V字形、 SD247に接続

S D 4 1 3 溝 D期 B7 2 w・x28~30 （次年度報告）

SD 4 1 4 溝 D期 B7 2 X 3 0 （次年度報告）

S Z 4 1 5 竪穴住居 D期 B7 2 b 2 7 （次年度報告）

S Z 4 1 6 落ち込み D期 B7 2 X 2 8 （次年度報告）

SK417 土坑 D期 B7 2 b 2 8 （次年度報岩）

SD418 溝 D期 B7 2 z 2 9・3 0 （次年度報告）

SD 4 1 9 竪穴住居 D期 B7 2 a 2 5 （次年度報告）

S Z 4 2 0 落ち込み D期 B7 2 z 3 1 （次年度報告）

SH421 竪穴住居 D期 B7 2 d 3 9 （次年度報告）

SD 4 2 2 溝 c期 B7 2 d 3 2 周溝墓？（次年度報告）

SK 4 2 3 土坑 B7 2 C 2 6 （次年度報告）

SE 4 2 4 井戸 H期以降 B7 1 z 2 8 

SZ425 士器群 E期新 B7 1・2 e 2 1 （次年度報告）

SB 4 2 6 掘立柱建物 H期 A6 1 b d 1 5付近 東西 5間以上、南北 1間以上

SB427 掘立柱建物 H期 A6 1 a d 1 4付近 根石有、 2間分のみ

SB 4 2 8 掘立柱建物 E期古 B 1 2 C 2付近 大型、東西 5間、南北 2間？、建物内中央に炉？

SB429 掘立柱建物 H期 B 1 1 b d 1 0付近 根石有、

SB430 掘立柱建物 F2期 B7 1 f ~ h22付近 4間X4間（総柱）の東に 3間X4間（側柱）が付く

tab. 8 遺構一覧表(8)
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遺構番号 性格 時期 地 区 遺構面 グリット 特徴・形状・計測数値など

S B 4 3 1 掘立柱建物 F2期 B 7 1 j 2 3付近 7間Xl間以上、 SB4 3 2と方向揃える

S B 4 3 3 掘立柱建物 F 2期 B 7 1 J 2 3付近 5間X4間（側柱）、南庇

SB 4 3 4 掘立柱建物 F2期 B 7 1 g 2 3付近 4開jX 2椙j(1則木主）

S B 4 3 5 掘立柱建物 F2期 B 7 1 g 2 3付近 5間X3間（側柱）、北庇

S B 4 3 6 掘立柱建物 F2期 B7 1 g 2 5付近 4間X3間（総柱）

S B 4 3 7 掘立柱建物 F2期 B 7 1 h 2 6付近 4間X3間（総柱）

S B 4 3 8 掘立柱建物 F 2期 B 7 1 i 2 6付近 4間jX 3柘ij (1則オ主）

SB 4 3 9 掘立柱建物 F2期 B 7 1 i 2 8付近 4間X2間（側柱）、東庇

SB 4 4 0 掘立柱建物 F2期 B 7 1 i 3 0付近 5間X3間（総柱）

S B 4 4 1 掘立柱建物 F 2期 B 7 1 i 3 2付近 2 "』 ? X 3 「』 (1月ljオ主）

SB 4 4 2 掘立柱建物 F3期 B 7 1 e 2 4付近 3間X2間（総柱）

S B 4 4 3 掘立柱建物 F3期 B 7 1 f 2 3付近 3間X2間（側柱）

SB 4 4 4 柱列 F3~4期 B 7 1 h 2 5付近 4間分

SB 4 4 5 掘立柱建物 F3期 B 7 1 i 2 7付近 4間X3間（総柱）

S B 4 4 6 掘立柱建物 F3期 B 7 1 i 2 7付近 6間X4間（総柱）

SB 4 4 7 掘立柱建物 F3期 B 7 1 j 3 0付近 4間X4間（総柱）、東南北庇

SB 4 4 8 掘立柱建物 F期 B 7 1 j 3 1付近 3間X4間（側柱）、南北庇、 4期か？

SB 4 4 9 掘立柱建物 F期 B 7 1 C 2 9付近 3間X1間（側柱）

S B 4 5 0 掘立柱建物 F4期？ B 7 1 f 2 9付近 3間X2間（総柱）

S B 4 5 1 掘立柱建物 F4期？ B 7 1 f 3 0付近 4惜jX 3眉j(1則オ主）

S B 4 5 2 掘立柱建物 F4期 B 7 1 i 2 8付近 5椙jX 2眉j(1則木主）

SB453 掘立柱建物 F4期 B 7 1 i 2 9付近 4間X3間（総柱）

SB 4 5 4 掘立柱建物 F4期 B 7 I i 2 9付近 4間X3間（総柱）

S B 4 5 5 掘立柱建物 F4期 B 7 1 j 3 1付近 2間以上 X3間以上、根石を持つ

tab. 9 遺構一覧表(9)

註） (1)遺構一覧表の時期については、遺跡全体の状況と時期的なまとまりを考えて、次のように区分した。

なお、 F期以外の区分は、当報告ではとくに暫定的なものである。

A期・…縄文時代晩期～弥生時代前期

B期・・・・弥生時代中期

c期..・・弥生時代後期末～古墳時代前期

D期・・・・古墳時代中期～後期

E期・・・・いわゆる飛鳥時代（古）～奈良時代（中）～平安時代前半（新）

F期・・・・11世紀~13世紀中葉 (1~ 4小期に細分）

G期・・・・室町・戦国期

H期・・・・近世～近代

(2)表中にある「岩出口」は岩出遺跡群（度会郡玉城町岩出）での土器分類による基準である。参考までに掲げた。

三重県埋蔵文化財センター『岩出地区内遺跡群発掘調査報告』 (1996年）
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w 調査の成果～出土遺物～

今回の調査で出土した遺物は、整理箱で239箱（う

ち報告書掲載分88箱）の土器類等と、箱に入らない

木製品などである。時期的には縄文時代晩期から近

世にまで及ぶ。出土遺物は土器が大部分で、木製品

（漆塗製品を含む） • 金属製品・石製品などを含む。

このうち最も膨大な量となるのがB5~7区で出土

した中世前期の土器類である。

以下、各調査区ごとの出土遺物を、遺構単位とな

るものを中心に概述するが、 B5 ----7区の士器類に

ついては、付編の分類に従って迩べる。

なお、個々の土器については、別に遺物観察表（第

2分冊、 tab.20----78) を作成しているので、それも参

照されたい。

A4拡張区出土の遺物

少量の遺物がある (1- 7) 。 1は包含層出土の

壺形土器（以下、「形土器」は全ての器形について省

略して記述する）。頸部が緩くカーブするもので、弥

生時代後期前葉以前のものかと考えられる。 2はS

D55出土の小形器台の口縁部と考えられるもの。 3

は壺の底部、 4は小形丸底壺で、ともに SD54出土。

3の底部内面には砂粒が付着する。

5は奈良時代前後の土師器甕、 6は須恵器杯身。

7は灰釉陶器椀である。

調究区内からはこの他に、近世の土師器・陶器類

が出土している。

2 A6・B 1区出土の縄文時代晩期の遺物

8 ~ 13は外面に二枚貝条痕を施したもの。 8・9

は深鉢の口縁部。 8には突帯上に二枚貝による押し

引き施文がある。 10は壺形をなす。 11は直胴となる

深鉢である。 12は体部に見られる突帯部片。 13は体

部片で焼成後に穿たれた円孔が見られる。

これらの土器は、東海地方の編年でいう五貰森式

に概ね相当するものである。
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3 A6区出土の遺物

a 古墳時代の遺物

周溝 SD167出土土器 (14"-'16) 1・2は台付甕

で、 1は口縁部、 2は脚台部。前年度の調査で行っ

た分類（以下、「島貫分類」と呼称）の甕Aa 1に相

当。 16は壺で、頸部には棒状工具による刺突施文が

見られる。体部下半には明確な擬口縁を持つ。全体

として島貰 1期に相当する。

竪穴住居 SH169出土土器 (17"-'26) 17~23は手

捏ねのものである。一応椀形態として図示したが、

形態・出土状況からも天地の判断は難しい。非常に

脆いもので、極めて簡便な焼成をしているものと考

えられる。 24は須恵器杯蓋で、手捏ね土器と一括で

出士した。この土器も非常に粗雑な作りで、焼成も

一部瓦質を呈する。 25は土師器壺、 26は土師器台付

甕である。 25は丸底を呈し、底部付近に焼成前のヘ

ラ記号？を持つ。 26の頸部やや下方には、ハケメ調

整の後に横方向へのナデが一条見られるが、これは

この付近のこの時期の甕にまま見られる手法である。

これらの土器類は、伴出した須恵器の形態が田辺

昭三氏による陶邑編年（以下、「田辺編年」と呼称）

のTK47型式に並行するものと考えられることから、

5世紀末~6世紀初頭頃のものと考えられる。

包含層出土土器類 (27"-'29) 古墳時代前期の土

師器高杯(27)、田辺編年のTK23型式に並行する須恵

器杯身のほか、埴輪片 (29) がある。埴輪は突帯部

分のみの小片であり、ハケメ調整の状況は全く分か

らない。しかし、雲出島貰遺跡に古墳の存在を推察

させる非常に重要な遺物である。

b 奈良時代前後の遺物

竪穴住居 SH149出土土器 (30"'-'40) 須恵器 (30

~33) 、土師器 (34~40) がある。 34·36 には、粗

雑ながら暗文が見られる。 40は甑で、底面を一文字

状ないしは十字状に扶り残すものと考えられる。こ

れらの土器群は、飛鳥• 藤原• 平城京における絹年



（以下、「都城編年」と呼称）の平城皿頃に並行する

ものと考えられる。

竪穴住居 SH150出土土器 (41,....,48) 須恵器 (41

~42·48) 、土師器 (43~47) がある。 48は須恵器

鉢で、体部下半には回転ケズリが見られる。これら

の土器群は、都城編年の平城 II~III 頃に並行するも

のと考えられる。

竪穴住居 SH168出土土器 (49) 図示できるのは

49の土師器甕のみである。概ね奈良時代初頭前後と

考えられるものである。

竪穴住居 SH 161出土遺物 (50) 図示できるのは

50の砥石のみであるが、小片で奈良時代前葉前後と

考えられる土師器・須恵器片が出土している。

包含層出土遺物 (51,....,58) 奈良時代前後と考え

られる出土遺物のうち、図示可能なものを抽出した。

52は須恵器で、壺の肩部に付加された円環状吊手の

部分である。 57は土師器であるが、器種はよく分か

らない。口縁部片と考えたが、あるいは天地逆で甑

状の形態となるのかも知れない。

58は土馬である。たてがみや鞍の表現が見られる。

目と鼻は刺突による表現である。脚部は全く剥落し

ているが、そこには円棒状具による刺突痕が見られ

る。整形は、口から尾にかけてを一塊で行い、そこ

に脚部と鞍を付加する、という手法である。包含層

扱いとしたが、出土地点としては後述の溝 SDl65上

面付近である。

溝 SD165出土土器 (59"-'92) 須恵器・土師器

がかなりまとまって出土している。

須恵器には田辺編年の TK217型式に相当する杯身

(59・60) のほか、無高台の杯身 (64) や、高台を持

つ杯身 (62) とその蓋 (61) もある。 62の内面には

焼成前に刻まれた格子状の記号？が見られる。小形

壺(63)は完形品。 74は壺の高台部分で、高台上端部に

ば焼成前に穿たれた円孔が 4方に見られる。 85は平

瓶。 86の短頸壺ば焼成不良で瓦質を呈する。 87~92

は壺ないしは大甕。 90の口縁上半部には櫛歯状工具

による刺突文が見られる。 91は体部内面に見られる

叩き当て具の痕中央に十文字状の刻文が見られる珍

しいものである。

土師器では、杯類 (65~67) 、皿1 (68) 、高杯

(71~73) 、甕類 (75~84) のほか、小形の盤状のも
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の (69) 、椀状の身に取り付くと考えられる把手

(70) などがある。 66の杯は口縁部に油煙痕が見ら

れる。灯明用に使われた例としては、比較的古い類

に相当しよう。 67の杯は精製品で、内面には丁寧な

賠文が施されている。高杯には、脚柱部に面取りを

するもの (73) のほか、脚柱と杯部を挿入付加によ

り取り付けるもの (71・72) があり、後者には脚柱

が中実のものと中空のものが見られる。甕では、小

形のもの (75-82) と長胴のもの (83・84) がある。

小形のものには、底部を焼成後に意図的に打ち抜い

たもの (75・78) がある。 82は底部片で、焼成前の

ヘラ記号？が見られる。

これらは全体として見れば都城編年の飛鳥N~平

城 Iを中心とした時期と考えられる。比較的残りの

良い状態で含まれている 59・60の須恵器杯について

も、共伴資料として扱うべきかと考えられる。

C 中世の遺物

溝 SD166出土土器 (93~100) 陶器・士師器

類がある。 93~97は陶器椀（山茶椀）で、瀬戸・渥

美・知多産のものが見られる。 98は渥美産と考えら

れる大型壺の底部で、外面はハケメで調整されてい

る。 99・100は南伊勢系の土師器鍋で、第 1段階 a . 

bに相当する。

この遺構の出土遺物は、 12世紀後葉から 13世紀前

葉までのものが見られる。

包含層出土土器 (101・102) 包含層中に見ら

れる中世の遺物は少量である。 101は青磁椀で、外面

に鏑蓮弁文の見られる龍泉窯系のもの。 102は陶器椀

で、猿投ないしは知多産である。底部外面には花弁

を表現したと見られる墨書がある。 13世紀中葉頃の

ものであろう。

d 近世の遺物

土坑SK116出土土器 (103~109) 陶器・磁器・

土師器類がある。陶器・磁器類の供膳形態は瀬戸美

濃および肥前系。 105の高台内面には屋号かと思われ

る墨書記号がある。 107は南伊勢系の焙烙。 108は常

滑産と思われる三足の付く小形鉢（手焙り）である。

109は瀬戸美濃系の播鉢。これらは全体として19世紀

初頭前後のものかと思われる。



土坑 SK 117出土土器 (110) 

器皿を図示した。

南伊勢系の土師

土坑 SK121出土土器 (111-----124) 陶器・磁器・

土師器類がある。陶器・磁器類の供膳形態は瀬戸美

濃および肥前・波佐見系。 117・118は陶器で高台内

面には墨書がある。 117は墨書は屋号か？。 112・120

~122は土師器で、いずれも南伊勢系。 120·121 ば焙

烙、 122は鍔付の鍋。 111ば炉か何かの破片で、「京深

草源兵衛」と刻まれた刻印が見られる。これらは全

体として18世紀代のものであろう。

土坑SK120出土土器 (125"-'147) 陶器・磁器・

土師器類がある。陶器・磁器類の供膳形態は瀬戸美

濃および肥前・波佐見系。 125~129は南伊勢系の土

師器皿。小形のもの (125~127) とやや大形のもの

(128・129) がある。 140は瓦質の焙烙で、雲出川北

岸部から鈴鹿川流域部に見られる。 141~144 は南伊

勢系のもので、 144は茶釜、その他ば焙烙である。 146・

147はともに常滑産と考えられる。これらは概ね 18

世紀後葉から 19世紀前葉頃のものであろう。

土坑 SK122出土土器 (148"-'151) 陶器・磁器・

土師器類がある。 150は伊万里産の精緻な椀で、当遺

跡では珍しいものである。

土坑SK123出土土器 (152"'165) 陶器・磁器・

土師器類がある。陶器・磁器類の供膳形態は瀬戸美

濃および肥前・波佐見系。 155は鈴形土製品で、外面

全体に銀色の粉末が塗布されている。これらは概ね18

世紀後菜から19世紀前葉のものであろう。

土坑 SK 115出土土器 (166,....,207) 陶器・ 磁器・

土師器類がある。陶器・磁器類の供膳形態は瀬戸美

濃および肥前・波佐見系。土師器皿類 (166~179)

はいずれも南伊勢系。焙烙には瓦質のもの (199) と

土師質の南伊勢系のもの(200~203)がある。播鉢 (204

~207) は瀬戸美濃系。 207 には0に大の刻印が見られ

る。三足の付く鉢 (194~197) は常滑産のもの。こ

れらは概ね18世紀中葉～後葉のものであろう。

土坑 SK124出土土器 (208,....,223) 陶器・磁器・

土師器類がある。陶器・ 磁器類の供膳形態は瀬戸芙

濃および肥前・波佐見系。土師器皿類 (217・218)

はいずれも南伊勢系。焙烙には瓦質のもの (219) と

土師質の南伊勢系のもの (221) がある。 220は瓦質

の鍋で、当遺跡での類例は無い。 216は常滑産と考え
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られる大形の壺か甕の底部で、底の中央には焼成後

の穿孔がある。 208は鳥（鳩？）形の土製品で、底に

は記載内容不明だが墨書が見られる。これらの遺物

は全体として18世紀中葉～後葉のものであろう。

土坑 SK 131出土遺物 (224r-.;237) 陶器・磁器・

土師器類がある。陶器・磁器類の供膳形態は瀬戸美

濃および肥前・波佐見系だが、 230は伊賀・信楽系の

もの。 232の椀は京焼風の肥前産のもので、高台内面

には墨書（記載内容不明、「弥」か？）がある。 234

の椀の高台内面にも菱形様の墨書がある。土師器皿

類 (225~227) はいずれも南伊勢系。 228は鍔付の茶

釜で、南伊勢系のものと思われるが、中北勢系の可

能性もある。 224は方形に削り出した泥岩で、平坦面

には方形の線刻が施されている。これらは概ね18世

紀後葉前後のものであろう。

溝 SD127出土土器 (238r-.;244) 陶器・磁器・土

師器類がある。陶器・磁器類の供膳形態は瀬戸美濃

および肥前・波佐見系。 241の椀は、破損後に鉛ガラ

スによる焼き継ぎにより補修されている。焙烙には

瓦質のもの(243)がある。 238は鶏形、 239は魚形の土

製品。 244は砂岩製の石臼である。これらの遺物は全

体として19世紀中葉前後のものであろう。

土坑 SK138出土土器 (245) 245は窯道具の「エ

ンゴロ」である。後述の327も同様のものである。

土坑 SK134出土土器 (246・247) いずれも瀬戸

美濃系のもので、灯明皿および小皿である。

土坑 SKl53出土遺物 (248) 伊賀・侶楽系の灯

明皿である。

土坑 SK154出土土器 (249r-.;254) 南伊勢系の

皿類 (249~252) と焙烙 (254) 、波佐見系の椀(253)

がある。

土坑 SK145出土土器 (255・256) 南伊勢系の

焙烙 2点を図示した。

土坑SK125出土土器 (257"-'285) 陶器・磁器・

土師器類がある。陶器・磁器類の供膳形態は瀬戸美

濃および肥前・波佐見系。土師器皿類では、南伊勢

系のもの (257~264) がある。 265ば焼成のやや甘い

もので、中世前期の土師質土器（いわゆるロクロ土

師器）に似る。 270ば焼成の甘い陶器で、底面には墨

書が見られる。焙烙には瓦質のもの (279)がある。

282・284・285はいずれも常滑産と思われるもの。 2



84の体部には楕円形？の窓が開けられている。 281・

285は内面に厚く煤が付着する。これらは全体として

18世紀後葉から19世紀初頭頃のものであろう。

土坑SK132出土土器 (286,-_,;295) 陶器・磁器・

土師器類がある。陶器・磁器類の供膳形態は瀬戸美

濃および肥前・波佐見系が中心だが、 288は有田産の

もの。 293は瓦質焙烙。 294は常滑産の鉢。これらの

遺物は全体として19世紀前葉前後のものであろう。

掘立柱建物 SB 426その他ピット出土土器 (296,-_,;

307) S B 426に伴うピット出土遺物としては、瀬

戸美濃系の天目茶椀がある (297-----303) 。17世紀後

葉から18世紀前半頃のものであろう。

土坑 SK 118出土土器 (309,-_,;313) 309は万古

焼と思われる片口鉢。 312・313は瀬戸美濃産の播鉢。

これらは概ね19世紀後葉から20世紀初頭頃のもので

あろう。

包含層出土遺物 (314,-_,;328) 残存状況の良い

もの、あるいは興味深い資料を図示した。 314はミニ

チュアの椀で、雛飾りやおもちゃとして用いられた

ものであろう。 322は磁器椀で、鉛ガラスの焼き継ぎ

による補修痕がある。 324は陶器椀で、高台内面には

屋号？の墨書がある。 325は常滑産の鉢で、外面には

「寛永十」の墨書がある。寛永十(1633)年の記念銘資

料として興味深いが、包含層なのが残念である。 327

は窯道具の「エンゴロ」。底には焼成後の円孔があり、

植木鉢に用いられた可能性がある。 328は常滑産の大

甕である。

包含層からはこの他にも瓦片が多数出土している。

加工円盤 (329~342) A 6・B 1区を一括し

た。体部片を利用したもの、高台部を利用したもの

などがある。

銭貨 (343"-'352) A 6・B 1区を一括した。

寛永通賓が多いが、皇宋通賓 (343) ・元祐通賓 (344)

などの中世の渡来銭も少量ながらある。

4 B 1区出土の遺物

a 古墳時代前期の遺物

竪穴住居 SH1 7 1出土土器 (353) 図示でき

るのは353の小形鉢のみである。外面に煤が付着し、

内面には水銀朱が付く。水銀精製に関わる遺物と考
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えられる。

竪穴住居 SH172出土土器 (354) 図示できる

のは354の小形器台のみである。島貰 2期新相に相当

する。

竪穴住居 SH174出土土器 (355"J358) 365は

小形鉢ないしは壺口縁部である。外面に煤、内面に

水銀朱が付着し、 353と同様水銀精練に関連する遺物

であろう。 356は二重口縁壺。 357・358は台付甕であ

る。島貫 2期古相から新相にかけての遺物である。

竪穴住居 SH176出土土器 (359・360) 359は

椀形の杯部を呈する高杯の杯部片。 360は台付甕であ

る。島貫 2期古相に相当する。

竪穴住居 SH173出土土器 (361"J365) 361は

小形高杯。伊勢ではあまり見られず、尾張方面で見

られる形態である。 362は小形器台。口縁部・脚裾部

ともにが外反して大きく開く形態で、 SD55出土土

器(2)を類例とできる程度のあまり見られないもので

ある。 363は粗製の小形鉢。 364は壺体部片で櫛描直

線文と波状文が見られる。 365は壺体部である。島貰

2期新相に相当する一群であろう。

落ち込み SZ 189出土土器 (366"J368) 366は

高杯の脚柱部付近。脚柱上端には櫛描直線文がある。

367は台付甕の脚台部。 368は壺口縁部で口縁端部外

面と内面には板棒状工具による刻目文がある。島貰

2期古相頃の一群か。

竪穴住居 SH181出土土器 (369・370) いずれ

も台付甕である。島貰 2期新相に相当するもの。

包含層出土土器 (371~383) 古墳時代前期初

頭前後の相当する包含層出土土器である。 371は小形

器台。 372は台付甕で口縁部がS字状を呈さないもの。

脚台部から体部があまり広がらずに開くものであり、

三河地域以東からの搬入品と考えられる。 373は二重

口縁壺の口縁端部と考えられるもので、口縁端部外

面には斜格子状に櫛歯状工具による刺突文が施され

る。これとは原体幅が異なるものの、 375も同様な手

法による施文がある。 376は二重口縁壺。 377は壺の

体部片で、外面には縄文が施される。遠江地域以東

からの搬入品であろう。 378・389はいずれも広口壺

の頸部と考えられるもので、頸部外面には突帯が付

けられている。 378の口縁部内面にはベンガラによる

赤彩が見られる。 380-383は台付甕の口縁部。 380は



島貫 1期、 381・382は島貰 2期古相、 383は島貰 2期

新相に相当。

b 古墳時代中後期の遺物

竪穴住居 SH187出土土器 (384・_385) 384は土

師器で、台付の小形鉢。 385は土師器台付甕。概ね 5

世紀末~6 世紀初頭頃のものであろう。

竪穴住居 SH186出土土器 (386・387) 386は土

師器椀。底部外面には木葉圧痕がある。 387は須恵器

大形壺。概ね 6 世紀末~7 世紀前葉頃のものであろ

。
、つ

竪穴住居 SH 175出土土器 (388) 土師器椀を図

示した。体部外面にヘラケズリを施すものである。

掘立柱建物 SB428出土土器 (389・390) 須恵器

杯身を図示した。いずれも田辺編年ではTK217型式

に相当するものであるが、前掲A6区SDl65よりは

形態的に古いものと考えられる。 7世紀前葉前後の

時期を考えたい。

包含層出土土器 (391) 391は土師器で、一方に

片口、その対方に円形の焼成前穿孔を持つものであ

る。土器の整形方法から見ても、天地は図示した状

態と考えざるを得ないが、本来どのような形態で、

どのような用途なのかは皆目分からない。感覚的で

あるが古墳時代前期のものとは思われず、古墳時代

中後期から 7世紀代ぐらいまでのものと思われる。

c 奈良時代前後の遺物

竪穴住居 SH177出土土器 (392~395) 392は土

師器杯。高台が付く。内面には 2単位の暗文が施さ

れる。都城編年の平城 Iに相当すると見られる。 393

は須恵器杯身。 394・395は土師器甕。 395はカマドの

支柱として用いられていたもの。内外面下部には縦

方向のヘラケズリが見られる。

竪穴住居 SH170出土土器 (396~399) 396・397 

は須恵器杯蓋。 398は土師器杯。都城編年の平城 II~

m頃に相当すると見られる。 399は士師器甕。

落ち込み SZ 188出土土器 (400) 土師器甕を図

示した。

落ち込み SZ 185出土土器 (401~403) 401は土

師器杯。 402・403は土師器甕。

包含層出土土器 (404~420) 奈良時代頃の相当

する包含層出土土器である。 404~408は土師器椀．

杯類。 408は底部外面に焼成後に付けられた記号？が

見られる。 409~412 は須恵器杯類。 412·413は土師

器高杯で、脚柱には面取りが見られる。 415は土師器

鉢で外面には粗雑ながらヘラミガキが施される。 416

は須恵器鉢。 417・418は土師器甕。 419は須恵器甕の

体部片で、内面の同心円当て具痕の中央は十字状に

刻まれている。 420は土師器で器種不明。 421は土錘、

422は鉄製品で板状をなす。

d 中世の遺物

土坑 SK143出土土器 (423"-'427) 中世墓の可能

性が高い遺構の一括資料である。 423・424は土師器

小皿。いずれも南伊勢系のもの。 425は陶器小皿。

426は陶器椀。 427は南伊勢系の土師器鍋である。全

体として13世紀中葉頃のものである。

包含層出土土器 (428"-'433) 中世ないしは平安

時代後葉頃の遺物である。 428は灰釉陶器皿。 429は

陶器椀だが、雰囲気は須恵器に近い。無釉であるが、

黒笹14号窯式並行の椀に近い形態である。非常に精

緻に作られたものである。 430~432 は 12世紀後葉か

ら13世紀初頭頃の陶器小椀・ 椀である。 432の高台内

面には「上」の墨書がある。 433は11世紀代頃の土師

器甕である。

e 近世の遺物

土坑SKl47出土土器 (434-437) 陶器・磁器・

土師器類がある。陶器・磁器類の供膳形態は瀬戸美

濃および肥前・波佐見系が中心。 434は河豚を象った

土製品。これらは概ね18世紀代のものであろう。

土坑SK148出土土器 (438~441) 陶器・磁器・

土師器類がある。陶器・磁器類の供膳形態は瀬戸美

濃および肥前・波佐見系が中心。 441は常滑産と考え

｀られるもので、方形の火鉢と考えられる。これらは

全体として18世紀代のものであろう。

土坑SK141 出土土器 (442~445) 陶器・磁器・

土師器類がある。陶器・磁器類の供膳形態は瀬戸美

濃および肥前・波佐見系が中心。 444は瀬戸美濃産の

鉢と思われるもので、内面見込みには菊？の押印文

が施される。

井戸 SE 179出土土器 (446) 陶器・磁器・土
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師器類があるが、図示したのは446の土製品のみであ

る。これは天保通賓を模したもので、方形孔（不貰

通）の上には「口百」、下には花押が見られる。椒め

て忠実に模されているが、表の「天保通賓」の文字

は表現されていない。。

井戸 SE 159出土土器 (456"-'460) 陶器・磁器・

土師器類がある。瀬戸美濃・肥前産のものや常滑産

のものがある。概ね19世紀代のものと考えられる。

各ピット出土土器 (447 "-'455) 近世に相当す

るピットから出士したものである。 448は常滑産土管

（井戸枠）で、 17世紀後半頃のものと考えられる。

包含層出土土器 (461"-'463) 近世に相当する

遺構面から出土したものである。 461は瀬戸産の水注

で、大窯期のものであるため、近世まで伝来したも

のと考えられる。 463は瀬戸産の播鉢で、内面にはO

に「卯」の字の刻印がある。

5 B 5,...__,7区出土の古代末～中世の遺物

B5~7 区の第 1 遺構面相当で確認された遺物を

記述する。なお、便宜上「中世」としたが、なかに

は平安後期頃の遺物も若干見られることをあらかじ

め断っておく。

なお、遺構・遺物の用語や時期については、付編

で示した区分を用いている。

a 土器・石製品類

人工流路 SR337出土遺物 (464~519) 流路埋

積土内からの出土遺物のうち、木製品以外のもので

ある。比較的大規模な遺構のため、多くの時期のも

のが混入しているかと思われたが、比較的よくまと

まった一群と考える。

貿易陶磁器では、青白磁 (464) ・白磁 (465-468)

がある。 464は内面に片切ヘラ彫と櫛刺突文による精

緻な文様を持つ優品である。 465は森本朝子氏による

博多分類（以下、博多分類）の椀 II類。 466-468は

博多分類の椀w類である。

469は瓦器椀。大和型の系統のもの。内外面ともに

精緻なミガキを施す。山田猛氏による伊賀地域の瓦

器編年（以下、山田編年）の II段階前半の範疇であ

る。 470-474は土師器。 470はいわゆる「ての字状口
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縁小皿」（以下、ての字小皿）で、ややくずれた形態

である。 475はいわゆる「ロクロ士師器」（以下、こ

こでは「士師質士器」と呼称）で、小形の壺である。

476・477は土錘で土師質である。

478~510は陶器椀（山茶椀、以下、とくに断らな

い限り、山茶椀は陶器椀と呼称）系統のもの。 478~

485は小椀。口縁部形態は、内彎気味のものと直線的

に開くものとがあるが、いずれも貼付高台を有して

いる。 486は大形の鉢かと思われるが、よく分からな

い。貼付高台と体部の境には、焼成前に 3方向に円

孔が穿たれている。 487~510は椀。藤澤良祐氏によ

る山茶椀編年（以下、藤澤編年）の 4~5型式、斎

藤孝正氏による猿投窯山茶椀編年（以下、斎藤編年）

の第VI1期 2~3型式（以下、 Vll-3型式のように記

載）のものを中心とする。 507の高台内面には「十」

の、 494には記載内容不明の、それぞれ墨書がある。

494は内面研磨の状態から、硯として用いられた可能

性がある。

489・492・499の椀内面には煤の付着が見られる。

後述の SR321との関連が注意される。

511 ~519は土師器甕。南伊勢系の成立前段階のも

のである。

こられは総じて12世紀後葉頃のものと考えられる。

人工流路 SR 321 出土遺物 (520~546) 木製品

以外の出土遺物である。 520・521は白磁。 521は内面

に段を持つもので類例が少ない。 522・523は士師器

小皿。 524~530は土師質土器で、 527の口縁部には

油煙が見られ、灯明皿として用いられていたと考え

られる。 530は台付皿で、内面には煤が付着している。

531 ~533は士錘。いずれも土師質である。

534~544は陶器椀皿類。 535・542・543には内面に

煤が厚く付着する。 545は陶器壺。 546は土師器甕で

ある。

これらは総じて12世紀前葉から後葉頃を中心とし

ている。

大区画溝 SD330出土土器 (547~559) 547は

土師器小皿で、南伊勢系である。 548~550は土師質

土器。 551 ~557は陶器椀皿類で、 554・555の内面に

は煤が厚く付着する。

これらは総じて12世紀後葉から 13世紀前葉頃のも

のである。



大区画溝 SD314出土土器 (560'"'-'582) 層位的

に取り上げたものとそうでないものがある。

560は白磁で博多分類の W類椀。 561~564は土師器

小皿。 561はての字小皿で口径11cmのとやや大きいも

の。 565は土師質土器。 566・567は土師器皿で、 567

は南伊勢系のものである。

568~581 は陶器椀皿類。 571·572は山茶椀藤澤編

年の 3型式あるいはそれ以前の形態をなすが、灰釉

は施されていない。 576は藤澤編年の 2型式相当か。

581は高台内面に「田中」の墨書が見られる。

下層として取り上げたものは561・562・571・572

で、これらは全体としては 11世紀後葉 ~12世紀前葉

頃と思われる。これら以外については、 12世紀後葉

頃まで及ぶものも含んでおり、全体として溝の機能

時期を示していると考えている。

大区画溝 SD399出土土器 (583'"'-'585) 図示で

きるのは陶器椀のみである。藤澤編年の 5~6 型式

のものが見られる。

大区画溝 SD412出土土器 (586) 陶器椀 1点

のみ図示可能である。

大区画溝 SD231 出土土器 (587~680) 出土遺

物は多いが、この溝は後述する士器群 SZ 291を破壊

して構築されているため、 SZ 291から混入したもの

が多数含まれている。

S Z 291の構成時期から見て、そこからの混入とは

考えられないものは590·591·597·598·665~667 、

673·677などがある。これらは概ね12世紀中葉~13

世紀前葉頃の時期を示している。

587は白磁皿。内面には線彫曲線文が見られる。 63

4はての字小皿の手法と共通するものの、非常に粗雑。

636・637は黒色土器。 636の内外面は丁寧にヘラミガ

キされる。 677の高台内面には「田」ないしは花押と

考えられる墨書が見られる。

大区画溝 SD247出土遺物 (681~790)

からも多種多様な時期のものが見られる。

この溝

681~692 は白磁。 681 は外反する口縁端部を持つも

ので博多分類平底IIII.N類。 683は椀で、内面には櫛描

文が見られ、博多分類1X類に相当する。 684は博多分

類 II類椀の高台。 685は口縁端部が肥厚する椀で、あ

えて当てはめれば博多分類椀 II 類か。 686~687は椀

で、内面見込みには釉の輪状掻き取りが見られる。
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博多分類椀VI類。 688~692は椀で博多分類1V類に相

当する。

693~706は土師器小ID1。693~697は口縁部外面に

2段にヨコナデを施すもの。 702~706は南伊勢系の

もので、岩出遺跡群の分類（以下、岩出口期と呼称）

では 2a~b期に相当する。

707~716は土師器皿。 707はやや古手のもの。 708・

709は口縁部外面に 2段にヨコナデが見られる。 711

~716は南伊勢系のもので、岩出 2b期相当。

717 ~720は土師質土器。 717は柱状高台のもの。 71

8は陶器と呼んで良いほど硬質に仕上がっている。

721 ~726は陶器小椀、 727~730は陶器小皿、 731~ 

762は陶器椀である。 731は百大寺窯式並行の灰釉陶

器で、混入であろう。 732はH72窯式か。 734・740・

744・745・748・754・755は、内面に煤が付着する。

とくに745・755は破断面にも煤が付着しており、破

損後に何らかの内容物を燃焼させたことがわかる。

752の外面には「米」かと考えられる墨書があり、内

面には漆が付着している。 762は、内面見込みに「0」

の焼成前記号が見られる。これらの陶器椀皿類は、

藤澤編年の 6型式までのものが見られる。

763~765は陶器練鉢で、いずれも猿投・知多産で

あろう。 766は壺の底部、 767は長頸壺、 768は灰釉刷

毛塗りの大形壺である。 769は渥美ないしは常滑産と

考えられる甕、 770~772は渥美産の大形甕の破片で

ある。 771と772は同一個体で、外面には縦線に欅状

目の入る原体によるタタキメがある。

773~775は土錘で、いずれも土師質。 776は石製の

硯で、楕円形を呈したものと考えられる。

777~789は士師器甕鍋類。いずれも南伊勢系統の

もの。 777・778は外面に縦方向のハケメが施されて

いるもので、古手のもの。 779・780は南伊勢系鍋成

立直前のもの。 781~ 789は南伊勢系の鍋で、第 1段

階b~第2段階 bまでのものが見られる。

これらの遺物は11世紀後業から 13世紀中葉までの

ものが見られる。 13世紀代のものは埋土上層に集中

することから、遺構掘削時期は12世紀代で、最終的

に廃絶するのが13世紀中葉と考えられる。

大区画溝 SD400出土土器 (791~794) 図示で

きるのは少量のものしかない。 792は常滑あるいは渥

美産の短頸壺、 794は清郷形とされる鍋である。



大区画溝 SD248出土遺物 (808~826) S D 24 

7に接続する溝であるため、それと同様な時期のもの

が見られる。

808は白磁で、博多分類の椀w類。 809は白磁の壺。

頸部片と体部片であるいが、同一個体であると見ら

れる。頸部外面は突帯状となる。体部下半には櫛状

工具による縦線文がある。 810は瓦器椀。伊賀型と考

えられ、山田編年の皿段階第 1型式（以下、皿ー 1

型式のように記載）と考えられる。 811~812 は土師

器皿。 812は岩出 2a期相当の南伊勢系のもの。 813

は土師質士器の小形壺。 814は砥石。 815は陶器椀底

部を使用した加工円盤である。

816~822は陶器椀。藤澤編年の 4~5 型式のもの

が見られる。高台内面に墨書のあるものがあり、 819

は「十」、 822は「上」である。 823は猿投産と思われ

る短頸壺。 824~826は土師器鍋で第 1 段階 a~第 2

段階 aまでのものが見られる。

大区画溝 SD369出土土器 (827~831) 出土遺

物は少ない。 827は土師器小皿、 828は土師器鍋。 829・

830は陶器椀で藤澤編年の 4・5型式相当。 831は陶

器練鉢である。 13世紀前葉頃までのものが見られる。

大区画溝 SD258出土土器 (832~895) S D 24 

8と対になる溝である。北部のやや浅い部分から出土

している一群(832-854)と、南部の深い部分から出土

している一群(855-895)がある。いずれも埋士上層部

分から集中的に出土しているが、一部中層・下層か

らのものもある。

北部溝の一群は、いずれも埋土上層からの出上で

ある。 832は白磁皿。 833は白磁で博多分類W類の椀。

834・835は士師器小皿。 836・837は陶器小皿。 838-

849は陶器椀で、藤澤編年の 4~6型式のものがある。

844の高台内面には「上」の墨書がある。 839にも墨

書があるが、読めない。 841の内側にば煤が付着する。

850は陶器壺。やや脆弱な胎士でよく使い込まれて

いる。体部上半にはヘラ記号状のものがある。 851・

852は同一個体と考えられる陶器甕の体部。知多産と

考えられ、格子目叩きが見られる。

南部溝では、 862が埋土中層、 864が埋土下層に相

当する。その他は分層を行わずに取り上げたもので

ある。

855は白磁皿、 856は白磁椀。 857は瓦器で、山田編
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年の III段階第 1型式に相当。 858~863は士師器小皿

で、外面に 2段のヨコナデを施すのが特徴である。

864~869は土師器皿。 864~866は前述の小皿と同様

な調整で、 867・868はそれがやや崩れた状態である。

869は南伊勢系のもので、岩出 2a期に相当。

870は陶器椀の高台部分を利用した加工円盤。 871

は渥美産陶器の小形片口鉢で、片口部分は体部成形

後に剖り抜きと素地付加により整形される。片口の

上方には把手を付けるためか、円孔を穿った耳があ

る。 872~876は陶器小皿、 877~889は陶器椀である。

藤澤編年の 4~6型式のものが見られる。 889の高台

内面には墨書で花押が書かれている。先述の677と同

じ花押であろう。

890~892は土師器鍋。第 1段階 b、第 2段階 bの

ものが見られる。 893・894は陶器練鉢。 895は知多産

陶器甕の体部片。

これらの土器群は、下層・中層のものが12世紀後

葉頃で、他の一群はさらに13世紀中葉に及ぶものも

見られる。

大区画溝 SD279出土土器 (896"-943) S D 23 

1と一連のものである。溝の北部に存在する SK282 

などを破壊して構築されているため、その関連の土

器がかなり混人している。時期的な特徴から確実に

この溝に伴うと考えられるのは898の白磁椀と 925・9

27~928の土師器皿類である。

896~898は白磁。 896は外面に斜行する片彫り縦線

文が見られるもので、博多分類の椀〇類。 897は小形

の玉緑となる博多分類椀 II類。 898は博多分類椀W類

で、口縁部断面に外面への折り返しが明瞭に観察で

きる。

899は瓦器小皿、 900は黒色土器。 901は土師器小皿

で、いわゆるコースター形。 902~ 925は土師器小皿

で、ての字小皿・ 2段ナデ小皿のほか、 1段ナデの

ものも見られる。 926は土師器台付小皿。耳杯状に折

り曲がるが、整形後の不注意による無意識のものか

も知れない。 927~930は土師器皿。 927は南伊勢系の

もので、岩出 2a期相当。

931は土師質土器の皿、 932~938は土師質土器の小

皿。 939~941は陶器小椀、 942・943は陶器椀である。

上述の混入以外のものから、この遺構の埋没時期

は12世紀後葉から 13世紀前葉と考えられる。



溝 SD199出土遺物 (947,..,__,958) 小規模な区画

溝であるが、遺物としては比較的よくまとまってい

る一群である。

947は白磁で、博多分類の II類椀か。 948~951は土

師器小皿。 951の底にば焼成後に意図的に開けられた

穴がある。南伊勢系と見られる。 953は陶器小椀。 95

4は口縁部外面を 2段ナデする土師器皿である。

955~957は陶器椀。藤澤編年の 4 型式新、斎藤編

年のVII-2新に相当。 957は輪花・灰釉漬け掛けで、

渥芙産のもの。 958はフイゴの羽口である。

これらは全体として12世紀後葉の一群と見られる。

溝 SD203出土土器 (959,-..,.;970) 埋土上層から、

かなり良好なまとまりとして確認できた一群である。

959は白磁。小椀であろうか。 960~962は土師器小

.IIIl.。960・961は南伊勢系のもので、岩出 2a期相当

である。 963は土師器皿。 2段ナデが見られる。 964

~967は陶器で、いずれも高台が付加されない小皿で

ある。 968・969は陶器椀で、藤澤編年の 5型式古、

斎藤編年のVII-3古に相当。 970は南伊勢系の鍋で、

l段階 aに相当する。

これらは全体として12世紀後葉でも終末頃から 13

世紀初頭頃のものと考えられる。

溝 SD244出土土器 (971,..,_,974) 土師器lIIl.(971)、

陶器椀(973・974)のほか、やや大形の土師質土器壺が

ある。

溝 SD252出土土器 (975"'-'986) 土師器では、

ての字小illl.(975)、 2段ナデの小皿(976・977)、 2段

ナデの皿(979)がある。 978は土師質士器小皿。 980~9

83は陶器小椀、 984~986は陶器椀で、藤澤絹年の 3

~4型式新に相当する。 975以外は概ね12世紀中葉頃

に相当する一群である。

溝 SD250出土土器 (987,..,__,1080) 比較的多く

の土器が出土している。

987は白磁皿、 988・989は博多分類w類椀である。

990・991は瓦器小皿、 992~994は瓦器椀で、いず

れも大和型の範疇である。 992は川越俊一氏による大

和型瓦器椀編年（以下、川越編年）の II段階A型式

（以下、 II-A型式などと記載）、山田編年の II-1 

型式に相当する。 994はそれよりもやや古い形態であ

る。

995~ 1026は土師器小皿。口縁部外面が 1段ナデの
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もの (995~1001)、2段ナデのもの (1002~1005)、

口縁部がての字を呈するもの(1007~ 1026)がある。 10

27~ 1034は土師器皿。口縁部を 2段ナデするものが

見られる。口縁部のヨコナデ前に内面にハケメを施

すものがあり、典型的なものを1027に図示した。

土師質土器には、小皿 (1035~1052) 、小形壺

(1053) 、皿 (1054~1057)がある。 1053の壺は底部

が高台状に突出する。 1056は焼成後に底部穿孔され

ている。

1058~1063は陶器小椀。 1063は腰高のもので、百

大寺窯式並行の耳皿と考えられる。 1064~1075は陶

器椀。 1069は破断面にも煤の付着があるもの。 1075

の高台内面には墨書がある。藤澤編年の 3~4型式

のものが見られる。

1076~ 1078は士師器甕。南伊勢のもの。 1079は士

錘。 1080は猿投産かと思われる陶器壺で、この遺構

以外から出土したものとも接合関係がある。 1081・

1082は渥美産で、同一個体の陶器甕。 1083は知多産

で、粗雑なつくりの陶器壺である。

これらの土器群は、 1002~1004の一群に代表され

るものが12世紀後葉に相当する以外は、 11軋紀後葉

から 12世紀前葉頃のものを中心としている。

溝 SD263出土遺物 (1086"-J1093) 出土量は少

ないが、まとまって出土しているため、同時性の高

い一群である。

1087 ~ 1089は土師器小皿。外面に 1段のヨコナデ

を施している。 1090・1091は土師質土器小皿。後述

のSZ 291 C群出土のものと共通する。 1092は土師器

皿で、口縁部外面は 2段のヨコナデがある。 1093は

土師質土器皿。

この土器群は、 11世紀後葉頃のものであろう。

溝 SD292出土土器 (1094"-J1127) 浅い落ち込

み状の遺構であったが、出土遺物は多く、まとまり

もある。そのため、一括とは言えないまでも、それ

に近いものとして扱うことが可能と考える。

1094・1095は白磁で、博多分類椀W類に相当する。

1096~1101は土師器小皿で、外面を 2段にヨコナデ

するもの。 1102・1103は土師器皿で、小皿の手法と

共通する。 1104~1110は土師質土器小皿、 1111は同

皿。 1112~1119は瓦器椀、 1120は瓦器小皿。いずれ

も大和型の範疇で、川越編年の II-A型式、山田編



年の II-2型式に相当する。 1121・1122は陶器小椀、

1123は陶器椀で、藤澤編年 4型式古に相当。 1124は

陶器広口壺で、知多産と思われる。 1125・1126は土

師器甕。 1127は短頸壺で、内外面には灰釉がハケ塗

りされている。瀬戸ないしは猿投産か。

これらは総じて12世紀中葉頃の一群と考えられる。

溝 SD295出土土器 (1128,__,1157) 全体的には

あまりまとまりは無いが、 f 21グリットから出土し

た 1135·1144·1153~1155は同一箇所からまとまっ

て出土したものである。

1128は白磁で博多分類の椀 II 類。 1129~1135は士

師器小皿。ての字小皿のほか、 2段・ 1段ナデのも

のがある。 1136・1137は土師器皿で、 1137は平たい

底で 2 段ナデを施すもの。 1138~1144は土師質土器

小皿、 1145・1146は同皿、 1147は同小形壺。小皿に

は、口縁部が内彎するものと大きく外反するものと

がある。

1148~1151 は陶器小椀、 1152·1153 は同椀。 1153

の内面には煤が付着する。 1154は陶器壺の頸部。外

縁には螺旋状の回転ナデ痕がある。 1155~1157 は土

師器甕である。

これらの土器群は、 12世紀前葉から後葉のものと

考えられる。

溝 SD296出土土器 (1158,__,1163) 出土地点と

してはまとまっている一群である。 1158・1159は土

師質土器小皿、 1160は同皿。 1159の口縁部には湘煙

痕が見られ、灯明皿として用いられたことが明らか

である。なお、土師質土器で油煙痕のある例は少な

く、貴重な例といえる。 1161は白磁で博多分類の椀

w類である。 1162・1163は大形の土錘で土師質。

井戸 SE320出土土器 (1164,..,,_,1169) 1164・11 

65は掘形から、それ以外は井戸枠内底部から出土し

たものである。

1164は土師器甕、 1165は土師器皿である。 1166は

士師質土器小皿。 1167は土師器小皿で、 2段ナデが

見られる。 1168・1169は陶器椀。 1168の高台内面に

は「口部」の墨書がある。

出土土器は少ないものの、井戸枠内の土器は12世

紀中葉頃と見られる。

井戸 SE368出土土器 (1170) SE368はSD2 

47と重なっているため、確実にこれに伴うと言える
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出土土器は無い。図示したものも、 SE368の遺構の

時期を示すものではない。

1170は陶器椀で、灰釉陶器である。東濃産の可能

性がある。体部には漬け掛け釉が見られる。

井戸 SE256出土土器 (1171,...,,1189) 埋土上層

部から出土したものである。出土状況にまとまりは

見られなかった。

1171は博多分類w類の白磁椀。 1172-----1176は土師

器小1Illで、 1176は口縁端部のみをナデ調整する南伊

勢系のもの。 1177は瓦器小皿。 1178は土師質土器小

皿である。

1179-----1183は陶器で、高台の付く小椀 (1179・1180)

と高台の無い小皿 (1181~ 1183)がある。 1184~1188 

は陶器椀。 1189は陶器の大形の甕で渥美産か。

これらの土器群は、概ね12冊紀後葉から 13世紀初

頭頃に相当するものであろう。

井戸 SE233出土土器 (1190,...,,1245) 出土遺物

を、最下段の曲物内の一群(1190~1198)、曲物より上

部の側枠内出士の一群 (1199~1225、1246) 、側枠

確認前に出土した一群(1226~1245)に大別した。

曲物内出土のものには土師器小皿 (1190~1195)、

士師質士器小皿 (1196-----1198) がある。土師器小皿

は、外面に 2段ナデを施すもの (1190-----1192) と、

外面に幅の狭いヨコナデを施すもの (193~1195)が

ある。 1195は南伊勢系統のものである。士師質士器

小皿のうち1197・1198は底部に回転ナデによる螺旋

状の窪みが明瞭なものである。

なお、曲物内出土の一群は、埋没後に密封状態で

あった環境のためか、土師器・土師質土器ともに還

元焔焼成されたような灰色の色調を呈している。

側枠内出土の土器には、 2段ナデが施される土師

器小皿 (1199-----1207) 、ヨコナデが 1単位の土師器

小皿 (1208-----1210) 、コースター状の土師器小皿

(1211)、2段ナデが施される土師器皿 (1212~1214)、

土師質土器小皿 (1215) 、陶器椀 (1216~1219) 、

陶器小椀 (1220)、土師器甕 (1221~ 1225)がある。

1215は、底部がやや柱状に突出する。 1216の内面に

は白色の付着物が見られる。 1225の甕は口径が30cm

近くある大型品で、この段階のものとしては珍しい。

1246は渥美産の大形甕である。体部外面には二種

類のタタキメが見られる。なお、この士器と同一個



体の破片は調査区内各地で確認されている (tab.10) 。

口縁部の大形破片の出土から SE233に含めたが、tab.

10記載遺構との関連も当然強いと考えられる。

最後は側枠検出前の出土土器である。 1226は白磁

皿、 1227・1228は博多分類 II類椀。 1227の玉縁は非

常に小さい。 1229は瓦器椀で、山田編年の II-2型

式に相当する。 1230~1232は土師器小皿で、 2段ナ

デのもの。 1233~1238は土師質土器小皿で、口縁部

が内彎気味となるものが基本である。 1239~1241は

陶器小皿で、高台が付かないものである。 1242は土

師質土器の小形壺。1243は陶器壺の底部。 1244・1245

は陶器椀で、 1245の内面にば煤が付着する。

これらの一群は、曲物内・側枠内出土のものはほ

ぽ同じ時期のもので、 12世紀中菓頃のものと考えら

れる。側枠検出前の一群は、 12世紀後葉頃のものを

含んでいる。

木棺墓 SX 329出土土器 (1247~1253) この遺構

からは、土器としては完形の貿易陶磁器のみが 7点

出土している。

1247 ~ 1250は白磁皿。いずれも博多分類の平底皿

VI-1類である。 1247は櫛描文が花弁状に施される。

1248は劃花文を、 1249・1250は劃花文と櫛描文を組

み合わせている。 1249と1250は極めて類似した手法

接合資料
部 位 グリット

鉱包」貪含崖層層應一など 3鳳片あり 考C 2 2 
C 2 7 

口縁～体部上半 d 2 3 SD 2 9 5 3片あり
g 2 4 包含層
i 2 5 SE 2 3 3 

体部下半 l C 2 3 SD295 
f 2 2 SK311o2 

体部下半 2 C 2 2 包含層
C 2 3 SD 2 9 5 

体部下半 3 e 2 8 SD247 
f 2 8 SD 2 4 7 3片あり

その他

口部縁位〗屈 グリット 遺構など 備 考
ll 2 4 SD 2 7 9 

頸 部 IZ 2 4 SD 2 7 9 
C 2 3 SD295 
C 2 4 

籍包含層層
d 2 2 3片
d 2 4 
e 2 8 SD 2 4 7 2片
f 2 4 SD279 

体 部 f 2 5 SD249 汀f 2 8 SD 2 4 7 
ll 2 3 

鉱包貪含層層
ll 2 4 
12: 2 8 SD247 3片
g 3 0 SD2 5 8北溝層
h 2 4 SD 2 3 1上
i 2 2 SE256 

tab. 10 渥美産大甕（報告No.1246)出土地点一覧表
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である。 1250の口縁部は意図的に打ち欠かれている。

1251は白磁椀で、博多分類の椀VI-3類。内面に

は2ヶ所に沈圏線が見られるが、上のそれは弱い。

外面高台部分は露胎となる。

1252・1253は青磁椀。龍泉窯系で、博多分類の I-

3類に相当する。いずれも高台畳付から高台内面は

露胎。 1252は内面に飛雲文状の模様を 3単位、 1253

はそのうちの 1単位を草花文とする。いずれも内面

見込みには文様は無い。釉の発色は1252が深い緑色

を呈し、 1253がやや淡い緑青色をなすものの、両者

の文様構成や特徴は極めて近い。

この一群は出土状況としてはまさに一括なのであ

るが、白磁と青磁とでは入手時期が異なると考えら

れる。より新しい青磁の状況から考えて、 12世紀末

から 13世紀初頭頃に埋納されたものと考えられる。

土坑 SK192出土土器 (1254・1255) 出土遺物

は少ないが。遺構の切り合い関係から後述の SKl94 

よりも新しいと考えられるものである。

1254は土師質士器小皿。 1255は黒色土器椀で、内

面と外面口縁端部付近が黒化している、いわゆる黒

色土器A類である。

土坑 SK 191出土土器 (1259"-'1275) 遺物量は

そこそこあるが、一括とまでは言えない一群である。

1259は白磁で、口縁部に小さい玉縁が付く。博多

分類椀 II 類。 1260~1266は土師器小皿、 1267は同皿。

ての字小皿を含む。 1268 は瓦器椀。 1269~1271 は土

師質土器で、 1270·1271 は柱状高台を持つ。 1272~1

275は陶器椀類。

これらの士器は、概ね11世紀後葉頃に相当しよう。

土坑 SK194出土遺物 (1276"-J1285) 出土量は

少ないが、比較的よくまとまった一群である。

1276~1278は土師器小皿。 1276·1277はての字小

Ilil.で、簿く精緻なつくりである。 1278は口縁部外面

に 1 段のヨコナデが見られる。 1279~1281 は土師質

士器。 1279は高台が付く。 1282は陶器小椀で、灰釉

陶器の範疇。猿投ないしは瀬戸産か。 1283は土師質

土器皿。 1284は土師質の土錘。 1285は土師器甕。

この一群は11世紀中葉頃のものと考えられる。

土坑 SK198出土遺物 (1286~1297) いくつか

の時期の遺物が混じっており、まとまりのある遺物

としては取り扱えない一群である。



1286~1288 は土師質土器小皿。 1289 も土師質土器

で、高台の付く皿であろうか。 1290は南伊勢系の鍋

で、第 1段階 aに相当。 1291は瓦器椀で、川越編年

の I-B型式までのものである。 1292・1293は陶器

小皿、 1294は陶器小椀、 1295・1296は陶器椀で、藤

澤編年の 5型式までのものがある。 1297は土錘。

いくつかの時期のものが混じっているが、概ね13

世紀初頭頃までのものと見られる。

土坑 SK201出土土器 (1298) 図示できるのは、

1298の白磁皿のみである。高台が付くと思われる。

土坑 SK202出土土器 (1299~1301) 1299は博

多分類椀w類の白磁椀。 1300は土師器小皿、 1301は

陶器椀。概ね12世紀末から 13世紀初頭のものと考え

られる。

土坑 SK204出土遺物 (1302~1314) 1302は白

磁椀。 1303・1304は白磁皿で、 1303は博多分類平底

皿 II類。 1304は高台を持つもの。 1305は土師器小皿、

1306は土師器甕、 1307は土師器皿である。皿類は、

いずれも底が平らな部分を持つ。 1308は土師質土器

小皿。 1309~1311 は陶器皿・小椀。 1312·1313は陶

器椀。 1312の内面ば煤が付着する。 1314は土錘。

これらは概ね12世紀後葉頃に相当する一群である。

土坑 SK205出土土器 (1315~1321) 一括遺物

である。 1315-1319は土師器小皿。大別すると、ロ

縁部を上方に立ち上げ、端部上を面をなすように強

くヨコナデするもの (1315~1318) と、口縁部を外

反させるもの (1319) とがある。斎宮跡の編年で言

う後 I期の範疇で、製品そのものも南伊勢方面から

の搬入である可能性が高い。 1320・1321は土師質土

器小皿。 1320は柱状高台となるもの。

この一群は、概ね11世紀前葉から中葉にかけての

ものと考えられる。

土坑 SK 211 出土土器 (1326~1328) 大形の土

坑であるためか、遺物のまとまりはあまりない。

1326は瓦器椀。内面見込みには崩れた螺旋状暗文

がある。外面にミガキは見られない。伊賀型の範疇

で、山田編年の皿段階前半期に相当する。 1327・132

8は土師器皿で、南伊勢系のもの。岩出 2b期相当。

これらの土器は、概ね13世紀中葉に相当するもの

である。

土坑 SK208出土土器 (1323"-'1325) 士器のま
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とまりは乏しい。 1323・1324はいずれも南伊勢系に

相当する土師器小皿。岩出 2b期相当。 1325は陶器

椀。

土坑 SK212出土土器 (1329,__,131) S K211に

切られる遺構である。遺物のまとまりは乏しい。

1329は陶器椀。 1330は白磁椀。 1331は龍泉窯系の

青磁椀で、外面には鏑蓮弁文が見られる。

土坑 SK215出土土器 (1332,.._,1334) 一括性の

高い遺物である。 1332は士師器小皿。口縁部を上方

に立ち上げるものである。 1333は土師器皿。弧状の

体部で口縁部には 2段のヨコナデを施す。 1334は瓦

器椀で大和型。内外面ともに緻密な暗文を施す。内

面見込みには、内面上部のヘラミガキ以前に縦方向

のミガキを加えている。その上には、ループ状とな

る四葉状の暗文を施す。川越編年の I-Bないしは

C型式に相当しよう。

この一群は、概ね11世紀後葉頃のものであろう。

土坑 SK217出土土器 (1335) 白磁椀 1点を図

示した。直線的に開くものである。

土坑 SK221出土土器 (1338,.._,1340) 1338は土

師器皿。 1339は青白磁皿で、口縁は輪花をなす。底

部は若干挟られて高台状を呈している。 1340は白磁

椀。内面見込み付近の沈圏線は段状をなす。

これらは概ね12世紀後葉から 13世紀初頭頃のもの

であろう。

土坑 SK223出土土器 (1341,.._,1348) 一括遺物

とはいえないが、まとまりのある一群である。

1341-1345は土師器小皿で、ての字小皿である。

薄く精緻に作られたもの (1342-1344) とやや粗雑

なもの (1341・1345) がある。 1346は士師器皿。弱

いながらも 2段ナデである。 1347は陶器椀、 1348は

土師器甕である。

これらは概ね11世紀後葉から 12世紀初頭頃のもの

と考えられる。

土坑 SK224出土土器 (1351,.._,,1365) 一括遺物

とはいえないが、まとまりのある一群である。

1351-1358は土師器小皿。口縁部を 2段ナデする

もの (1351・1352) 、平らな底面で口縁部を屈曲さ

せてやや立ち上げるもの (1353・1354) 、ての字の

もの (1355-1358) がある。 1359は土師質土器の高

台付皿。 1360-1364は土師器皿で、 2段ナデを施さ



ないものが中心である。 1365は白磁椀で、博多分類

0類ないしは V類。外面には片彫りの縦線文を施す。

釉は淡緑色に発色し、一見青磁に見えるものである。

これらは概ね11世紀後葉頃のものであろう。

土坑 SK227出土土器 (1366"-"1373) 一括遺物

とはいえないが、まとまりのある一群である。

1366・1367は土師器小皿。 1368・1369は土師質土

器小皿。 1368のような薄くて外反する例は乏しい。

1370は土師質上器皿。 1371・1372は陶器椀。 1373は

土師器甕である。

これらは概ね12世紀前業頃のものであろう。

土坑 SK228出土土器 (1374"-"1388) 出土状況

図に示した1374~1376、1379、1383、1385~1387に

ついては一括遺物に準じる扱いが可能であるが、そ

れ以外は同様に扱うことはできないものである。

1374~ 1380は土師器小皿。 1381~ 1384は土師質土

器小皿。 1385・1386は土師器皿。 1387は陶器小椀。

1388は瓦器椀である。

一括に準じる一群は12世紀前半、それ以外は12世

紀中葉頃より前のものが含まれていると考えられる。

土坑 SK237出土遺物 (1392,..._,1395)

と認識できる一群である。

一括遺物

1392~ 1394は土師器小皿。ての字小皿で、薄く精

緻に作られている。 1395は土師質土器皿。

これらは11世紀後葉に相当する一群と考えられる。

土坑 SK267出土土器 (1401・1402) 1401は瓦

器小皿。内面には精緻なミガキとジグザク状の暗文

が見られる。 1402は白磁皿。内面には蕉葉文が線刻

されている。

落ち込み SZ 234出土土器 (1403".J1425) 

性の高い一群である。

一括

1403-1411は土師器小皿。ての字のもの (1403-1

410) 、外面に 1段のヨコナデを施すもの (1411) が

ある。 1410は崩れているが、ての字の一群と見てよ

かろう。 1412~1416は土師質士器小皿。 1417~1423

は土師器lII1。外面のヨコナデは崩れた 2段ナデない

しは 1段ナデである。 1424・1425は陶器椀で、藤澤

編年の 3型式に相当する。

この一群は、概ね11世紀後半に相当しよう。

土坑 SK245出土土器 (1426"-'1448) 一括遺物

と考えられる一群である。
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1426~ 1435は土師器ての字小皿。そのうち 1432は

薄く精緻なものである。 1436は2段ナデを施す土師

器小皿。 1437は土師質土器小llI1である。 1438~1441 

は土師器皿で、外面は明瞭な 2段ナデを施す。

1442・1443は黒色土器椀。この 2点は同一個体の

可能性が高い。内面と外面口縁部付近のみが黒化さ

れる、いわゆる黒色土器A類である。口縁端部内面

は沈線状に窪む。内面見込みにはジグザク状の暗文

も見られる。 1444は瓦器椀。内面のミガキは魚鱗状

に非常に緻密に施される。 1445も瓦器椀で、 D縁部

付近の器壁が厚くなっている。いずれも大和型の範

疇で、川越編年の I-A•B 型式に相当する。

1446は陶器で、内面に段が見られる。百大寺窯式

並行であろう。 1447・1448は陶器椀である。皿・椀

を含め、藤澤編年の 2型式から 4型式に相当するも

のであろう。

この一群は、 11槻紀後葉頃に相当しよう。

土坑 SK290出土遺物 (1451,..,__,1465) いくつか

の時期が混合していると考えられる一群である。

1451は砥石。扁平な片岩系の自然石を用いており、

両面に研磨痕が見られる。 1452は白磁椀で、博多分

類の椀 II類。 1453----1456はての字を呈する士師器小

皿。 1457~1460は土師器皿。 1457は粗雑なもので、

南伊勢方面からの搬入と考えられる。 1461は瓦器椀。

1462は陶器小椀。 1463・1464は陶器椀。 1465は土師

器甕である。

これらは概ね11世紀後葉から 12世紀前葉頃のもの

であろう。

土坑 SK281出土土器 (1466,..._,1539) 一括遺物

として認識できるものである。

1466は白磁椀。口縁端部内側に面をなす。 1467~

1499はての字状口縁をなす土師器小皿。簿く精緻な

もの (1467) 、やや小形のもの (1468) 以外は、総

じて同様な整形をなす。 1500・1501は外面に 1単位

のヨコナデを施す土師器小皿。 1502は外面に 2段の

ョコナデがある。 1503は外面に 1単位のヨコナデを

施す薄手の土師器小皿。

1504 ~ 1514は土師質土器小皿。総じて直線的ない

しはやや外反して開く口縁部のものである。 1515・

1516は陶器小椀。

1517 ~ 1536は土師器皿。外面には、やや崩れた 2



段のヨコナデ、あるいは 1単位のヨコナデが見られ

る。 1536はやや大形で、口縁端部が上方に突出する。

1537·1538は陶器椀。藤澤編年の 3~4 型式頃に

相当しよう。 1539は土師器甕である。

この一群は、概ね11世紀後半から 12世紀初頭頃に

相当するものと考えられる。

落ち込み SZ 308出土土器 (1540~1558) 概ね

2時期のものが見られる。

1540~1544は平たい底面から屈曲して開く口縁部

を持つ土師器小皿。 1545~1547は外面に 2 段のヨコ

ナデを施すものであるが、 1545がやや古い時期のも

のであろう。 1548~1552は土師器ての字小皿。 1553·

1554は白磁皿。 1554は櫛描の施文がある。 1555・ 15 

56は陶器小椀。 1557・1558は土師器皿で、 2段のヨ

コナデを施す1558がやや後出のものであろう。

これらは、 11世紀後葉から 12懺紀初頭頃と 12世紀

中葉のものが混在していると考えられる。

落ち込み SK282 出土土器 (1559~1660) まと

まって出土しているが、出土状況図に示した一群単

位での一括性しか言えない。

1559-1624は土師器小皿。 1559-1620はての字状

口縁をなすもの。やや大形の1620は稀な例である。

1621は口縁部が直立気味となる。 1622は外反する口

縁部となる。 1623・1624は外面に 2段ナデを施すも

のの系統である。

1625-1641は土師器皿。略 2段ナデ、あるいは 1

単位のナデを施すものである。 1636の口縁部には油

煙痕があるが、皿でこのような灯明の痕跡が見られ

るものは稀である。

1642・1643は黒色土器。内外面ともに黒化しる、

いわゆる黒色土器B類である。椀内面には精緻なハ

ケメが見られる。

1644は白磁皿。線刻による施文が見られる。底部

は、やや突出し高台状をなすと見られ、博多分類の

平底皿〇類に相当すると考えられる。 1645は瓦器小

皿。外面にミガキは見られない。

1646-1649は土師質士器小皿。 1650・1651は同皿。

1650には、成形途中に小皿様の段階でのエ程的中断

の見られる典味深いものである。

1652-1655は陶器小椀、 1656は陶器椀。全体的に

やや深い形態をなす。
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1657~ 1660は土師器甕。南伊勢系の成立前のもの

である。

これらは総じて11世紀後葉から 12世紀前葉にかけて

のものと考えられる。

土坑 SK315出土土器 (1661"-'1731) 2基の遺

構が重なっているものであり、それぞれで一括遺物

として認識できる一群である。とくに東側の一括性

は極めて高いものである。

東側一括遺物は1661~ 1708である。 1661~ 1684は

土師器小皿で、いずれもての字状口縁をなすもの。

口径は 9cm前後に集中する。 1685~1697は土師器皿。

断面弧状の体部に 2段ナデを施すものである。 1698

は土師器小皿で、平たい底面から直線的に屈曲して

開くもの。 1699も土師器小皿で、 2段ナデのもの。 1

700・1701は土師質土器小皿、 1702は同皿である。

1703~ 1706は陶器椀。藤澤編年の 3型式からのも

のがある。

1707は黒色士器椀。全体が黒化される、いわゆる

黒色土器B類である。口縁端部の内面には沈線が見

られる。内面見込みには平行線状のB音文がある。全

体に太い単位のヘラミガキが見られる。

1708は瓦器椀。断面半球形状の体部で、内面には

魚鱗状に緻密なヘラミガキが施される。内面見込み

には平行線状の暗文が、内面のミガキ以前に施され

ている。大和型の範疇で、川越編年の I-C型式に

相当しよう。

茜側一括遺物は1709~1720である。 1709~1711は

土師器小皿で、ての字状口縁をなすもの。東側一括

のものよりも大きめである。 1712~1715は土師器皿。

2段ナデのものが基本となる。 1716・1717は土師質

土器小皿、 1718・1719は同皿。 1720は士錘である。

2基の土坑の重なりとして認識する以前に出土し

たものを1721~1731に掲げた。形態的に見て、 1728

は南伊勢方面からの搬入である可能性が高い。

東側一括遺物は11世紀後葉頃、西側一括遺物はそ

れよりもやや古く 11世紀後半頃のものと考えられる。

落ち込み SK294出土遺物 (1732"-'1736) 遺物

に時期的なまとまりはあまりない一群である。

1732・1733は土師器小皿。 1734は陶器椀で灰釉陶

器であろう。 1735は黒色土器椀。内面のみに黒化が

見られる。南伊勢方面の黒色土器と考えられる。



1736は、円礫の端部を 2ヶ所打ち欠き、両端部に

切り込みが見られる。また、打ち欠いた部分との間

にも敲打による窪みを設けている。形状から見て錘

であろう。

土坑 SK298出土土器 (1737~1740) 1737は土

師器小皿で、 2段ナデが見られる。 1738は土師質土

器小皿。 1739は白磁椀。 1740は陶器短頸壺で、知多

産かと思われる。

土坑 SK306出土土器 (1746~1748) 1746は黒

色土器椀。内面のみ黒化される。 1747は土師器で、

何かの脚部である。 1748は土師質土器で、椀であろ

。、
つ

土坑 SK310出土土器 (1749"-'1757) 一括遺物

に準じる扱いができる一群である。 1749-1754は土

師器小皿で、ての字である。 1749・1752・1753のロ

縁部には油煙痕があり、灯明皿として用いられたも

のと考えられる。 1755は土師質土器小皿であるが、

焼成は陶器と見間違えるほど極めて硬質である。 175

6・1757は土師器皿で、 2段ナデである。

これらは11世紀後葉から 12世紀前莱頃の一群と考

えられる。

土坑 SK316出土土器 (1759"-1766) 後述する

S Z 291の下部から確認された一群である。 1759-17

62は土師器小皿で、いずれもての字であるが、 1759

はかなり粗雑なものである。 1764-1766は土師器皿

で、 2段ナデのものである。

土坑 SK322出土遺物 (536・1770"-'1783)

括とまでは言えないが、まとまりの良い一群である。

l 770~1775は土師質土器。小皿にはやや大形のも

の (1773) がある。 1776は白磁で、博多分類椀 II類

に相当する。 l777~1779は土錘。 536·1780は陶器椀

で、 1780は形態的に見て青磁椀の影響を考えてもよ

いかも知れない。 1781~1783は土師器甕である。

この一群は、概ね12世紀中葉頃に相当しよう。な

お、図示遺物からも知れるように、この遺構からは

土師質土器が多く、土師器は少量であった。土師質

土器が主要構成となる遺構として重要である。

土坑 SK373出土土器 (1784,.__,1786) 1784・17 

85は平たい底面から口縁部を強く屈曲させて立ち上

げるもの。 1786は2段ナデの土師器ill1である。

落ち込み SK334出土土器 (1788"-'1795) 土器

群としてのまとまりは良い。

1788・1789はての字をなす土師器小皿。 1789はや

や大形である。 1790は陶器小椀。 1791~1794 は土師

質土器小皿で、口縁部が直線的に開くものである。

1795は渥美産陶器甕の体部片で、外面には特徴的な

タタキメ（押印文）が見られる。

この一群は、概ね11世紀後葉頃のものであろう。

落ち込み SZ 235出土遺物 (1796~1805) 遺構

の性格上、あまりまとまった一群とはいえない。

l 796~1798は土師器小皿。 1799は土師質土器小皿

で、やや深手のものである。 1801は柱状高台となる

土師質土器小皿。 1802は土師器台付皿の高台部分と

考えられる。 1805は土師器で、無頸壺状のものであ

る。粗雑な作りと板状に剥離する器壁からは、製塩

土器を連想させる。

落ち込み SZ 239出土土器 (1810~1814) 遺構

の性格上、あまりまとまった一群とはいえない。

主要なもののみ触れる。 1812は陶器椀で、内面に

は赤色顔料の付着が見られる。その鮮やかな発色か

ら、水銀朱を主とした紅ではないかと思われる。

1814は陶器椀で、内面に墨の付着が見られる。内

面の研磨も顕著であり、硯に転用されたものと考え

られる。

土器群 SZ 255 (1820~1825) まとまった出土

で、一括遺物と判断してよいと思われる。

1820~1823は土師器小皿で、口縁部に 2 段のヨコ

ナデを施すもの。 1824も土師器小皿で、南伊勢系の

ものと考えられる。 1825は土師質土器小皿。

この土器群は12世紀末から 13世紀初頭のものと考

えられる。

落ち込み SZ 261出土土器 (1826)

椀で、博多分類椀II類に相当する。

1826は白磁

落ち込み SZ 272出土土器 (1827) 1827は白磁

の小形杯と考えられる。極めて薄く作られた精製品

である。

落ち込み SZ 304出土土器 (1833) 1833は陶器

小皿で、内面には漆が付着している。塗られたので

はなく、塗るために用いられたものと考えられる。

落ち込み SZ 283出土土器 (1836~1859) 数量

は多いが、時期的なまとまりは無い。

主なもののみ触れる。 1844は土師器小皿で、やや
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深い形態をなす。南伊勢のものであろうか。 1850は

土師質土器小皿で、底部から一度屈曲をもって開く。

出土例はほとんど無い。 1854は灰色を呈する釉が施

された白磁。博多分類の 0-II類椀に似るが、高台

のケズリ出し手法や口縁部形態にはやや異なった状

況が観察できる。 1858は高台の付く土師器皿である。

形態的には1856あるいは1857の灰釉陶器と共伴する

ものであろう。

焼土坑 SF 195出土土器 (1870) 1870は陶器小

皿で、高台の無い段階のものである。ただし、この

遺物は、この遺構を切り込んでいたピットに伴う可

能性が高い。

土器群 SZ 291出土土器 (1891,--.,,2160) 土師器

皿類を中心に、膨大な土器類が出土した。便宜上、

土器群のまとまりによってA-Dの4群に区分した。

東部に相当する A群では1871-1916の土器類があ

る。 1871-1889はての字を呈する土師器小皿。 1889

の内面には、焼成前に付けられた「十」字状のヘラ

記号がある。 1872・1878・1880の内面には漆状の付

着物があるが、これは埋土中の何らかの影響によっ

て付いた可能性もあり断定はできない。 1890-1897

は土師質土器小皿。 1898-1911は士師器皿で、略 2

段ナデのものを中心とする。 1912・1813は陶器小椀。

1914・1915は陶器椀。 1916は猿投産かと思われる陶

器壺で、外面には自然釉とも灰釉ともとれる釉が付

着する。

中央部の B群では1917-1987の土器類がある。 191

7 -1952はての字を呈する土師器小皿。 1951の内面に

も漆状の付着物があるが、上記の理由により、漆と

は断定できない。 1953・1954は2段ナデ系統の土師

器小皿。 1955---c_,1958は土師質土器小皿。 1959-1978 

は土師器皿で、その傾向はA群と同様である。 1979・

1980は土師質土器皿。 1981は瓦器椀で、これは SZ2 

91形成以後に入った遺物の可能性が高い。 1982-198

7は陶器椀で藤澤編年の 3型式から 4型式古に相当し

よう。

c群は1988-2109の土器類がある。 1988-2051、

2055-2067はての字を呈する土師器小皿。 1999・2037・

2040は上記と同様の漆状のものが付着する。 2075-

2090は土師質土器小皿。 2078-2090は同ー場所から

重なるようにして出土したもので、手法・形態とも
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に近似している。 2091-2102は土師器皿で、略 2段

ナデを施すもの。 2103-2107は陶器椀。 2106は形態

的に見て、青磁写しの可能性を考えるべきか。 21 

08は大和型の範疇の瓦器椀。 2109は渥美産と考えら

れる陶器甕である。

D群は2110-2127の土器類がある。傾向としては

c群に類似する。

2118-2160は、 A-D群の分別前に出土したもの。

主要なもののみ触れる。 2142は口径12cmを越えるて

の字の土師器小皿である。 2153-2156は瓦器椀。い

ずれも大和型の範疇である。 2160は白磁椀で、博多

分類VI類に相当。

S Z 291の一群は、一部にやや新しい時期のものを

含むものの、大勢としては11世紀後半から 12世紀前

葉頃までに収まるものである。

各地区ピット出土土器 (2161~2388) 主要な

ものについてのみ、個別に触れておく。出土地点に

ついては第 2分冊の遺物観察表を参照されたい。

2163は陶器椀。高台内面に「中」の墨書がある。

2195は土師質士器の椀。白色系を呈するもので、

南伊勢方面からの搬入の可能性が高い。 2254も同様

のものである。

2217-2219は、 g24グリットpit3から出土したも

ので、一括遺物として認識できるものである。 11世

紀後葉から12世紀初頭までのものと思われる。

2234-2243は、 g25グリット pit26からまとまって

出土したもの。 12世紀中葉頃のものである。 2234は

白磁で、人形か何かの一部である。

2282-2286は、 j 20グリットpit6からまとまって

出土したもので、一括遺物と認識できるものである。

12世紀中葉頃と考えられる。

2280は陶器椀。高台内面には墨書があるが、記載

内容は理解できない。

2317-2322は土錘で、 k29グリットpit1からまと

まて出土した。

2328は陶器小皿で、底面の墨書は「大」であろう。

2336は陶器で、壺か筒状容器の蓋と考えられる。

摘みは宝珠形を呈する。

2362は陶器椀で、高台内面には「田中」の墨書が

ある。先述の SD314出土の581のものと同筆跡と考

えられる。



2375・2376はk30pit 8から出土したもの。 2375は

灰釉陶器で、 K90号窯式に相当するものであろう。

2376は土師器甕で、外面に密な縦方向ハケメを施し

ている。

2378は青白磁で、合子の蓋である。

2385は白磁で、天目茶椀状の形態をなすもの。

2389は灰釉陶器で、刷毛塗りをしている。 K90号

窯式に相当する。

各地区包含層出土土器 (2387"-'2831) 各地か

ら出土した遺構検出前の段階での出土遺物を包含層

出土遺物として掲載する。ここでは、グリット単位

で出土遺物をまとめている。

包含層出土遺物については、共伴関係が不明であ

ることを理由に掲載されないことがとくに近年多い。

しかし、グリット単位で報告することによって、そ

こで検出した遺構との関係や、検出範囲全体におけ

る出土状況の偏差などに対する情報の一端を示すこ

とができる場合もあるの。そのため、当報告では意

識的に掲載することとしたが、ここでの記述は主要

なもののみに留める。

土師器 2399は、焼成後に中央部に穿孔されて

いるもの。 2490は粗雑な作りの皿状のもの。類例が

他に無い。 2538は何かの蓋の摘み部分。土師質土器

である可能性もある。 2773は高台付の皿で、薄く成

形されている。 2731.・2795・2803は清郷形甕。

土師質土器 2410は類例が無いが、高杯かと思

われるもの。ただし、天地逆の可能性もある。 2539

は容量の多いもので、小椀として把握する。口縁部

には油煙が付く。 2812は高台付の小皿。

陶器 2513は蓋で、渥美産と考えられる。経筒

外容器の蓋に類似する。 2517は椀で、高台内面に

「士」の墨書がある。 2553は深椀あるいは鉢。 2793は

椀で、内面には漆が付着する。

2824~2828は同一個体と考えられる甕の体部片。

白磁 2395・2485・2684は外面に片彫りの縦線

文を施すもの。博多分類〇類に相当する。 2586は上

部に花模様を素地貼付によって行うもの。器形は不

明。 2650は皿で、内面見込みには花弁状の曲線文様

を線刻する。 2736・2747も同様のものである。 2741

は博多分類椀v類に相当する。 2742は皿で、博多分

類平底皿w類。 2778・2779はいずれも椀で、博多分
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類の椀 II類に相当。

青磁 2743は龍泉窯系の鏑蓮弁文を持つ椀。 277

6は厚手の施釉を行う 1IIl.。高台畳付のみ露胎である。

その他 2822は、瓦質を呈するもの。瓦器か黒

色土器か、あるいは土師器か判断に苦しむ。

補遺遺物 (2832・2833) 最終チェックの際に

確認した重要遺物を図示する。

2832は白磁の小椀。井戸 SE233側枠内出土の一群

(l 199~1225 、 1246)に伴うもので、高台が付くもので

ある。 2833は鋳型の破片である。段を持ち、さらに

筒状をなすものの鋳型であろうが、具体的な完成品

がどうなるのかは分からない。共伴する出土遺物は、

12世紀後葉までのものであるから、それ以前と考え

られる。

b 木製品類

人工流路 SR 321・337出土遺物 (2834r'J2869)

両流路は T字形に接続する。 SR337出土の木製品

はSR321合流部より南からのみ出士しているので、

S R321から流れ出たものと判断できるため、ここで

は一括して報告する。

なお、この 2条の人工流路からは、製品類以外に

も自然木が多数含まれていた。閲元輿寺文化財研究

所に委託してこれらの樹種鑑定を行ったところ、次

のようなものが見られたので記載しておく。

フサザクラ アカガシ亜属 スギつつじ科

モミ フジキエノキケヤキ

塔婆類 (2834r'J2838) いずれも笹塔婆である。

2834・2835は頂部を五輪塔状に整形するもの。 2834
（無）

には「南元不動真言」と墨筆されており、時期的に

見て十三仏信仰の前身である十仏(+王））信仰に伴

うものと考えられる。

2835は頂部を方頭とするもの。頂部付近には一部

丁寧に削られており、そこに墨書が見られるが、判

読できない。 2838は上部を欠損するものの、 2835と

形態的にも類似するため、やはり方頭をなすものか

と考えられる。

2836はこれらに比べて粗雑な作りであるが、形態

的類似から一応塔婆類に含め置いた。

棒状製品 (2839・2840) この 2点はいずれも

棒状のもので、 2839は両端部の太さが若干異なって



いる。利用方法は不明である。

紡績具 (2841・2842) 2841と2842は組合わさっ

て「糸枠」に相当すると考えられる。残存状況から

「糸枠」が正方形であったと仮定して大きさを復元す

ると、 1辺約39cmとなる。支え木は中央を組み合わ

せて作るものであるが、軸を通す付近には木釘が数

ヶ所打ち込まれており (2842) 、しかもそれが直接

対になる側の支え木と関連を持たない点は理解に苦

しむ。また、支え木の軸部分から 6cmほど外側には

円孔があり (2841) 、これが手回しのための軸が入

る部分とすれば、この「糸枠」はそれを支える台が

伴っていたものと考えられる。

なお、 2841と2842は、それぞれ素材となる樹種が

が異なる。また、 2842の支え木部分と腕木部分とも

材質が異なっている。

方形胴付材 (2843) 突出する腑と、腑穴とが

見られるものである。 L字形の部材を作るためのジョ

イントかと考えられる。

板材 (2844・2845) 薄い板材である。

発火具 (2847) 2847は火鐙板である。火鐵臼が

3ヶ所残存しており、うち一ヶ所には V字の切り込

みがある。

円孔の見られる木製品 (2846・2848・2849) 2846 

は、先端を刀の切っ先状に湾曲させた側に円形のア

タリ痕がある。 2848・2849は不明。 2849の図面左手

の円孔付近には、円形のアタリ痕がある。

杓子 (2850) 薄い板材を用いている。側面に

ケズリ調整を行って全体を整形している。

槌状製品 (2851・2853) 2851は滑り止めまで

丁寧に作っている。槌に似るが、小形であるため大

した仕事は出来そうにもない。

用途不明木製品 (2852・2857,-..,.;2859) 2852は円

棒状材の両端に調整を加えている。 2857は短い円柱

形のもの。 2858は節くれ立った部分の節を丁寧には

つり落とし、円形に仕上げている。 2859は立方体を

なすものである。

曲物底部 (2854,-..,.;2856) 2854は図示部分の平

面に漆を塗布しているようだが、藍染めの液が染み

込んだのかもしれない。 2856は一部に焦げ目がある。

下駄 (2860・2861) いずれも一木作りのもの。

底の観察から、下駄の歯は鋸で曳き出していると考
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えられる。

鞘 (2862・2863) 小刀の鞘と考えられるもの

である。いずれも 2枚を重ねて形をなすもの。 U字

形の鞘口で、呑口式である。 2863の外面には、目盛

り状の線が 3ヶ所見られる。

柄 (2864・2865) 小刀か刀子の柄と考えられ

るものである。 2862は一木で、挿入部分は扶り込ん

で整形されている。 2863は2枚を重ねるもので、中

央に目釘穴が見られる。

形代 (2866,--...,2869) 形態から形代と考えたも

のである。 2866は刀ないしは小刀、 2867は弓、 2868

は鏃、 2969も鏃であろう。 2866は刃部の表現が明瞭

である。 2866は非常に丁寧に成形されており、茎の

関部まで表現されている。

その他 図示していないが、先端の焼けた木ぎ

れが多数出土している。また、木製品ではないが、

自生していた蜆や馬歯の出土も特筆できる。

井戸 SE320出土遺物 (2870,..._,2896)

井戸枠の部材とそれ以外とに大別できる。

井戸側部材 (2870,..._,2885) 残存状況の良好な

下 4 段分を図示した。 fig.115~118 に、東南西北の順

に、確認された順に掲載している。これを見ても明

らかなように、凹凸と互い違いの組合せを交互に行っ

ている。強度を保っための工夫であろう。また、井

戸の内側を向く面は丁寧に調整され、外側は比較的

粗雑という傾向も見られる。

井桁部材 (2886,..._,2889) 井戸側最下段部の内側

に、後述の井筒（曲物）の上に載せる状態で組まれ

ていたものである。上から順に東南西北の部材であ

る。謄穴が見られるものがあり、柱か何かの部材を

転用したものと考えられる。

井筒材 (2895・2896) いずれも曲物である。

2896が外側に、 2895がその内側の深い部分に設置

されていたものである。 2895は底部を欠損している

が、匝径48cm、2896は直径66cm、高さ61.7cmである。

外面にはタガがあり、 2896は6段、 2895は2段分が

残っている。タガと本体の間には、両者をより密着

させるための楔形の板材が入れられており、 2896で

は7本見られた。 2896の底部には目釘穴があり、本

来は底があったものを井筒に使用する際に抜いたも

のと考えられる。いずれの曲物も残存状態は良好で、



取り上げの際にはヒノキの良い香りがした。

井戸枠内出土木製品 (2890"-'2892) 2890は板

材で、長辺の一方は直線的に、一方は面取りを行い

ながら全体として弧状に仕上げている。用途は不明。

2891は板材で、一方の端部が炭化している。

2892-2894は折敷。脚台を設置するための目釘穴

が見られる。 2894は枚の板材を組み合わせるもので

ある。

井戸 SE233出土遺物 (2897"-'2944) 

井戸側が縦板で構成されている。上記 SE320と同

様に見れば、縦板を「井戸側」、最下段の横木を「井

桁J、中央の曲物を「井筒」と見ることができる。た

だし、「井桁」は、 SE320のように井筒（曲物）上

には乗らず、井戸側を押さえる役目と考えられるも

のである。

fig.121-124 にかけて、東・南• 西・北の別で、そ

れぞれの部材を掲げている。なお、縦板については

湧水の関係で各辺毎でまとめて取り上げたため、厳

密な位置は分からないものである。

井戸側部材 縦板によるものである。各辺毎に

多少の枚数の相違はあるが、概ね 1辺 4・5枚程で

構成し、それを二重に重ねているものである。粗く

削り取った部材で、外面の調整（ノミ痕）も粗雑で

ある。残りの良い下端部は、鋸による切断がなされ

ている。

井桁部材 先述の SE320井戸側としたものとほ

ぽ共通する造作の横板材である。東西辺を凸、南北

辺を凹として組み合わせる。内法で、東辺97cm、南

辺100cm、西辺100cm、北辺102cmとなる。縦板に比

べて丁寧にノミ（ヤリガンナ）調整されている。

井筒材 (2944) 曲物である。直径約66.4cm、

高さ約65.2cmである。外面は 3段のタガで押さえら

れている。先述の曲物 (2896) とは異なり、タガと

本体の間に楔形の板材は見られない。底部には目釘

穴があり、本来は底があったものを用いている。

井戸枠内出土木製品 (2941"-'2943) 2943はホ

ゾのあるもの。井戸側を支える横木が転落したもの

か。 2941・2942は曲物の底板。 2942には目釘穴が 1

ヶ所認められる。

井戸 SE233出土遺物 (2945"-'2951)

曲物底板が 6点 (2946-2951) と、丁寧に調整さ
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れた板材 (2945) を図示した。この他に、曲物の外

側の破片が見られる。

c 漆塗り製品

小箱・腰刀ともに木棺墓SX329出土である。

小箱 (2952) 出土時に計測した寸法では、幅

約 14.4cm長さ約18.2cm、深さは約1.5cmの薄い長方

形の箱である。木芯で、外面に布地を張り、その上

に漆を塗布している。なお、製作方法や使用材につ

いては、後掲の保存処理報告を参照されたい。

腰刀 (2953) 鞘に納まった状態で出土したも
こしらえ

のである。刀身部分の招は鉄錆の影響で比較的良好

に残存しているが、柄頭部分は漆皮膜のみ残ってい

るに過ぎない。

刀身部分は全長約35.8cm、幅約3.6cm。形態をレン

トゲン写真で確認すると、ほとんど反りの無いもの

と考えられる。レントゲン写真を見る限り、茎部に

は1カ所の目釘穴があるように見える。

招は、残存長約40.8cmである。柄頭部分が鞘に対

して直交せず、やや角度を持って収まっているよう

に考えられるが、柄頭部分は漆皮膜のみであるため

に断定はできない。
あいざめ

黒漆塗りで、下地には藍鮫皮が用いられている。

三本を 1単位とした条線が全体に施されており、鞘

部分では 9単位、柄部分では 4単位見られる。なお、
はばき

柄部分の錮付近には他とは違った二本を 1単位とす

る太い条線が 2単位認められる。鞘部に半円形の例
のみくち

り込みが見られるため、呑口式と考えられる。
こうがいぴつ

鞘表には拌櫃と下緒を装着するための栗形が見ら

れる。絆櫃は幅約1.6cm、長さ約5.0cmで、深さ 2-

3 mm程度に断面方形に彫られている。鞘裏には
こづかひつ

小柄櫃が見られる。幅約2.0cm、長さ約7.5cmで、断

面弧状に彫られている。鞘側面に施されている条線

は、拌櫃部分では途切れているものの、小柄櫃部分

には連続して施されている。

この鞘等の掠についても、後掲の保存処理結果報

告を参照されたい。

d 金属製品類

木棺墓 SX 329出土鏡 (2954) 縦8.4~8.5cm 、

横8.3~8.4cm、高さ 3.5mmの、ほぼ正方形のものであ



る。縁は三角式。界圏は列点状に巡る。界圏の割付

線がその角の外側に突帯状に一部残っている。縁と

界圏間は四方中央に菊花を配し、それぞれ左右に散

らしている。それぞれの辺の菊花文の左右両端には、

唐草文状-の表現が見られる。内区には外区と同様な

手法による菊花文が 8方向に配され、そのうち上の

左右には、菊花に代わって雌雄の雀が配されている。

紐は簡単な方形で、紐座は見られない。名称として

は、「菊花双雀（方形）鏡」ということになろうか。

木棺墓 SX 329出土鉄製品 (2955,--..,2979) 2955・ 

2956は釘隠し。蓋部は円錐台状で、座金は花菱形を

なす。花菱形は、先が尖るものと丸みを帯びるもの

とが対角線上に配置されている。裏面には木質が付

着しており、 2点とも先の尖る花菱が木目に沿う方

向である。裏面には目釘があり、それぞれ 2ヶ所認

められる。

2957・2958はやとい釘か。先端はあまり鋭利では

ないが、側面には木質痕が明瞭に残っており、木材

に打ち込まれていたか、ないしは挟まれていたこと

は間違いない。中程に関状の突出がある。なお、木

質痕は長軸に対して垂直方向に縞状に見られる。

2959~2979は釘。長さ 4cm内外の小形のもの(2959

~2963)は、いずれも木質痕から木目に対して垂直方

向に打ち込まれている。 2964は頭部から7.5cmほどの

ところで曲げられており、この間が木棺板内に収まっ

ていた幅と考えられる。ただし、木質は 4cm弱の幅

で見られるに止まるため、打ち損じて飛び出した先

端を曲げたものか。 2965もこれと同様で、やはり木

質は 4cm弱の範囲に見られる。

2966はかなり長いものである。木質は、頭部から

およそ5.5cmまでが横方向、それより先から先端まで

のおよそ7.0cmほどが縦方向に見られる。この状況と、

出土位置から考えて、木口板が底板・蓋板の外側と

なる状態で、蓋板あるいは底板と木口板とを結合す

るために打たれた釘と考えられる。

2967は途中で曲げられているもの。木質は横方向

に付き、約3.6cmの幅である。 2968は斜め方向に木質

があり、出土位置から見て、側板と蓋板を止めたも

のと考えられる。 2973も途中で曲げられているもの

で、木質は3.6cmの幅で見られる。

その他の釘は遺構掘削中に取り上げてしまったも
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ので、正確な出土位置が押さえられないものである。

その他の金属製品 (2980,....,,3001)

から出士した金属製品を一括する。

S X329以外

2980・2981は鎌。 2980はSK245、2981はSK310 

から出士した。いずれも茎部先端が直角に曲げられ

ているものである。 2980の鏑相当部分はやや丸みを

帯びて肥厚している。

2982は五徳ないしは三徳の脚部であろう。断面五

角形になる。 2983-2986は刀子ないしは小刀。 2987

は楔か。 2988-3001は釘で、 2988・2989は頭部を屈

曲させており、紐状のものを絡げるための細工かと

考えられる。

6 B 5,..,_,7区出土の中世以前の遺物

B5-7区間における中世遺構面と同一面で検出

したそれ以前の時期の遺構、あるいは中世遺構埋土

中や中世遺構検出中に出土した中世以前に遺物につ

いて触れる。なお、ここで触れる時期の遺構面の詳

細については、次回の報告で行う。

B 5区出土土器 (3002-"J3019) 3002-3008が

古墳時代初頭前後、 3009-3019は古墳時代後期から

平安時代のものである。

3002は受口状口縁をなす甕。 3003は甕の脚台部で

ある。 3004・3005は高杯脚柱部。 3006は甕の脚台部

である。 3007はSK363から出土した甕。脚台部が付

くものと考えられる。 3008は壺で、口縁部内外面に

羽状の刻目文を施す。

3009は甑か。 3010は須恵器杯蓋。 3011は古墳時代

後期頃の土師器小形鉢で、外面に煤が付着している。

3013-3014は奈良時代までの土師器甕。 3016はそれ

よりもやや古い古墳時代後期頃の甕であろう。

B 6区出土土器 (3020-"J3023) 3020-3022は

弥生時代後期末から古墳時代前期初頭頃の土器。 302

0は壺で、口縁部外面に櫛状工具による刻目文、体部

上半には櫛描横線文と櫛状工具による刻目文が稲さ

れる。頸部は突帯状の素地付加が見られる。 3021も

壺。体部上半に櫛描横線文・波状文を施す。 3022は

高杯の脚柱部。

3023は壺で、古墳時代中後期のものである。体部

には当該期の S字甕と同様の粗い櫛状工具によるハ



ケメが見られる。

B 7区出土土器 (3024"-J3077) 3024~3030 は

高杯。弥生時代後期末から古墳時代初頭頃のもので

ある。 3031~3032 は壺、 3034~3036 は台付甕。 3036

が古墳時代中期頃、他は古墳時代初頭前後のもので

ある。

3037は把手状の形態をなす棒状の土製品で、中央

に2ヶ所丸く窪んでいる部分がある。使用された素

地粘土の雰囲気からは古墳時代前期ないしは中期頃

のものかと思うが、自信は無い。

3038~3053は須恵器。蓋杯ないしは有蓋高杯類で

は、田辺編年の TK23型式から TK209型式までに並

行するものが見られる。 3041の杯蓋内面には同心円

当て具痕が見られる。 3043の杯蓋外面には焼成前に

刻まれたヘラ記号がある。 3050は短頸壺。 3051は小

形の壺か。 3052・3053は壺である。 3054は土師器高

杯で、須恵器では田辺編年の TK23型式前後のもの

と並行する時期のものである。

3055~3074 は飛鳥～奈良時代の土器。 3055~3061

は土師器杯類。 3055の底部外面には「隻Jと考えら

れる墨書がある。 3063~3066は須恵器杯・皿類。 3067

は椀か。 3068・3069は土師器高杯で、外面がケズリ

により面取りされているもの。 3070は須恵器壺。ロ

縁端部を内面に折り返している。 3071は口縁部から

やや下がったところに鍔状の突出部のある筒状の土

器で、甑の一種かと思われるもの。県内では斎宮跡

やその周辺での出土がある。 3072は志摩式の製塩土

器。 3073・3074は土師器甕である。

3075~3077は石製品。 3075は打製石斧で、縄文時

代のものか。 3076は砥石。 3077も砥石で、これは軽

石のものである。

＜註＞

当章における遺物については、下記の文献を参照している。なお、笹塔婆の釈

読については藤澤典彦氏、近世陶磁器類については、川口宏海氏・森村健一氏に

ご教示頂いたが、個別解釈については全て筆者の責である。

く古墳時代初頭前後＞

古式土師器

伊藤裕偉・川崎志乃「雲出島貰遺跡の古式土師器」（『嶋抜』第 1次調査 — 

重県埋蔵文化財センター 1998年）

く古墳時代＞
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須恵器

• 田辺昭三『須恵器大成』（角川書店 1981年）

く古代～中世＞

土器全般

古代の土器研究会編「古代の土器 1 都城の土器集成.l(1992年）

占代の土器研究会編『古代の土器 3 都城の土器集成皿』 (1994年）

中世土器研究会編『概説中世の土器・陶磁器』（真陽社 1995年）

灰釉陶器

斎藤孝正「東海地方の施釉陶器生産ー猿投窯を中心に一」（「古代の土器研 究一

律令的土器様式の西東 3-』古代の土器研究会 1994年）

黒色土器

田中琢「古代・中世窯業の地域的特色(4)畿内」（「日本の考占学』 W 河 出

書房 1967年）

瓦器

川越俊一 I大和地方出土の瓦器をめぐるニ・三の問題」（『文化財論叢」奈 良

固立文化財研究所創立30周年記念論文集 1983年）

山田猛「伊賀の瓦器に関する若干の考察J(「中近世土器の基礎研究』 II 19 

86年）

陶器椀（山茶椀）

•藤澤良祐「瀬戸古窯址群 1 J (『瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要」 I 1982 年）

藤澤良祐「山茶碗研究の現状と課題」（『研究紀要』第 3号 三電県埋蔵文 化

財センター 1994年）

斎藤孝正「中世猿投窯の研究～編年に関する一考察～」（『名古屋大学文学 部

研究論集jC I 史学34 1988年）

土師器皿類

伊野近富「かわらけ考」（「京都府埋蔵文化財論集』第 1集 1987年）

、伊野近富「原型・模倣型による平安京以後の土器様相」（『中近世土器の基 礎

研究』 V 1989年）

伊野近富「古代の中世洛外産上師器皿の生産と流通」（『中近世土器の基礎 研

究」 IX 1993年） 貿易陶磁器類

横田賢次郎・森田勉「太宰府出土の輸入陶磁器について」（『九州歴史資料 館

研究論集」 4 1978年）

山本信夫！土器の分類」（『太宰府条坊跡JII 太宰府市教育委員会 1983 年）

•森本朝子「博多出土貿易陶磁分類表」（『博多一高速鉄道関係調査(1)- 』 福岡

市高速鉄道関係埋蔵文化財調査報告w 福岡市教育委員会 1984年）

森本朝子ほか「博多』第 6次調査報告（福岡市教育委員会 1986年）

森本朝子「博多出土の貿易陶磁ーその分類試案(1)-」（『博多研究会誌」 第5

号博多研究会 1997年）
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fig. 85 出土遺物実測図 (21) B 7区SD 258 (832,..__,834 : 北部溝， 855,..__,895: 南部大溝） (1 : 4) 
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V 調査資料の分析と保存処理

はじめに～分析の目的と対象～

土壌等分析

当遺跡で採取した土壌等について、（梱パリノ・サー

ヴェイに分析を委託した。目的は、当地の古環境解

明のためである。対象とした資料は、人工流路 SR3 

21の遺構埋土およびその周辺ベース土である。文中

の土壌試料 aが SR321最下層 (fig.26の土層図の16

層）、試料 b (同24層） . C (同25層）がこの流路の

ベースとなる土である。また、 SR321最下層から出

士したシジミの同定も委託した。

この分析のなかで注意を要するのは、遺構ベース

土とした土壌試料 b . C についてである。分析を委

託した段階では認識していなかったが、翌平成11年

度の調査によって、このベース土付近の土には古墳

時代後期以前の水田遺構と関係していることが判明

している。したがって、ここで触れられている試料

b . Cの分析結果については、試料 aとの混同が起

こったのではなく、時期的に異なるものを扱ってい

るものとして認識していただきたい。

また、シジミの同定では、現地における観察では

確かに合わせ貝が見られたことを一応付記しておく。

また、貝表面に被熱痕は全く見られなかったことも

併せて指摘しておきたい。

保存処理報告

B6区検出の木棺墓SX329から出土した漆塗りの

小箱と腰刀について、（財）元興寺文化財研究所に保

存処理業務を委託した。その際に、それぞれの使用

材などについての分析も依頼している。ここでは、

その内容について報告していただくこととした。

（伊藤）

土壌と出土資料の自然科学分析

a 試料

B6区SR321は、土壌試料が 3点、貝試料が 2点

(2ヶ所）である。土壌試料のうち、 a (埋士下層）

は砂質シルト、他の 2点は粗砂である (fig.26の土層

図を参照）。これら 3点について、珪藻分析≫ 花粉分

析、植物珪酸体分析、種実同定を実施する。なお、

種実同定に関しては多くの資料を必要とするため、

3試料を混ぜて分析に用いた。貝類同定は、貝試料

（土塊） 2点を対象とする。

B 7区SE320は、井戸側枠内採取された土壌試料

1点で、有機質混じりの砂質シルトである。これに

ついて、花粉分析・植物珪酸体分析・種実同定を実

施する。

b 方法

(1)珪藻分析

試料を湿重で約 7g秤量し、過酸化水素水、塩酸
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処理、自然沈降法の順に物理化学処理を施して、珪

藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した

後、カバーガラス上に滴下して乾燥させる。乾燥後、

プリュウラックスで封入して、永久プレパラートを

作製する。検鏡は、光学顕微鏡で池浸600倍あるいは

1,000倍で行い、メカニカルステージで任意の視野を

走査し、珪酸殻が半分以上残存するものを対象に、 2

00個体以上同定・計数する。同定は、 K.Krammerand 

Lange-Bertalot(l 986・1988・1991 a・1991 b)、K.Kramm-er

(1992)などを用いる。

堆積環境の解析にあたっては、 Asai,K.& , Watanabe, 

T.(1995)、陸生珪藻については伊藤・堀内(1991)など

の環境指標種を参考とする。

(2)花粉分析

試料約10gについて、水酸化カリウムによる泥化、

飾別、重液（臭化亜鉛：比重2.2) による有機物の分

離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシ



ス処理の順に物理・化学的処理を施し、花粉化石を

濃集する。残液をグリセリンで封入してプレパラー

トを作製し、光学顕微鏡下でプレパラート全面を走

査し、出現する全ての種類について同定・計数する。

(3)植物珪酸体分析

湿重 5g前後に試料について、過酸化水素水・塩

酸処理、超音波処理 (70W,250KHz,1分間）、沈 2法、

重液分離法（ポリタングステン酸ナトリウム，

2.5) の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分

離・濃集する。 これを検鏡し易い濃度に希釈し、

バーガラス上に滴下・乾燥する。乾燥後、

ラックスで封入し、 プレパラートを作製する。 400倍

の光学顕微鏡で全面を走査し、

ネ科葉部（葉身と葉鞘）葉部短細胞に由来した植物

珪酸体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）、

動細胞に由来した植物珪酸体（以下、機動細胞珪酸

体と呼ぶ）

比重

カ

プリュウ

その間に出現するイ

および葉身機

を、近藤・佐瀬(1986)の分類に基づいて同

定・計数する。結果は、検出された種類とその個数

の一覧表で示す。

(4)種実同定

土壌試料に関しては、約300cc土壌に数％の水酸化

ナトリウム水溶液を加えて放置し、試料を泥化させ

る。 0.5mmの飾を通して水洗し、残演を集める。双

眼実体顕微鏡下で観察し、種実を抽出する。

(5)貝類同定

土塊に含まれている貝殻が極めて脆い状態であっ

たため、 クリーニングは行わず、 そのままの状態で

観察を行った。同定は、早稲田大学金子浩昌先生に

お願いした。

c
 

結果

(1)珪藻化石

結果をtab.11に示す。全ての試料で珪藻化石は極め

て少なく、淡水生種が数個体散見される程度である。

なお、試料 cは無化石である。検出された珪藻化石

は、いずれも風化が進んでいる。

(2)花粉化石

結果をtab.12に示す。同定の結果、検出された試料

はSE320のみであり、他の試料からはほとんど検出

されない。 S E320では、木本花粉ではモミ属、

属、 マツ属、

ツガ

スギ属が、草本花粉ではイネ科が多く

検出される。保存状態は悪く、表面に風化の痕跡が

認められるものが多い。

なお、花粉・胞子化石以外に、

虫卵が2個体づつ検出された。

(3)植物珪酸体

回虫と鞭虫の寄生

結果をtab.12に示す。各試料から植物珪酸体が検出

種 類 生 態 性 環境 SD321 

塩分 pH 流水 指標種 a b C 

Rhopalod匹 ibberula(Ehr.)0. Mui !er Oirh-Meh al-i I ind I - -

Achnanthes crenulata Gruno胃 Op;h-ind al-bi 1-ph T I I -

Cocconeis p/acentula (Ehr.)Cleve 011:h-ind al-i I ind u 2 - -

Coccone is spp. Ogh-unk unk unk - 2 -

Fraf(i/aria spp. Ogh-unk unk unk 2 - -

Pinnularia schoenfelderi Krammer 01>:h-ind ind ind RI - I -

Sel/aohora ououla (Koetz.)Mereschko胃skv 0Rh-ind ind ind s I - -

海水生種合計

海水一汽水生種合計

汽水生種合計

淡水一汽水生種合計

淡水生種合計

珪藻化石総数

0

0

0

 
0
 
0
 
0
 

0

0

 
0
 0
 
4

4

 

0
 
0
 0
 1

6

7

 

凡例

H.R.: 塩分濃度に対する適応性

Ogh-Meh: 淡水生種ー汽水生種

Ogh-ind: 貧塩不定性種

Ogh-unk: 貧塩不明種

pH: 水素イオン濃度に対する適応性

al-bi: 真7ルカリ性種

al-ii: 好7籾）性種

ind :pH不定性種

unk :pH不明種

環境指標種

S: 好汚濁性種 U: 広適応性種 T: 好清水性種（以上はAsai,K.&胃atanabe,T. 1995) 

R: 陸生珪藻 (RI:未区分陸生珪藻、伊藤・堀内， 1991)

tab. 11 珪藻分析結果

種 類

試料番号

木本花粉

モミ属

ツガ属

マツ属

コウヤマキ属

スギ属

サワグルミ属ークルミ属

クマシデ属ーアサダ属

ハンノキ属

プナ属

コナラ亜属

アカガシ亜属

シイノキ属

エノキ属ームクノキ属

草本花粉

イネ科

ヵャッリグサ科

ギシギシ属

ソバ属

アカザ科

ヨモギ属

ベニバナ属

キク亜科

不明花粉

シダ類胞子

他のシダ類胞子

合計

木本花粉

草本花粉

不明花粉

シダ類胞子

総計（不明を除く）

回虫卵
鞭虫卵

32 2 

4
2
1
2
3
2
1
1
1
1
2
2
1
1
6
2
1
 

4

4

1

1

2

2

1
ー＿

1

5
 

206 

1
1
4
6
6
1
2
0
6
3
8
7
2
2
 

0

0

 0
 0
 0
 0

0

 

0

0

0

2

 c:> 
0

0

 

0

0

0

2

 0
 0

0

 

tab. 12 

C.R.: 流水に対する適応性

1-ph: 好止水性種

ind : 流水不定性種

unk : 流水不明種

□ SE320 

a b c 

種 ーニSE320
試料番号 a b c 

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ族イネ属

タケ亜科

ヨシ属

ウシクサ族コブナグサ属

ウシクサ族ススキ属

イチゴツナギ亜科

不明キビ型

不明ヒゲシバ翌

不明ダンチク型

イネ科葉身機動細胞珪酸体

イネ族イネ属

タケ亜科

ヨシ属

ウシクサ族

杢
合計

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ科葉身機動細胞珪酸体

総計

組織片

イネ属穎珪酸体

イネ属短細胞列

類

イネ属機動細胞列

I - -

45 3 2 

24 - -

34 -

7 -

I -

41 I 

23 I 

29 I 

29 - -

22 2 I 

4 - -

14 -

46 I 

205 

115 

320 

6

8

3

3

7

0

3

9

3

 

4

4

1

1

4

1

2

 

2

8

4

3

7

 

4

5

2

5

 

212 

184 

396 

1

1

 

2
 

花粉・植物珪酸体分析結果
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されるものの、保存状態の悪いものが多く、表面に

多数の小孔（溶食痕）が認められる。

S R321の試料b . Cでは検出個体が少なく、保存

状態の悪いタケ亜科などがわずかに認められるに過

ぎない。試料 aでは、栽培植物のイネ属、タケ亜科、

ヨシ属、ウシクサ族（コブナグサ属やススキ属を含

む）イチゴツナギ亜科などが認められ、タケ亜科の

短細胞珪酸体や機動細胞珪酸体、イネ属の機動細胞

珪酸体、コブナグサ属の短細胞珪酸体の産出が目立

つ。

井戸 SE320の埋土試料からも同様な種類が見られ、

タケ亜科とイネ属の産出が目立つ。イネ属には、葉

部の短細胞列や稲籾殻に形成される頴珪酸体も認め

られる。

(4)種実同定

S R321からは、種実遺体が検出されなかった。残

演のほとんどは、石英・長石・黒雲母などの鉱物や

花尚岩の岩片であった。一方 SE320は、アカザ科一

ヒユ科が 9個体、ナデシコ科が 8個体、ナス科が 1

個体検出された。以下に、検出された種類の形態的

特徴を示す。

・アカザ科ーヒユ科

(Chenopodiaceae-Amaranthaceae sp.) 

種子が検出された。黒色。側面観は円形で、上面

観は凸レンズ形を呈している。大きさは Imm程度。

側面に「へそ」がある。表面では、細胞が亀甲状に

配列している構造が見られる。

・ナデシコ科 (Caryophyllaceaesp.) 

種子が検出された。黒色で、大きさは 1mm程度。

表面には荒い突起が密に配列している。

・ナス科 (Solanaseaesp.) 

種子が検出された。腎臓形で、側面のくびれた部

分に「へそ」があり、表面には「へそ」を中心とし

て、同心円状に網目模様が発達する。大きさは1.5m

m程度。褐色。表面は柔らかい。

(5)貝類同定

2点の土塊に含まれていた貝殻は、観察できた範

囲では、全てヤマトシジミであった。

観察できた範囲で合わせ貝は見られず、いずれも

左右の貝殻が外れていた。発掘調査所見では、これ

らの貝殻は流路内で自生していたと考えられている
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が、合わせ貝が見られないことや土質が砂質シルト

であることから、試料採取地点で生育していたもの

が死んでそのまま埋没してのではなく、上流で生育

していたものが死んだ後、本地点へ流されてきた可

能性がある。一方、貝殻の殻長が2.5~2.Smm と比較

的揃っている点から見れば、食用にされていたヤマ

トシジミの貝殻が、本地点付近で捨てられた可能性

もあるため、他の分析結果も考慮して考える必要が

ある。

d 考察

(1)人工流路 SR 321 

今回の珪藻化石群集の組成を見ると、化石の保存

が非常悪い。珪藻化石はシルト粒子以下の微細粒子

と挙動をともにすると考えられている（小杉，1989)。

試料 bや cで少なかったのは、堆積物が粗粒なため

であり、花粉化石や植物珪酸体が少なかったのも同

様な理由によると考えられる。試料 aでも化石の保

存が全体的に悪く、珪藻化石や花粉化石はほとんど

見られない。こちらは比較的細粒であるため、堆積

速度の速さや堆積後の続成作用などがその原因と考

えられるが、はっきりしない。植物珪酸体は保存状

態が悪いものの比較的多く見られ、タケ亜科、ヨシ

属、ウシクサ族（コブナグサ属など）がとくに多く

見られる。周辺はこれらによって、開けた草地が作

られていたと思われるが、とくにヨシ属やコブナグ

サ属は沼沢に生育する水生植物である。これらの生

育場所として、まず水路内が考えられるが、当時遺

跡の北方に存在していた潟湖（藤潟）から導水され

ていたとすると、この水域に由来するものかも知れ

ない。このことは、先述したヤマトシジミの貝殻に

ついても同様である。

また、植物珪酸体ではイネ属の機動細胞珪酸体が

検出される。このことから、この溝は稲作と関わり

があった可能性があり、灌漑などの目的で水田とつ

ながっていたなどの状況が想定される。

(2)井戸 SE320 

井戸内から検出された花粉化石のうち、木本花粉

は、モミ属、ツガ属、スギ属、マツ属など針葉樹が

主体である。モミ属のモミ、ツガ属のツガ、スギ属

のスギは、それぞれ温暖で湿潤な気候を好み、この



ような地域に温帯性の針葉樹林を構成する。今回検

出された花粉化石は、これらの種に由来する可能性

があり、当時の山野を中心に分布していたものと推

測される。

一方マツ属は、二次林や植林として現在日本各地

に多く見られる。マツ林の増加時期は各地によって

ばらつくが、中世以降にマツ属が増加する地域が多

いことから、本遺跡付近でも中世以降マツ属が増加

したと考えられる。

草本類を見ると、花粉化石ではイネ科が多く、種

実遺体ではナデシコ科やアカザ科ーヒユ科、植物珪

酸体ではタケ亜科やススキ属などが見られ、これら

が井戸周辺の草地を構成していたものと考えられる。

とくにイネ属に関しては、植物珪酸体の量が多く、

かつ頴の珪酸体や組織片も見られることから、井戸

内に稲藁などが投棄された可能性がある。

その他、寄生虫卵が検出されたが、その検出量は

非常に低いため（便所遺構の約1/1,000以下）、本遺構

がトイレに関連するとは考えられない。井戸の埋積

時に、何らかの事情で混入したものと思われるが、

詳細は不明である。
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 50μm 

(1-8) 

2. マツ属(137-]17SE320枠内）

4. ソバ属(B7-Jl7SE320枠内）

6回虫卵(137-]17 SE320枠内）

8. イネ科(B7-J17SE320枠内）

pho. 1 花粉化石
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( ~) ~ 

~ 
2
 

11 
13 

14 15 16 

50μm 

(I-1 I) 

lOμm 1mm --(12, 13) (14-16) 

I. イネ屈短細胞琲酸体(136区S0321下居a)
3. ヨシ屈短細胞珪酸体(B6区SD321下肪a)
5. ススキ屈短紅II胞珪酸（本(137-Jl7SE320枠内）

7. イネ屈機動細胞珪酸体(136区SD32I 1~-K弓a)

9. ヨシ屈機動糾Ill包珪酸体(136区SD321下li!/a)
I I. イネMitt庄酸休037-JI 7 SE320枠内）

) 2. Rho1-氾 lodiagibb('/'ufo (Ehr.)0. Mui ll'r (136区S0321下序a)
1:1. [o<書co11eisμlm0<'11tuh1(Ehr.)Cl c,・c (136区SD321下）i'!'ic1) 
） 4. アカザ科ーヒユ科(137-.J17 SE320枠内）

15. ナデ・ンコ科(B7-JI 7 SE320枠内）

)(j, ナス科(137-JI 7 SE320枠内）

pho. 2 植物珪酸体・ 珪藻化石 ・種実遺体

2. タケ4恥科短細胞珪酸体(136区SD321下屈a)

4. コプナグサ屈短細胞珪酸体(136区S0321下陪a)
6. イチゴツナギ亜科短細胞珪酸（本(137-17SE320枠内）

8. タケIlli科機動細胞珪酸体(B6区SU321下思a)

10. ウシクサ族機動細胞珪酸体(B7-J17 Sl:320枠内）

-173-



2 雲出島貫遺跡出土漆箱の分析と保存処理

はじめに

雲出島貰遺跡出土漆箱は外観を観察した結果、内

部に和鏡の存在が推測されたため、 X線透過撮影を

実施した。その結果、内部に和鏡があることが確認

できた。そこで、和鏡を取り出した後、漆箱と和鏡

をそれぞれ個別に、保存処理と分析を行うこととし

た。遺物の法量などの詳細に関しては別記されてお

り、ここでは保存処理の内容と処理中に得られた知

見について報告する。

なお、漆箱の保存処理は下野、和鏡の保存処理は

小村、分析は井上と菅井が行った。

2 処理前調査 (X線透過試験）

写真ならびに X線透過撮影を実施した。なお X線

透過撮影は以下の条件である。

装置： 7ィリッ7゚ ス社製X線透過試験装置MG225型

7ィルム： Fuji X-ray film IxlOO 

増感紙：鉛増感紙 LF0.03 

焦点7イルム間距離： 100cm 

3 和鏡の取り出し

漆箱は非常に脆弱で遺物のみでは形状を維持する

ことが困難であるため、周りの土ごと取り上げた状

態で搬入された。当初、和鏡の取り出しを裏面から

行う予定で表面をウレタンで養生し、反転した。し

かし、ほとんど全ての土を取り除かないと取り出せ

ない状況であることがわかり、遺物の破損が懸念さ

れたため形状を維持できるだけの土を残して裏面も

ウレタンで養生し再び反転した。最終的に表面の一

部を剥がし、鏡面を下に向けた和鋭を取り出した

(pho.4 —①)。その後、剥がした表面を元の位置に

戻し漆箱の保存処理を行った (pho.4 —②)。
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4 保存処理

(1)漆箱

【PEG含浸準備】

脚元興寺文化財研究所

井上美知子

菅井祐子

下野聖

小村員理

和鏡の取り出しおよびX線透過撮影を行うため、

裏面の土を薄くする必要があった。さらに、ポリエ

チレングリコール (PEG) 含浸処理を行うには土

が厚すぎると重いだけでなく含浸後にひび割れなど

が生じる。

そこで、上面を錫箔で覆いその上にシリコーンを

均ーに流し、硬化後、発泡ウレタン樹脂で覆い保護

した後反転した。裏面の土を遺物の厚さが約 2cmに

なるまで削り、上面と同様に保護した後、再び反転

し上面の保護材を取り外した。次に上面の周りの土

を整形した後、遺物に適した大きさ、柔らかさの筆

に水を含ませながらクリーニングを行った。つぎに、

そのままで PEG含浸を行うと土が流れ出して遺物

が崩壊するため、表面の形状に合わせた保護材を作

製した。保護材は表面をシルクスクリーンで覆った

後、フェルト、ポリエチレンフィルムを重ね、その

上に不飽和ポリエステル樹脂とガラスクロスを数層

重ねて硬化 (FRP : 強化プラスチック）させた。

FRPはPEGが内部に浸透するように穴を開けた。

裏面も同様に作製し、遺物と FRPの間に緩衝と保

護のためフェルトを挟み、両面が動かないようにス

テンレスの針金で留めた。

【PEG含浸】

保護材を取り付けた遺物は表面を上に向けて静か

にPEG20%水溶液に浸漬した。そのまま、順次

40%、 60%、 80%水溶液、 1 0 0 %溶融液に

浸漬後取り出し、上面の FRPを取り外し余分な P

EGをふき取り固化させた。



【表面処理】

上面の余分な固化した PEGをメスやドライヤー

で溶かしながら除去した。さらに土と遺物の質感を

得るため、 59%エタノール水溶液で表面の PEGを

溶かし出した。同様に裏面も表面処理を行った。

【支持台作製】

「土付きの遺物」はそのままで持ち上げたり移動

することは強度などの点より好ましくない。そこで、

遺物に合った支持台が必要になる。この支持台は遺

物と一体のものとして扱われるため、遺物が変化し

ないように強度などを考慮し、取り扱いやすいもの

を作製した。

まず、裏面の形状に合わせ、直接土と遺物が当た

る部分をシリコーンで型どりし、その下にシリコー

ンを受けるように FRPの台を作製した。その後、

同様のFRPでその縁に壁を作り台の側面部分を作

った。硬化したままの状態では表面がでこぼこなの

で、グラインダーなどでその部分を削った。さらに、

削ったため内部より表れた気泡穴をパテで埋め、ま

た削るという操作を何回も繰り返した。最後にサン

ドペーパー (1000番）で仕上げ、スプレーで艶消し

（黒）塗装を施し、鏡箱を載せた (pho.5―①)。

(2)和鏡

【X線透過試験】

和鏡取り上げ後、処理前調査と同様に X線透過撮

影を実施した。表面の保存状態は良かったが、 X線

透過写真には内部の腐蝕を示す大小の影が数ヶ所確

認された (pho.3―②)。

【クリーニング】

表面の土や砂、錆などを筆、メス等を用いて除去

した。鏡面はほとんど汚れていなかった。鏡面の小

さなくぽみに赤色の付着物が見られたので元素分析

を行った。

【洗浄】

ポリエチレン製のネットで遺物を養生し、有機溶

剤 （キシレン・アルコール・酢酸エチルの混合液） の中に浸漬して

表面に付着する油脂分や土などの不純物を除去した。
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【防錆処理】

ベンゾトリアゾール (BTA) 溶液 (BTA3%アルエル

溶液）に遺物を浸漬し減圧含浸を行った。鉄製品に

通常行う脱塩処理と違い、化学反応によって錆の進

行を抑える方法である。

【樹脂含浸】

遺物強化と防錆のため、フッ素系アクリル樹脂

(V7日ン・25%ナ7サ溶液／大日本塗料（株））による減圧含

浸を 3回実施した。この樹脂は、従来のアクリル樹

脂に比べ遺物表面の質感を損ねにくく、防錆効果も

良好である。

【樹脂塗布】

防錆効果を上げ遺物を保護するために、外気との

接触を可能な限り少なくするように、含浸時の 2倍

に簿めた樹脂を 3回遺物に塗布した。

【復元・整形】

和鏡については表面の極一部にブロンズ病による

と思われるふくらみがみられたが、全体的に劣化が

少なく接合、復元の必要はなかった (pho.5―②，③）。

5 分析

(1)樹種鑑定

和鏡をはさむように上下に 2枚の板が存在してい

たが、表面に現れていた板の樹種鑑定を行った。

①方法

鑑定に必要な木口面（横断面）、板目面（接線断面）、

柾目面（放射断面）の 3方向の切片を、カミソリの

刃を用いて正確に作製した。切片はサフラニンで染

色後、水分をエチルアルコール、 nーブチルアルコー

ル、キシレンに順次置換し、非水溶性の封入剤 (EU

KITT)を用いて永久プレパラートを作製したのち、生

物顕微鏡で観察と写真撮影を行った (pho.6)。

②結果

ほとんどの細胞が仮道管から成る針葉樹であった。

早材から晩材への移行が緩やかで、樹脂道やラセン

肥厚はみられず (pho.6)、分野壁孔の形態がヒノキ

型で一分野に 2個 (pho.6ー②）あることよりヒノ

キと鑑定した。



(2)塗膜分析

塗膜の成分および構造を調べるため、赤外分光分

析と塗膜断面の観察を行った。試料は遺物表面で観

察された

a : 布の痕跡が残る層状の塗膜（木質のない部分・

pho.4ー②の a) と、 b: 木質上の塗膜 (pho.4 —②

のb) の2種類とした。

①方法

微量採取した塗膜を純水に入れ、超音波洗浄した

後、 KBr (臭化カリウム）錠剤法（微量の試料を KB

rと混ぜ合わせプレスして錠剤にする）で赤外分光

分析を行った。分析は、フーリエ変換型赤外分光光

6 so 
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fig_ 133 層状塗膜のFT-IRスペクトル
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fig. 134 木質上塗膜のFT-IRスペクトル
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度計 (FT-IR) (日本電子（樹製 JIR-6000) を使

用した。

つぎに、微量採取した塗膜を樹脂で包埋後、生物

顕微鏡で観察が可能になるまで研磨を行った。スラ

イドガラス上に固定して永久プレパラートを作製し、

塗膜断面の観察と写真撮影を行った。

②結果

FT-IRの結果、層状の塗膜と木質上の塗膜は、

同様なスペクトルで、 3440、2930-2860、1720、161

0、1460、1290-1260cm-1付近に漆の吸収がみられ

た。布の吸収は漆の吸収に隠れ明瞭には確認できな

かった (fig.133-135)

つぎに行った塗膜断面観察では、布目痕が残る層

状の膜の断面は、布が 2枚以上重なった状態であっ

た。繊維断面の輪郭が、長楕円形であり、長径が約

40μmあることより繊維の種類は苧麻と考えられた

(pho. 7 —①)。

また、木質上の膜 (pho.7―②)の断面では、布

が 1枚確認できた。布の断面形状は、層状の膜のそ

れと類似しており、 FT-IRの結果も同様である

ことから繊維の種類は苧麻と考えられた。

(3)和鏡の分析

和鏡の元素分析と、鏡面のくぼみにみられる僅か

に赤色を呈する部分 (pho.5―③)の元素分析を行っ

た。分析装置は、エネルギー分散型ケイ光X線分析

装置 (XRF) (セイエインスツ）レメント（梱製 SEA5230) を使

用した。測定条件は、モリブデン管球使用、大気条

件下、管電圧50kV、管電圧1000μAである。

分析の結果、和鏡は銅 (Cu)、スズ (Sn)、鉛 (Pb)

から成る青銅鏡であり、ヒ素 (As) 、銀 (Ag) も含

まれていた。くぼみの赤色部分は相対的に鉄(Fe) の

—-------Cu 

鎮面（赤色部分）

Fe Sn 

As~. A 

゜ 鎮面（赤色でない部分）

Sn 

1200 800 40 

fig. 135 漆のFT-IRスペクトル fig. 136 和鏡のXRFスペクトル
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ピークが高く、赤色顔料が使用されていたならばベ

ンガラ（酸化第 2鉄）である (fig.136)。

6 まとめ

漆箱は、苧麻布数枚を漆で貼り合わせた乾漆箱で

あった可能性が高い。漆箱内部の和鏡は、厚さ約 1

mmの白木のヒノキ板にはさまれていたか、もしくは

側板はみられなかったが箱に収納されていた可能性

があると考えられた。しかし、表面の木質上部に布

の上面は布着せされた漆塗りであった可能性も否定

できなかった。

和鏡は宋（湖州）鏡式で、紐は鉦座のない素紐で

あった。界圏を列点で表わしていた。

参考文献

後藤守ー「第五 藤原鏡ー藤原時代より鎌倉時代に亘る時代の和鏡」（「古鏡緊英j

下篇一随唐鏡より和鏡ー 東京堂出版 1977年）

久保智康「和鏡の成立」（「日本の美術JNo394中世・近世の鏡 至文堂 1999 

を有する膜が観察されたことより、板、もしくは蓋 年）

3 雲出島貫遺跡出土腰刀の分析と保存処理

1 はじめに

雲出島貫遺跡出土腰刀は、金属の上に有機質が載っ

た腰刀刀身部と有機質のみで構成された柄部分とに

分けて、それぞれの分析と保存処理を実施した。遺

物の法量などの詳細に関しては別記されており、こ

こでは保存処理の内容と処理中に得られた知見につ

いて報告する。

なお、刀身部分（鞘を含む）の保存処理は小村、

柄の保存処理は下野、分析は井上が行った。

2 処理前調査

写真撮影ならびに X線透過試験を実施した。なお

X線透過試験は以下の条件である。

装置： 7ィリッ7゚ス社製X線透過試験装置MG225型

7イJvb.: Fuji X-ray film IxlOO 

増感紙：鉛増感紙 LF0.03 

焦点7イルム間距離:100cm 

3 保存処理

(1)刀身部分（鞘付き）

【第 1次クリーニング】
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刀身部分に付着した土や砂、錆などをニッパー、

メス、小型グラインダー等を用いて除去した。破片

の散逸防止や作業上から接合が必要な場合は、シア

ノアクリレート系接着剤 （セメがイン3000RS/セメタ`イン社）

を用いて仮接合してから作業を実施した。短刀は鞘

木の劣化が激しく木質がなかば消失しており、表面

の漆膜とその直下にある鮫皮が浮き上がった状態で

あった (pho.8・12)。脆弱な遺物表面に盛り上がっ

た鉄錆を吸い込んだ土は遺物より硬くなっており、

グラインダーを使いできるだけこの層を薄く削り取

る必要があった。鞘の裏側中央部にくい込んでいた

磁器片 (pho.10ー①）も同様にして除去した。鞘木

の曲面の様子はX線写真 (pho.9) では読みとりにく

かったので、ある程度形が認識できるようになるま

では本体を壊してしまわないように慎重にクリーニ

ングを行った。その結果、遺物の強化の後にしか触

れられない部分も多いことがわかった。中でも柄、

鞘に渡って中央部では広く、両端部では狭く間隔を

とって刻まれた 3本ずつ並ぶ沈線部分の凹凸部は特

に注意を要した (pho.12一②）。クリーニングの際こ

の沈線の幅の漆膜がすべるように剥がれ落ちること



があったが、その下には泥で汚れていない光沢のあ

る漆の面がさらに現れ、漆膜が重ね塗りされていた

ことをうかがわせた。

【洗浄】

ポリエチレン製のネットで遺物を養生し、有機溶

剤 （キシレン・ア）レコール・酢酸エチルの混合液） の中に浸漬して

表面に付着する池脂分や土などの不純物を除去した。

【脱塩処理】

通常のエ程では、鉄製品は0.5%セスキカーボネイ

ト（炭酸ナトリウム・炭酸水素ナトリウム混合物）水溶液の中に浸

漬し、塩化物イオン濃度が基準値以下で安定するま

で液交換を定期的に実施し、錆の原因の一つである

塩化物イオンを溶出させ、脱塩処理としている。し

かしこの短刀の場合、ほぼ全長にわたり残存してい

る鮫皮を用いた掠えや、脆弱な木質、仕上げの漆膜

の保護を重視し、この工程を省略した。実際、実物

の破断面の実見や X線透過試験の観察から、刀身部

分は劣化が進み、本来の金属部分が殆ど残存してい

なかったことも脱塩を省略できた理由のひとつでも

ある。

【樹脂含浸】

遺物強化と防錆のため、フッ素系アクリル樹脂

(V7Uン・25%ナ7サ溶液／大日本塗料（株））による減圧含

浸を 3回実施した。この樹脂は、従来のアクリル樹

脂に比べ遺物表面の質感を損ねにくく、防錆効果も

良好である。

【第 2次クリーニング】

第 1次クリーニングで除去しきれなかった錆など

を除去した。

【樹脂含浸】

前出のフッ素系アクリル樹脂による減圧含浸を 2

回実施した。

【樹脂塗布 2回】

防錆効果を上げ遺物を保護するために、外気との接

触を可能な限り少なくするように、含浸時の 2倍に
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薄めた樹脂を 2回遺物に塗布した。

【復元・整形】

接合が必要な個所は、シアノアクリレート系接着

剤やエポキシ系接着剤 （セメタ‘インハイスーハ0 -5分硬化クイ7゚／

セメタ`イン社） を用い接合した。また、空隙部分や小さ

な欠損部にはエポキシ系樹脂（アラルタ‘イドSV426/チバが

ィキ，，一社）を充填した。復元部分は小型グラインダーを

用いて固囲と違和感のない程度に整形した。

【樹脂塗布】

樹脂塗布を 1回実施した。

【仕上げ】

樹脂含浸や樹脂塗布による艶を、艶消し剤（ツヤケシク

リヤー／カンI¥゚ 社） を用いて抑えた。復元部には水溶性ア

クリル絵具（アクリラ／ホルベイン社） を用いて周囲と違和感

のない程度に補彩した (pho.11)。

(2)柄部分

【PEG含浸準備】

柄は木質がほとんど消失、漆膜のみが残存し、非

常に脆弱であるため、周りの土を付けた状態で処理

を行い、刀身部（鞘付き）とは支持台の上で一体と

するような処置をとることにした (pho.8)。

まず、搬入された状態で樹脂含浸を行うと重いだ

けでなく、含浸後にひび割れなどが生じるため、裏

面の士を約 1~2 cmまで削り落とす必要があった。

そのために、上面を錫箔で覆いその上にシリコーン

を均ーに流し、硬化後、発泡ウレタン樹脂で覆い保

護した後反転した。裏面の土を削り上面と同様に保

護した後、再び反転し上面の保護材を取り外した。

次に上面の周りの土を整形した後、遺物に適した大

きさ、柔らかさの筆に水を含ませながらクリーニン

グを行った。

次に、そのままでポリエチレングリコール (pE 

G) 含浸を行うと土が流れ出して遺物が崩壊するた

め、表面の形状に合わせた保護材を作製した。保護

材は表面をシルクスクリーンで覆った後、フェルト、

ポリエチレンフィルムを重ね、その上に不飽和ポリ

ェステル樹脂とガラスクロスを数層重ね硬化 (FR



P: 強化プラスチック）させた。 FRPはPEGが

内部に浸透するように穴を開けた。裏面も同様に作

製し、遺物と FRPの間に緩衝と保護のためフェル

トを挟み、両面が動かないようにステンレスの針金

で留めた。

【PEG含浸】

保護材を取り付けた遺物は表面を上に向けて静か

にPEG20%水溶液に浸漬した。そのまま、順次

40%、 60%、 80%水溶液、 10 0 %溶融液に

浸漬後取り出し、上面の FRPを取り外し余分な P

EGをふき取り固化させた。

【表面処理】

上面の余分な固化したPEGをメスやドライヤーで

溶かしながら除去した。さらに土と遺物の質感を得

るため、 59%エタノール水溶液で表面の PEGを

溶かし出した。同様に裏面も表面処理を行った (pho.

10ー②）。

【支持台作製】

「土付きの遺物」はそのままで持ち上げたり移動

することは強度などの点より好ましくない。そこで、

遺物に合った支持台が必要になる。この支持台は遺

物と一体のものとして扱われるため、遺物が変化し

ないように強度などを考慮し、取り扱いやすいもの

を作製した。

まず、土付き部と短刀部を組み合わせ、その裏面

の形状に合わせ、直接土と遺物が当たる部分をシリ

コーンで型どりし、その下にシリコーンを受けるよ

うに FRPの台を作製した。その後、同様の FRP

でその縁に壁を作り台の側面部分を作った。硬化し

たままの状態では表面がでこぽこなので、グライン

ダーなどでその部分を削った。さらに、削ったため

内部より表れた気泡穴をパテで埋め、また削るとい

う操作を何回も繰り返した。最後にサンドペーパー

(1000番）で仕上げ、スプレーで艶消し（黒）塗装を

施した。出来上がった支持台に刀身部を、続いて土

付きの柄を載せた (pho.11)。

4 分析

切先部分の剥落した漆膜の下に細かく織った布目

様にもみえる模様が現れた。しかし、布にみられる

織り組織がみられず、直径約0.5mmの鱗状の突出や

くぼみがみられることから鮫皮が巻かれていたもの

と判断した (pho.12ー①）。沈線付近から剥落した膜

の成分および構造を調べるため、赤外分光分析と塗

膜断面の観察を行った。

①方法

採取した塗膜は鉄サビが付着していたため、 10%

塩酸に 3時間浸漬してサビの一部を除去した後、純

水で数回洗浄し、 KBr (臭化カリウム）錠剤法

（微量の試料を KBrと混ぜ合わせプレスして錠剤に

する）で赤外分光分析を行った。分析は、フーリエ

変換型赤外分光光度計 (FT-IR) (日本電子（樹製

JIR-6000) を使用した。

つぎに、微量採取した塗膜を樹脂で包埋後、ミク

ロトームで切片を作製し、スライドガラス上に固定

して永久プレパラートにして金属顕微鏡・暗視野で

塗膜断面の観察と写真撮影を行った。

②結果

FT-IR の結果、 3430 、 2930~2860 、 1710 、 1630 、

1450、1280cm-1付近に漆の吸収がみられた (fig.

137)。

つぎに、行った塗膜断面観察では、鮫皮によると

考えられる凹凸を下地で平面にした後、漆膜が三層

（下層 約30~60µm、中層約35µm、上層約17µm)

施されている状態が観察された (pho.13)。

5 まとめ

この腰刀には目貰や鍔、鞘尻金具、返角はみられ

なかった。栴には柄、鞘とも同じ種類の鮫皮を用い

漆を塗り重ねて仕上げている。 X線透過試験での観

察からは分からなかった栗形と絆櫃が錆の層を除去
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fig. 137 塗膜のFT-IRスペクトル
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するに連れて現れた。きめが細かく粒の揃った鮫皮

は一見したところ布を着せているのではないかと思

わせるものだった。

鮫皮の種類については鞘師・前田幸作氏（姫路市

在住）にもご教示いただき、藍鮫ではないかと推測

している。
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① 全体 ② 和鏡

① 和鏡取り出し後

① 漆箱

① 木口面 (X30) 

oho. 3 処理前のX線透過写真

pho. 4 処理中の漆箱

② 和鏡 （鏡背）

pho. 5 処理後

② 柾目面 (X200) 

pho. 6 表面木質の木材組織
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② 漆箱の分析箇所

③ 和鏡 （鏡面）

③ 板目面 (X50) 



ヽ

-,i-4 

① aの層状膜 （透過30倍）

pho. 7 塗膜断面

② bの膜（木の上） （透過 75倍）

pho. 8 腰刀処理前

oho. 9 X線透過写真（刀身部分）

... 

~ 

.
--l
 

,... 

1:・、平遷雰⇒墨3 一 じ！
① 刀身部分（磁器片除去前） ② 柄部分（表面処理後）

pho. 10 腰刀処理中
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① 切先部分

① 表側

② 裏側

PSO. 11 腰刀処理後

(4.5倍）

pho. 12 鮫皮部分

pho. 13 漆膜断面
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② 沈線部分 (4.5倍）

(75倍）





VI 嶋 抜 をめぐる諸問題

1998年度の調杏では、縄文時代晩期から近世まで

に至る多種多様な遺構・遺物を確認することができ

た。残念ながら個々について触れる充分な時間的余

裕がないために、ここでは確認した主要な時期にお

ける概略的な傾向と、調査によって認識できた問題

点などについて触れ、報告の責に代えたい。

中世以前の雲出島貫遺跡に関する問題

地形的環境について

今回の調壺区は、当初の認識では B5~7 区が自

然堤防上、 A6・Bl区が砂堆上と見なしていた。

A6・Bl区は、近世の参宮街道が走っている場所

の両脇で、周囲の地形よりも 2mほどは高いもので

あった。このことから、当地には明瞭な海性砂の堆

積が存在するものと想定して調査に当たったのであ

るが、結果的にこの高まりは近世において数次に亘っ

て形成された整地土によるものであることが判明し

た。

この人工的な整地士層以下では、古墳時代～奈良

時代にかけての遺構が検出できたのであるが、その

標高は1997年度に調壺した西隣の B2区とは、 A6

区西部との差で40cm程度であった。

当地の地形的状況については、大きくは自然堤防

上と判断できることから見ても、 B1区ないしは A

6区付近に存在していたと考えられる砂堆は、非常

に低いものであったと考えられる。 1999年度の調査

終了後、調査区全体の土層状況を検討するなかで、

改めて検討してみたいと考える。

2 縄文時代の状況

今回の調査区では、 A6区およびB1区において

縄文時代晩期の土器が出土している。とくに A6区

d 18グリット付近では条痕文を施した当該土器が数

点集中して出土した。ただし、遺構は明確にはでき

なかった。

当該時期の遺構・ 遺物については、前年度調査区

のAl-A5区およびB3区でも当該土器のまとま

りや土器棺墓が確認できたことから、集落域は東西

約500m以上の広がりを持つものと考えられる。これ
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は、後述する古墳時代前期の遺跡の広がりと比較す

ればやや狭いものの、かなり大きな広がりとして認

識できる。

ただし、個々の遺物および遺構について明確にで

きるものは土器棺墓以外には無いため、現状では一

時期の居住域そもののの広がりとしてまで認識する

ことはできない。このことを解決するためには、発

掘調査区以南の雲出川によって形成された自然堤防

上のうちでもより安定した部分の調杏事例の累積が

必要である。

3 古墳時代前期の状況

今回の調壺区では、 A4拡張区およびA6区から

周溝墓が、 B1区から竪穴住居が確認された。なお、

B 7区第 2遺構面からも当該時期の周溝墓が確認さ

れたが、これについては次年度改めて報告する。

a 墳墓群（島貫A墳墓群）

前年度調究区も含め、 A4~A6 区間には墳墓が

3基以上存在することが明らかとなった。

このうち、 A4拡張区では SD55 (1号墓）の南

辺部を確認し、南辺に陸橋部を持つ形態であること

が判明した。これが墳墓南辺の中央と考えれば、東

西約10m、南北 6m以上の墳墓であると考えること

ができる。

この調査区からは SD54 (2号墓）の東隅も確認

しており、 SD54は東西12m以上の規模となる。ま

た、 A6区東端で確認した SDl67は、前年度の調壺

区で検出した SD67と一連のものと考えられるため、

これも墳墓として見なすことができる (3号墓とす

る）。（前年度の報告では SD67について「集落を区

画する溝（環濠）に相当する可能性もある (p115右



段）」としたが、今回の認識のように訂正する。）そ

うすると、 SD167は東西約 9m、南北 5m以上の方

形の墳丘を持つものとして認識できる。

以上 3基の墳墓は、溝こそ切り合わないもののか

なり接近して造成されているものであり、雲出島貫

遺跡内におけるひとつの墓域として認識できるもの

である。雲出島貫遺跡では、 B7区第 2面でもほぽ

同じ時期の墳墓群の存在が確認できるため、 SD54・ 

S D55・S D67(167)の一群については「A墳墓群」、

B 7区第 2面のものを「B墳墓群」として把握でき

よう。すなわち、同一遺跡中に 2ヶ所、あるいはそ

れ以上の墓域が存在するものとして認識する。

A群墓群では、 SD54の規模が最も大きく、前年

度の調査では焼成後底部穿孔の赤彩壺が出土してい

る。調査面積の加減で明確にはし難いものの、今の

ところ SD54がA墳墓群中の盟主的な存在として認

識できる。このようなあり方は大阪府久宝寺・加芙

遺跡 (1) をはじめ、近隣では三雲町前田町屋遺跡 I2) 

でも見られる状況である。次年度報告する B墳墓群

には特段突出した規模のものが見られない状況とは

対照的であり、古墳時代初頭における墳墓群のひと

つのあり方として提示で•きるものと思われる。

b 居住域

B 1区からは少なくとも 4棟の当該時期の竪穴住

居を確認した。前年度では B2・3区において 9棟

の竪穴住居を検出しており、前述の墳墓群以西の集

落域が旧参宮街道付近にまで及ぶことが確認できる。

竪穴住居は検出面から数cmほどで床に達し、極め

て残りが悪いものと思われる。建物構造上でとくに

踏み込んで検討できるものはない。

C 出土遺物

出土遺物の中で今回特筆できるのは、水銀朱の付

着したものが 2点確認できたことである。前年度の

調究区からは、赤彩土器がかなり多く出土している

が、その中で水銀朱と自信を持て言えるものは無かっ

た。今回出士した水銀朱付着の土器は、川崎志乃氏

の考察 (3) にあるとおり、精練に関連するものと考え

られる。水銀精練に関連する遺物は、当遺跡に比較

的近い三雲町前田町屋遺跡から石杵が出土してい

る (4)。また、時代的には隔たるものの、同じく雲出

川水系の中村川中流に所在する嬉野町天白遺跡で、
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縄文時代後期頃の水銀朱付着土器が数多く出土して

いる I5 Iという状況もある。縄文時代の天白遺跡につ

いて、奥義次氏は水銀精練とその地域外搬出と密接

に関わったものとしている 161。時代的な隔たりがあ

るものの、水銀の生産と搬出・流通に雲出川流域が

関与していた可能性を提示するものとして雲出島貫

遺跡の状況を留意しておく必要はあろう。

4 古墳時代中後期の状況

この時期の遺構としては、 A6区およびB1区で

竪穴住居が合計 2棟ほど検出されている。前年度の

B 2・3区からは同様の時期の竪穴住居が 3棟検出

されていることから、古墳時代前期集落域とほぼ同

じ範囲に当該時期の竪穴住居があると見てよい。な

お、 B7区第 2遺構面からもこの時期の竪穴住居を

検出しているが、これについては次年度で報告する。

今回確認したなかで特筆できるのは、 A6区の竪

穴住居 SHl69である。ここからは田辺昭三氏による

陶邑編年 (7) のTK47型式並行の杯蓋とともに、極め

て粗雑な手捏ね土器が 7点出土しており、住居跡廃

絶に伴う「まつり」遺構と認識できる。このような

例は今のところ管見に及ばないが、貴重な事例であ

ろう。

5 古代の状況

a 竪穴住居・掘立柱建物

A6・Bl区から竪穴住居が合計 7棟検出された。

B 1区の攪乱が激しいことを考慮すれば、それ以上

の棟数が調査区内に存在していたものと推察できる。

概ね 7世紀後葉~8世紀中葉にかけてのものである。

カマドは竪穴住居の北辺・北東隅・東辺・南東隅に

あるものがあり、西側部分にあるものが無いという

傾向は前年度の状況と一致している。これは、当地

の風向きが西風を中心としていることと関連すると

考えられる。

B 1区で検出した掘立柱建物 SB428は、東西約

9.9m、南北約4.2mの極めて大形のものである。柱掘

形も大きく、その状況からは何らかの公的な施設の

存在を想像させるが、確証は無い。出土遺物からは

先述の竪穴住居群に先行する可能性がある。また、

後述の大溝 SD165とは並行関係にならないのは疑問



とせざるを得ない。

b 大溝

A6区東端で検出した溝 SD165は、輻約 4m、深

さ約1.8mの断面逆台形を呈する大溝である。埋土中

層からは多量の土器が出士し、それは時期的には先

述の SB428とほぼ同じかそれよりも若干後出する。

1条しか確認できなかったため、明確なことは言え

ないが、溝の規模の大きさから見ても単なる導水の

みを目的としたものとは考え難い。出土土器にも、

底部を意図的に打ち抜いた土師器甕のほか、遺構検

出前に出土している土馬もこの溝に伴う可能性が極

めて高いことを考慮すれば、 SB428をも含めた一角

を区画する意味をも含めた重要な機能が想定される

溝である。

c 遺構群の広がりと構成

前年度の調在区も含めて考えると、 7世紀後葉か

ら8懺紀代にかけての当遺跡には大形掘立柱建物・

竪穴住居• 井戸および大溝が存在することが分かっ

た。そしてこれらは、それぞれが一定の方向性で配

列されているというものではない。大形掘立柱建物

同士あるいはと大形掘立柱建物と大溝との関係を見

ても、規則的な配列というものではない。部分的な

発掘調在区という制限があるものの、少ないながら

も認められたこれらの遺構群に規則性が無いことは、

いわゆる官術的な機能を想定しにくいともいえる。

しかし、出土遺物にはいわゆる畿内産土師器のほか

士馬などもあり、当遺跡を一般的な集落遺跡として

しまうこともできない。

当該時期の遺構の広がりは、ほぽ調査区全域に及

び、総延長は東西700m以上である。上述の遺構の規

則性についても、東西にこれほどの広がりがあるこ

とから、この内部にいくつかの小単位でまとまって

いる可能性もある。今回はそのような検討を行う時

間的余裕は無いが、重要な課題として認識のうえ、

今後検討を試みたい。

二 中世成立期の「居館」をめぐる諸問題

B5~7 区にかけて、 11~13世紀代の非常に濃密

な遺構・遺物を確認している。これまで確認されて

いる当該時期の遺跡のなかで、伊勢はおろか列島レ

ベルでも屈指の遺構・ 遺物であると考える。当該時

期の雲出島貫遺跡を評価していくためには、充分な

時間を要すると考えるので、ここでは調杏に基づく

事実関係を中心に、その成立背景と機能について若

干触れることによって、当面の責を果たすこととす

る。なお、当該時期の土器類については、付論を参

照されたい。

遺跡景観とその変遷

a 形成過程

B5~7区にかけての一角は、当該時期における

「居館」と認識してまず間違いない。また、その後半

期の状況は、当該時期における『吾妻鏡』やその他

の史料に見られる 18I ような「城郭」が形成された場

として認識する。そして、これらが形成される時期

を雲出島貰遺跡F期と把握し、その発生から消滅す

るまでの間を 1~ 4小期に区分する。この時期区分

についても、後掲の付論を参照されたい。
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① F 1期

緑釉陶器・灰釉陶器が少量出土する時期である。

11冊紀前半頃。遺物の出土量も少なく、明確な遺構

も認識できないが、状況的には掘立柱建物は存在し

ていたものと考えられる。緑釉陶器の出土を比較的

重視する昨今の状況を鑑みれば、当該地の重要性は

この段階からある程度認めてよいかも知れない。

② F 2期

いわゆる「て」の字状D縁皿を中心とした時期で

ある。 11世紀中葉~12世紀前葉と考える。 B 7区中

央北部を中心に小規模な溝で区画した一角があり、

士師器皿類を中心に膨大な量の土器が廃棄される時

期である。外周を区画する人工流路 SR 321・337、

大溝 SD314もこの時期に開削されていると考えられ

る。また、大区画溝 SD247も、この段階には浅い状

態で区画溝として機能していたのではないかと考え

る。

この区画内には、掘立柱建物が数棟見られる。調

査区内では 6ヶ所の建物集中部分が存在しており、

最大で 6棟の掘立柱建物が建っていた時期が存在し

たものと思われる。
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F2期 F3期 F4期

f i g. 138 B 5~7 区居館遺構変遷図 (1 : 1, 500) 方形囲は掘立柱建物

F2期は、「て」の字皿の手法的な状況によって、 出土遺物は比較的少なく、 F 3期までと違って激減

a・bの 2小期に細分できる。

③ F 3期

している。

「て」

ナデが施される土師器皿類が見られる時期である。

12世紀中葉～後葉と考える。

の曲物内からはこの時期の遺物が見られる。大区画

溝では、

れる。

の字状口縁皿が消滅し、外面に 2段にヨコ

B 7区に見られる井戸

S D247・248・314・330が、 この時期に機

能していると考える。貿易陶磁器と漆塗り小箱をを

副葬した墓 SX329もこの時期であろう。人工流路・

大溝・堀などが最も整った段階と考える。

掘立柱建物は 4-5ヶ所の集中部分が見られる。

④ F 4期

人工流路下層埋土は F3期までのものであり、

ただし、

F
 

4期までの洪水によって埋没しているものと考えら

上層部分についてはその後一定期間

の存続が考えられる。この時期には新たに SD231・ 

249などの大区画溝が掘削されていると考えられる。

S D247・258も引き続き機能し、 より規模が拡大し

ていると考えられる。掘立柱建物は SD258の東に 1

-2棟存在し、また SD231・279・249に囲まれた内

側にもその方位に沿った建物が数棟存在したものと

考えられる。

F4期は13世紀初頭～中葉と考える。当該時期の

以上のように、

懺成立期における

雲出島貫遺跡の 「居館」 の変遷に

ついては、概略Fl~4 期の区分が可能である。機

能的に最も整っていたのは F2・3期で、複雑な堀

を巡らすのは F3~4 期頃と認識している。いずれ

にしても 13世紀中葉には廃絶する遺構群であり、

「居館」

中

の状況認識にあたっては

非常に重要な資料である。

b
 

「居館」外部の状況

居住域としては B7区に集中するのであるが、距

離的には隔たりながらも A6・Bl区でも当該時期

頃の遺構が見られる。とくにA6区 SDl66は、調壺

区の状況が劣悪であったことにより明瞭ではないも

のの、 12世紀後葉 ~13世紀前葉までの遺物を含む断

面 V字形の溝である。 B5~7 区で見られた「居館」

と同様な状況がA6区付近にも存在する可能性もあ

ろう。

2
 

「居館」部分における出土土器の状 況

「居館」遺構の中心部分である B7区では、調査

前の状況が畠地であったことが幸いして遺構面直上

の遺物包含層がかなり良好に残っていた。そこで、
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全体の出土遺物の状況を見るために、出土遺物の総

量と組成について見てみた。

a 集計方法

土師器・陶器類に関する出土遺物総量の把握にあ

たっては、口縁部および底部について、全周を 12分

割し、その1/12が残っている場合は「 1」、全形が残っ

ている場合は「12」としてカウントするという、宇

野隆夫氏の言う「口縁部計測法」 (9) を、口縁部と底

部に適応して算出した。それを、各グリット単位で

包含層・遺構・ピットなどについて見た。

また貿易陶磁器類については、口縁部残存度のみ

でなく、破片数の集計も行っている。

個々の集計方法は、以下の通りである。土器の分

類は、付編に示したとおりである。

土師器小皿 比較的見分け易い小fillb・f類とそ

れ以外とに分けている。

土師器皿類 a・b類という大きな区分のみで示

している。底部については、小1II1と皿との区分がで

きないものが含まれているため、口縁部計測値のみ

をカウントした。

土師器甕・鍋類 甕 a類と鍋 a類は、両者を一

括して示している。甕 b類は報告除外分には無い。

土師質土器類 小1IIl.• 皿といった器種別でのみ区

分した。底部は、それのみでは皿・小皿の区別がで

きないので、口縁部のみで集計した。

陶器類 椀．甕•練鉢といった器種区分とした。

小椀・小皿については、口縁部での見分けがつかな

いため、両者を一括した。椀と小椀・小皿について

は、底部残存度についても見たが、この場合、高台

の残存度ではなく、高台を含めない底部の残存度と

して見た。これは、完形であっても高台部分のみは

欠損している場合が多く見られることによる。

瓦器・黒色土器類 口縁部および高台部の残存度

をカウントした。

以上の操作によって得たデータがtab.13~17である。

b 器種・器形毎の状況

主立った傾向について見る。

土師器小皿類 全体で29,203という数値を得て

おり、数量的に最も多い器形であることが明確となっ

た。単純に12で割っても 2,434個体分となり、総数は

3,000点を悠に越えていると考えられる。このうち、
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小皿 b類のみで18,435となる。それ以外で小皿 f類

以外のものが、小皿 b類終焉後のものも含んだ総数

であることを踏まえれば、それと比べても小皿 b類

の時期、すなわち島貰F2期の状況がいかに突出し

ているかが分かる。

土師器皿類 皿 a類が6,608となり、 F4期を中

心とする皿 b類の217とはかけ離れた数値となってい

る。やはり、その中心時期は F2期に求めることが

できる。

土師質土器類 小皿が突出した数値となってい

るが、口縁部計測による数値のみであるため、比較

が行いにくい。それでも、全ての小皿・小椀類の中

における組成比率はおよそ8.5%であり、決して少な

くはない。小皿と皿は2,985: 295で、およそ10: 1 

の割合であるといえる。

陶器類 椀については口縁部で2,317、底部で8,915

という数値が得られた。小椀・小皿類では口縁部が

1,343、底部が2,552であり、底部の残存度が良好であ

る。椀と小椀・小皿との底部比がおよそ 4: 1、椀

底部と先の土師器小皿 b類との比が、概ね 1: 2で

あると言える。

瓦器類 椀では底部で131であり、陶器椀の 2%

にも満たない。しかし、実測個体としては46個体分

があるため、どちらかといえばその数を重視するべ

きであろう。

白磁類 椀は口縁部で169、底部でも 127がカウ

ントされる。単純に比較すれば、瓦器以上に多いと

いえる。

この組成状況からは、とくに島貫F2期に相当す

る11世紀中葉から 12世紀初頭頃にかけての土師器消

費量の多さを見ることができる。これは、大区画溝

とした F3期末から F4期にかけての堀状遺構の前

段階における状況が、土師器小皿 b類を主体とした

京都系土師器の消費が安定的して行われていた環境

下にあったことを示すものであろう。したがって、

遺構としての状況が示す F3期末から F4期におけ

る一見派手な状況は、必ずしもそれまで当空間で行

われていた行為と連動していない可能性が考えられ

る。遺跡自体としては F2・3期に中心を求めるこ

とができよう。



1帥器小 llilt師器皿 t-. 師質 t器 陶器椀 陶小椀小1111 黒色 L器椀 瓦器椀 瓦器 I一帥硲 咄Iええ 匝I郡 布考倍 白磁椀 i'I磁小llll 肯磁椀 その他

遺構名 グリ J ト小皿 b小皿他小皿 f 皿a 11ll b 小皿 皿 口緑 底部 口縁 底部 n縁 底部 口縁 底部 小皿 甕鍋 茶再令 17希象 阻→苦II I J縁 底部 11縁 底部 11縁 底部

包含層 * a 2 2 3 12 

旦含層 * a 2 3 2 
且含噌 * a 2 4 1 

SD 2 4 7 * a 2 9 I 4 I 1 34 1 

SD 2 4 7 ◎ a 2 9 4 6 12 4 

笠令層 * a 2 9 I 3 2 1 5 I 

SD 2 6 3 ◎ b 2 2 4 

他含将 * b 2 2 I 3 7 2 
低令悩 ◎ b 2 2 10 12 

他含層 * b 2 4 1 I 7 30 2 12 

SD296 * b 2 5 4 8 4 5 2 1 3 4 2 

SD 2 9 6 ◎ b 2 5 23 6 

包含層 * b 2 5 4 ， 5 2 21 4 2 

包令層 ◎ b 2 5 3 16 6 12 

SD247 ◎ b 2 8 28 
己含層 ◎ b 3 0 8 

邑含層 (Q)b31 I 

1四含層 * C 1 6 11 6 2 

SD 3 I 4 * C 1 7 I 3 2 l 36 1 I 

SD 3 l 4 (!jJ C)  I 3 12 21 24 3 

他含Ir! * C 1 9 2 l 1 6 

逗含咽 * C 2 2 I 3 4 1 1 

SK 2 8 5 * C 2 3 3 1 12 1 

他邑含吝I涵曽 * C 2 3 14 36 I I 3 19 7 12 

◎ C 2 3 12 

位含層 * C 2 4 10 30 4 4 3 ， 4 2 ］ 3 1 

位含層 ◎ C 2 4 ， 3 

SD 2 6 3 * C L 5 32 42 18 27 2 19 1 I 1 

SD 2 6 3 ◎ C 2 5 ， 10 3 2 

包蝕立含壁層 * C 2 5 27 57 30 19 3 5 8 I l 

[)) C 2 5 3 47 I 5 J 8 

SD 2 6 3 * C 2 6 1 1 l 1 

S Z 2 9 7 * C 2 6 1 2 
邑含属 * C 2 6 14 27 13 6 3 39 6 14 

低含層 * C 2 7 16 II 13 10 19 1 

鉱含悟 l/5J C 2 7 4 

SD 2 4 7 * C 2 8 3 14 7 1 16 II l I 

SD 2 4 7 ◎ C 2 8 4 10 36 6 I 

他含I曽 C 2 8 4 1 1 2 

SD 3 1 4 * d l 7 2 3 3 5 1 

1a令層 * d 1 9 3 2 I 1 3 10 2 12 I 

包含層 * d 2 0 1 2 3 1 2 

己含層 * d 2 l ， 17 4 13 4 15 

SK 3 3 4 * d 2 2 22 23 1 4 1 

SK 3 3 4 ◎ d 2 2 18 29 2 12 

SD295 * d 2 2 12 3 3 10 4 3 I 

ピット ◎ d 2 2 4 ， 12 
包含層 * d 2 2 50 92 20 13 15 99 5 3 

包含層 lu!d22 4 57 2 6 12 19 36 2 I 7 

SD 2 9 5 * d 2 3 57 50 12 18 2 5 ， 3 1 I 

SD 2 9 5 ◎ d 2 3 20 7 5 4 

ピット ◎ d 2 3 31 10 2 6 

勺他L.,今含"I層曽 * d 2 3 129 29 17 1 2 20 1 1 

OJ d 2 3 8 6 13 

SK 2 8 4 * d 2 4 4 I 1 2 

SK 2 8 4 ◎ d 2 4 2 I 

SK 2 6 6 * d 2 4 6 3 2 1 

SK 2 6 6 ◎ d 2 4 12 
ピット ◎ d 2 4 ， 
笠含層 * d 2 4 18 26 3 ， 19 13 1 I 2 

他含層 ◎ d 2 4 19 2 2 

SD263 * d 2 5 13 5 7 3 5 3 12 I 

SK 2 6 5 * d 2 5 31 50 23 5 1 6 5 l 

SK 2 6 5 ◎ d 2 5 15 

S Z 2 6 4 * d 2 5 4 1 2 

旭含層 * d 2 5 32 49 26 18 8 52 4 7 3 5 

位含層 ◎ d 2 5 4 7 12 2 5 11 

S Z 2 9 7 * d 2 6 2 8 12 

他含層 ◎ d 2 6 3 

SK298 * d 2 7 1 

SD 2 4 7 * d 2 8 4 3 1 2 ， 89 1 I 2 

SD 2 4 7 ◎ d 2 8 II 7 34 2 12 3 

己含層 * d 2 8 I 6 

他含堵 * d 2 9 2 

SK 3 7 5 ◎ d 3 0 ， 
le!.含層 a d 3 0 2 6 

SK 3 7 3 Col d 3 1 31 

SD 3 1 4 * e 1 7 3 2 2 18 I 

SD 3 1 4 ◎ e 1 7 7 11 ， 29 
己含I曽 COJ e 2 1 12 

SD295 * e 2 2 
， 3 2 

SD295 ◎ e 2 2 8 22 24 

ピット ◎ e 2 2 2 12 12 

包含層 * e 2 2 76 15 17 5 5 8 2 12 

包含I曽 (CJ) e 2 2 10 

SK 3 0 1 * e 2 3 12 4 1 1 I 

SK 3 0 1 ◎ e 2 3 10 4 

S Z 3 0 2 * e 2 3 14 14 1 

S Z 2 9 3 * e 2 3 38 6 2 1 

S Z 2 9 3 ◎ e 2 3 ， 12 
ピット ◎ e 2 3 21 3 12 

位含層 * e 2 3 173 91 57 8 14 3 23 1 

伯含層 ◎ e 2 3 4 6 2 

SD 2 9 2 * e 2 4 1 5 
ピット ◎ e 2 4 ， 2 

蝕含層 * e 2 4 128 91 42 7 15 42 1 19 3 I 
包含層 ◎ e 2 4 18 3 15 2 

SD 2 9 2 * e 2 5 52 24 11 4 6 2 3 

包阿含層 * e 2 5 36 19 14 4 ， 23 2 23 I 1 ， 
◎ e 2 5 5 12 2 4 

SD 2 9 2 * e 2 6 13 98 25 13 2 20 40 4 2 1 

SD 2 9 2 ◎ e 2 6 42 30 12 6 7 12 18 16 18 3 5 7 6 3 

SD292 * e 2 7 1 I 
SK 2 9 8 * e 2 7 1 4 12 I 1 1 15 1 

SK298 ◎ e 2 7 7 3 2 陶蓄 2

他含層 * e 2 7 12 11 3 2 25 ， l 

蝕含層 ◎ e 2 7 4 6 

SD247 * e 2 8 8 4 2 14 163 5 1 

SD247 ◎ e 2 8 3 13 1 29 8 12 2 1 

且含層 * e 2 8 14 2 12 2 13 I 

己含I曽 ▲ e 2 9 3 6 6 3 1 14 1 4 1 z 
虚含層 ◎ e 3 0 2 

tab. 13 B 7区出土土器の計測結果(1)
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SD 3 1 4 * f 1 7 1 1 5 

SD 3 1 4 ◎ f 1 7 7 
包含層 * f I 7 I I 12 
包含層 ◎ f 1 7 3 

包含層 * f 1 9 1 2 1 2 l 

低含層 * f 2 0 6 1 16 5 

包含層 ◎ f 2 0 3 3 

SD 2 9 5 * f 2 l 1 2 6 I 

SD 2 9 5 ◎ f 2 1 12 4 12 4 

S Z 3 0 4 * f 2 1 42 8 16 6 

S Z 3 0 4 ◎ f 2 1 2 ， 
包含層 * f 2 1 22 27 6 2 4 54 1 6 1 I 

蝕含層 OJ f 2 1 4 5 6 3 24 

SD295 * f 2 2 97 27 40 5 7 19 2 5 1 I 

SD 2 9 5 ◎ f 2 2 19 6 2 2 

SK303 * f 2 2 58 ， 6 1 

SK303 ◎ f 2 2 ー8
SK 3 1 0 * f 2 2 106 II 13 11 2 

SK 3 1 0 ◎ f 2 2 52 ， 7 
SK 3 1 1 * f 2 2 13 8 4 3 1 12 

SK 3 1 1 ◎ f 2 2 12 
S Z 2 9 9 * f 2 2 112 29 29 3 8 10 2 2 
ピット ◎ f 2 2 ， 3 16 
他含層 * f 2 2 172 22 52 3 18 74 2 8 1 l 
包含隊 ◎ f 2 2 14 12 26 12 41 2 5 

SK 3 0 I * f 2 3 73 49 22 5 5 18 I 1 

SK 3 0 1 ◎ f 2 3 7 12 

SK 2 9 0 * f 2 3 333 66 113 24 10 I 1 I 1 1 

SK 2 9 0 ◎ f 2 3 36 7 3 24 3 6 4 l 
ピット ◎ f 2 3 3 10 1 

但含層 * f 2 3 140 46 58 3 1 3 28 10 1 I 

他含層 <i5I f 2 3 11 7 12 10 22 2 2 

SD 2 7 9 * f 2 4 78 29 17 3 ， 45 10 

SD279 ◎ f 2 4 19 12 5 2 10 24 

SK 2 8 l * f 2 4 18 4 15 2 3 4 I 

SK 2 8 1 ◎ f 2 4 23 ， 28 8 1 5 
S Z 3 5 6 * f 2 4 25 5 10 4 I 6 I 

S Z 3 5 6 ◎ f 2 4 6 3 
ピット ◎ f 2 4 3 17 15 

且含I曽 * f 2 4 97 32 50 8 21 28 2 25 I 2 

包含層 D f 2 4 26 18 6 2 37 7 16 2 7 

SD249 * f 2 5 21 19 3 3 6 27 6 6 2 

SD249 ◎ f 2 5 6 15 8 5 5 5 I 1 

低含I曽 * f 2 5 32 13 12 2 26 1 1 

包ぐ含層 (OJ f 2 5 4 2 1 4 

SD249 * f 2 6 15 6 3 3 3 22 2 8 I 

SD249 * f 2 7 4 3 4 3 3 17 3 

SD249 ◎ f 2 7 4 18 12 12 2 

位含層 * f 2 7 7 13 6 3 52 3 12 1 1 

包含層 ◎ f 2 7 7 
SD247 * f 2 8 4 31 4 10 2 19 320 1 77 18 1 1 2 

SD 2 1 7 ◎ f 2 8 5 40 2 7 13 144 26 52 13 ， 4 4 4 2 2 

包含嗜 f 2 8 6 31 1 4 4 20 11 l 3 
ヒット ◎ f 2 9 19 
包含層 ▲ f 2 9 6 12 7 I 2 2 2 3 4 

包含層 * f 3 0 2 ， 2 2 4 3 1 
SK 3 7 5 * f 3 0 1 I 
低含層 * f 3 1 6 3 1 11 8 I 
己含層 CO! f31 ， 18 
']令属 * f 3 2 2 2 4 2 3 1 

SD 3 1 4 * 11 1 7 4 14 2 4 28 3 

SD 3 1 4 ≪5l " 1 7 3 44 4 

SD 3 1 4 ＊り 18 I 12 
邑含層 * " 1 9 1 2 

S Z 2 7 4 *'1 2 0 1 2 

包含層 * g 2 0 1 32 11 6 1 ， 46 5 2 I 
他含層 ◎ "2 0 5 12 12 

SD250 * g 2 1 103 80 28 42 20 56 8 1 6 

SD250 ◎ ll'2 I 19 16 I 3 22 4 7 
SD 2 9 5 * g 2 l 14 16 3 6 4 1 1 I 1 

SD295 ◎ " 2 1 3 

笠含層 * g 2 1 54 86 20 44 7 23 130 20 46 2 I 
包含属 ◎ "2 1 5 17 1 4 3 12 

SK 3 0 5 * g 2 2 2 15 2 I 

SK 3 0 5 ◎ "2 2 12 12 

SK306 * g 2 2 8 ， 5 3 1 3 l 

SK306 ◎ "2 2 4 

S Z 3 0 7 * g 2 2 1 10 3 I 3 

包含層 * g 2 2 58 88 15 14 ， 16 3 22 1 2 2 
勾含屈 (OJ g 2 2 5 6 
SK 2 4 2 * g 2 3 37 50 3 7 3 ， I 3 3 
SK 2 6 7 * I! 2 3 35 38 7 11 1 I 16 I 2 2 
ピット ◎ g 2 3 11 
蝕含層 * I! 2 3 242 121 89 39 7 72 2 2 2 5 2 5 
包含閾 tiJ "2 3 14 16 2 2 

SD 2 7 9 * g 2 4 178 100 58 24 2 15 71 16 3 I 2 
SD279 ◎ g 2 4 106 18 7 3 5 29 5 15 3 12 4 2 5 

SK 2 8 1 * ll 2 4 453 301 209 38 6 16 2 17 4 2 1 

SK 2 8 1 ◎ g 2 4 291 7 139 59 2 6 16 17 1 1 
SK282 * "2 4 369 74 188 3 7 12 8 5 1 1 1 
SK282 ◎ g 2 4 576 32 98 31 ， 2 5 37 42 2 4 11 II 
S Z 2 8 3 * i,: 2 4 16 2 13 1 

S Z 3 0 8 * g 2 4 248 66 61 6 1 " 2 
S Z 3 0 8 ◎ I! 2 4 42 62 10 14 24 5 

S Z 3 5 6 * g 2 4 7 ， 2 5 
ビット ◎ o: 2 4 29 12 ， 
位勾含含層層 * g 2 4 191 173 67 ， 2 7 21 6 2 l l 

◎ "2 4 39 3 3 2 3 4 12 3 
S Z 2 8 3 * 1! 2 5 157 12 44 2 6 6 3 
S Z 2 8 3 ◎ "2 5 60 16 12 29 16 3 12 5 l 8 
SK294 * g 2 5 16 15 7 1 
SK 2 9 4 ◎ o: 2 5 3 4 6 3 
ピット ◎ g 2 5 15 8 36 2 11 43 2 1 

包含屑 * "2 5 99 48 35 2 12 ， 4 6 
包含層 OJ "2 5 20 25 12 3 32 2 12 12 4 
諷含層 * g 2 6 ， 17 JO I 4 18 5 3 2 I 
低含層 0 "2 6 16 16 6 7 
SK 1 9 1 * "2 7 51 67 l 21 3 11 2 3 
SK 1 9 1 ◎ g 2 7 22 II 10 3 6 
ピット ◎ g 2 7 22 7 10 12 
包含層 * g 2 7 21 47 ， 13 1 6 5 42 4 
Ie1.含層 ID).,27 12 
SD 2 4 7 * 11'. 2 8 10 67 31 3 3 2 1 28 178 10 60 27 2 
SD 2 4 7 ◎ g28 31 ， 6 8 17 90 4 34 6 4 ， 1 6 

tab. 14 B 7区出土土器の計測結果(2)
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SD248 * ll 2 8 4 19 5 I 19 106 5 16 4 
S0248 ◎ 1< 2 8 4 2 51 2 4 1 2 
句念障 11 2 8 6 33 4 4 16 114 5 2 1 4 2 
SD248 * "2 9 1 1 23 15 4 1 

SD248 c1129 4 2 37 2 2 I 
句会臨 * "2 9 2 4 4 2 I 37 10 3 
SD258 * ll 3 0 6 2 17 65 8 7 1 1 1 
SD258 ◎ g 3 0 15 47 136 4 4 3 7 4 2 4 
S Z 2 7 7 * .r 3 0 1 1 2 
包含層 * ii: 3 0 8 10 1 ， 47 2 I 
令J命障 ◎ I! 3 0 4 30 I 6 2 2 
S0258 * g 3 1 8 20 1 1 26 122 10 42 2 1 
SD258 ◎ ll 3 1 25 17 17 118 36 55 4 
ピット ◎ g 3 1 1 ， 
包含層 * ll 3 1 3 ， 2 1 3 33 2 
包含層 ◎ "3 1 1 

SD258 * ,:,: 3 2 1 27 2 3 12 63 ， 10 4 

S0258 OJ u 3 2 23 12 6 ， 24 12 12 1 2 3 
SD 3 1 4 * h 1 7 1 4 3 60 
SD 3 1 4 (O)hl7 4 12 
FりtエCl華 * h 1 9 10 8 3 3 ， 
S2274 * h 2 0 1 6 
SD252 * h 2 0 15 32 22 ， 12 3 
SD252 ◎ h 2 0 4 3 12 
包含層 * h 2 0 11 56 8 11 49 7 20 
句会臨 OJ h 2 0 21 4 
S0250 * h 2 1 170 206 69 11 41 77 15 14 6 

S0250 ◎ h 2 1 45 10 12 37 12 12 3 6 2 
ピット ◎ h 2 1 11 
包含層 * h 2 1 26 76 16 1 8 15 54 5 11 5 
句名障 ◎ h 2 1 12 21 12 7 24 1 2 

SD250 ◎ h 2 2 2 4 
SK254 * h 2 2 5 18 I 1 1 I 
S Z 2 7 5 * h 2 2 2 2 1 
ピット ◎ h 2 2 2 8 
包含層 * h 2 2 55 95 27 10 3 12 43 5 2 3 1 1 1 
句念厖 ◎ h 2 2 12 12 10 12 5 
S Z 2 8 0 * h 2 3 25 56 8 1 1 3 3 5 1 I 1 

SK 2 4 1 * h 2 3 13 3 1 6 3 6 1 

SK242 * h 2 3 14 5 6 6 3 3 10 3 1 

SK267 * h 2 3 39 17 17 ， 3 6 5 
SK267 ◎ h 2 3 3 2 
S Z 2 7 1 * h 2 3 26 17 ， I I 3 1 

S Z 2 7 2 * h 2 3 1 I 4 I 2 1 

S Z 2 7 2 ◎ h 2 3 1 

S Z 2 9 1 * h 2 3 84 19 1 53 2 1 

S Z 2 9 1 ◎ h 2 3 46 10 II 
ピット ◎ h 2 3 4 14 2 11 1 

包含層 * h 2 3 199 51 79 12 8 38 5 6 1 2 2 3 
句．合厖 ◎ h 2 3 4 13 12 1 2 
SD 2 3 1 * h 2 4 418 169 112 14 2 31 152 ， 2 2 1 I 
SD231 ◎ h 2 4 59 15 7 13 8 3 14 36 ， 2 5 
SK269 * h 2 4 18 13 1 1 3 
SK 3 1 6 * h 2 4 235 20 54 5 4 4 I 
SK 3 1 6 ◎ h 2 4 38 21 12 
S K3 1 7 * h 2 4 28 2 10 l 
S2268 * h 2 4 16 2 2 
S Z 2 9 1 * h 2 4 377 85 1 159 7 2 12 
S Z 2 9 1 ◎ h 2 4 296 36 35 195 2 ， 42 12 12 3 
ビット ◎ h 2 4 28 10 l 
包含層 * h 2 4 140 51 .. 49 24 13 11 6 4 4 3 2 3 
旬含層 /f5J h 2 4 13 8 5 6 
SK219 * h 2 5 13 18 3 7 1 12 
SK220 * h 2 5 15 14 I 1 4 2 
SK220 ◎ h 2 5 5 3 
SK223 * h 2 5 73 41 16 2 3 4 1 2 
SK223 ◎ h 2 5 30 2 2 1 
SK224 * h 2 5 154 79 44 3 1 I 1 
SK224 ◎ h 2 5 29 17 14 3 
SK238 * h 2 5 8 4 3 2 ， 
ピット ◎ h 2 5 7 3 3 

包勺否含層 * h 2 5 70 60 36 3 2 4 60 1 1 1 4 1 
0 h 2 5 27 5 3 12 11 12 2 

SK240 * h 2 6 
， 6 12 1 

SK 2 1 5 * h 2 6 3 2 
SK215 ◎ h 2 6 12 ， 6 6 
S Z 2 3 6 * h 2 6 30 55 2 24 I 
S Z 2 3 6 ◎ h 2 6 3 3 
SZ239 * h 2 6 12 18 5 1 
SZ239 ◎ h 2 6 10 2 4 14 
ピット ◎ h 2 6 6 20 1 4 
包含層 * h 2 6 78 63 5 49 6 16 39 1 12 
句会臨 1/JJ h 2 6 5 10 7 2 
SK191 ◎ h 2 7 14 8 3 4 5 1 
SK 1 9 3 * h 2 7 2 ， 2 1 
ビット ◎ h 2 7 3 16 10 
句合臨 ▲ h 2 7 42 15 3 I 2 1 13 3 1 1 
SD 1 9 9 * h 2 8 10 1 
S0199 ◎ h 2 8 27 12 12 4 6 1 12 4 
S0203 * h 2 8 1 8 17 1 1 11 58 ， 1 
SD203 ◎ h 2 8 4 24 3 8 13 32 48 2 2 

包包立含壁層
* h 2 8 27 15 10 10 3 24 1 I 
◎ h 2 8 1 5 24 2 12 2 1 

ビット ◎ h 2 8 3 6 1 
?J. 宮／函 ▲ h 2 9 3 2 2 5 11 5 15 1 2 I 
"」-,,.-,., * h 3 0 1 3 
"?J",', 疇 coi h 3 1 7 12 
SD314 * i l 7 14 23 8 2 36 2 
句合臨 * i 1 9 1 

SD252 * i 2 0 29 27 14 I 4 48 2 1 1 

SD252 ◎ i 2 0 12 15 3 4 36 15 28 
SD257 ◎ i 2 0 7 2 5 
句会廣 * i 2 0 69 21 2 53 1 6 101 2 ， 3 2 1 
S Z 2 5 5 * i 2 1 3 6 4 1 
S Z 2 5 5 ◎ i 2 1 46 12 12 
S Z 3 4 6 * i 2 1 18 6 4 
5D250 * i 2 1 700 206 150 7 40 llS 8 14 I 
SD250 ◎ i 2 1 112 75 42 38 II 93 30 44 2 13 12 3 3 1 
SD295 * i 2 1 10 12 8 1 1 12 
SD295 ◎ i 2 1 25 10 4 12 5 

包句含合層脇 * i 2 1 62 89 39 4 2 15 59 2 12 1 3 
◎ i 2 1 10 ， 15 4 ， 2 

SE256 * i 2 2 158 269 146 52 28 132 264 25 86 1 1 2 1 13 3 5 4 1 4 
SE 2 5 6 ◎ i 2 2 28 12 2 10 52 18 44 7 1 1 

tab.15 B7区出土土器の計測結果(3)
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S Z 2 5 3 * i 2 2 3 18 1 5 1 

S Z 2 5 3 ◎ i 2 2 2 12 13 
ピット ◎ i 2 2 4 
包含層 * i 2 2 56 120 31 2 15 51 8 12 5 1 
句会厖 6J i 2 2 31 23 4 2 1 2 

SK260 * i 2 3 30 22 15 4 3 2 3 
SK 3 1 9 * i 2 3 21 16 14 5 1 1 

S Z 2 4 3 * i 2 3 3 1 3 1 

S Z 2 6 1 * i 2 3 2 3 2 

S Z 2 6 1 ◎ i 2 3 2 

S Z 2 9 1 * i 2 3 341 123 172 6 12 40 2 4 1 

S Z 2 9 1 ◎ i 2 3 293 12 122 37 2 3 28 10 18 1 3 

ピット ◎ i 2 3 20 1 4 

包包含含層層 * i 2 3 154 110 58 11 12 60 2 3 2 

◎ i 2 3 6 I 24 12 

SD 2 3 1 * i 2 4 686 184 199 46 13 47 148 3 I 1 5 
SD 2 3 1 ◎ i 2 4 202 18 29 56 4 18 48 3 6 3 3 4 

SK 3 1 5 * i 2 4 220 83 136 26 3 6 
SK 3 1 5 ◎ i 2 4 307 13 144 23 26 37 59 12 12 6 6 

SK 3 1 8 * i 2 4 177 54 29 3 1 5 2 1 

SK 3 1 8 ◎ i 2 4 JO 5 8 
S Z 2 9 1 * i 2 4 1039 329 408 46 I 26 60 5 1 1 3 3 
S Z 2 9 1 ◎ i 2 4 850 63 164 86 1 33 89 12 12 1 12 1 
ビット ◎ i 2 4 12 
包含層 * i 2 4 74 45 45 2 7 3 1 
句会層 OJ i 2 4 10 7 14 7 10 4 2 

SE233 * i 2 5 119 228 79 49 17 79 245 10 g 2 1 10 1 

SE233 ◎ i 2 5 211 12 ， 60 31 40 26 33 1 4 18 4 12 I 11 1 8 

SK232 * i 2 5 14 46 7 14 8 10 46 1 

SK232 ◎ i 2 5 16 ， 12 
包包含含層層 * i 2 5 58 31 24 12 5 14 75 2 I 

(O)i25 21 
SZ235 * i 2 6 80 79 42 1 6 6 20 7 12 1 I 1 1 

SZ235 ◎ i 2 6 6 24 5 4 

SK 2 2 1 * i 2 6 14 18 7 6 1 

SK 2 2 1 ◎ i 2 6 5 2 2 4 

SK228 ◎ i 2 6 21 
S Z 2 3 4 * i 2 6 221 184 1 70 33 10 15 1 3 3 
S Z 2 3 4 ◎ i 2 6 74 12 25 46 2 ， 
SK222 * i 2 6 19 2 2 1 
ピット ◎ i 2 6 10 28 26 39 5 4 5 5 

包含層 * i 2 6 55 56 1 22 1 12 12 32 7 6 1 I 2 2 1 
句合臨 ◎ i 2 6 5 18 2 5 2 2 3 

SK192 * i 2 7 4 6 10 12 1 2 4 2 
SK192 ◎ i 2 7 3 2 
SK194 * i 2 7 3 17 11 I I 3 2 2 

SK194 ◎ i 2 7 12 12 21 4 3 12 2 
SF!95 * i 2 7 4 1 1 

SF195 ◎ i 2 7 12 

SK201 * i 2 7 19 24 3 5 l JO 6 6 1 2 

SK202 * i 2 7 7 19 1 5 1 l 1 

SK202 ◎ i 2 7 12 5 2 

ピット ◎ i 2 7 19 1 

包含層 * i 2 7 25 40 7 4 5 15 12 6 1 
句会饂 tJJ i27 ， 1 2 4 I 

S Z 2 0 6 * i 2 8 6 5 4 12 
SD199 * i 2 8 12 8 4 4 3 
SD199 ◎ i 2 8 ， 3 12 

SZ200 * i 2 8 6 
ピット ◎ i 2 8 11 2 4 12 12 12 2 3 I 陶蓋10

包含層 * i 2 8 41 33 21 4 2 14 27 12 12 I I 1 3 
句会涵 1Di28 18 1 4 2 3 

包ビ否ッ層ト
◎ i 2 9 8 3 7 12 

* i 2 9 34 64 8 2 5 20 58 1 41 1 2 1 
句合雇 ll5l i 2 9 2 6 3 
S Z 2 1 4 * i 3 0 5 3 I 
ピット ◎ i30 2 
i句会逗 ... i 3 0 6 16 11 6 4 5 6 34 3 2 4 12 

SK278 * i 3 1 51 12 
句合厖 ▲ i 3 1 3 12 10 4 2 4 1 1 1 3 3 
I包含層 * i 3 2 I 2 3 
SD369 * i 3 3 2 4 5 1 

SD369 ◎ i 3 3 4 
包含層 * i 3 3 3 

SD 3 1 4 ＊ 1 7 1 4 
SE320 ＊ 1 8 ， 7 3 8 10 2 2 

SE320 ◎ 1 8 7 3 4 18 1 

SD 3 1 4 ＊ 1 8 5 14 3 4 

SD 3 1 4 ◎ 1 8 5 
包含層 ＊ 1 8 1 6 I 3 
SD244 ＊ 1 9 6 2 
SK312 ＊ I 9 6 4 2 3 12 1 5 1 

包含層 ＊ I 9 35 29 ， 2 25 6 
S0244 ＊ 2 0 53 24 17 3 I 
S0244 ◎ 2 0 3 
S Z 3 1 3 ＊ 2 0 12 2 

~ 句会臨
＊ 2 0 75 39 19 4 24 I 17 2 

゜
2 0 2 

S0244 ＊ 2 1 1 I 15 2 

S0244 ◎ 2 1 l 4 
SK245 ＊ 2 1 97 IO 27 I 
SK245 ◎ 2 1 99 12 21 2 8 16 8 12 3 12 4 4 

S Z 2 4 6 ＊ 2 1 3 5 3 l 

S Z 2 7 3 ＊ 2 1 ， 6 5 4 
SZ273 ◎ 2 1 ， 12 
包含層 ＊ 2 1 134 66 50 2 15 48 6 25 1 1 4 2 
冷］会國

゜
2 1 2 3 

S2246 ＊ 2 2 10 6 4 I I 2 1 
S Z 2 5 1 ＊ 2 2 1 6 
S Z 2 5 1 ◎ 2 2 ， 
鉱包含含層層

＊ 2 2 70 31 19 10 68 4 6 1 
◎ 2 2 8 11 5 陶蓋2

S Z 2 5 9 ＊ 2 3 4 3 1 I 1 

SZ259 ◎ 2 3 1 

S Z 2 9 1 ＊ 2 3 371 104 89 2 6 4 ， 1 
ピット ◎ 2 3 4 4 12 2 

饂句含層
＊ 2 3 62 54 18 1 15 7 3 2 l 1 

゜
2 3 7 4 3 4 2 6 

SD 2 3 1 ＊ 2 4 14 10 7 12 2 52 I 1 3 
SD 2 3 1 ◎ 2 4 12 4 14 2 6 11 12 
S Z 2 9 1 ＊ 2 4 366 119 86 5 8 I 3 1 1 
S Z 2 9 1 ◎ 2 4 11 20 
包含層 ＊ 2 4 32 2 15 31 6 
包含層 ◎ 2 4 12 6 4 I 

tab.16 87区出土土器の計測結果(4)
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SK229 ＊ 2 5 1 1 

S Z 2 3 0 ＊ 2 5 4 1 
ピット ◎ 2 5 12 12 
包含層 ＊ 2 5 3 5 7 20 1 

SK198 ＊ 2 6 33 25 I 7 13 43 2 1 

SK198 ◎ 2 6 17 6 31 12 12 1 

SK228 ＊ 2 6 39 61 8 8 8 12 

SK228 ◎ 2 6 28 23 28 12 12 1 

SK 2 3 7 ＊ 2 6 7 12 
SK 2 3 7 ◎ 2 6 20 1 
SK 2 2 7 ＊ 2 6 22 27 7 3 2 
SK 2 2 7 ◎ 2 6 4 3 7 3 24 6 

SK226 ＊ 2 6 2 7 1 1 
SD225 ＊ 2 6 32 42 ， 2 1 

S0225 ◎ 2 6 7 4 
ピット ◎ 2 6 4 3 8 4 2 32 1 

包含層 ＊ 2 6 22 48 21 6 22 57 I 19 6 1 
句合廣 ◎ 2 6 12 14 25 2 32 4 4 

SK 1 9 8 ＊ 2 7 3 ， 1 2 I 

SK 1 9 8 ◎ 2 7 10 12 l 

SK204 ◎ 2 7 3 1 7 15 36 1 1 

SK 2 1 0 ＊ 2 7 3 3 1 

SK 2 l 0 ◎ 2 7 3 
SD196 ＊ 2 7 1 5 I 
ピット ◎ 2 7 6 5 12 10 2 

但包含含層層
＊ 2 7 12 41 11 2 5 8 30 5 5 3 2 

◎ 2 7 3 
SD 1 9 9 ◎ 2 8 4 6 
SK197 ＊ 2 8 35 2 13 6 11 6 1 

SK197 ◎ 2 8 2 11 4 

SK208 ＊ 2 8 5 3 2 2 3 
SK208 ◎ 2 8 19 8 
SK209 ＊ 2 8 6 28 16 8 2 ， 3 10 1 
S Z 2 0 7 ＊ 2 8 5 2 
ピット ◎ 2 8 22 4 3 5 1 1 18 12 2 2 

包含層 ＊ 2 8 24 36 5 10 2 5 19 39 2 15 I 1 

包含層 Id 2 8 18 2 3 

SK205 ◎ 2 9 45 14 
SK 2 1 1 ＊ 2 9 3 52 10 1 21 62 6 4 
SK 2 1 1 ◎ 2 9 5 3 
ピット ◎ 2 9 3 1 10 

包含層 ＊ 2 9 20 50 JO ， I 13 54 3 3 
句合臨 (OJ 2 9 12 1 

SK 2 1 3 ＊ 3 0 I 3 8 
SK 2 1 3 ◎ 3 0 1 

S Z 3 5 7 ＊ 3 0 3 3 2 3 
S Z 3 5 7 ◎ 3 0 3 
ピット ◎ 3 0 12 2 6 l 

包包含含層層
＊ 3 0 ， 28 5 5 31 3 1 
(0) 3 0 1 

SK 2 1 7 ＊ 3 1 I I 

包含層 ＊ 3 1 8 I 7 2 I 

絋含層 ≪5J 3 1 4 

SD369 ＊ 3 2 2 1 24 

SD369 ◎ 3 2 4 8 21 1 
ピット ◎ 3 2 l 
包合臨 ＊ 3 2 1 2 
包含噌 ＊ 3 3 3 7 
己含噌 * k 1 9 I I 1 4 1 
l包含層 * k 2 0 8 7 3 5 
S Z 3 5 5 * k 2 1 3 1 2 
包含層 * k 2 1 16 22 7 2 15 
S Z 3 5 4 * k 2 2 4 6 
包含層 * k 2 2 21 22 15 13 
句含層 cE5! k 2 2 4 8 6 12 
S Z 3 5 3 * k 2 3 7 3 2 1 2 1 
句会暦 * k 2 3 6 10 2 3 
五百I曽 * k 2 4 12 4 1 I 

S Z 3 5 2 * k 2 5 8 8 3 I 4 3 
包含層 * k 2 5 8 ， 8 6 1 6 10 3 1 1 

SK228 * k Z 6 4 32 10 4 1 11 36 11 1 

S Z 3 5 1 * k 2 6 10 11 3 8 4 
ピット ◎ k 2 6 6 11 
包含層 * k 2 6 20 6 3 6 
且含層 ◎ k 2 6 5 
SK 2 0 4 * k 2 7 7 16 6 2 6 6 I 1 1 2 
SK204 ◎ k 2 7 3 2 2 8 3 6 
ピット ◎ k 2 7 3 1 7 
包含層 ▲ k 2 7 7 24 5 2 16 2 6 

SD 1 9 9 * k 2 8 2 2 1 
SK 2 1 6 * k 2 8 1 I 2 
SK 2 1 6 ◎ k 2 8 3 
SK205 * k 2 8 3 7 2 3 5 
S Z 3 4 7 * k 2 8 1 5 1 6 I 3 1 1 2 

S Z 3 4 8 * k 2 8 3 25 2 12 1 6 3 I 

S Z 3 4 8 ◎ k 2 8 13 3 5 6 
ピット ◎ k 2 8 ， l 

包含層 * k 2 8 6 24 6 6 18 10 44 10 3 7 1 
包含層 ◎ k 2 8 7 19 3 
S Z 3 6 l * k 2 9 6 21 8 8 24 4 6 1 
SK 2 1 2 * k 2 9 2 5 8 1 ， 20 3 21 1 4 
ピット ◎ k 2 9 12 2 3 
SK 2 1 2 * k 3 0 21 5 6 3 2 1 

SK 2 1 2 ◎ k 3 0 4 12 I ， 
ピット ◎ k 3 0 12 3 
包含層 * k 3 0 2 2 2 8 4 13 
SK 2 1 8 * k 3 1 3 2 
ピット ◎ k 3 1 12 
ピット ◎ X 3 1 2 

SD399 * w 2 7 1 1 24 
SD399 ◎ w27 12 
S0399 * w 2 8 3 4 62 3 1 

SD399 * w 2 9 2 2 1 48 1 

SD399 [)Jw29 8 24 
SD 4 1 2 * V 2 8 1 1 5 1 
SD 4 1 2 ≪5J V 2 8 12 
SD400 * V 3 0 3 4 l 1 
SD400 ◎ V 3 Q 2 1 12 
'-, fl'.,I ,1 7 * 7 / q l 

合 訂 18435 10370 398 6608 217 2985 295 2317 8915 1343 2552 32 93 99 131 67 493 28 39 70 169 127 97 148 5 15 

゜tab. 17 B 7区出土土器の計測結果(5) 遺構名横の◎は実測図掲載分、＊は省略分、▲は 2者況合のものである
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c 調査区内での分布状況

次に、これらの土器群が調究区内でどのような分

布を示すのかを、いくつかの特徴的な器種器形につ

いて見てみる。 fig.139を参照していただきたい。

土師器小皿 b類 土師器小皿は、小皿 b (「て」

の字状口縁小皿）が突出している。しかも、 18,435

という数値は全ての土器類のなかでも他を凌ぐ量と

いえる。単純計算でも 18,435--:-12与 1,536個体分とな

り、当然完形品ばかりでは無いことを勘案すれば、

総量は2,000個体を越えていたものと考えてよかろう。

「京都系」と呼ばれるこのような土器の大量出土は、

当遺跡の極めて重要な特徴といえる。

土師器小皿 bの出土地を見ると、 SZ 291の位置す

る i24グリットが突出し、その西側にかけてと SD

250付近が最も顕著になっていることがわかる。 sz

291とSD250の間は、この遺構よりも新しい時期の

井戸 SE256の存在を加味するにしてもピットの集中

する居住域と評価できる。

貿易陶磁器類 上記土師器小皿との対比の意味

で、次に貿易陶磁器の状況を見る。出土地点として

は比較的ばらついてはいるものの、 gライン以東の

ピット集中箇所に比較的多いという傾向は読みとる

ことができる。それに対し、先述の土師器皿類の集

中部分ではさほどの出土量が無いことも指摘できよ

゜
、つ

土師器煮沸具類 上記 2者とさらに対比する意

味で、土師器煮沸具の状況を見る。土師器煮沸具は、

調査区全体にバラバラと出土している傾向にあるが、

大区画溝内からの出土が傾向的には多い。したがっ

て、建物跡周辺部という評価はできるのかも知れな

し'o

d 「居館」空間の評価

以上 3器種の分布状況を見てきた。出土遺物の状

況を大きく見ると、①偏在して集中するもの（土師

器小皿）、②散在しながらもまとまるもの（貿易陶磁

器・土師器煮沸具）、の 2者を見た。これを平面的な

分布状況から見れば、 a;遺物が集中する地点、 b;

一定量見られる地点、 C ; ほとんど見られない地点、

の3者を見出すことができる。

ここで注意したいのが、 cの遺物がほとんど見られ

ない地点である。これには、遺構の状況を見ると区

画溝に囲まれた部分と遺構の外縁部と呼べそうなと

ころとの 2種類ある。とくに、 SD247・258・400に

区画された部分については注意を要する。ここは確

認された遺構も少なく、遺構上面が削平されている

可能性も否定できないが、それにしても廃棄土坑の

欠如は明白である。これは、遺跡外縁部であるため

に生じたものではなく、区画の中であるからこそ見

られる現象と評価できないであろうか。すなわち、

遺物の投棄そのものが避けられた空間として見るの

が妥当かと思われる。

このような空間は、積極的に評価すれば前述した

土師器皿類大量投棄場所の対照として用いることも

可能であろう。土師器皿類の大量投棄という現象に

ついては、平安京 (IQ) のほか各地の都市遺跡で確認さ

れており、その消費形態から饗宴の可能性が藤原良

章氏らによって指摘されている (II) 。このような大最

投棄遺構の分析は各地で進展している (12)が、今後は

一定空間内でのどのような地点に求められるのかを

追求していく必要があろう。小稿でもこの問題につ

いての定見は今のところ持ち得ないものの、大量投

棄地点については、当遺跡の状況からは主要な建物

の脇、あるいは中心的空間内とするよりは、厨房そ

の他の付属的建物の脇と見る可能性を考えたい。

3 特徴的な遺構と遺物

B5~7 区では、この時期の遺構群を考えるうえ

で、特徴的で重要な遺物がいくつか見られる。

a 生産遺構・遺物

鋳造・鍛造 生産に関連するものとして、まず、

鋳型と鉄滓がある。鋳型はピット内から 1点のみ出

土したにとどまり、小片であるために、何の鋳型か

までは分からない。しかし、遺構の状況から見て、

3期以前のものと考えられる。

鉄滓は、調査区内各地から小片で出土しているが、

量的には多くない (tab.19)。

以上の状況は、居館の一角で鋳造ないしは鍛造の

行われたことを示すものであるが、それに関した出

土遺物は少なく、恒常的なものではないことはいえ

よう。

焼土坑 SF195は、平面上は北側に開口したもので

ある。底に充満した炭の存在からも、何らかの焼成
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遺構の可能性が考えられ、あるいは土器

焼成も考える必要もある。ただし、遺構

内から焼成物を特定できるものは出土し

ていない。

b 付着物のある土器

ここで扱うのは、土師器甕鍋類に付着

した煤や炭化物のように、本来の目的で

使用された際に付着したと考えられる以

外のものである。

炭付着陶器椀 調壺区各地から、椀

内面を中心に多量の煤が付着している陶

器椀がいくつか出土している。付着物は、

かなり厚く付着しているものがあること

から、例えば紙のような無機質なもので

はなく、荏胡麻や松材のような、不完全

な燃焼状態によってはタール状に炭化物

の残るものではないかと思われる。

このような椀は、 SR337・321、 SD

330・399・ 24 7などの人工流路あるいは

大区画溝・堀に出土するものが目立つの

に対し、居住域にあるピットや包含層出

土のものは少ない。もちろん、この傾向

は見かけ上のものである可能性も捨てき

れない。

なお、 SR321を中心に見られる先端の

炭化した木片の出土が多く見られる。 S

R321では、後述のような葬送儀礼に伴う

と見られる木製品や形代の出土も顕著で

ある。想像を退しくすれば、形代の使用、

あるいは葬送儀礼に際して、このような

椀内面で何かを燃やすといった行為がな

されていることも考えられよう。

その他の付着物のある土器 その他

の付着物としては、墨．漆・紅・白色物

などの付着物が観察される。内面に墨が

付着しているもの (1814・2362) は、硯

として用いられたのであろう。

内面に漆の付着した土器 (752・2793な

ど）は、塗師＝漆塗布の職人の存在を思

わせる。 1812は紅の付着が見られ、 1216

グリット

a 2 9 
b 2 5 
b 2 7 
C 2 0 
C 2 2 
C 2 3 
C 2 4 
C 2 5 
C 2 6 
C 2 7 
C 2 8 
d 2 2 
d 2 3 
d 2 4 
d 2 5 
d 2 6 
d 2 7 
d 2 8 
e 1 3 
e 2 2 
e 2 3 
e 2 4 
e 2 5 
e 2 6 
e 2 7 
e 2 9 
e 3 0 
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f 2 4 
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f 2 9 
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には白色の付着物がある。化学分析を行っ fig. 18 B 5 ,...,_, 7区内出土貿易陶磁器類（グリット単位の破片数）
＊博多 (1984)分類を基準
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グリット 遺構ほか 鋳 型 輸羽口

b 2 5 包

C 2 8 SD247 1 

e 2 2 包 1 

e 3 0 包

f 2 5 SD249 

g 2 0 包

g 2 4 p i t 1 3 

h 2 0 SD252 

h 2 1 SD250 

h 2 9 包

h 3 1 包

i 2 0 SD252 

i 2 6 S Z 2 3 5 1 

i 2 6 包

i 2 8 包 1 

j 2 6 包

J 2 7 p i t 3 2 1 

j 2 8 SD  1 9 9 1 

k 2 6 p i t 4 

tab. 19 出土鋳鍛造関係遺物一覧

＊数字は出土した点数

鉱 滓

1 

1 

1 

1 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

1 

1 

1 

ていないので明確には言えないが、 1812は水銀朱の

可能性が高く、 1216は白粉であることも考えられる。

c 墨書土器

墨書土器は数点確認されており、いくつか興味深

いものがある。

花押 まず、花押を記したと考えられるのが677

と889である。ともに同一花押と考えられ、全体形を

三角形にするものである。 12世紀後葉から 13世紀前

葉頃のものであるが、史料中に同一花押を見出すこ

とはできなかったが、当時の流行花押形のひとつと

考えられる。醍醐寺領曽祢荘の在地荘官クラスの届

住域の一角と見られる上ノ庄宮ノ腰遺跡 (13) (三重県

三雲町）でも同一花押が 4点ほど出土している。当

遺跡の花押についても、遺構の状況から判断して上

ノ庄宮ノ腰遺跡と同様な評価ができる人物のもので

あろう。

なお、 2280も花押の可能性がある。これは、上述

のものとは別である。

田中 墨書で「田中」と書かれたものが 2点出

土している。筆跡から見て、同一人物によるものと
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考えられる。人名であろうか。なお、平成11年度に

行った第 3次調査では、奈良時代後半頃の土師器杯

に「田井」と書いたものが出土している。当遺跡周

辺における水田耕作に関連したものと考えることも

できる。

その他 1168の「口部」、 494の「ロロ」など、

興味あるものが見られるが、いずれも記載内容は不

明である。

d 木製品

人工流路 SR337およびSR321のほか、井戸 SE

233・320などからまとまった出土が見られた。この

うち、 SR337はSR321から流れ込んできたと考え

られる状況が層の状態から明白であり、両者はまと

めて考えることができる。

形代 S R321を中心に、刀・鏃・弓などの形代

が見られた。いずれも武器関連の形代であり、武士

関連の祭祀に関連すると考えられる。

塔婆 5点以上あり、そのうち五輪塔の形状を

写したものが 2点、方頭形をなすものが 2点ある。
（無）

前者には「南尤不動真言」の墨書が見られ、当時の

十仏あるいは十三仏信仰に伴うものであろう (14) 。出

上遺構と遺物の状態から 13世紀初頭より古いもので

あることは確実であり、極めて注目できる資料であ

る。

4 木棺墓 SX 329について

木棺墓 SX329は、大区画溝 SD331・314間で確認

されたもので、固辺からは同様な墓状遺構は確認さ

れていない。このことから、 SX329がいわば「屋敷

墓」状の単独墓であり、上記区画溝に囲まれた空間

がSX329の存在を意識したものと考えられる。

a 木棺墓の埋葬方法の復元

出土遺物の状況から、この木棺の状態と埋葬方法

を考えてみる。

(1)木棺の形態

S X329からは、幾種類もの釘が出士しているから

組合式で箱形の木棺墓と考えてよい。また、確認さ

れた人骨片のうち、歯が墓壊北部から出士している

ため、頭を北方向に向けて埋葬されたものと考えら

れる。火葬ではなく、いわゆる土葬であり、仰臥伸

展で埋葬された見てよかろう。



最も南から出士した大きめの釘 (2966) (fig.44・ 

45参照）が、木棺木口部分の蓋と側板とを接合する

ものと考えられる。この釘に残っていた木質の状況

からは、木口板の厚さは 6cmであったと考えられる。

また、遺構中央部に見られる「やとい釘 (2957・

2958)」かと思われるものを棺蓋を止めるものと考

えれば、棺蓋は縦方向に 2枚で構成されていたと考

えることができる。この「やとい釘」のうち、南端

のものと先述の墓壊最南部の釘との間が45cmである

ことから、木棺の長さは約160cm、内法は150cmほど

であったものと考えられる。横幅については、やは

り墓堀東西壁寄りから出土した釘の位置によって、

60cmほどであったと考えることができよう。木棺の

深さは、後述の釘隠しおよび釘2966の位置と人骨片

との関係から 35~40cmほどと考えられる。

以上によって、次のことが指摘できる。

①北枕で木棺内に埋葬された。

②土葬と考えられる。

③木棺は長さ 160cm、幅60cmほどで、内法は長さ

150cmほど、深さは35~40cmほどであった。

墓壊内上部からは釘隠しが 2点出土している。い

ずれも台座が花菱形をなす、装飾性のあるものであ

る。このうち 1点は調査中に認識が無いまま取り上

げてしまたが、もう一つの原位置を押さえたもの

(2956) よりは北部で、しかも 2956同様、墓堀西寄り

であったと記憶している。

釘隠しの存在は、棺の持ち手として利用されてい

たことを意味すると考えてよかろう。しかし、釘隠

し2956の出土位置が想定される木棺の側縦板の直上

付近であることと、棺中央の「やとい釘」の存在か

ら、扉を想定することはできない。そこで注目した

いのは、「やとい釘」に見られた木質の残存状況であ

る。木質の付着状況は、北部2958は西側、南部2957

は東側に厚く、両者が互い違いの状態であることが

わかる。このことから、 2958は西蓋板に、 2957は東

蓋板にそれぞれ固定（打ち込み）されていたもので、

対になる側の蓋板にはホゾ穴状の扶り込みが有った

と考えられる。さらに、木口板と蓋板とを止めたと

考えられた墓城最南部の釘2966に厚く木質が付着し
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ていることと合わせて考えると、次のようになる。

④蓋板は縦方向に 2枚用いられている。

⑤蓋板には、互い違いに「やとい釘」が打ち付け

られており、ホゾ穴状のものによって最終的に

固定された。

⑥蓋板には持ち手として装飾用の釘隠しが付けら

れており、可動式であった。

(2)副葬品の状況

副葬品は、墓城北部に集中している。小刀の東か

ら歯が確認された歯との位置関係から、平面的には

遺体頭部から胸部にかけて置かれていたと見てよい。

遺物の出土状態を見ると、 1252の青磁椀以外は全

て西側から中央に向けて滑り落ちた状態である。ま

た、確認できた人骨とは、全ての副葬品が位置的に

は同じかやや高い地点で出土している。このことか

ら考えても、これらの副葬品が木棺底に並べられて

いた可能性は低く、遺体直上かそれよりは上部に置

かれていたものが木棺の腐朽によって滑り落ちたも

のと考えることができる。

「やとい釘」との位置関係を見ると、いずれの副

葬品も「やとい釘」の下である。また、漆塗り小箱

2952の下からは、木棺を止めるのに用いたと考えら

れる小形の釘が出士している。白磁椀1251と青磁椀

1252以外の副葬品はいずれも接するように出土して

いることから、例えば棺上と棺内というように副葬

位置が異なっていたのではなく、ほぼ同一平面上に

並べられていたと考えてよい。位置関係から見ると、

白磁小皿1247・1250は重ねて置かれていたと考えら

れ、その西にあった小刀と漆塗り小箱がそれらを東

へ押し出すように重なったと考えられる。

漆塗り小箱は、木芯とはいえ非常に薄いものであ

り、木質が最終的に残存していたのは鏡部分のみで

ある。漆皮膜部分のみでの耐久度はほとんど期待で

きない。仮にこれが木棺上に置かれており、木棺が

腐朽した段階で棺内に滑り落ちたものとすると、木

棺蓋が腐朽する段階で当然漆小箱も同時に腐朽する

であろうから、形態をほぼ保った状態で出士したと

いう現象を説明できない。さらに小箱内部の鏡は、

傾いた側に寄っており、これは箱腐朽前にそのよう



な現象が生じたものと考えられる。ここで想定され

た木棺の厚みが 6cmほど見られることを勘案すれば、

その腐朽後も小箱が腐ることなく形を保っていたと

は考えられない。

注意したいのは、人骨そのものが棺東側に寄って

いることである。ということは、西側に必然的にス

ペースが生じる。それにもかかわらず、西側の副葬

品は中央へ向かって傾斜している状況が観察される

ので、西側の副葬品は何らかの台状のものに置かれ

ていた可能性を想定できる。そもそも出土遺物のう

ち、貿易陶磁器のような優秀な文物を裸で副葬する

ことの方が考えにくい。同様な状況は東側の青磁椀

1252についても想定できよう (15) 0 

以上のことから、副葬品の状態として、次のよう

に考える。

⑦副葬品は棺内に納められていた。

⑧副葬品は何らかの台の上に置かれていた。

埋葬状況の復元

以上①～⑧の状況を模式的に復元してみたのがfig.

140である。これに流路 SR321から出士した笹塔婆

類を立てれば、それ相応の雰囲気を醸し出すことが

できよう。

b 木棺墓の被葬者像

副葬品の内容に、被葬者像を直接示すような特別

なものは無い。したがって、いくつかの状況証拠を

揃えることによって、被葬者に迫るしかない。

まず、副葬品の中に見られる利器は腰刀である。

この腰刀は、掠部分が比較的良好に残っているもの

fig. 140 木棺墓埋葬状況想像図
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であり、小柄・絆櫃も明瞭に観察できる。いわゆる

刀の類を副葬することから見ると、この被葬者は男

性と考えてもよい。しかし、それを決定付けるもの

は無い。

次に、納められた副葬品が極めて豪華であること

を注意したい。白磁椀 l点、青磁椀 2点、白磁小皿

4点、藍鮫皮製漆塗の掠えを持つ腰刀 1点、漆塗り

小箱とそこに納められた方形鏡 1点、その他円形漆

塗り製品 1点という内容は、これまで三重県内はお

ろか、列島規模で見ても当該時期の例としては極め

て異例といえる豪華な内容である。

S X329と同様に多くの貿易陶磁器を副葬した墓と

して、三重県内では多度町宮地中世墓群 3号墓 (16)が

ある。ここからは、青磁椀 2点、青磁小皿 4点の出

土が見られる。中世墓に貿易陶磁器を副葬する例は

決して多くなく、そのなかでも多量に副葬する例は

極めて稀少であることを踏まえれば、雲出島貫遺跡

および宮地中世墓群の例が突出した例であることは

言うまでもない。

さて、木棺墓は当該時期の「居館」内に設けられ

たものであり、それと大いに関連する人物を想定す

ることができる。当遺跡は後述のように、嶋抜地内

とはいえ西隣の木造荘との関連から平氏の関与を想

定できる遺跡である。その点からも、宮地中世墓群

との比較は興味深い。というのは、宮地中世墓群は

多度神社および多度神宮寺と同一の丘陵裾部の一角

に造営されたものであり、竹内英昭氏も報文で触れ

ているとおり多度大社・神宮寺との関連が極めて注

意される事象である。

多度大社の当時における位置づけについては、高



橋昌明氏が明確な分析を行っている。高橋氏は、多

度大社について、それ自身が伊勢国における事実上

の一宮的性格を帯びており、隣接諸国からも厚い信

仰を受けている場であるとともに、伊勢平氏が密接

に関与していることを論述されている (17)。高橋氏は、

「伊勢平氏が多度神宮寺の檀越＝施主であったこと」

から、「多度神宮寺は伊勢平氏の氏寺であった」とし、

したがって「多度大社もまた氏社化していた」こと

を指摘している (18)。高橋氏の指摘に従えば、その内

部に設けられた宮地中世墓群の被葬者については、

神宮寺の僧侶ないしは多度大社の神官が想定され、

その中のかなり有力な人物を宮地 3号墓に想定する

ことができる。

このことを前提とすれば、雲出島貫遺跡 SX329は

宮地 3号墓、つまり伊勢平氏の氏寺を司ったであろ

う人物よりもさらに上位の人物を想定することがで

きる。具体的な人物名こそ特定できないが、以上の

ような想定は可能であろう。

d 雲出島貫遺跡における「居館」成立の背景

以上、今回確認された資料のなかで、主立ったも

のの特徴などを見てきた。これらによって抽出でき

る遺跡の主立った特徴を挙げる。

① 11世紀の中葉頃から出土遺物が急激に増加し、

その傾向は12世紀後葉まで続く。 13世紀に至ると

急速に衰退し、 13世紀中葉には廃絶する。

② 12世紀中葉頃には人工流路・大区画溝・堀など

によって大規模に区画され、城館様の状況をなす。

③ 上述の区画によって、居住域と墓域が区分され

ている。

④ 貿易陶磁器と漆塗りの小箱を副葬した墓があり、

隣接する人工流路内からは十仏信仰にかかわる笹

塔婆が出［している。

⑤ 人工流路内には、武器形の形代が見られる。

⑥ 出土土師器は京都系を中心に構成されており、

居住域ではとくに膨大な量が消費されている。

⑦ 貿易陶磁器類も多く、とくに広東系の椀類の充

実が顕著である。

⑧ 花押や「田中」と書かれた墨書土器が出土して

いる。

⑨ 鋳型の出土から、当地での鋳物師の活動が考え
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られる。

以上のことを総合すると、京都との結びつきを極

めて意識し、相対的に優秀な文物を収集でき、仏教

を信仰し、戦闘的である、といったような階層によ

る造作を当遺跡に求めることができる。そして、 11

~12世紀代までを中心としている点からすれば、そ

れは平氏の関与が想定できる。

では実際に当地に平氏の関与を見ることはできる

のであろうか。残念ながらそれを直接的に物語る資

料は無いが、いくつかの状況証拠を見ていこう。

まず、当地が津市雲出島貰地内であることを問題

としなければならない。文献史料上は、平氏関連の

所領としての島貰は存在していない。ここには最古

の神宮領である嶋抜御厨が存在していたわけで、ま

ず考慮されねばならないのは神宮との関連である。

この点で興味深いのは、当地における土器の状況で

ある。

後述する士器の様相からも知れるように、神宮と

密接に結びついている筈の南伊勢系統の土師器群が

ほとんど存在しない。南伊勢系統のものは、島貰F

1期から F3期までは極めて少なく、その圧倒的大

部分が京都系によって占められている。この状況は、

京都系を受容することによって南伊勢系統の土師器

群が駆逐されているとも表現できるものである。そ

の意味でも、ここでいう島貫F2~3 期の状況とは、

南伊勢方面との強いつながりは想定できない。

平氏と島貰の地とは、直接的な関連こそ明確では

ないものの、いくつかの有力な状況が見出される。

まず、 12世紀代後半代における神宮へと向かう公卿

勅使に対し、一志駅での饗応に当たったのは平信兼

である。一志駅については、近年の小林秀氏の史料

整理により現在の三雲町笠松から同町曽原間に存在

していたであろうことが想定されている (19)。平信兼

が一志郡を中心として所領を形成していたのは稲本

紀昭氏の検討によって明らかである (20) 0 

さて、当地近隣で平氏の関与した地とは、『久我家

文書』所収、安貞 3(1229)年 2月20日付、圃性（平光

盛）譲状案 (21) に、「木造ハ先祖越前守正度の領六七

代」と見え、「平家根本領」 (22) とされる。今回の調査

区は、津市雲出島貰町地内とはいいながらも、その

西端であり、わずか50mで久居市木造町域となる。



木造荘域は明確ではないものの、明治後期に措定さ

れた市町村制における桃園村は江戸時代の木造村を

包摂しており、現在の久居市木造町とほぼ同じとみ

てよい。この段階における村域が中世の段階におけ

る地域的結合としての荘域とよく合致している点は、

近隣では醍醐寺領曽祢荘域と旧米の庄村とがほぼ合

致している点に見られる。

ただ、そのような大枠で理解できる領域の境界線

が非常に微妙なことは田村憲美氏が明確に指摘して

いる (23) とおりである。田村氏の言を借りれば、歴史

的く所産＞としての「地域」の形成において、木造

荘の境界が東へ拡大した可能性は非常に高い。

この点で非常に輿味深いのは、『中右記』元永元

(1118)年 9月9日条に見られる次の記述である。

く史料＞

九日 早旦参院、召御前之次、祭主卿所進之島抜

御厨之文書案奏覧、大略輿皇后宮御領四至相違之由

申了、仰云、早遣使於地頭可被決欺（後略） (24) 

ここで言う「皇后宮領」については、同じ『中右

記』元永元年 9月11日条で「皇后宮長田庄」の記述

が示している。「長田」と付く荘園などは全国に23ヶ

所ほどあるが、元永元年当時に存在する可能性が最

も高いのは伊賀国所在の六条院領長田荘である。つ

まり、上記史料中に見える「皇后宮領」を六条院領

のことと見るのが、嶋抜御厨との関係からも最も理

解しやすいのである。このことから、上記史料は神

宮領嶋抜御厨と六条院領木造荘との領域が接してお

り、しかも木造荘が嶋抜御厨領内にくい込んでいる

ことを示していると考える。

では、当遺跡における人工流路および大区画溝

（堀）で囲続された空間はどう評価するべきであろう

か。筆教は、これを当時のいくつかの史料中に見ら

れる「堀之内」 (25) に相当するものであるとともに、

F4期に形成される大区画溝 SD231・249などの機

能は「城郭」に相当するものと見る。川合康氏は中

世城郭の起点について、交通遮断施設という意義を

重視する見解を提示している (26)。その視点から注目

できるのは、先述の小林秀氏によって史料整理され

た公卿勅使の饗応を平氏が担当し、一志駅家の整備

までも平氏が行っているという事実である。

公卿勅使は鈴鹿関（現在の鈴鹿郡関町）を経由し、
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安濃津近隣を経た後、雲出川を渡って一志駅へと至

るのであるが、当時の安濃津南部に存在した潟湖

（藤潟）の存在を考慮すれば、ルート上は藤潟西岸部、

すなわち現在の津市高茶屋付近を経由することにな

る。当時の公卿勅使ルートとしては雲出川の渡河が

1回であった (27) ことを考慮すれば、高茶屋経由後に

いくつかの雲出川分流の存在が想定される現在の雲

出本郷町方面へと至ることは考えられない。そうす

ると、物理的に公卿勅使の雲出川渡河地点は雲出島

貰地内でも現在の集落近隣でしかあり得ない。

一志駅での饗応とは、到着までの警備をも含める

ことを考慮すれば、まさにこのルート上といえる雲

出島貰遺跡が公卿勅使の渡河地点付近であり、雲出

川北岸の渡し場を押さえる機能を発揮する場として

今回検出した「居館」の持つ意義が評価できよう。

したがって、当遺跡の成立・存続時期および立地地

点の関係からも、当遺跡に対して平氏の無関与を想

定することはできないのである (28) 0 

このように、今回確認された中世移行期の「居館」

遺構は、当時の「堀之内」の状況、あるいは「城郭」

の状況を考察していく上で極めて重要な事例である

と考える。ここでは以上のような雑駁な指摘となっ

たが、今後充分な検討を行ってみたい。

なお、今回の調査区のすぐ西隣（木造町域）の字

名は「ごいで」と呼ばれる地である。かつては「五

由殿」や「五伊出」の字が充てられていた時期もあ

るが、現在では「五位殿」とされている。なぜこの

ような字が充てられているのかは分からないが、地

元での話によれば、「殿さんが居た」と伝えられてい

ると聞き及んでいる。もしもこの地名が「五位殿」

から来ているのであれば、この名称の由来が今回の

調査区で確認された居館に関連した可能性もあり、

今後充分な検討を要する問題である (29)。また、他に

も「御湯出」といった呼称からの転訛である可能性

もあり、そうすると水源地としての機能を考慮する

必要がある。いずれにしても興味深い地名と考えら

れる。



― 近世「島貫宿」と遺構・遺物

「島貫宿」と遺構の関係

A6・Bl区は近世参宮街道沿いに相当する。当

地は「雲出の宿」あるいは「島貫の宿」として、雲

出川渡河前の宿場町として機能していた場である。

著名な十返捨一九の「東海道中膝栗毛』 (30) では、弥

次・北八が「こんにゃく」の料理に使う石を食べて

しまうという場面が描かれている地でもある。「歴史

の道調査報告書』 (31) によれば、この周囲には津屋・

柏屋・京屋・大坂屋などの屋号が見られ、他地域の

近世都市との関連を窺わせるる。

調査区が道路（街道）に対して直交する細長いも

のであったため、街道沿いに展開する建物群の状況

は明確には把握できない。それでも、道路に面し、

間口の狭い建物の存在は確認された。また、道路側

の建物に対し、奥側にはゴミ捨て穴を中心とした土

坑が数多く存在することが確認できている。

2 出土遺物の状況

土器類では、いわゆる手捏ね成形による土師器1IIl

類が18世紀まで伝統的に用いられており、しかもそ

れらはほぽ南伊勢系で構成されていることが確認で

きた。前年度に検出した16世紀代の遺構（溝SD1・ 

土坑 SKl7など）においても、中北勢系の土師器皿

類は南伊勢系に比べると少なく、 17世紀初頭前後頃

には中北勢系の土師器皿類の生産が終焉している可

能性が出てきた。

土師器煮沸具では、南伊勢系の焙烙類が圧倒的に

多いが、瓦質を呈する焙烙も見られる。この瓦質焙

烙は鍔を持ち、口縁部に焼成前の円孔を持つもので

おわり

以上、今回調査した範囲を中心として、幾ばくか

の検討を加えてきた。とくに11世紀から 13世紀にか

けての中世移行期の時期については、小文では検討

し尽くせない豊富な内容である。また、それ以外の
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ある。完全なかたちのものが無い状況ではあるが、

おそらくは 2個 l対で都合 4個の円孔を開けるもの

であろう。この特徴は中世の中北勢系羽釜形土器に

共通するものである。予察でしかないが、 16世紀末

あるいは17世紀代のどこかで中北勢系羽釜の製作者

が瓦質焙烙の製作へと転換した可能性もある。今後

注意して観察したい点である。

このように、わずかな資料とはいえ、 16世紀末か

ら17世紀代うちのどこかの時点で、中世後期には一

定量の生産が認められた中北勢系土師器の動向が変

化しているらしいことが認識できたことは重要であ

る。勿論この背景には中北勢系の土器の流通に関わ

る商業的背景も見ていく必要があり、今後の資料蓄

積が必要といえる。

陶器では、常滑産あるいは瀬戸産のもので占めら

れており、少量の伊賀信楽系を含む。磁器類は、波

佐見系を中心として、少量の瀬戸系あるいは有田産

のものがある。際だった高級品といえるものは無い。

街道沿いの宿場町の状況としては通常といえるので

あろうか (32)。

近世遺跡そのものの調査事例が伊勢では数少なく、

その中で街道沿いの宿場町の調査事例となれば、伊

勢別街道沿いの窪田宿（津市・六大B遺跡） (33) や関

宿（関町）がある程度である。近世街道の道程は、

中世以前とは異なっている場合も多々ある。現在ま

でつながる道路大系の基礎として近世の街道と宿場

町は存在しており、現在の道路状況を現代的に考察

する基礎としても、近世遺跡の調壺事例累積が望ま

れる。

に

時期の問題に関しても、非常に興味深い内容がある。

調査は1999年度に第 3次調査を行っており、その成

果をも踏まえて今後検討を行っていきたい。
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(27) 『江家次第』巻第12 神事伊勢公卿勅使（「神道大系」朝儀祭祀紺4)に、

鈴鹿駅を出た公卿勅使が「渡鈴川二、渡安濃川三瀬、渡雲出川」という道程で一

志駅へと至っていたことが知れる。この記述から、鈴鹿駅ー一志駅間に鈴鹿川を

2同、安濃川を 3回、雲出川を 1回、それぞれ渡河していたことが知れる。なお、

このことについては拙稿 I中世安濃津の交通路と物流」（「織豊期の政治構造』吉

川弘文館 2000年）で検討している。

(28) この問題については、稿を改めて検討する予定である。

(29) 「五位」の呼称に関して注意されるのは、高橋昌明氏が指摘している「五

位以上郎等」である。裔橋氏は彼等を「通常の郎等とはちがって、前某国守など

ど共に受領予備軍を形成し、国司遥任制度の展開の中で、その卓越した事務・行

政・軍事能力をもって地方政治の実際を背負うそのような受領の代理人的なパー

トナーと規定」できるとする（高橋前掲註(11)文献下、 p25)。高橋氏の論にもある

とおり、受領（国司）遥任前の伊勢平氏においても、当然想定できるものであり、

そのような場として当地を見ることも可能である。ただし、あくまでも当地が

「五位」殿であった場合の話である。

(30)『東海道中膝栗毛」（古典文学大系 岩波書店）

(31)『伊勢街道』歴史の道調査報告書（三重県教育委員会 1986年）

(32)近世陶磁器類については、森村健一氏・川口宏海氏に多くのご教示を頂き

ながら、筆者自身の不勉強もあって充分に咀喘することができなかったことをお

詫び致します。

(33)本堂弘之『六大B遺跡A地区発掘調査報告』（三重県埋蔵文化財センター

1999年）



中世成立期における伊勢の土器相～雲出島貫遺跡出土資料を中心に～

はじめに

雲出島貰遺跡の発掘調査によって、雲出川下流部

における中世成立期の土器相がかなり明確となった。

ここでは、雲出島貫遺跡出土資料をもとに、旧国伊

勢（以下、「伊勢」と呼称）の土器群の動向について

考えてみたい。

第 1章では、雲出島貰遺跡出土遺物の分類と土器

群の変遷を追う。それを受けて第 2章では、当該時

期を中心とした土器の生産と流通に関する様々な問

題について見ていくこととする。

伊藤裕偉

なお、ここでは主に11世紀から 13世紀前半までの

土器群を扱うことになる。雲出島貫遺跡は縄文時代

から近世にかけての遺跡が複合しており、この時期

はそのうちの島貰 F期と便宜的に呼称している時期

である。当該時期は古代から中世への移行期であり、

その変化期をどこに求めるのかはそれぞれの研究者

によって微妙に異なっている。ここでは、そのよう

な問題に立ち入る前の作業としての土器群の動向を

見ることを主眼とするため、表題に掲げたように中

冊成立期として大枠で把握することした。

第 1章 雲出島貫遺跡における中世成立期の土器

1998年度に実施した三重県津市雲出島貰町字町中

所在、雲出島貫遺跡（第 2次）調査区のうち、 B5 

~7 区からは膨大な量の土器類が出土している。そ

の大部分が11世紀後半から 13世紀前半までの時期に

収まる土師器・陶器・磁器類である。口縁部、ある

いは底部の1/12を 1として計算した計測法（以下、

口縁部計測法(!)と呼称）では、 B7区だけでも土師

器小皿類で2,434個体、陶器椀（山茶椀、以下、特に

断らない限り「陶器椀」と呼称）で743個体となる。

実際に遺跡に残っている遺物が完形品ばかりであろ

うはずはなく、また調究中に遺失したであろう破片

の存在をも考慮すれば、調査区全体での出土土器点

数は5,000個体を悠に越えるものと考えられる。

これほど膨大な資料について限られた時間内に果

たせる検討はそれほど多くないが、当面の問題を解

決していくための整理や問題点の提示は行っておく

必要があろう。小稿は、現在指摘できるこれらのこ

とを不充分ながらまとめたものである。

1 出土土器類の分類

出土土器の時期的変遷を追うにあたっては、一括
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性 (2) の高い資料の存在がある意味不可欠である。幸

い当遺跡からはそのような資料が多い。とくに SK2 

15・S Z 234・S K245・S K281・S K315東西.s 
K310・S K373などは極めて良好な一群である。だ

た、これらの一括資料は、当遺跡の士器群のなかで

も前半期に偏っており、後半期の良好な資料が少な

いというきらいがある。したがって、後半期の状況

については一括資料以外のものをも援用しながら、

全体として見通すこととしたい。

以下、雲出島貫遺跡出土土器のうち、土師器・土

師質土器 (3) • 黒色土器について分類を行う。

a 土師器類

いわゆるロクロ（回転）成形を行わず、広義の手

捏ね成形を行うものを上師器とする。皿・小皿・大

皿・台付皿・甕および甕からの系統上にある鍋があ

る。この他に、製塩土器風の粗製土器もあるが、主

要器種とは言えないので、今回の検討からは除外す

る。

(1)皿類

口縁部径が15cm前後のものを「皿」とし、形態と

手法により、 a・bの2系統に大別する。
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fig. 141 土師器皿類分類図 (1 : 3) 矢印はヨコナデ手法の範囲

皿 a たい部分を持ちながらも、全体としては断面弧状を

口縁部に 2回ほどのヨコナデ、いわゆる「 2段ナ

デ」を施すものの系統である。「京都系」とされてい

るものの範疇と認識し（以下、このように判断した

ものに対し、単に「京都系」と表記する）、伊野近富

氏が「Aタイプ」 (4) とするものとの関連が強いと見

るが、厳密に言えば京都のものとでは細部調整等に

異同が見られる。

この系統を、次の 5類に細分する。

皿 a1 口縁部外面に 1単位ないしは 2単位のヨ

コナデ（以下、このような調整を「 1段ナデ」のよ

うに表記する）を施すものである。底部は、やや平

呈する。ョコナデを施した部分から、口縁部は外反

する傾向にある。口縁部内面のヨコナデは外面より

も粗雑である。内面底部付近には、ハケメないしは

板状工具によるナデが、ヨコナデ以前に施されてい

るものが多い。

皿 a2 明瞭な 2段ナデを施しているものである。

やや平たい底部から緩やかに広がる口縁部となる。

口縁端部の上方に弱い面を持つものも見られる。内

面は、ナデあるいはハケメによる調整の後、比較的

丁寧なヨコナデが施されている。

皿 a3 平たい底面から屈曲し、斜め上方に立ち
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上がる口縁部を持つ。口縁部のヨコナデは丁寧で、

2段ナデが比較的明瞭である。内面のヨコナデも丁

寧で、中心近くまで施されている。皿 a1・a 2に

見られた内面のハケメはほとんど見られない。

皿 a4 器の全体形はほぼ皿 a3と共通するが、

2段ナデのうち、口縁端部寄りのヨコナデがより強

く施されている。その結果、口縁端部付近が全体的

に内彎気味となる。

皿 a5 器の全体形はほぽ皿 a4と共通するが、

口縁端部付近が肉厚になるとともに、ヨコナデが 2

段ナデではなくなり、口縁端部寄りの 1段となる。

皿 a1はSK281で、皿 a2はSK245・S K315東

で、皿 a3はSE 233・S D 199などで典型的に見ら

れる。皿 a4・a 5は良好な一括資料が無いが、 S

D247やSD258などで散見できる。

このうち、皿 a1・a 2は手法および素地粘土と

もによく類似しており、色調は橙灰色系を中心とし

ている。皿 a3・4も手法的には前者と共通するも

のの、色調は淡褐色系のものが中心となっている。

皿b

南伊勢系およびその成立前のものである。形態か

ら、以下のように区分する。

皿 b1 緩やかに開く口縁部で、口縁端部付近に

は、幅は狭いものの明確なヨコナデが施されている。

皿 b2 平たい底部から弧状に屈曲して上方に立

ち上がる口縁部となる。口縁端部は断面三角形状と

なり、幅の狭い不明瞭なヨコナデが見られる。筆者

が岩出 IIa期としたもの (5) に相当する。

皿 b3 形態的には皿 b2と共通するが、口縁端

部のヨコナデが基本的に失われ、ナデ調整のみで仕

上げられるもの。素地も白色系のものに限定される

傾向がある。岩出 IIb期としたものに相当する。

台付皿

確認例は数点だが、明らかに高台の付くものがあ

る。台付皿として一括りするが、系統としては南伊

勢のものも含まれているようである。

(2)小皿類

口縁部径 9cm内外のものを「小皿」とする。形態

と手法の相違から、 a-fの5系統に区分する。

小皿 a

皿 aと同様、口縁部に 2段ナデを施すものの系統
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である。京都系で、伊野分類の「Aタイプ」に相当

する形態である。次の 4類に区分する。

小皿 a1 口縁部に 1段ないしは 2段ナデが施さ

れる。やや平たい底部から緩く屈曲し、口縁部はや

や外反する。

小皿 a2 口縁部の 2段ナデが明瞭である。断面

弧状の底部からそのまま開く口縁部に至る。口縁端

部は上方に面ないしは凹面を持つものが見られる。

小皿 a3 平たい、あるいは外面中央がやや窪む

底部から緩く屈曲して上方ないしは斜め上方に立ち

上がる口縁部を持つ。口縁部はヨコナデされている

が、基本的には 1段ナデである。ただし、ヨコナデ

範囲の下方がより強く施されるため、口縁部外面形

は屈曲したような状態になっている。内面はかなり

明瞭なヨコナデが均質に施されている。

小皿 a4 平たい底部から緩く屈曲して斜め上方

に立ち上がる口縁部を持つ。ョコナデは 1段ナデで、

施され方も弱い。

小皿 b

断面弧状を呈する体部から口縁部が屈曲して横方

向に開き、さらに端部が上方に立ち上がる。その結

果、口縁端部外側が面をなす。いわゆる「て」の字

状口縁皿（以下、「ての字皿」と呼称）である。京都

系で、伊野分類「Bタイプ」とするものに大枠で相

当するが、口縁部形態等に京都のものとの異同があ

る。形態と調整手法から次の 4類に細分する。

小皿 b1 底部はやや平たい。体部から口縁部に

かけての屈曲は、後述する小皿 b3ほど明瞭ではな

い。口縁部径は IO~11cmほどとやや大きい。内面の

ョコナデは、口縁部付近にのみ施されるものが多い。

口縁部外側は面をなし、口縁端部は摘み上げ状に内

側へ突出する。器壁は簿い。

小皿 b2 内面のヨコナデが口縁部にのみ施され

る。ョコナデは、内外面ともに弱く施され、とくに

外面の境は不明瞭である。口縁端部は上方に突出す

るが、ヨコナデが弱いために摘み上げ状にはならな

い。内面底部は、ヨコナデ前に板状工具によるナデ

が見られるものもある。口縁部径は10cm内外で、器

壁は 2~3mm程度の厚みである。色調は淡褐色系の

ものが多い。

小皿 b3 内面のヨコナデが底部付近にまで及び、
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fig, 142 土師器小皿類分類図 (1 : 3) 矢印はヨコナデ手法の範囲

内面底部は径 3cmほどの円を描いたように見える。

外面のヨコナデも明瞭に施されており、体部からの

屈曲部と口縁部との境が明確に認識できる。強いヨ

コナデのため、口縁端部外側は面ないしは凹面をな

し、口縁端部が内側に折り返されたようなものも見

られる。口縁部径は 9cm内外で、器壁は 3~4mmで

ある。小皿 b2との法量差は明確に認識できる。内

面底部は、ヨコナデ前に板状工具あるいはハケメに

よるナデが見られるものもある。色調は橙灰色系を
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呈するものが多い。

小皿 b4 弧状の体部から明確な屈曲部を持たな

いまま口縁部に至り、口縁端部は上方に突出する。

ョコナデの方法は小皿 b2と類似する。器壁はかな

り厚く、全体的に粗雑な形状をなす。

小皿 c

平たい底部から口縁部が強く屈曲して立ち上がり、

口縁端部がさらに内側に巻き込まれるような形態を

呈するもの。「コースター型」と呼ばれるものである。



京都系の範疇で、伊野分類の「Cタイプ」に相当す

る。確認点数は少ない。

小皿 d

平たい底部から強く屈曲して開く口縁部を持つも

の。器壁は、その他の小皿類と比較するとやや厚手

である。底部外面は粗雑なナデを施すのみである。

口縁部形態とその調整手法から大きく 3群に大別す

る。なお、小皿 d1とd2とは系統的につながるも

のであるが、小皿 d3は別系統の可能性もある。資

料的な制約のため、ここでは上記の手法の特徴から

便宜的にまとめておいた。

小皿 d1 やや丸みを持つ平たい底部から強く屈

曲して短い口縁部をなすもの。形態からは、円板状

のものを成形し、その外縁に強くヨコナデすること

によって整形していると考えられる。

小皿 d2 手法的には小皿 d1と共通するが、ロ

縁部のヨコナデが強いために直立気味の口縁部とな

るもの。口縁端部上方に弱い面をなすものが多い。

小皿 d3 平たい底部から屈曲して開く口縁部と

なる。口縁部は小皿 d1よりはやや長く、器壁も均

質であることから、小皿 d1と同様な整形方法では

ないと考えられる。

小皿 e

幅広く強いヨコナデにより、外側へ大きく開く口

縁部となる。そのため、器形全体としては扁平な形

態をなすものである。 2者に細別する。

小皿 e1 やや丸みを帯びる底部から大きく外反

して開く口縁部を持つもの。古代における杯・皿類

からの系統下にあると考えられる。

小皿 e2 やや平たい底部から、口縁部が強く外

反して開く。外反の状況は小皿 e1よりは小さい。

小皿 f

南伊勢系およびその前段階のものである。次の 3

者に細分する。

小皿 f1 断面弧状を呈し、口縁部は立ち上がる。

器高は 3cmほどあり、やや深いといえる。口縁部に

はヨコナデが施され、端部付近にはより強いヨコナ

デが見られる。その結果、口縁端部上方は面をなす

形態となる。

小皿 f2 断面弧状を呈し、口縁部には弱いヨコ

ナデが施される。器高は1.5cm弱である。
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小皿 f3 断面弧状を星するが、全体的に扁平な

形態となる。口縁端部付近には極めて弱いヨコナデ

ないしはナデが見られる。器壁は2mm程度と薄い。

台付小皿

台付皿と同様、資料的には極めて少ないが、確実

に存在している。口縁部は大きく開き、貼付高台が

付く。この中には耳皿と呼ばれているものも含まれ

ているものと考えられる。

(3)甕・鍋類

煮沸用士器である。筆者がかつて考察した南伊勢

系土師器の成立段階 (6) をもって鍋とし、それ以前を

甕とする。

甕 a

後に南伊勢系へとつながるものである。全体の特

徴から次の 3者に細分する。

甕 a1 口縁部あるいは頸部が緩やかに屈曲して

短い口縁部を形成し、口縁端部には内側へ折り返し

様の肥厚を有する。外面には縦方向のハケメがあり、

まばらながら全体的に施されている。

甕 a2 口縁部の肥厚が明確な折り返しを呈する

ようになる。体部外面上半には、縦方向のハケメが

見られるが、ハケメ間の間隔が広くなっている。体

部下半の内外面には横方向のヘラケズリが見られる。

甕 a3 頸部がすぼまり、やや外反しながら開く

口縁部を有する。口縁端部の折り返しによる肥厚は

明瞭である。端部内面は、ヨコナデによる面が形成

されているものから、次第に強く施されてそれが喪

失していく傾向にある。体部外面の縦方向のハケメ

は基本的に喪失し、指オサエおよびナデによる調整

に留められる。体部形態は、球形状のものから次第

に横長楕円形をなすようになる。口縁部径は25cm内

外のものが中心であるが、 30cmを越えるものも次第

に出現してくるようである。

甕 b

いわゆる清郷形甕である。体部上半は長胴で、ロ

縁部は横方向へ強く短く開くものである。伊勢湾東

岸地域からの搬入品と考えられ、確認点数は少ない。

鍋a

南伊勢系のものである。口縁から頸部にかけての

形態から、次の 2者に細分する。

鍋 a1 筆者の分類による南伊勢系鍋第 1段階の



もの。頸部から口縁部までが緩やかな弧状を呈する

ものから、頸部が直立気味になるものへと至る。ロ

縁端部には明瞭な折り返しが見られる。

鍋 a2 筆者の分類による南伊勢系鍋第 2段階の

もの。器壁の薄化が進行し、体部では 2~3mmほど

となる。直立気味の頸部から屈曲して口縁端部に至

り、口縁端部にはヨコナデによる面が形成される。

b 土師質土器類

回転成形で、底部に糸切り痕が明瞭に残り、焼成

は土師器状を呈するのがこの土器群の最大の特徴で

ある。「ロクロ土師器」、あるいは「回転台土師器」

と呼ばれている一群に相当し、三重県下では主にロ

クロ土師器の呼称が用いられている。手法的には、

明らかに陶器の影響下にあるが、各種の要素中には

陶器・土師器双方の関連を窺わせるものがある。こ

こでは「土師質土器」と呼称する。詳細は後述する。

大きくまとめると、椀・小椀・皿・台付皿・小皿・

台付小皿・壺および高杯？がある。

椀

手法、あるいは素地粘土の状況などの特徴によっ

て、 2系統に大別できる。

椀 a 確認事例は 1点のみである。丸椀状の体部

から直立気味の口縁部に至る。後述の高杯状脚部が

取り付くかたちの可能性もあろう。

椀 b 高台部分の破片が数点見られたにとどまる

が、明和町斎宮跡からは全体形を知りうる良好な資

料が出土している (7)。 口縁部径16cm前後、器高 6c

m前後で、ロクロ様の回転成形で糸切りし、その後、

底部外縁付近に高台を貼り付けている。焼成はやや

軟質ながら、椀 aとは異なり、白灰色を呈する。

椀 bは、陶器椀類の手法および形態的特徴をほぽ

備えているものである。伊勢のいずれかの地で生産

された、いわば「初期山茶椀」と認識することも可

能と考えられる。そのため、ここで採り上げるその

他の土師質土器とは一線を画する存在として認識す

るのが妥当であろうが、雲出島貫遺跡での確認例が

少ないこともあり、今回の分類ではあえて分離せず

におくこととする。

小椀

突出する高台から口縁部が直線的に開く形態。ロ
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縁部径は後述の小皿と大差ないが、より深い形態を

なす。確認例は 1点のみであり、小皿の変形である

可能性も多分にあるが、一応区分しておく。

皿

無高台で口縁部径15cm前後、器高 4cm前後のもの

である。底部には糸切り痕をそのまま残す。色調は

橙灰色を呈するものが多い。全体形から、底部から

やや腰を張って開き、内彎気味の口縁部を持つもの

（皿 a) と、底部から腰が張らずに直線的に開くもの

（皿 b) とに区分する。

台付皿

底部糸切り成形後、貼付高台が付くもの。高台径

9cm前後。全体形を知りうるものは無いが、横方向

に大きく開くことから、皿 bのような口縁部形をな

すものと考えられる。

小皿

無高台で口縁部径 9cm前後のものを小皿とする。

口縁部の形態を主に、次の 3群に大別するが、その

中でも手法的にはさらに細分が可能なものもある。

なお、ここでの区分は全体形としての区分を中心

にした便宜的なもので、それぞれが系統として把握

できるかどうかはさらなる検討を要する。

小皿 a 口縁部が外反して開くものである。その

まま開くもの（小皿 a1) と、底部から一度屈曲を

持って開くもの（小皿 a2) があるが、両者に時期

的な前後関係は見出しにくい。小皿 a2は類例が少

なく、灰釉陶器1II1の模倣である可能性もある。

小皿 b 口縁部が直線的に開くものである。口縁

端部をそのまま丸く収めるもの（小皿 b1) と、ロ

縁端部が丸く肥厚するもの（小皿 b2) がある。小

皿b2は、後述の小皿 C 1との関連も考えられる。

小皿 c 口縁部が内彎して開くもの。器壁が全体

的に厚く、内側器表面は平滑なもの（小lIIlcl) と、

口縁部が薄く、口縁端部は丸くやや肥厚する傾向を

持ち、内側器表面に螺旋状の回転ナデ痕が明瞭に残

るもの（小皿 C 2) がある。このうち、小皿 C 1は

先述の小皿b2との関連が強いと考えられる。

小皿 d 陶器質の非常に堅緻な焼成のもの。器高

が 1cm強の非常に扁平なもので、口縁部は横方向に

大きく開く。口縁端部は丸く肥厚するものが多い。

台付小皿
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高台の形状から、 2者に大別できる。

台付小皿 a 貼付高台のものである。資料的には

少ないが、口縁部が直線的に開くものがある。

台付小皿 b 高台と皿部とを連続成形するもので、

いわゆる柱状高台付小皿である。口縁部は大きく横

開きし、口縁端部は面をなしたり、丸く収めたりす

るものがある。高台の状況から、高い柱状となるも

の（台付小皿 b1) と、短いもの（台付小皿 b2) 

とに区分できる。いずれも資料的には少ない。

壺

頸部のあまり締まらないもので、口縁部径 7cm前

後、器高 5cm前後の小形品の確認例が多いが、口縁

部径20cm弱の大きいものも 1点ではあるが確認され

た。基本的に無高台であるが、低い柱状の高台が取

り付くものもある。総じて資料的には少ない。

高杯？

1点のみ確認した。脚部と考えて高杯としたが、

天地逆の可能性も無くはない。脚部内面には螺旋状

の回転ナデ痕が明瞭に残り、小皿 C 2との共通性が

ある。

c 黒色土器

基本的には土師器と共通する手法により成形され

るもので、高台は貼付である。内面あるいは内外面

を黒化するものである。椀および台付皿かと思われ

るものがあるが、ここでは椀のみを採り上げる。

椀

整形の相違により、 2者に大別する。

椀 a 口縁部内面に沈線を持ち、内外面に精緻な

ミガキあるいはハケメを施すもの。口縁部は直線的

に開く形態である。内面および外面口縁部付近のみ

が黒化される、黒色土器A類 (8) とされるもの（椀 a

1) と、内外面全体を黒化する黒色土器B類とされ

るもの（椀 a2) に区分する。内面見込みには格子

状あるいは直線状の暗文が見られる。

椀 b 半球形の椀部で、内外面ともに比較的粗雑

なハケメないしはナデで調整されるもの。口縁端部

内面に沈線は見られない。内面のみを黒化したもの

のみが確認できた。南伊勢地域からの搬入品と考え

られる。

黒 色 土 器

椀

a
 

喜＼＼＼＼＼＼＼＼

椀

b

※破線部分のトーンは推定である

fig. 144 黒色土器分類図 (1 : 3) トーンは黒化範囲

2 中世島貫（島貫 F期）の土器変遷

雲出島貫遺跡で出土した土器類について、前述の

分類を基に時期区分を行う。なおここで行う土器群

については、灰釉陶器を含む段階を内包しているが、

冒頭で述べたように便宜的に中世（島貰F期）と呼

称することとする。

(1)島貫 F1期

k 30pit 8・S K 194・S K 205がこの時期の資料で

ある。灰釉陶器の K90号窯式 (9)以降のもので、藤澤

良祐氏による山茶椀編年 (JO) (以下、「藤澤編年」と呼

称）による 3型式以前に相当する。

島貰 F1期は時間幅は広いが、資料的には極めて

少ないため、一括りにする。

(1)島貫 F2期

概ね土師器小皿 b類（ての字小皿）が主流となる
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時期として認識する。なお、明確に細分こそできな

いものの、 SZ 291の膨大な土器群は、概ね F2期に

相当する。

F 2期古相

土師器では皿 a1・小皿 b2が主体となる時期で

ある。 SK281の一群に代表される。陶器椀類では、

藤澤編年の 3型式頃に相当する。瓦器を共伴する明

確な事例は無い。概ね11世紀中葉から後葉頃と考え

られる。

F 2期新相

土師器では1IIla 2・小皿 b3が主体となる時期で

ある。 SK245およびSK315東の一群に代表される。

陶器椀類は藤澤編年の 3・4型式、中世猿投窯にお

ける斎藤孝正氏による編年 (11) (以下、「斎藤編年」）

のVII-1新の段階が相当する。広義の大和型に相当

する瓦器が共伴しており、川越俊一氏による編年 (12)

（以下、川越編年）の I-A~C 型式である。これら

各氏の編年案を参照すれば、当該時期は概ね11世紀

後葉~12世紀前葉頃に相当しよう。

(3)島貫 F3期

土師器では皿 a3・小皿 a3が主体となる時期で

ある。土師器小皿 b類は著し＜減少し、当期内で消

滅すると考えられる。陶器椀では藤澤編年の 4~5

型式、斎藤編年のVII-2段階のものに概ね合致する。

これら各氏の編年案に合わせれば、当該時期は概ね12

世紀中葉~12世紀末頃に相当しよう。

この時期の新しい段階の良好な資料は SE233・S 

Z 255・S K 322・S D 199に見られる。また、 1999年

度の調査で確認した SK507がこの時期の古い段階の

良好な資料である (fig.145)。 SK507では大和型瓦

器椀があり、山田猛氏による編年 (13) (以下、「山田

編年」と呼称）の IIー 2型式が含まれている。

(3)島貫 F4期

土師器では皿 a4・a 5が主体となる時期である。

土師器小皿は、この時期の後半期に至ると南伊勢系

がかなり優勢となっている。 SD203がこの段階の古

相、 SD247・258にはこの段階の古相と新相が混じっ

ていると考えられる。陶器椀では、古相が藤澤編年

の 5型式、新相が 6型式に概ね相当する。南伊勢系

の鍋では、第 1段階から第 2段階にかけてのものが

ある。概ね13世紀初頭から中葉と考える。

3 雲出島貫遺跡を中心とした各土器群の動向

先述の土器分類と段階区分を基に、伊勢における

状況をもある程度踏まえながら、各土器群の状況を

見る。

a 土師器皿類の動向

島貰F1期に見られるのは、ての字小皿（小皿 b

1) とSK205の一群にみられるような南伊勢域のも

又 ーミ
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fig. 145 参考 ・B2区土坑SK507 (第 3次調査区）出土土器 (1 : 4) 
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のである。この段階における小皿 b (ての字）は、

伊野氏のいう模倣型のなかでも、より原型に近いも

のと考えられる (14) 。 SK205の一群は、斎宮跡の分

類でいう後 I期 (15) に見られる器形に極めて類似して

いる。このように、島貫 F1期の段階では京都方面

と南伊勢方面の 2地域から影響が見られる地域とし

て認識できる。

この傾向は島貰 F2期においても継続するが、器

形および器種構成としては全体的に京都的な色彩が

色濃くなっているものの、その手法的な観点から見

れば京都との違いは大きくなっており、地域色が発

現しているといえる。

皿では、皿 a1十小皿 a1十小皿 b2という一群

(2期古相）が、皿 a2十小皿 a2十小皿 b3 (2期

新相）と変化している。この系統性は、一定の技術

関係のもとに士器群が継続して製作されたことを示

している。この流れは、基本的には京都との関連を

見ることができる。しかし、小皿 bの口縁部形態な

どには、京都そのものとは見られないような細部の

異同が発生している (16)。

一方、 F1期から一応は存続していると見られる

南伊勢系統の一群（小皿 fの系統）は、量的には圧

倒的に少ない。島貰F2期の土師器については「京

都系の時期」と呼んで差し支えないほどである。

京都系優位の状態は、続く島貰F3期に至っても

継続するが、土師器小皿 b類の系統はほぽ消滅し、

これに代わってこれまで数量的に劣勢であった小皿

a類の系統が中心となっている。

島貫F4期の段階では、大きくは京都系の流れの

中で認識できる皿 a4が存在するが、続く皿 a5に

至ると、京都系とは明確に一線を画す。資料的には

恵まれないきらいがあるが、当地近隣の地域色がよ

り明確に現出したものとして評価できそうである。

このように、雲出島貫遺跡 F期における土師器類

の動向は、ほぼ京都系によって構成されているとい

える。これは、この時期の遺跡が比較的多く確認さ

れている、斎宮跡を代表とする南伊勢地域とは対照

的なあり方である。この現象は、伊勢においては京

都とのつながりが最も緊密である筈の斎宮跡以上に、

雲出島貫遺跡が京都寄りである、と言い換えること

もできよう。
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このような器形的に「京都寄り」の状況が変化し、

地域色の現出する時期が島貰 F3期新相から F4期

にかけての段階であろう。この段階に相当する遺跡

は、近隣では宮間戸遺跡（津市雲出長常町） (17) があ

る。この遺跡で見られる島貰F3期並行の皿 a3・ 

a 4は、雲出島貰遺跡以上に地域色が顕著である。

同じような傾向は、同じく島貰F3期並行の資料を

出土している、雲出島貰遺跡の上流約 4kmにある平

生遺跡 (18) (一志郡嬉野町平生）でも見られる。

宮間戸遺跡と雲出島貰遺跡は直線距離で1.7kmしか

離れておらず中世ではおなじく「雲出」として把握

されている。このように、雲出島貰遺跡で確認され

た京都寄りの状況とは、雲出川下流域における地域

的な傾向として把握できる一方、雲出島貰遺跡にお

いてはそれがより顕在化している、と見ることがで

きる。

b 土師質土器の動向

土師質土器は、島貰F1期から見られ、 F3期を

最後に終焉している。

島貰 F1期では、皿・小皿・台付小皿が存在して

いるようである。 F2期古相までは小皿 a・bが主

体で、 F2期新相頃に小皿 cが出現している。 F3

期には、より薄手でシャープな小皿 C 2が出現して

いる。したがって、口縁部が内彎傾向になるのは総

じて新しい要素といえそうである。

柱状高台を持つ小皿（台付小皿 b) は、 F1期か

ら存在し、やや形態が異なるものの F3期まで継続

している。壺は、 F2期新相から F3期にかけて見

られる。

製作手法 なお、皿と小皿とが技法的に一連のも

のであることを示す資料がある。 fig.147に示した皿

は、底部やや上方に成形途中の静止痕が見られるも

のである。この部分以下は形態的には小皿である。

----=--=-- -- 1650 

三：：／
10cm 

fig. 147 小皿形静止部のある皿 (1 : 4) 
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しかし、この部分のかたちをなす完成品としての小

皿は見当たらないことから、皿は小皿形のうえに足

されて成形されるというものではない。当初から皿

の製作を目していると考えてよい。皿はあくまでも

皿として、製作工程初期から意図されていると考え

られる。したがって皿の下部に見られる小皿形は、

皿の製作初期に円盤状のものを素材として小皿形に

成形し、その後、口縁部を付加することによって1ill

を形作ることを示していると考えられる。その意味

では、明瞭な接合痕の無い小皿についても、同じく

円盤状の素地から成形していく方法によるものと考

えることができる。

組成 土師質土器は島貰F3期まで、すなわち12

世紀末までの時期に限定される土器群ではあるが、

それが存在していた時期においては、伊勢地域全体

としても土器組成上は安定して存在するものとして

概ね認識されている。今回の調壺資料から見ても、

椀．皿類などは比較的少ないものの、小皿類はかな

りの出土がある。 B6区SK322からは、土師器皿類

を凌ぐほどの量が見られることも重要である。

fig.148には、 B7区出土土器を素材として、主要

供膳具と小皿類の組成をグラフ化して示した。 -、ヽし

丘供膳具組成 I

冒胃·~. 

68.0% 

■土師器皿

■土師器小皿
■土師質土器皿

□土師質土器小皿

■陶器椀
圃陶器小椀・小皿

［小皿類組成l

｀
 

4.1% 

55.6% 

fig_ 148 雲出島貫遺跡主要供膳具および小皿類組織

では、土師質土器との比較をより明確にするために、

全て口縁部計測法に拠っている。主要供膳具中に占

める土師質士器はおよそ7.7%、小皿類のみで見ると

9.0%を示している。したがって、供膳具中のおよそ

1/10が土師質土器であるといえよう。

雲出島貰遺跡とほぼ同じ時期と考えられる鴻ノ木

遺跡（松阪市射和町） S D4150から出土した大量の

土器のうち、土師質土器の占める割合はおよそ 3%

であり (19)、ほぼ同様な紺成比率が斎宮跡でも見られ

る (20)。この 2遺跡からは、南伊勢地域においては土

師質土器に対する土師器が極めて優位な状況にある

ということができる。この状況は基本的には雲出島

貰遺跡も同じであるものの、南伊勢地域ほど劣勢で

はない～南伊勢地域のおよそ 3倍の量の土師質土器

を消費している～という事実は、今後中伊勢地域の

土器相を究明していくうえで重要な要素である。

このように、土師質土器は中世伊勢全体の評価、

ひいては列島規模で展開する当該土器群の持つ意義

にも深く関わっていると考えられる。三重県内では

比較的等閑視されがちな土器群ではあるが、今後は

各遺跡単位での組成・動向の把握が必要である。

c 黒色土器の動向

雲出島貰遺跡における黒色土器の出土量は数少な

く、詳細な検討は少々無理である。そのような状況

でも、当地近隣での生産が想定されるもの（椀 a類）

と、南伊勢方面からの搬入ないしはその影響が考え

られるもの（椀 b) とがあった。

島貰F1期の段階で、「黒色土器A類」と呼ばれて

いる内面および外面口縁部付近のみ黒化したもの

（椀 a1・椀 b)がある。椀 aの系統は F2期新相ま

で見られ、その段階には器壁全体を黒化した「黒色

土器B類」と呼ばれるもの（椀 a2) が確実に存在

する。 F3期以降のまとまった資料中には黒色土器

が見出されないため、黒色土器は F2期までの段階

で消滅したものと考えられる。

前記分類における椀 a類は、黒化範囲の相違によっ

て田中琢氏の分類に一応対比させたが、雲出島貫遺

跡において確認されたこの士器群は粗雑な調整（ハ

ケメ・ヘラミガキ）と暗文を持つものであり、畿内

方面からの搬入というよりは遺跡近隣、少なくとも
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伊勢地内において生産されたものと考えるのが妥当

であろう。そして椀 b2は、 F2期新相の段階で瓦

器との共伴が一括資料によって確認できる。

さて、南伊勢地域の黒色土器については、斎宮跡

を中心とした大川勝宏氏の分析がある。大川氏によ

ると、斎宮跡での黒色土器と瓦器とでは「若干の時

間差」があり、瓦器は「黒色土器とオーバーラップ

することなく」出現するという (21) 。雲出島貰遺跡

（中伊勢）と斎宮跡（南伊勢）との地域的な差、ある

いは遺跡の性格にもよってこのような現象が生じる

のかも知れない。少なくとも雲出島貰遺跡では、陶

器椀は藤澤編年の 3型式頃、瓦器椀では川越編年の

I 段階A~C 型式に伴う黒色土器が存在することは

明白である。

前記分類における椀 b類は、大川氏のいう椀Cに

相当する。大川氏が指摘しているとおり、この椀C

は極めて地域色の色濃い一群であり、おそらく斎宮

跡近隣で生産されたものであろう。これと前記分類

の椀 a2とは、手法的あるいは形態的にも大きく異

なっているものの、いずれもそれぞれの地域におけ

る、いわば伝統的精製品としての黒色土器を脱した

ものとして評価できるかと考える。

d 瓦器の動向

伊勢での生産は考えられず、地域外からの搬入品・

流通品として把握する。雲出島貰遺跡においては、

土器組成上は少ないが、絶対量としてはそこそこの

出土がある。

瓦器椀の出現は F2期新相の段階からである。概

ね伊賀を含んだ大和型の範疇で把握でき、それ以外

の系統のものは見られない。 SK245からは川越編年

の I-A・B型式のものが見られる。また、 SK315 

東から出土した瓦器椀は川越編年の I-C型式に相

当する。

島貰F3期の例として、 SD292で川越編年の II―

A型式、山田編年の IIー2型式のものが存在する。

S E233では山田編年の II-3型式が見られる。

F4期に相当する瓦器はさらに少ないが、 SD258 

からは小片ながら山田編年のm-1型式に相当する

ものが見られる。

黒色土器・瓦器ともに出土量は少なく、後述する
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陶器椀類と比べれば歴然とした差がある。しかし、

少量ながら常に存在しているという現象には注意す

べきである。

e 陶器類の動向

椀皿類を中心に、壺．甕•練鉢などが見られる。

伊勢での生産は原則的に無く、尾張・三河方面から

の搬入・流通品で、主要供膳具中では土師質土器を

凌ぐ組成 (8.7%) を示す (fig.148)。

島貰 F1期では椀・皿類が見られ、概ね猿投・瀬

戸産で占められており、少量の渥美産のものが伴う。

F2期では椀・小椀のほか、猿投産と考えられる壺

も見られる。椀類では概ね猿投・知多産と渥美産が

主体で、少量の瀬戸産を含むようである。 F3期で

は椀・小椀類のほか、壺．甕類が増加する。椀類で

はやはり猿投・知多産および渥美産が中心である。

甕類は渥美産がやや目立つ。 F4期では、椀・ 皿類、

練鉢などが見られる。

f 貿易陶磁器類の動向

遺構に伴うものは比較的少ないが、当遺跡は伊勢

のなかでもかなりまとまった出土の見られるところ

である。白磁は森本朝子氏による博多分類 (22) (以下、

「博多分類」と呼称）を基準とし、部分的に山本信夫

氏のまとめられた太宰府分類 (23) (以下、「太宰府分類」

と呼称）も併用しながら全体的な傾向を見る。青磁

は太宰府分類を用いた。

白磁 fig.149に当遺跡出土の主要な白磁をまとめ

た。椀では、博多分類 0・II・N・V・Vl・IX類の

ものがある。なかには、筆者の目からはこれまでの

分類に当てはめることのできないものもある。とく

に、外面に縦線文を施したものは伊勢では初見であ

り、なおかつそれが複数点出土したことは特筆でき

るのではなかろうか。

この一方で、壺類の確認例は数少ない。椀皿類の

多様性とは対照的である。

F 1期の状況は不明。 F2期に至ると多種のもの

が確認できる。森本氏のいう広東系椀類（博多分類

om類、 II類に相当）はこの時期に集中する。

F3期の新しい段階では、博多分類w類（太宰府

分類w類）の断面三角形の大きな玉縁を持つ椀が出
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fig, 149 雲出島貫遺跡出土の主要な白磁 (1 : 4) 
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fig. 150 松山遺跡G地区中世墓出土遺物 (1 : 4) 

1"-'4: 陶器小皿， 5: 陶器椀， 6: 白磁椀， 7: 鉄製鋏

現し、続く F4期にまで継続すると考えられる。松

山遺跡（芸濃町椋本） G地区 (24)検出の中世墓から出

土した一括遺物 (fig.150) は、陶器椀・小皿の形態

から藤澤編年の 5型式古ないしは新に相当し、島貫

D4期古相に相当する。伝世などの影響を考慮すれ

ば、現状ではW類椀白磁椀の伊勢での出現は12世紀

番号は報告書と一致する

後半代と考えられる。

なお、木棺墓 SX329に見られる白磁椀（博多VI類）

や小皿（博多平底皿VI1類）は、平安京では平安京

V期古 (11世紀末 ~12世紀初頭頃とされる） (25) には

見られるので、土器の時期としては F2期新相頃と

考えられる。

F4期の状況は明確ではなく、博多w類の椀が継

続して見られるであろうと考えられるに止まる。

青磁 当遺跡の機能時期が13世紀中葉で途絶する

こともあって、青磁の確認例は白磁に比べると非常

に少ない。

青磁の出現は F3期以降と考えられる。龍泉窯系

のみ確認でき、同安窯系のものが見られない、とい

う興味深い現象がある。

木棺墓 SX329に見られる椀は太宰府分類龍泉窯系

I -3類で、初期龍泉窯系のものといえる。所属時

中世に相当するひとつの遺跡で見られる土器組成
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期は、土師器・陶器の伴出が皆無なため難しいが、

あえて比定すればF3期新相かあるいは F4期古相

であろう。

この他には太宰府分類 I-4類椀および I-5 b 

椀も散見できる。後者は F4期に伴うものであろう。

青白磁 口縁部に輪化を施した小形杯がF2期に

見られる。また、景徳鎮産と考えられる椀がF3期

相当の SR337で出土している。青白磁は少量で、動

向はつかめない。

第 2章 土器の生産・流通に関する諸問題

とは、地域内流通と隔地間流通とが複合した結果、

現在に生きる我々の目前に現象として立ち現れるも

のであることは言うまでもない。土器の生産・流通

の問題についても、「生産されたから流通する」、あ

るいは「生産地から同心円的に流通範囲がある」と

いうような単純なものではなく、そこにはいくつか

の場面ごとに様々な作用が働いていることは、諸先

学によって指摘されている重要な考古学的・地理学

的・歴史学的認識である (26)。

これを踏まえれば、土器の生産・流通に関しても、

いくつかの地域的事情あるいはその他様々な背景を

有していると考えられる。ここでは、雲出島貫遺跡

の状況を基に、いくつかの土器群について生産と流

通の問題を考える。

1 伊勢における瓦器の流通

伊勢における中世前期の椀形態は、少量の黒色土

器・瓦器および土師質土器のものがあるが、その大

勢は陶器椀（山茶椀）で構成されている。したがっ

て、ここで検討する瓦器についても、伊勢では概ね

客体的な存在である。

だが、この「客体的」と呼べる状況とは、あくま

でも組成、すなわち全体に占める割合の状況から見

たものである。ここでは出土点数という視座が隠蔽

される。例示すれば、全体量10点のうちの 1点と、

10万点のうちの 1万点とが同一視される。両者は組

成上は同じであるにもかかわらず、流通量としては

明らかな異なりがある。この 1点と 1万点との間に

は、相対的に変動する流通にかかる多様な要素が覆

い隠されているのではないだろうか。つまり、土器

に対し「流通」の問題を考える際には、土器組成す

なわち相対量とともに、絶対量の検討を行う必要が

あると考える。

まず相対量の問題である。 fig.151には、雲出島貰

遺跡も含めた近隣遺跡の瓦器椀と陶器椀の比率を示

した。これを見ると、陶器椀は伊勢海岸部ほど組成

的に優位で、瓦器は伊勢山間部ほど組成的に優位で

あることが明確にわかる。雲出島貰遺跡の場合、組

成に占める瓦器の割合は 2%弱である。

これを絶対量で見るとどうか。雲出島貫遺跡では、

瓦器の底部残存率は131/12程度であり、陶器椀底部

が8,915/12であることと比較すればその差は歴然であ

る。しかし、底部残存率から復元される瓦器椀の個

体数はわずか10点ほどでしかないが、実測点数とし

ては46個体分を抽出している。組成では少量と見な

すほか無い状態であったが、実測点数の数は決して

少ないと評価することはできない。極論ではあるが、

瓦器の図を46個体掲載できない伊賀地域（瓦器の中

心地域である）の遺跡も間違いなく存在する。

土器の流通に関する問題については、出土量その

ものを考慮することによって別の視点を提示するこ

fig. 151 雲出川流域における瓦器と山茶椀の組成
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とも可能である。雲出島貰遺跡について言えば、も

とより陶器椀優勢の状況下にあるとはいえ、瓦器を

恒常的に搬入可能な背景が存在していた、というこ

とができる。

では、瓦器椀はどのような経緯で伊勢へと運ばれ

たのであろうか。その方法については、大きく 2通

りの可能性が考えられる。ひとつは、大和・伊賀方

面へと何らかの所用で赴いた者が帰路に持ち帰った、

すなわち商人的媒介を介在しない入手手段である。

もうひとつは商人的媒介を経た、商業的な入手手段

である。前者については、伊勢山間部において瓦器

椀が組成的に安定している状況下にあることから除

外することができる。

後者については、その販売方法から大きく 2つに

分けられる。ひとつは、伊賀・大和方面の瓦器椀生

産地から販売者が伊勢へと直接赴き、里売を行う場

合。出職の可能性も含めてもよい。桜井英治氏によ

ると、 17世紀頃の商人がかなり遠方にまで出向いて

いる状況を分析しており、瓦器椀の里売を想定する

ことも不可能ではない。この場合、生産者と販売者

が同ーなのかどうかは考古学的には判断できない。

しかし、同じく桜井氏が検討した奈良大乗院の塩座

では、本座から問屋に卸された品は、①直接小売り

されるもの、②市庭商人に卸されるもの、の他に、

③ 「シタミノ座」と呼ばれる振り売り商人組織へ卸

されるもの、がある (27)。15冊紀中葉の事例とはいえ、

組織的に振り売り商人が存在している事実は重要で

ある。伊勢における瓦器椀のような、地域外へと搬

出される商品の存在を前提とすれば、このような紐

織ではないにしてもそれと類似した媒介者を中世前

期にまで遡らせて考えることも不可能ではない。

もうひとつは、伊勢側に瓦器取り扱い商人が介在

している場合。瓦器を扱う市庭の存在を想定するこ

とになる。この場合の市庭商人は、やはり伊賀方面

から赴いた人物の関与が考えられるが、立庭権その

ものが瓦器側すなわち伊賀方面の人物にあったと想

定するのはやはり無理があり、伊勢側商人によって

立庭されたところに参加したと考えるのが妥当であ

ろう。無論、市庭にも定期市のほかに年数回程度の

不定期市も存在したであろうから、市庭の数までは

特定できない。
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上記の状況を踏まえ、伊勢における陶器椀と瓦器

の出土状況から想定される、分布状況と組成との関

係を作業仮説的に表現してみたのがfig.152一① ・②

である。筆者は別稿において、このような伊勢にお

ける瓦器椀・陶器椀の分布状況の違いを「商圏の裾

野」の問題として採り上げた (28)が、その「裾野」が

形成されるに至る 2つのパターンをまず想定できる。

fig.152ー①は、伊賀方面から伊勢海岸部に至るに

従って漸次瓦器椀の流通量が減少するもの。生産地

から市庭を介さずに里売される場合、伊賀方面に近

いほど供給量が多く、伊勢海岸部ほど少なくなると

見る場合である。この場合、当然ながら瓦器椀流通

媒介者が伊勢平野部での里売のための流通権を得て

いたことになる。

fig.152ー②は、伊勢側の瓦器椀流通量が、ほぼ均

ーな状況と考えた場合。瓦器椀の販売される市庭が

存在していたとすれば、このような状況が発生しよ

う。しかし、伊勢平野部での瓦器椀の量を考慮すれ

ば、大々的な尚品取引の存在を考えることはできず、

不定期市を含めて考えることになる。

瓦器椀が伊勢海岸部側にもある程度分布する、と

いう事実からは、以上のような見通しを立てること

ができる。ここでキーとなるのは伊勢における瓦器

椀と陶器椀との関係である。

伊勢における陶器椀については、筆者は別稿で安

濃津で集荷された後に各地の市庭相当地へと 2次的

に集積される、という状況を考察した (29)。雲出川上

流域における陶器椀の分布が同じ水系内という交通

の利便性を持ちながらも八知あるいは多気（いずれ

も一志郡美杉村地内）を境に大きく異なっている状

況からは、陶器椀の商圏が単純に地形的環境によっ

て制約されるものではないといえる。市庭の地理学

的な検討を行っている石原潤氏の業績 (30) に学べば、

八知あるいは多気が、雲出川流域における陶器椀

「市庭圏」の最外縁部に相当する可能性は極めて高い。

なお、里売の存在を仮定した場合でも、それはほぼ

伊勢側に限定され、伊賀にまで赴いての行為は考え

難い。

これを踏まえて瓦器の分布を見ると、絶対量とし

ては伊勢平野部にも一定量分布することを評価すれ

ば、伊賀方面の瓦器を扱う媒介による伊勢平野側へ
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fig. 152 伊勢における土器流通模式図

のある程度恒常的な里売、あるいは市庭への 2次的

集積を想定できる。ただし、里売の可能性があると

すれば、先述の「シタミノ座」のような集団による

伊勢での里売流通権が確保されていたと考えること

になるが、そうすると基本的には競合すると考えら

れる陶器椀とその流通圏のなかで、里売にかかるコ

ストに見合う需要と利潤その他が瓦器側に確保でき

る可能性は極めて少ないと見ざるを得ない (31)。

したがって、伊勢側における瓦器椀の流通には市

庭を介していたものが中心と見るのが最も妥当かと

考える。その場合瓦器が捌かれる市庭は、 fig.151で

は太郎生・奥津・八知・多気および山田野あたりが

考えられ、雲出川中流の井生・川合や下流の雲出島

貰あたりにも存在していた可能性も充分にある (32)。

なお、ここで想定した雲出川中流域以東の市庭に

おける瓦器椀の取り扱い量は、陶器椀類との競合地

であることを考慮すればあまり多くはないと考える

のが妥当である。それにもかかわらず、伊勢海岸部

までそこそこの量が及ぶことを考えると、瓦器の捌

かれる主な市庭が、各地域単位に細かく見られる小

規模市庭を中心としていた可能性もあろうか。

このような市庭の状況を想定して、伊賀から伊勢

側にかけての瓦器椀と陶器椀の流通相関関係を模式

的に表してみたのがfig.152ー③である。市庭での瓦

器椀販売力は海寄りほど弱くなるとはいえ、各市庭

近隣かどうかによって入手の難易も一応考慮してみ

た。これが現象面として現れたのがfig.151に示した

分布状況と考える。

伊勢地内に存在する中世遺跡は、当然、その全体

が調査されたわけではない。したがって、伊勢にお

ける瓦器の出土事例は、今後も間違いなく増加する。

この状況を認識すれば、伊勢地内での瓦器の商品流

通は、陶器椀優勢地帯という条件下においてもなお、

動かし難い。その背景をより正確に把握するために、

各遺跡単位での土器組成を見る作業とともに、発掘

調査面積上の限定性を踏まえながら絶対量を見出し

ていく作業が必要である。このような極めて地道な

作業を重ねることによって、文献史料などでは知り

得ない物流の問題にはじめてくい込んでいくことが

可能となろう。

2 東海系陶器類の流通

尾張・三河を主要な産地とする陶器椀（山茶椀）

の流通について、筆者は生産者とは完全に分離した

商人の存在を想定している (33)。彼等は、伊勢では安

濃津などの大規模港町（大集荷地）を根拠とし、未

調整ののまま運び込まれた陶器椀を商品として流通

させるためにさらに選別し、次の市庭（二次的集積

地）や周辺集落へと供給していると考えた。

雲出島貰遺跡は、潟湖‘‘藤潟”の南岸であるとと

もに、雲出川河口にもほど近い位置に立地する。そ

のため、陶器椀類の集荷地あるいは二次的集積地の

可能性を考えた。

雲出島貰遺跡B7区出土の陶器椀は、底部の残存度

（口縁部計測法を底部に応用した方法）で8,915/12で

ある。単純計算でも 8,915---;-12与743(個体）となる。

B 5・6区出土のものも含めたり、全てが完形品と

は限らないことをも考慮すれば、総点数としては1,0

00点を悠に越えていると見られる。

しかしその中で、椀内面に研磨痕の見られない、

未使用状態を示すものと認識できたのは10個体に過

ぎず、全体の割合では 1%程度ということになろう。

同様な観点で未使用と判断できたものは、安濃津遺
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跡群（大集荷地）で96%、里前遺跡と川北城跡（い

ずれも二次的集積地）ではそれぞれ56%・37%であ

り(34)、雲出島貫遺跡の状況とは明らかに異なってい

る。組成上の比率、および未使用製品の絶対量、の

2点から、雲出島貰遺跡は陶器椀の集荷地・集積地

としては把握できず、消費地であることを明白に物

語っている。すなわち、陶器類の集荷という行為は、

海浜部であればどこでも行われるものではなく、そ

の機能は極めて限定された地でなされるものである、

という、いわば当たり前のことが今回明確に確認で

きたといえる。

3 伊勢の土師質土器が意味するもの

前章において、伊勢ではこれまで「ロクロ土師器」

と呼称されていた土器群を「土師質土器」とした。

当該土器群の出土は、伊勢でも頻繁に確認されるも

のの、具体的な検討はほとんどされていない。ここ

では、伊勢における当該土器の位置づけを行ってお

く。

a 研究の状況

当該土器群の全国的な研究状況については森隆氏

が明快にまとめている (35) 。 これを参照すると、当

該土器群に対する把握の状況が全国的にも様々であ

り、その結果、付与される名称についても、各地各

様である。

この原因のひとつは、当該土器群が手法的には全

国的に概ね共通するものであるにもかかわらず、そ

の発生段階の状況とその土器群とそれ以外の土器と

の相関関係が各地域で異なるためではないかと考え

る。つまり、土器組成上土師器に比重がかかる地域、

陶器と土師器に比重がかかる地域、などのように、

各地域単位での土器相は一様でなく、したがってそ

れぞれの地域における、ここでいう土師質土器の位

置づけも異なってくると考える (36)。

地域単位での当該土器群の位置づけこそが最優先

される (37) ものであるとするならば、伊勢においては

土師器と陶器との関係のなかで位置づけていくこと

がまず求められるであろう。

b 伊勢での位置づけ

関東地方におけるこの土器群について検討された

5cm 

器

高

福田健司氏は、「土師器でもなく須恵器でもない中間

的な土器」とし、「須恵系土師質土器」と呼称・認識

している (38)。この福田氏のことばのうち、「須恵器」

を「陶器」と呼び代えれば伊勢における当該土器群

を示す最も適切なものとなる。しかし、関東地方の

当該土器群に対して福田氏が付けられた「須恵系」

の用語をそのまま伊勢における当該土器群に付設す

ることはできない。伊勢における当該土器群は、成

形の方法からは明らかに陶器の系統下と見なせるが、

形態的には陶器以上に土師器の影響を極めて色濃く

映し出している部分も見られるためである。

結論を先に言えば、伊勢におけるこの土器群は、

土師器・陶器の双方を前提とした存在であり、両者

のいずれかが欠落した状態では決して成立し得ない

ものと認識する。その意味では、福田氏の指摘とは

やや異なった意味での「中間的」な土器群と考える。

小稿で「ロクロよ懇器」という、用語上その帰属が

土師器へと必然的に帰結する名称を回避したのはそ

のためである。

東海地域におけるこの土器群の土師器的要素につ

いては、尾野善裕氏の指摘がある (39)。尾野氏は尾張

猿投窯出土の当該士器の中に京都系土師器小皿（前

章でいう小皿 C) との類似性を見出すという、非常

に重要な分析を行っている。

尾野氏は、「陶器生産地域におけるロクロ成形土師

器皿」という限定を行っているが、尾野氏の認識は

伊勢の状況にまで敷術することはできないであろう

か。伊勢は、これまでにも触れてきたように、陶器

椀・瓦器椀などの椀類は基本的に外部から供給を受

ける地であり、その意味でのベースは尾張の状況と

2.5 

5 口縁部径 10 15cm 

fig. 153 雲出島貫遺跡 SK282出土小皿類法量分布

※陶器小椀については高台部分を含まない
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同様なものを想定できると考える。

fig.153は雲出島貰遺跡 SK282から出土した椀．皿・

小皿という主要供膳形態土器について、口径と器高

の関係を比較したものである。これを見ても明確な

ように、土師質土器は、その法量的見地からは陶器

類以上に土師器類との近似性が窺える。すなわち、

土師質土器に見られる皿・小皿とは、手法的には陶

器類に近似しているものの、そのまま焼成すれば陶

器になる、というものではなく、その形態的目標は

尾野氏の言うように士師器に置かれていたと考えら

れる (40)。このように、尾野氏が尾張で分析されたも

のと同様な評価を伊勢の土師質土器についても行い

得ると考える。

また、雲出島貰遺跡出土の土師質土器小皿には、

少量とはいえ油煙痕の確認できるものがある。この

ような使用痕は灯明皿としての用途を示すもので、

土師器にこそ認められるものの、陶器小椀・小皿の

類では見られない。このことも、当時この土器を実

際に使用していた人々の認識としては、土師質土器

は土師器に近いものであったといえよう。

このようなことから、伊勢における当該土器群に

ついては、暫定的なものとなる可能性があるものの、

両属的な名称を与えることを優先して「土師質土器J

と呼称することとしたい。勿論、筆者自身もこの名

称にこだわるつもりは無く、作業過程における暫定

的なものであることを強調しておく。

c 成立と終焉

さて、土師質土器の成立は、斎宮跡ではその区分

でいう平安後 I期 (10世紀後半頃） (41) とされ

ている。雲出島貰遺跡においては、当該時期

相当、あるいはやや新しい時期と考えられる

ものに、 SK205がある。そして終焉時期は、

雲出島貫遺跡では13世紀に入るか入らない力‘ 器

という時期である。この終焉時期は、概ね伊

勢における他の遺跡でもその傾向が指摘でき

る (42)。

この、長く見積もって250年程度の存続期間

のなかでの当該土器は、伊勢においてはその

後何らの伝統も残さないまま忽然と消滅する

高

2S 

゜

認識できない。しかし、何らの影響も残さないまま

消滅したと断定することもできない。

fig.154は、曲遺跡（松阪市曲町） SDl-C・D 

区上層出土 (43) の土師器・陶器・土師質土器の椀皿形

態土器について、口径と器高の関係を比較したもの

である。参考として、これよりも新しい、藤澤編年

で6型式に相当する黒笹20号窯出土の小皿 (44) も含め

ている。藤澤編年の 4型式までは椀ー小椀のセット

関係が見られたものが、 5型式を緩衝期とし、 6型

式には小椀が小皿へと移行していることはよく知ら

れたことであるが、 6型式の小皿は、 5型式までの

小椀・小皿との形態的連続性が見えにくいものであ

る。そして 6型式以降の陶器小皿が、土師器小皿の

法量と極めて近似していることがfig.154からは窺え

る。

小椀→小皿という変化は、東海系陶器椀類のみな

らず、瓦器においても見られる。大きく言えば、く

椀ー小椀＞からく椀ー小皿＞の関係への移行は、素

材や工人差を越えた動向として見ることができる。

瓦器小皿は、土師器の手法と比較的近似し、なおか

つ土師器小皿とともにまとまって廃棄されているよ

うな状況は、近隣の伊賀では小倉遺跡 (45) (阿山町馬

場）で顕著に見られる。

瓦器における小椀の消滅は、山田編年でも II段階

内においてである。瓦器における小椀の動向と同一

視することはできないものの、陶器において小椀か

ら小皿へと移行する段階は藤澤編年 5型式である。

そして、これらの時期が土師質土器の終焉時期と概

•土師質土難皿・小lDl

・土師器皿・小皿

• 繭翡椀・小椀・小皿

5 口縁部径 10 
15cm 

ように見える。事実、 13世紀以降も土師質土
fig. 154 曲遺跡 SDIC-D区および黒笹20号窯出土椀・皿

器が継続して生産・流通している現象は全く 類法量分布 ※陶器小椀については高台部分を含まない
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ね一致することは注目する必要がある。土師質土器

が、陶器の成形手法を用いながらも土師器の器形お

よび用途を目的としていた、という小稿の観点から

すれば、土師質土器の指向が陶器小皿の成立に何ら

かの影響を与えている可能性があるのではなかろう

か。すなわち、土師器的機能の追求という土師質土

器の指向は、陶器小椀の機能喪失が進むなかで陶器

小皿が受容することとなり、それとの相関のなかで

土師質土器が終焉する可能性があると考える。

ただし、伊勢でこの後に陶器小皿の需要がこれま

で以上に増加しているわけではない。土師質土器の

終焉後に最も増加するのは他ならぬ土師器である。

結局のところ土師質土器に見られた指向としての土

師器模倣は、本来の土師器以上のものとはなり得な

かったといえようが、この点は今後の課題である。

中世成立期に象徴的ともいえる土師質土器は、伊

勢においてはいわば古代的土器生産体制、あるいは

古代的流通方法が揺藍したその間隙を縫って出現し

た (46)。土師器を指向したこの土器群は、供膳形態土

器のなかで一定程度の組成を占めるまでには至った

ものの、結果的には土師器そのものに駆逐された、

と考えられる。その最も大きな作用は南伊勢系土師

器という南伊勢地域における独自性を発揮して成立

した土師器生産供給体制の確立であろうと推測する

が、一方では陶器生産地帯での小皿生産に幾ばくか

の影響を与えたものと考えられる。

4 伊勢における京都系土師器の位相

最後に、雲出島貰遺跡で多量に確認された京都系

土師器についてみておく。

a 中伊勢地域における京都系土師器受容の背景

中世京都を中心に展開する土師器群が、列島各地

に影響を与えていることについては、既に多くの論

考があり、その認識も深化している。伊勢において

も、雲出川流域部を中心としてこの土器群が存在し

ている。

雲出島貰遺跡の状況は、京都系土師器の影響が色

濃く映し出されたものとして認識できる。いや、細

部にわたる調整手法上の異なりをこの際度外視すれ

ば、当遺跡の土師器類は、京都系そのものによって
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主体が構成されていると見るべきである。

では、そもそも「京都系」とは一体何であろうか。

「京都系」と言う以上、自ずと「＜非＞京都系」が措

定されているともに、当該時期における「京都」と

いう地域の独自な存在をも想定（規定） しているこ

とになる。その意味で「京都系土師器」とは、京都

内部から内在的に規定されるべき存在であるととも

に、その外部からも同様に規定される概念であると

いえる。

中伊勢地域における「京都系」とは、中伊勢地域

で系譜を追うことの出来ないものが出現し、それが

これまでに「京都系」と呼ばれていた一群、という

ことになる。小稿でいう土師器小皿 b類（ての字小

皿）などはその典型である。また一方で、当該地域

の「非京都系」とは、南伊勢方面の土器群と、前述

の土師質土器の一群が相当する。

雲出島貰遺跡における「京都系」のあり方を、京

都外部である中勢地域の状況として規定していくな

らば、どのような背景で成立したのか、あるいは成

立し得るのかを追求する必要がある。

ひとつの独自性として京都系土師器を見るならば、

それは概略的には京都方面の土器文化が中伊勢地域

に強い影響を及ぼした、ということになる。土器と

いう限定された素材の中にも何らかの歴史的背景が

含まれているという筆者の基本的立場から言えば、

そのような影響力の主体としての京都方面を中心と

した当該時期の政治経済的状況、すなわち荘園公領

制の基礎が固められる時期に相当することと何らか

の関係があるものと考える。

雲出島貰遺跡に見られる京都系土師器は、その出

土量が膨大であり、比較的短期間で集中的に消費

（浪費！）されている状況からしても、「在地社会」

を形成する階層的に下部の行為とは見られず、京都

と密接な関係を持つかなり上層部の関与があると想

定する。とするならば、京都系土師器に関する在地

への情報の伝達者としてもそのような人物が関わっ

ていたと考えられる。土器生産者の関与は、その情

報が在地に伝達された後に発生するものと認識する。

この一方、当該時期の南伊勢地域では、地域色が

次第に強まっていく土器群が生産されていることは、

斎宮跡およびその近隣諸遺跡の状況から明らかであ



る (47)。しかし、古代末から中世のいわゆる「都郡間

交通」は、いくら形骸化しつつあるとはいえ、斎宮一

京都ラインは重視されている (48)。この前提に立てば、

斎宮固辺、すなわち南伊勢地域の土器相に見られる

古代末から中世にかけての地域色顕在化の状況には、

京都との密接なつながりがありながらも、京都系を

受け人れる必要が無かった、あるいは受け入れが不

可能であったという背景が想定できる。したがって

その背後には、南伊勢地域における土器工人あるい

はその流通媒介者の極めて強い意志を想定すること

ができる。

南伊勢地域の土器が雲出島貫遺跡固辺地域へと搬

出されていることは、士師器甕類の存在や、少ない

ながらも存在する土師器皿類によって確認できる。

土師器の煮沸用具については、少量の清郷形甕があ

るものの、南伊勢地域の甕で構成されているといっ

てよい。南伊勢系土師器が成立した13世紀初頭以降

は、雲出島貫遺跡をはじめ中伊勢地域の土器組成に

占める南伊勢系の比率は増加している。

そもそも雲出島貰遺跡近隣は、神宮領嶋抜御厨が

存在していた地である。当御厨が現在確認できる最

古の御厨であり (49) 、そしてそのような御厨が神宮直

轄領である可能性が高いという稲本紀昭氏の見解 (50)

を踏まえれば、そこに南伊勢地域の土器群が数多く

確認されるという事態も当然想定できる。このよう

に雲出島貫遺跡近隣は、南伊勢地域の土器群と無縁

な状況にあったわけではなく、場合によっては京都

系でなく南伊勢地域の土師器皿類を大々的に搬入す

ることは可能であった地なのである。

以上を踏まえることによって、京都系土師器皿類

の中伊勢地域という「在地」への影響の状況を評価

できる。すなわち、畿内中心地域以外への京都系土

師器の受け入れとは、京都との密接な関係を背景と

しながらもそれだけではなく、土器工人層の独自性

の強弱、および情報伝達者としての在地上層部の意

識的な関与の度合いによって決定されるものと推測

する。雲出島貫遺跡、あるいはこの遺跡を含む雲出

川下流域における京都系土師器類は、京都方面から

の影響が伝わったという程度の消極的なものではな

く、それを積極的に受容しようとする地域的背景を

有していたことを示していると推測する。
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さて、雲出島貫遺跡において典型的に見られた京

都系士師器の受容は、 13世紀前半頃を境に大きく変

化する。 13世紀前半以降の中伊勢地域の土師器皿類

（皿 a4・a5) は、巨視的に見れば京都系土師器の

系統下と見てよいかも知れないが、その形態的イメー

ジはそれ以前の状況とはかなり異なっており、「在地

的」な形態となっている。この段階以降は、京都と

の断絶を重視すべき状況といえる。これは、ほぽ同

じ時期の瓦器椀に、それまでの大和型から伊賀型へ

の分化・成立を見出した山田猛氏の視点とも一致す

る (51)状況といえる。

この問題と、先述した土師質土器の終焉、および

南伊勢系土師器の成立、という問題は、別々の土器

群とはいえ、ある意味で密接に関係していると見ら

れる。京都の直接的影響を見出せなくなった13罷紀

以降、中伊勢地域における南伊勢系土師器の出土は

皿・鍋類を中心に急激に増加する一方、土師質土器

はほぼ終焉している。南伊勢系土師器の展開を起点

に据えるとすれば、それが中伊勢地域に大きく進出

したことによって京都系士師器に打撃を与えるとと

もに、土師質土器の終焉を誘引したと見ることもで

きる。それとともに、京都系土師器のイメージ伝播

の媒介者が中伊勢地域から基本的に撤退したことが

その原因のひとつであろう。その意味で、荘園公領

制の基礎を築いた院政期、あるいはそれと強く結び

つき、雲出島貰遺跡の形成に大きな役割を果たした

と想定される平氏の存在 (52) は、中伊勢地域の土器相

にも大きな影響を与えていると考えられるのである。

b 土師器小皿 b類（ての字小皿）の問題

雲出島貰遺跡で出土した土器類のなかで、量的に

最も目立つのが小稿でいう土師器小皿 b類、いわゆ

る「ての字小皿」である。口縁部計測法で、 B7区

のみで18,435/12であり、これを単純に個体数換算し

ても 1,536個体となる。消耗度をも考慮すれば、悠に

2,000点は越えているであろう。

この出土量からも、雲出島貫遺跡の特殊性を言う

ことができるかも知れない。しかし、この土器の伊

勢における組成の状況が今一つよく分からない。伊

勢における当該土器の存在についていち早く注目さ

れた新田洋氏の集約 (53) によっても、近隣遺跡では数

遺跡で極微量の出土が知られるのみである。新田氏



の集約以後に付け加えられるものも、雲出島貰遺跡

を除けば小野遺跡（松阪市小野町） (54)、松本権現前

遺跡（三雲町小野江） (55) 、位田遺跡（津市北河路町

) (56)があるに過ぎず、いずれも 1点あるいは数点程

度の出土である。

土師器小皿b類が見られる時期の遺跡調査事例が

少ないことにその一因を求めることもできるが、そ

おわりに

以上、雲出島貫遺跡出土の土器を中心として、中

世成立期の土器に見られる諸問題を検討してきた。

雲出島貰遺跡の所在する中伊勢地域は、 11世紀後

半頃における京都系土師器を積極的に受容し、 12槻

紀代まではその状態を保持し続けた。

土師器皿類の需要が、地域住民ではなく在地上層

部とすれば、その背景には神宮以外の権力の関与が

想定される。雲出島貰遺跡を中心とした地域権力的

背景は、院政権およびそれと強く結びついた平氏と

考えられる。

さて、当該時期は荘園公領制が基礎を固める段階

である。直接的には困難であるが、考古学的な事例

についてもそのような観点からの検討が必要である。

田村憲美氏はこの時期を、「地域」杜会出現の時期

として重視しており、制度的に導入されていた歴史

的く所与＞としての国郡制が、この段階においては

それまでに形成されていた在地社会（田村氏はこれ

を「原」地域、とする）のなかで、歴史的く所産＞

として荘園公領制が地域の側から創出されていく、

という興味深い指摘をしている (57) 0 

大枠としての荘園公領制の創設には権力側からの

働きかけも不可欠であるが、このような在地的な視

＜註＞

(1) 宇野隆夫「食器計量の意義と方法」（『国立歴史民俗博物館研究報告』第40

集 1992年）なお、計測データについては、当書第W章を参照のこと。

(2) ここで言う一括資料については、一瀬和夫氏のいう「製作時であれ、使用

中であれ、廃棄であれ、完形土器が比較的に安定した同一土層中に群在して出土

したもの」に従っている（同氏「久宝寺・加美遺跡の古式土師器J『大阪文化財論
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れにしても出土例が少ないことは指摘できそうであ

る。現状での感覚的な指摘ではあるが、当該土器の

存在そのものが雲出島貰遺跡のような中心的な遺跡

においてのみ発生するものであり、それ以外の点的

な出土例を示す遺跡は、雲出島貫遺跡のような遺跡

からの二次的な波及と見ることもできるのではない

だろうか。

点が地域史を見る上で重要なことは確かである。こ

のような、在地的な観点を踏まえて雲出島貫遺跡の

土器相を改めて見てみると、在地色のやや薄い京都

系土師器の一群がある一方、土師質土器にこの地域

の独自性を見出すことが可能である。ある意味では、

中伊勢地域における京都系土師器とは歴史的く所与

＞なのであり、士師質土器とは歴史的く所産＞であ

るということもできよう。このような、 2つの様相

が入り混じる状況にこそ、中世成立期の中伊勢にお

ける土器群が持つ、まさに両属的な状況を見ること

もできるのである。

中伊勢地域、とくに雲出川流域に見られる近畿中

枢部との密接なつながりは、 7・8世紀代における

精緻な暗文土師器の存在 (58) によって、時代を越え

た傾向ということもできる。そのような傾向がほぼ

完全に払拭される時期として、 13世紀代以降が改め

て評価できる可能性があろう。

成稿にあたっては、橋本久和氏• 吉村正親氏• 森

島康雄氏・佐藤亜聖氏らをはじめとする中世土器研

究会諸氏や山田猛氏から有益なご教示を頂いた。記

して感謝致します。
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転台土師器」（『考古学研究』 38-1 1991年）

(37)前掲註 (52)森氏論文 p9 

(38)福田健司「須恵系土師質土器について」(『H野市落JII遺跡調査概報」 V



日野市落川遺跡調査会 1987年）
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(40) この点については、東北地方を中心に検討された松本健速氏も、「ロクロか

わらけには手づくねかわらけの代用品として製作されたと考えられるような外観

の製品が含まれる」という指摘をされている。同氏「12世紀代東北地方における

かわらけ存在の意味」（『中近世土器の基礎研究』 xm 日本中世土器研究会

1998年 p 34) (41) 前掲註 (15)文献

(42) 前掲註 (15)文献など。

(43) 前川嘉宏「曲遺跡」（『県道丹生寺一志線及び県道合ヶ野松阪線道路改良工

事敷地内埋蔵文化財発掘調査報告書』松阪市教育委員会 1989年）

(44)前掲註 (11)斎藤氏文献の p25掲載の図を参照した。

(45) /1[戸達也・東山則幸「小倉遺跡」（『平成 2年度農業基盤整備事業地域埋蔵

文化財発掘調査報告』第 1分冊 三重県埋蔵文化財センター 1991年）

(46) 当該土器群成立に至る土器工人の動向としては、南伊勢地域を中心として

分布する椀（小稿でいう椀 b) の成立が極めて典味深い。椀 bの手法的特徴は灰

釉陶器あるいは陶器椀（山茶椀）に共通する。そのため、土器そのものの技術で

は陶器生産工人の系列下にありながらも、何らかの要因で“土師質”を選択した、

というような背景が想起される。このことは、伊勢における土師質士器の生産開

始問題を考えるうえで、極めて重要な意味を持つと考えられる。

(47)前掲註 (15)文献参照。

(48) 天野秀昭『斎王群行と伊勢への旅』特別展図録（斎宮歴史博物館 1998年）

(49) 「大神宮諸雑事記』延長 6 (928)年4月13日条（『群書類従』第 1輯）

(50)稲本紀昭「建久三年「伊勢太神宮領注文」と「神鳳紗j」(r史林」 68-1 

1985年）および同氏「伊勢国」（『講座日本荘園史』 6 吉川弘文館 1993年）

(51)前掲註 (13) 山田氏論文

(52) 雲出島貫遺跡と平氏の関係については、拙稿「嶋抜をめぐる諸問題」（当報

告書第VI章）を参照されたい。なお、この問題については、別稿で改めて検討を

予定している。

(53) 新田洋「三重県における古代末～中世にかけての土器様相ー特に土師器に

ついて素描ー」（『マージナル」 No.9 愛知考古学談話会 1988年）

(54) 吉村利男「小野遺跡」（『昭和50年度農業基盤整備事業地域埋蔵文化財発掘

調査報告』三重県考古資料普及会 1976年）

(55)拙稿「三雲町の考古資料」（「三雲町史』第 2巻資料編 1 1999年）、村田

匡『松本権現前遺跡発掘調査報告」(=:雲町教育委員会 1999年）

(56)米山浩之「位田遺跡発掘調査報告J(三重県埋蔵文化財センター 1999年）

(57) 田村憲美「中世前期の在地社会と「地域社会論」」（『歴史学研究」 674

1995年）

(58) 雲出川流域部における古代の精緻な暗文士師器は、雲出島貫遺跡のほか、

堀田遺跡（中川明ほか『堀田遺跡第 3次発掘調査概報」三重県埋蔵文化財センター

1996年）、平生遺跡（前掲註 (16)吉村氏ほか文献）など、各所に見られる。
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所収遺跡名 所 在 地 市町村：遺跡番号 0 ' "  0'"  m2 

雲出島貰 つしくもづしまぬきちょう 136度 34度 県道（一般地
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